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　薄うす闇やみの中、三さん九く郎ろうは目を覚さました。

　寝ぼけ眼まなこで室内を見渡す。ここは『伏ふし桜ざくら製作所』内の工房長室──つまるところ、自分の部屋だ。メイジ世界に足を踏ふみ入れてからほぼ毎日、三九郎はこの部屋で寝起きしている。灯あかりをつければ、部屋のあちこちに散さん乱らんしている学校カバンや教科書や制服を見て取ることができるだろう。

　三九郎は首をひねり、枕まくら元もとの時計を確認しようとして──

　身体が動かなくなっていることに気づいた。

「…………」

　大の字に縛しばりつけられた三九郎の腹に、誰だれかが乗っていた。それが誰なのか、三九郎には顔を見る前から予測できていた。

　押し殺した声で三九郎は言う。

「なにしてるんだ？　蕩とう乃のさん」

　蜜みつ月づき蕩乃は、にっこりと笑った。

「もちろん、夜よ這ばいですよ」

「鍵かぎは二重にしておいたはずなんだが」

「『空属トラクタス』メイジ相手に、物理ロックが役に立つと思っていたのですか？　驚おどろきです」

「こんなことのためにクォーツを使うほうが驚きだよ……！」

　三九郎はじっとりとした眼まな差ざしで蕩乃のことをにらみつけた。が、蕩乃はそれを完全に無視して、見せつけるように服を脱ぎはじめる

　黒いブラウスを脱ぎ落とすと、グレーがかった髪がぱらりと解ほどける。蕩乃は髪留めゴムをくわえながら、その髪をアップにまとめた。薄闇に浮かぶ、白い肌と黒い下着のコントラストが、三九郎をどぎまぎとさせた。

　危機感を抱いだいた三九郎は、乾いた声で反はん撃げきを試みる。

「なあ、蕩乃さん」

「なんですか、三九郎？　避ひ妊にんならしませんよ？」

「大声、出すぞ」

　蕩乃は唇くちびるに指を当て、可愛かわいらしく首をかしげた。

「別に構いませんけど──無意味ですよ？　防音加工は万ばん全ぜんですからね」

　確かにベッドの周囲だけ、不ふ可か思し議ぎな揺ゆらぎに包まれている。どういう仕組みのものかは不明だが、魔ま法ほうであることに違いない。

　髪をアップにまとめ終えると、蕩乃はそのままブラのホックを外しにかかった。三九郎が慌あわてて目を閉じると、蕩乃は不満そうな声を出した。

「女が素す肌はだを晒さらしているというのに、目を閉じるだなんて、失礼ですよ」

「人を襲おそうことは失礼じゃないのか!?」

「イヤなら勃ぼつ起きしなければいいだけの話では？」

「ぼっ、────そ、そういう言葉を口にするんじゃない！　女の人がっ！」

　裏返った三さん九く郎ろうの声に、蕩とう乃のがころころと笑った。

「まあ、可愛かわいらしい反応。はじめてを奪っているという実感があってぞくぞくしますね。ところで三九郎、私はすでに全裸ですよ？」

「っ！」

「第一、これはあなたが果たすべき義ぎ務むだと思いませんか？　最初はそういう契約だったでしょう」

　すねたような声と共に、蕩乃は三九郎の顎あご先さきを指で弄いじる。

「私はあなたの子供が欲しいと、ずっと前から言っていますのに。私のことを抱く素そ振ぶりすら見せてくれないんですもの。いじわるな人」

「い、いじわるとか、そういう問題じゃ──」

「あの小娘二人に気を遣つかっているのでしょう？　なら、こうしましょう。私を抱いて、子供を作って、しかしそのことは誰だれにも言わなければいいのです。二人だけのナイショ。それでいいでしょう？」

　全然よくない。三九郎は抵てい抗こうしようと身をよじらせたが、腹にまたがる蕩乃の身体がわずかに上下しただけだった。ぱちぱちと響ひびく拍手の音、

「そうそう、その調子。はじめてでも、男の子は意い気く地じというものを見せなければいけませんもの。さて、それでは早さつ速そく──」

　蕩乃の指が三九郎のジャージに触ふれる。そのまま、するすると脱がせようとして、

「さんちゃん!?」

　部屋のドアの向こうから、ねねこの大声が響いた。

　ばんばんとドアが叩たたかれる。がちゃがちゃとドアノブが回る。蕩乃は形の良い眉まゆを寄せて、ドアをにらみつけた。

「……小娘。どうやって嗅かぎつけたのやら……」

「さんちゃん、無事!?　ヘンなことされてない!?　ここ、開けて！」

「ジャッジ。解かい錠じよう」

「ハイハイ、かしこまリ」

　二重のロックがあっさりと外れ、室内にどやどやと三人の少女がなだれ込んできた。

「なっ──、なにしてるんですか、蕩乃さん!!」

「やっぱりね。こんなことだろうと思った」

「フフン、私の言ったとおりデショ、坊ぼつちゃま？　ソイツは雌め狐ぎつねなのデスよ！」

　春日かすがねねこが足を踏ふみ鳴らし、神しん藤どう華か夜やが冷たい表情を浮かべ、ジャッジは得意げに蕩乃のことを指差す。

「…………」

　少女たちに囲まれて、蕩とう乃のは頭痛をこらえるかのようにこめかみに人差し指を当てた。先ほどまでの艶つやめいた雰ふん囲い気きなど、一いつ瞬しゆんのうちに吹き飛んでしまった。これ以上コトを続けようとするほど、蕩乃は無ぶ粋すいではあるまい。

「蕩乃さん。どいてくれないか」

「……仕方ありませんね」

　蕩乃は不ふ承しよう不ぶ承しよう、三さん九く郎ろうのベッドから降おりて、ぱちんと指を鳴らした。

　同時に三九郎を拘こう束そくしていた魔ま法ほうも消しよう滅めつする。三九郎がようやく起き上がると、ねねこと華か夜やが心配そうに駆かけ寄ってきた。

「よかった！　だいじょうぶ、さんちゃん？」

「あの人にヘンなことされてない？」

「いや──それは大だい丈じよう夫ぶなんだけど、二人とも」

「うん？」

「なんで俺が襲おそわれてるってわかったんだ？」

　ねねこと華夜は、さっと目をそらした。

「おや、こんなところにおもしろいモノがありますよ、三九郎」

　そのとき、後ろから蕩乃の声が響ひびいた。蕩乃は素す肌はだにシーツを巻き付けただけの姿だったが、そんなことは物ともせずにこちら向き、その道具を差し出してみせた。

　監かん視しカメラと盗とう聴ちよう器き。

　三九郎は再びねねこたちに向き直り、乾いた声で尋たずねた。

「これはなんだ？」

　ねねこは目をそらしている。

　華夜も目をそらしている。

　ただひとりジャッジだけが、にこにこしながらこう答えた。

「安全保障のためにハ、多少のプライバシーは犠ぎ牲せいになるものデス！」

「出てってくれ」

　三九郎は、うんざりとした声でそう言った。




　　　　　　　　◆




　以上が、今や『伏ふし桜ざくら製作所』にて日常になりつつある光景だ。

『マーチラビット・ワークショップ』と同どう盟めいを結んだ『伏桜製作所』には、その工房長である蜜みつ月づき蕩乃が毎日のように訪れるようになっていた。蕩乃の目的は「『アンチメイジ』である伏桜三九郎との子供を作ること」という単純にして明快なもので、なにかといえばその目的を果たそうと三さん九く郎ろうにちょっかいを出してくるのだ。

　それをさせまいとするのは、『伏ふし桜ざくら製作所』の女性陣──というか『伏桜製作所』のメンバーは三九郎以外すべて女性──だった。ジャッジは蕩とう乃のを嫌きらっているゆえに、ねねこと華か夜やは各おの々おのの心情や信条ゆえに、蕩乃と三九郎の子作りを阻そ止ししようとする。内戦というよりは冷戦といった趣おもむきだが、どっちにしろ戦場は三九郎の頭上であり、被害を受けるのは三九郎だけなのだ。

　つまり、なにが言いたいかというと、

「女性不信になりそうだ……！」

『伏桜製作所』リビングのソファに座り、頭を抱かかえながら、三九郎はそう呻うめいた。

「あァー、そりゃ、まァ、なんだな。災さい難なんだな」

　三九郎の対面のソファに腰かけているのは、田た中なか呉くれ葉は──『伏桜製作所』の、自称副工房長である。『マーチラビット・ワークショップ』から転向してきたメイジだが、今は三九郎の話などそっちのけで、足を放り出して携けい帯たいゲームで遊んでいる。

　三九郎は血走った目で呉葉をにらみつけ、叫さけんだ。

「ちゃんと聞いてくれ！」

「いやいや、聞いてる聞いてる。それで？　子供作んの？」

「作らねえよ！　俺はまだ十七だぞ!?」

「別に年ねん齢れいは関係ないと思うけど。それに、『マダム』はおまえに面倒かけねーって言ってんだろ？　じゃあそれでいいじゃん。面倒がなくて気持ち良いなんてさ！　ぎゃはは！」

　携帯ゲーム機をぴこぴこと操作しながら、呉葉は下品に笑った。

　話す相手を間ま違ちがえたか……。

　三九郎は後悔しかけたが、かといって他に相そう談だんできる相手などひとりもいない。呉葉以外のすべての人間が当事者なのだ。うかつに話せばやぶ蛇へびになりかねない。

「つーか、サンクロってさ」

「うん？」

「ねねこともうヤったの？」

　ごふっ、と三九郎は咳せき込んだ。呉葉はけらけらと笑う。

「あー、ゴメンゴメン、違ったわ。ねねこと付き合ってんだよね？」

「……だいぶ差があると思うが……別に、付き合ってはいないよ」

　ぴろーん、と音がした。呉葉がゲームにポーズをかけた音だ。金きん髪ぱつツインテールを揺ゆらし、シャドウを引いた目を丸くしながら、彼女は三九郎を見つめていた。

「は？　……なんで？」

「なんでって、俺とねねこはただの幼なじみだぞ。そういう関係じゃない」

「いやいや。いやいやいやいや。おま、ほら、こないだ『カットスロート・カテドラル』にねねこが誘ゆう拐かいされたときのこと忘れたの？　ねねこ、結けつ構こう大事なこと言ってたよな？」

「……なんか言ってたか？」

　三さん九く郎ろうはきょとんとする。あのときの追つい跡せき行こうがあまりに必死だったため、細かいところの記き憶おくはほとんど飛んでしまっていた。死に物狂いでねねこを助け、雷らい火かと戦い、『カットスロート・カテドラル』を退しりぞけたことしか覚えていない。

　呉くれ葉はは「信じられん」という目つきで三九郎を見たあと、横を向いて、ぼそりと、

「腐くされハーレム野や郎ろう……」

「それ俺のことか!?」

「他に誰だれがいんだよ!?」

　ばしーん！　と、呉葉は携けい帯たいゲーム機を柔やわらかいクッションの上に叩たたきつけた。それから、全身の力を抜いてソファにもたれかかり、足を組む。

「ったく、そりゃねねこや華か夜やも苦労するはずだよな」

「なんで神しん藤どうさんの名前が出てくるんだよ？」

「うっせーよ。ハーレム野郎は黙だまってろ」

　三九郎はぐっと言葉に詰まった。いつもであれば、呉葉に対しては好きに言い返すことができる三九郎だったが、今の呉葉はなにやら不ふ思し議ぎな威い圧あつ感を漂わせていた。それは、三九郎と蕩とう乃のが一いつ緒しよにいるときに、ねねこたちが放つ威圧感と同種のものだ。

「まーでも、メイジとしちゃ『マダム』の言ってることのほうが正しいんだけどな？」

　ひらひらと手を振りながら、呉葉は鼻を鳴らすようにしてそう言った。

「『アンチメイジ』の子供が欲しいから手を貸したってのに、いざってなったらオアズケ喰くらってるんだもんな。我が慢まんできなくなって手を出したとしても無理もねーぜ。おまえのことを拉ら致ちって無む理り矢や理りコトに及およんだっておかしくねーんだ」

「……そんなことをしたら、同どう盟めいはめちゃくちゃになる」

「あの人もそれがわかってるから、乱らん暴ぼうなことはしたくねーんだろ。なんやかんや言って、『伏ふし桜ざくら』と『ワーク』の同盟は、親しん王のう坂ざかじゃかなりの大おお事ごとになってるからな。それが、子作りするしないの話でワヤになったら、歴史に残るくらいの笑いぐさになるぜ」

　ぎゃはは、と呉葉はのけぞって笑うが、笑い事ではまったくない。三九郎は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で腕を組み、

「……子供か」

　ぽつりと言うと、呉葉は不意に真顔になって、尋たずねた。

「真ま面じ目めな話、なにがイヤなんだよ？　『マダム』の言い草じゃねーけど、ソレはサンクロがやんなくちゃいけねーことだぜ。そこんところをウヤムヤにしてっから、『マダム』だって納なつ得とくがいかねーんじゃねえの？」

　呉葉が真面目な話をするとは。三九郎はびっくりしたように彼女のことを見たが、呉葉の真顔は崩くずれなかった。

　やがて、三さん九く郎ろうは小さな声で言った。

「俺の父親のことは、知ってるか？」

「あ？　あったりめーだろ。伏ふし桜ざくら団だん慶けいを知らないメイジなんていねーよ」

　伏桜団慶。メイジ史上最高と謳うたわれた天才。二つの『属性アライメント』を組み合わせる『複ふく合ごう魔ま法ほう』の使い手であり、そして、三九郎の父だった。

　思えば、彼の死からすべては始まったのだ。メイジ同士の戦争に巻きこまれ、幼なじみの命を標的にされて、否いや応おうなくメイジ世界へと足を踏ふみ入れることを余よ儀ぎなくされた。そのいずれも、父・伏桜団慶の仕組んだことだ。

　その怒りは、まだ、三九郎の中で冷めてはいなかった。

「親父とはうまくいっていなかった」

　三九郎が語る言葉が、『伏桜製作所』のリビングに冷たく響ひびく。

「俺にはメイジとしての才能はなかったし、そもそもメイジになりたくもなかったしな。親父は俺をあちこち連れ回して、なんとかメイジとして成り立たせようとしていたようだけど、才能のない俺に失望していた。だから、俺を『伏桜継けい承しよう戦争』に巻きこんだんだ」

　三九郎は、母・伏桜詩し絵えの『アンチメイジ』スキルを受け継ついでいた。あるいは戦争によって、その才能が目め覚ざめるのかと思っていたのかも知れない。

　だがそれは逆に言えばこういうことである。

『アンチメイジ』に目覚めないようであれば、死んでも、構わない。

　親に愛されない子供ほど、惨みじめな存在はないと、三九郎は思う。

「だから、仮に蕩とう乃のさんと子供を作るとしても、もしその子供が『普通の人間』だったときのことを考えると、やりきれなくなるんだ。メイジ世界で才能のない人間がどう扱あつかわれるかは、身をもって知っているからな」

「なるほどなァ」

　ソファに背中を預けたまま、呉くれ葉ははため息のような声で言う。

「しかし、そんなこと考えてるんなら、『マダム』に言うわけにもいかねーだろうな。あの人が欲しいのは戦力としての子供だろうしさ。サンクロの考えとは完全にバッティングしてんじゃん」

「だから悩んでるんだろ……。突つき放すわけにもいかないし」

「あー、まあなあ。今のウチの工房、『ワーク』の影えい響きようが結けつ構こう強いしな」

『マーチラビット・ワークショップ』と同どう盟めいを結んでから、それまで頻ひん繁ぱんに起こっていた外部工房からの侵しん略りやく戦争がぴたりと止やんでいた。蜜みつ月づき蕩乃がひとにらみしただけでこれなのだから、抑よく止し力というものがいかに大事なのかがわかるというものだ。

「ま、それなら、せいぜい上手うまく立ち回るんだな。『マダム』の機き嫌げんを損そこねないようにしながら、せいぜい『カッ攫さらわれ』ないようにするといいぜ。ぎゃはは！」

　無責任に笑う呉くれ葉はに、三さん九く郎ろうはため息をついてから、ふとつぶやいた。

「しかし、おまえにこんなことを話すなんて、想像もしてなかったな」

　呉葉はきょとんとしてから、自じ慢まんげに腕を組んで胸を張る。

「まっ、呉葉ちゃんは『伏ふし桜ざくら』の副工房長だもんな！　工房長の相そう談だんを請うけ負うのも、呉葉ちゃんの立派なお仕事ってワケだ！」

　三九郎はそんな彼女をジト目で見つめる。

「だから何度も言うけど、おまえは別に副工房長でもなんでもないからな？」

「はあ!?　なんでだよ!?　他にメイジいねーじゃんかよ、この工房」

「ジャッジがいるだろ」

「あいつ人じん工こう精せい霊れいだろ！　自分でも『私は坊ぼつちゃまの召使いに過ぎまセン』とか言ってるしさ！　じゃあ呉葉ちゃんが副工房長でいいじゃねーか！」

「神しん藤どうさんがウチに来てくれればいいんだけどなあ……」

「か、華か夜やはよその工房のメイジだろ!?　そんなこと言うなよサンクロ！　もっと呉葉ちゃんを信しん頼らいしろよ！　な!?」

　そう叫さけんでから、呉葉はハッと気づいたような顔をした。指をもじもじと絡からませつつ、上うわ目め遣づかいに三九郎のことを見る。

「……あ、あのさ。もしかしてだけど、呉葉ちゃんが昔サンクロを殺そうとしたこと、まだ恨うらんでたり……する？」

　昔って。ほんの二ヶ月くらい前の話だろうが。

「いや、別に恨んではいないよ」

　そう答えると、呉葉はほっと胸を撫なで下ろし、

「でも忘れたわけでもないからな」

　そう付け加えると、ぎょっと目を見はった。

「だっ──、いやっ──、おま──、そ、そういうの良くないと思うな？　む、昔のことをいつまでも引きずるのはさ？」

「引きずっているわけじゃないが、おまえがウチに入ったのって打算だろ。今さら裏切るとは思ってないけど、信頼までするのは、ちょっとな」

　呉葉は口を真一文字に結んだ。だらだらと、その頰ほおを冷や汗が伝っていく。

　と、不意に彼女は立ち上がった。トレードマークのウサギ型リュックに携けい帯たいゲーム機を詰めて、そのまま部屋の出口へと向かう。その直前、呉葉は三九郎を、決意を込めた目で振り返った。

「安心しろ、サンクロ。『マダム』は──この呉葉ちゃんが説せつ得とくしてやるからな！」

「えっ」

「サンクロにもう手を出さないようにって！　へへっ、別に恩に着る必要はないぜ？　だってサンクロは──呉くれ葉はちゃんの、大事な工房長なんだもんなっ☆」

　ばちーん！　とウィンクを決めてサムズアップをして、呉葉は勢いよく出て行った。

　清すが々すがしいまでの点数稼かせぎだ。どうせ酷ひどい目に遭あうだろうが、まあ、三さん九く郎ろうには特に関係ないので黙だまっていることにした。

「あ、それと！」

　などと考えていたら、呉葉が戻ってきた。ドアから顔だけを出し、

「サンクロ、呉葉ちゃんが打算で移ったって言うけど──まあ、打算もなかったわけじゃないけど──それが全部じゃないかんな！　ねねこのことは放っておけねーって思ったのはホントだから！　それは信じろよ！　いいな！」

　それだけを叫さけんで、今度こそ飛び出していった。

　三九郎は頰ほおを搔かいて、その背中を見送った。

　打算だけではない。呉葉はそう言った。以前の三九郎ならば、鼻で笑い飛ばしていただろう。メイジは自分の利り益えきしか頭にないと、そう思い込んでいたからだ。

　しかし──メイジ世界に足を踏ふみ入れてから、それだけではないこともわかりはじめていた。

　もちろん、ほとんどのメイジは傲ごう慢まんで利己的だ。だが、そうでないメイジもいる。また、自己中心的であっても、自みずからの美学というものを持っているメイジも、存在するのだ。

「……工房長」

　そこで三九郎は、戸口にジャッジが立っていることに気づいた。彼女は小さく礼をすると、端たん的てきに用件を告げた。

「キリコさまガ、お目め覚ざめになられまシタ」




　　　　　　　　◆




　須す崎ざきキリコ。

　一ヶ月前に起きた事件──『シャドウミドウ・ジャンクヤード』による春日かすがねねこ誘ゆう拐かい事件・及および魔ま法ほうテロ事件の主犯格であり、そして、犠ぎ牲せい者しやでもある。

　もともと、彼女はメイジ世界とはなんの関係もない『普通の人間』に過ぎなかった。それが、三九郎たちを監かん視しするという目的のもと、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の手によって人じん工こう精せい霊れいへと作り替えられてしまったのだ。

　彼女はすでに人間ではない。その精神は『心属アニマ』魔法によって、その肉体は『生属ヴイ・ト』魔法によって変化させられ、主人の命令を忠実に遂すい行こうするロボットのような存在になってしまった。元のキリコの人格はかろうじて残っているが──もはや彼女に帰る場所はどこにもない。キリコの両親が『シャドウミドウ・ジャンクヤード』によって殺害されたことは、蕩とう乃のの調査によって明らかになっていた。

『シャドウミドウ・ジャンクヤード』からねねこを奪だつ還かんした三さん九く郎ろうたちは、同時にキリコの身み柄がらも確保していた。彼女を証拠品として『評ひよう議ぎ会かい』に提出すれば、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の違法を完全に証明できただろう。潰つぶすことはできないにしても、大きなダメージをあの工房に与えることができたかもしれない。

　しかし、三九郎たちはそうせず、彼女を元に戻す方法を探すことにした。

　彼女を『評議会』に提出すれば──キリコの命も、また失われるだろうからだ。

　キリコの精神を呪じゆ縛ばくしていたのは、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の工房長、『心属アニマ』マスターメイジの御み影かげヶが原はら夜や楽がくだ。その魔ま法ほうを解かい除じよすることは容易ではなく、長い時間がかかるとジャッジは言っていた。

　その言葉どおり、一ヶ月もの時間がかかってしまったが──それでも、夜楽の支配から抜け出すことができたというのは、喜ぶべきことだった。

『処置室』に入るまで、三九郎は本気でそう思っていた。




　キリコはベッドの上で半身を起き上がらせ、ぼんやりとした眼まな差ざしを虚こ空くうに向けていた。トレードマークのポニーテールは解ほどけて乱れ、白い患かん者じや服ふくの肩口を彩いろどっている。

「……須す崎ざきさん？」

　声をかける。反応はない。どこか遠くを見るような目で、じっと沈ちん黙もくを守ったまま、キリコはぴくりとも動こうとはしなかった。

「さんちゃん──」

　少し離はなれた壁かべ際ぎわに、ねねこが立っていた。

　短い黒くろ髪かみの合あい間まから、泣き腫はらした目がじっと三九郎を見ている。

　ジャッジに説明を求めようとしたとき、不意にキリコが口を開いた。

「──当とう該がい個こ体たいのマスターが未設定です。マスターを設定する場合は、当該個体の両手を摑つかんでその旨むねを宣せん言げんしてください。繰くり返します。当該個体のマスターが未設定です。このメッセージは、五分ごとに再生されています──」

　それきり、キリコの声はふつりと途と切ぎれ、また沈黙が部屋に満ちた。

「キリコさまの人格ヲ、完全に復元することはできませんでシタ」

　ぽつりと、ジャッジが言った。

「彼女のマスターとして設定されていた夜楽のアカウントを削さく除じよスルことには成功しましたガ、私にできたのはそれだけデス。今の彼女は『空白』状態──命令を組み込まれていないロボットのようなものデス」

　三九郎は、乾いた声で言った。

「須崎さんは人間だ」

　自分の耳にさえ、その言葉は虚むなしく響ひびいた。

　失われたものは戻ってこない。彼女の両親がすでにこの世にいないように、彼女の魂たましいもまた、永久に失われて還かえってはこないのだ。

　そのことを、頭のどこかでは理解していたはずだった。だが、頭で理解することと、己おのれの眼がん球きゆうでその事実を見定めることのあいだには、大きな隔へだたりがあった。

「新たなマスターを設定しなければなりまセン」

　ジャッジはゆっくりとベッドに近づいていく。キリコの髪を優やさしく撫なでるが、キリコは相変わらずなんの反応も返さない。そんなことを、思いつきもしない。

「基き礎その性格はリカバリできていると思いマス。今の彼女がこのような状態なのハ、人じん工こう精せい霊れいの論理ルーチンにおける根こん幹かん部分──マスター設定がなされていないからデショ。ソレさえクリアできれバ、その後の稼か働どうに問題はないハズ」

　そうして、ジャッジは三さん九く郎ろうを見た。

「タダシ。坊ぼつちゃまハ、マスターにはなれまセン」

「なに？」

「マスターとスレイブというのハ、親と子のようなモノ。ソレを恐れている坊ちゃまにハ、キリコさまの親となる権利はありまセン」

　三九郎は眉まゆを寄せて、ジャッジのことを見返した。

　──さっきの呉くれ葉はとのやり取りを、聞いていたのか。

　三九郎と団だん慶けいの確かく執しつを、ジャッジは知っている。知った上で、彼女は団慶の味方だった。もともと団慶によって作られた人工精霊なのだから、三九郎の態度に不満を持つのも当然だ。だが、その不満をこの瞬しゆん間かんに持ち出すジャッジに、三九郎は不快感を抱いだいた。

「わたしがなる」

　そのとき、黙だまりこくっていたねねこが、不意に口を開いた。

「わたしが、キリコちゃんの、マスターになるよ」

　決けつ然ぜんとした言葉と共に、ねねこはキリコに近づいていく。だが、彼女が宣せん言げんをするよりも前に、ジャッジの鋭するどい声が響いた。

「ペットを育てるのとはワケが違いマスよ。人工精霊とはイエ、元々は人間デス。ソノことをよく考えてくだサイ」

「わかっています」

　ねねこはジャッジから視線をそらさなかった。

「それでも、わたしがそうしたいんです。キリコちゃんは、もしかしたら、なにもかもを失ってしまったのかも知れないけど──でも、まだ残っているものがあるはずだから。わたしは、それを取り戻す手伝いをしたいんです」

　ジャッジはねねこのことをじっと見つめ、それから、ぽつりとつぶやいた。

「デハ、キリコさまの両手を摑つかんで宣せん言げんしてくだサイ。『私がマスターだ』ト」

　ねねこは頷うなずき、キリコの手を優やさしく取った。

　その虚うつろな瞳ひとみを覗のぞき込む。ねねこの口元に、優しげな笑みが浮かんだ。かつて、学校の後こう輩はいであったころのキリコに向けたような微笑ほほえみを浮かべて、ねねこは告げる。

「わたしが、あなたのマスターだよ。キリコちゃん」

「──────」

　ぴくん、とキリコのまぶたが動いた。ゆっくりと瞬まばたきをして、それから、彼女はすぐ間ま近ぢかにいるねねこのことを見つめる。乾いた唇くちびるが、かすかに動いて言葉を紡つむぐ。

「──マスター認にん証しようが受じゆ諾だくされました。おはようございます、マスター──」

「ねねこセンパイって、呼んでよ。前みたいに」

「────、ねねこ、センパイ」

　ぱち、ぱち、と何度か瞬きをして、不意にキリコは、表情を取り戻した。

「あれ。ねねこセンパイ？　おはようございます！」

「うん。おはよう、キリコちゃん」

「すいません、寝過ごしてしまいましたか!?　なにかご命令があれば言ってください！」

　ねねこはぎゅっとキリコの手を握りしめ、それでも、微笑みを維い持じした。

「…………ご命令、は…………特に、ないよ。それより、おなか減ってない？」
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「もちろん、ぺこぺこですよ！　あたし、こう見えても育ち盛りなので！」

「じゃあ、一いつ緒しよにごはん食べよう？　まだ、お昼ご飯食べてないからさ」

「はい！　ご命令とあらば、どこまでもお供しますよ！　ねねこセンパイ！」

　元気いっぱい、朗ほがらかに笑うキリコを見て、ねねこの微笑ほほえみに複ふく雑ざつな陰いん影えいが生まれた。

　三さん九く郎ろうも、腹の奥からこみ上げてくる重苦しい気分を、どうしても嚙かみ殺すことができずにいた。キリコの反応が明るく朗らかである分だけ、彼女が失ってしまったものが色いろ濃こい影となって横たわっているかのようだ。

　キリコは人じん工こう精せい霊れいとなり、ねねこももはや無む垢くなる少女ではない。失ってしまったものを取り戻すことができる日が本当に来るのか──三九郎には、わからなかった。

　そのとき、『処置室』のドアがノックされた。

「どうゾ」

　ジャッジが声をかけると、扉とびらが開き、華か夜やが入ってきた。険けわしい顔をしている。その表情は、寄り添そうねねことキリコを見るとわずかにだけ緩ゆるんだが──三九郎が声をかけると、再び引き締しまった。

「神しん藤どうさん。なにかあったのか？」

　華か夜やは頷うなずき、それから、はっきりとした声で三さん九く郎ろうに告げた。

「御み影かげヶが原はら夜や楽がくが、『六ろく会かい議ぎ』を招しよう集しゆうしたよ」
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「あァァァ──────っちィ、なァ──────…………」

　セミの鳴き声が降ふり注そそぐ縁えん側がわに座って、桐きり之の宮みや仄ほの火かはそんな声を漏もらした。

　麦わら帽ぼう子しにタンクトップにホットパンツという出いで立ちで、水を張った金かなだらいに裸足はだしを突つっ込んでいる。ぐでー、と舌を出しながら団扇うちわで己おのれを扇あおぐその姿は、仄火派のメイジであったとしても、見た瞬しゆん間かんに尊敬心を根こそぎ奪われること請うけ合いだ。

　事実、桐きり原はら雷らい火かは姉のそんな姿を見て、かすかに目元をひくつかせていた。

「おお、おかえり雷火。アイスはー？　頼たのんでおいたアイスー」

　雷火はコンビニの袋ふくろに手を突っ込み、ソーダ味の棒ぼうアイスを姉に向かってブン投げた。仄火はそれを、器用にキャッチする。

「さんきゅーな！　って、うわ、ちょっと溶けてるじゃん。なんだよもー、もっと急いで帰って来いよなー」

　この炎天下、歩いて十分もかかるコンビニにパシリに行かせておいて、まだ文句を言うのか、この姉は……！

　じりじりと照りつける日差しの中、雷火は足を引きずるようにして、『桐之宮工こう廠しよう』本ほん拠きよの広い庭を横断しはじめた。

『桐之宮工廠』の本拠は、広大な敷しき地ちに建てられた歴史ある日本家屋である。異い位い相そう空間の奥に隠かくされた工房部分に行くための玄げん関かん口ぐちが、すなわちこの屋や敷しきなのだ。常に十人以上のメイジがここに駐ちゆう留りゆうして、監かん視しの目を光らせている。

　親しん王のう坂ざかにおける『桐之宮工廠』の勢力は、『ギギリヤ重工』に継ぐ第二位となっている。産出されるクォーツは量・質ともに申し分なく、そもそもが桐之宮家は親王坂における名士であるため、資産に事欠くということはまずない。

　のだが。

「今どきクーラーもないとか、マジで意味わかんねーよな、この家。あのジジイが冷れい房ぼう嫌ぎらいだからってさー、全部屋冷れい暖だん房ぼうナシってのは前時代的すぎんだろ。昭和かよ」

「ちょっ──あ、姐アネさん！　堂々と工房長の悪口言わないでくださいよ！」

　慌あわてて仄火の言葉を遮さえぎったのは、縁側から続く座ざ敷しきに座っていた『耳』だ。仄火の部下であり、情報処理系の魔ま法ほうに特化した『風属エル』メイジである。

　彼は雷火を見ると、軽く手を上げて挨あい拶さつしてきた。

「あ、雷火さん。どうも！　それ、冷れい蔵ぞう庫こに入れておきますよ」

「え」

「姐さんと同じ『アバター』持ちに、そんなことさせられませんて！」

　戸と惑まどう雷火の手から、買い物袋を強ごう奪だつして、『耳』は座敷の奥のキッチンへと消えていった。その背中を呆ぼう然ぜんと見送っていると、くすくすと笑う声が聞こえた。

「まだアタシのチームとは馴な染じめてないみたいだな、弟クン？」

　むっと不ふ機き嫌げんになって、雷らい火かは仄ほの火かのことをにらみつける。

「……別に、馴なれ合う必要なんてないよ。確かに僕ぼくはあなたの部下になったけど、だからといってチームに入った覚えは──わぷっ!?」

　仄火は金だらいに突つっ込んだ足を振り上げて、雷火の顔に水を浴びせかけた。

「な、なにするんだ!?　汚いな！」

「おいおい、汚いとか言うなよー。お姉ちゃん傷ついちゃうだろ？」

「わっ、ちょ、やめろ！」

　けらけらと笑いながら、仄火は両足をバタつかせる。ふくらはぎが浸つかるほどに満ちていた金だらいの水はあっという間になくなり、雷火の全身はずぶ濡ぬれになる。

　雷火は、金きん髪ぱつから水を滴したたらせながら、仄火に詰め寄った。

「……なんの、つもりだよ、姉さん……!?」

「怒るな、弟よ。これはアタシからの愛の鞭むちだ」

　そんな雷火の額ひたいを、仄火は片手でがしりと摑つかんだ。

「いいか？　馴れ合えとはいわんが、少なくとも自分がチームに所属しているという認にん識しきは持て。ただでさえアタシらは人数が少ないんだ。お互いをカバーすることを覚えないと、イザというときにあっという間に潰つぶされちゃうぞ？」

「うっ……ぐっ……」

「──それとも、その前にアタシが潰しちゃおうか？　物理的に！　クハハ！」

　仄火は凶きよう悪あくに笑い、雷火の額ひたいを摑む手に力を込めた。割れるような痛み。なんという理り不ふ尽じんだ。これが姉というものならば、やはり桐きり之の宮みやの家系は残らず滅ほろぼすべきだ。

「返事は？　できれば可愛かわいい弟の頭は潰したくないんだけど──」

「わ、わかった！　努力──するよ！」

　かろうじて答えると、仄火はようやく雷火の頭から手を離はなした。代わりに背中に腕を回して、雷火の顔を自分の胸元に押しつける。

「んー、いい返事だ。ご褒ほう美びにお姉ちゃんがハグしてやろう。嬉うれしいか？」

「…………」

　熊くまに抱きつかれているようだ……。

「う・れ・し・い・か？」

「いたっ、いたい！　じゃない！　う、嬉しい！」

「ただいまッス──おや。ご姉きよう弟だいで仲のよろしいことで」

　折おり良よく奥から戻ってきた『耳』が、勝手なことを言った。

「そーそー、アタシたちは仲よし姉弟なんだからさー。最初っからそうやって素直になってりゃいいんだっつーの」

　仄火の笑い声と共に力が緩ゆるみ、雷火は命からがら仄火の腕から逃れた。ぜーはーと荒く息をついて、額ひたいに滲にじんだ汗を拭ぬぐう。このクソ暑い中、なんだってこんな超人とじゃれ合わなければならないのか──雷らい火かが疑問に思いはじめた、ちょうどそのとき。

「仲良くするのは結けつ構こうだが、そういう行為は、自分たちのアジトでやってくれないか」

　いつの間にか、ひとりの男が庭に立っていた。

　ジャケットとシャツ、スラックスという、見ているこちらが暑くなるような出いで立ちだ。銀フレームの眼鏡めがねの奥に、冷たい光を宿した目がある。

　彼の名前は、桐きり之の宮みや塵じん火か。

『桐之宮工こう廠しよう』副工房長。レベル25『水属アクア』アークメイジにして、桐之宮仄ほの火かの実じつ兄けいであり──なによりも、『桐之宮工廠』次期工房長である。

　すなわち、仄火の最大の敵だ。

　塵火は軽けい蔑べつの色を隠かくそうともせず、雷火のことを見た。

「汚けがらわしい妾しよう腹ふくがここにいるというだけで耐えがたいのに。これ以上、『桐之宮工廠』の品格を貶おとしめる行為はやめてくれないか」

　雷火の右腕が、ずくんと痛んだ。

　メイジの魔ま法ほうの根源、『御み柱はしら』を宿した右腕だ。『アバター』と呼ばれるそれは、雷火の戦意に応じて、無限の魔ま力りよくを彼に供給する。母親を侮ぶ辱じよくする言葉を、雷火は決して聞き逃すつもりも、許すつもりもなかった。

　だが、塵火に敵意を燃もやしているのは、雷火だけではなかった。

　仄火は目を細め、薄うすく笑っていた。『耳』がぎくりと身を強こわばらせる空気が伝わってくる。彼は仄火に仕つかえて長い。彼女が怒りを覚えたとき、どのような仕草をするのか、よくわかっているのだ。

「よう、アニキ。ずいぶん暑そうなカッコだな。これ、貸してやろうか？」

　仄火は麦わら帽ぼう子しに人差し指を引っかけて、くるくると回しはじめた。

　塵火はゆるりと首を振った。

「私には必要ない。そういった低てい俗ぞくなものは、おまえのほうが相応ふさわしいよ」

「まあ、そう言うなよ。使ってみればずいぶん涼すずしい、ぜっ！」

　はじめはゆっくりと、次し第だいに勢いよく──しまいには視し認にんすることが難むずかしいほどの高速回転をつけて、仄火は塵火に麦わら帽子を投げつけた。たかが麦わら帽子であっても、超人的な身体能力を付与されている仄火の手によれば、致ち命めい的な兵器になる。

　しかし、それは塵火に触ふれる直前、ばしんと音を立てて弾はじけ飛んだ。

「…………なにをする」

　塵火の周りを、水によって編あみ上げられた糸のようなものが、緩ゆるやかに漂っていた。絶えず形を変え、塵火を護ご衛えいするその水によって、仄火の投げつけた麦わら帽子はこなごなに破は壊かいされたのだ。

「反逆か？　ついにそのときが来たか。以前からそうるすんじゃないかと思っていた」

「クハ」

　笑い、仄ほの火かは立ち上がる。

「反逆なんて、思いつきもしないよ。アタシは忠実な『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』のメイジだからね。たださ、アニキ。不ふ肖しようの妹に、ひとつ教えてほしいんだけど──」

　仄火はゆっくりと塵じん火かに近づいていく。

「メイジ世界ってのはさ、弱肉強食なワケだろ？　それなのに──弱いヤツが強いヤツの上に行くってのは、なんかおかしくねえ？」

　その言葉に、塵火は目を細める。

「劣おとったものが優ゆう秀しゆうなものの上に立つ。『普通の人間』どもの社会ではよく起こることだが、メイジ世界では、そんなことはあってはならない」

「じゃあ、なんでアニキが次の工房長なんだよ？」

　塵火は表情を崩くずさない。ただ、眼鏡めがねの奥の怜れい悧りな瞳ひとみが、わずかに揺ゆれた。

「……言っている意味がわからないな」

「だからあ。アタシより弱いアニキが、どうしてアタシの上につくんだって意味だよ」

　仄火の右みぎ眼めは、どくどくと緑色に脈みやく動どうしていた。

「私がおまえより劣おとっている？　冗じよう談だんも品がないのだな、仄火」

「逆に、なんで自分がアタシより上だと思うワケ？　パパがそう言ってたからか？」

　からかうような口調に、しかし、塵火は笑わない。彼はただ無言で、スラックスのポケットから煌きらめく石ころを取り出した。

　クォーツ。魔ま法ほうの源。『メイジ』の血肉。

　塵火の細い手の中で、それは青色に輝かがやいていた。『水属アクア』燃ねん焼しよう光こうの固有色だ。

「試してみるか」

「クハハ！　クールなアニキが、珍めずらしいじゃん。ま、アタシとしてはそっちのほうがいいんだけどさ。どっちが上か──そろそろ、はっきりさせようぜ」

　ここで始めるつもりか。

『耳』が身を固くするのが、空気越ごしに伝わってきた。右腕の『アバター』が、包ほう帯たいの隙すき間まから赤しやつ光こうを漏もらしはじめる。始めるのならば、雷らい火かは、姉と共に戦うつもりだった。

　塵火が、静かにクォーツの輝かがやきをかざす。

　仄火が、クラウチングスタートのような体勢を取る。

　雷火は、包ほう帯たいの巻かれた右手を胸に当て、唱となえるべき魔ま法ほうの選択肢しを頭に浮かべ──

「なにを、している」

　威い厳げんのある声が、三人の動きを止めた。

　塵火が、仄火が、雷火が、それぞれへの警けい戒かい心を緩ゆるめぬまま、声の主ぬしを見た。

「……なんだよ。オヤジか」

「なにをしていると聞いたのだ。仄ほの火か」

『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』工房長。レベル42『火属イグニス』マスターメイジ、桐之宮新しん開かい。

　２メートル近い偉い丈じよう夫ふである。厳いかめしい顔立ちは傷だらけで、まだ六十にも及およばぬというのに、その髪はすでに真っ白に染そまっていた。その風ふう貌ぼうだけで、彼がメイジとして歩んできた人生がどれだけ激げき烈れつなものだったかがわかる。

　仄火は立ち上がり、戦せん闘とう態たい勢せいを解かい除じよした。

「別に、ちょっとアニキとじゃれ合っていただけだよ。どっちが上かってね」

「そういうことをするなと何度も言ったはずだ。桐之宮の名を冠かんするものとして、そろそろ自覚を持て。──おまえもだ、塵じん火か」

　塵火の表情には神経質な緊きん張ちようが現れている。ことによれば、仄火と相対していたときよりも緊張しているように見えた。

「ち、父上、私は──！」

「おまえは次期工房長なのだぞ。ゆくゆくは仄火を使う身になるのだ。それを、感情に任せてくだらん諍いさかいをしようとするとは。恥はじを知れ」

　塵火は屈くつ辱じよくに息を吞のみ、それでも新開に向かって頭を下げた。

「……軽けい率そつでした。申し訳わけありません」

「行くぞ。『六ろく会かい議ぎ』まで時間がない」

　塵火の謝しや罪ざいをほぼ無視して、新開は重々しく歩き出す。塵火は唇くちびるを嚙かみながら、新開のあとを追った。

　立ち尽くす雷火のすぐ脇わきを、新開がすれ違っていく。

　一いつ瞬しゆんだけ、新開の目が雷らい火かのことを──息子のことを見た。だが、その瞳ひとみにはどんな感情も浮かんではいなかった。路ろ傍ぼうの石を見るがごとき眼まな差ざし。嫌けん悪おも憎しみも、なにもない。あるのはただ、寒さむ々ざむしいまでの無関心だ。

「…………」

　雷火は、去っていく新開の、大きな背中をにらみつける。

　桐きり原はら雷火にとって、桐之宮新開は父親ではなかった。雷火が誰だれよりも愛していた母を、見捨て、死に追いやった男だ。彼を見返し、母の名を──『桐原』の名を冠した工房を打ち立てる。それこそが、雷火の悲ひ願がんだった。

　その悲願を果たすときまで、『アバター』の痛みが止やむことはないだろう。拳こぶしを握りしめながら、雷火はそう思った。
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「まずは、現状の再確認をしましょう」

　広々とした部屋に、黒くろ谷たに平へい助すけは、どこか愉たのしむような声を響ひびかせた。

「『伏ふし桜ざくら製作所』と『マーチラビット・ワークショップ』が同どう盟めいを結んだことによって、この親しん王のう坂ざかにおけるパワーバランスは崩くずれました。一見すれば、『伏桜製作所』は『街工場ウィステリア』と同じく、弱小の工房に思えますが──そうでないことは、あなたが一番知っていましたよね。御み影かげヶが原はら、夜や楽がくさん」

　正方形のテーブルを挟はさんで、御影ヶ原夜楽は黒谷の対面に腰かけている。樽たるのような身体つき。マジックハンドめいた五本の手。顔にぐるりと貼はりつけられた三つの仮面は、白地に三つの黒点という『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の印章を具現化したものだ。

「…………」

　人じん工こう精せい霊れいの王は答えず、ただ三つの仮面を回転させた。黒谷は話を続ける。

「『アンチメイジ』伏桜三さん九く郎ろうと、『コルドロン』となった春日かすがねねこ。この両者の組み合わせは、メイジにとって最悪のものとなります」

「メイジと」「『御み柱はしら』の」「繫つながりを、断ち切ることができると」

「そ、そこが、問題、なのです」

　黒谷の隣となりに座る少女が、ぽつりとつぶやいた。

　影のような黒い服に、先っぽが折れ曲がったとんがり帽ぼう子し。その素す肌はだはすべて、黒い包ほう帯たいでぐるぐると巻かれている。

『ギギリヤ重工』極きよく東とう支部工房長、アラビスカ・モーバイン。こんなナリでも、レベル30の『空属トラクタス』マスターメイジである。

「あ、あの二人によって『糸』を切断されたメイジを、見たことがあります。『カットスロート・カテドラル』のメイジですが、た、確かに、魔ま法ほうの力が失われていました」

「そのメイジは」「その後」「どうなったのかね？」

　黒谷は目を細め、笑みを深めた。

「『評ひよう議ぎ会かい』の担当者の話によると、なぜかすべての記き憶おくが消去されていたそうですよ。『心属アニマ』メイジの手でも修復が不可能なほどに、精神をずたずたに破は壊かいされてしまっていたそうです」

「い、一ヶ月前の、親王坂における魔法テロ事件の主犯格ですから、責任問題に、発展したそうです。た、担当者によれば、時限式の『心属アニマ』魔法によるもの、らしいですよ。そんな高レベルの『心属アニマ』魔法を使えるメイジなんて、そうは、いないはずですけど」

　アラビスカはじっと夜楽のことを──親王坂最高の『心属アニマ』メイジを見つめた。

　五つのマジックハンドめいた手を広げて、夜や楽がくは言う。

「まあ」「そんなことはどうでもいい」「話を先に進めようじゃないか」

　黒くろ谷たにはまた頷うなずく。ここで夜楽を追つい及きゆうすることに意味はない。まず間ま違ちがいなく、トゥルーナイトの精神を破は壊かいしたのはこの男だが──摑つかめるような尻しつ尾ぽなど残していないだろう。

「繫つながりの『糸』を切断し、魔ま法ほうの力を失わせる。一部のメイジたちは、彼女のことを恐れて『伏ふし桜ざくらの魔ま女じよ』などと名付けているそうですよ。くく。『アンチメイジ』に『魔女』ですか。あの工房は、つくづくメイジ世界に反するのが好きですね」

「フン」「迷めい惑わくな工房だ！」「いっそ『評ひよう議ぎ会かい』が討とう伐ばつすればいいのさ」

「そ、それはさすがに、不可能ですが──あの工房を滅ほろぼすべきだという点では、私たちとあなたたちの意見は一いつ致ちしています。しかし、それは、きちんとしたルールに則のつとっての戦争──ブラックアーツにおいてのみ、です」

「なぜ」「私たちが」「そんなことをしなければならない？」

「怖いのですか？」

　黒谷の言葉に、部屋の空気が凍こおりついた。

「あなたらしくありませんねえ、夜楽さん。どのようなメイジでもはるか格下に見下すような、神のごとき態度はどこに行ったのですか？　今のあなたは、まるで──彼らに怯おびえているかのようだ」

　壁かべに居並ぶ人じん工こう精せい霊れいメイジたちが顔を上げる。白地に三つの黒点が穿うがたれた仮面が、じっと黒谷のことを見つめていた。巣を攻こう撃げきされた蜂はちが撒まき散らすかのような、無む機き的な殺意に晒さらされて、それでも黒谷は笑みを崩くずすことはしなかった。

　なぜか？

　今、この場にいるすべてのメイジが自分に襲おそいかかってきても、黒谷平へい助すけは皆殺しにすることができるからだ。

「ちょ、ちょっと、黒谷さん!?　なに挑ちよう発はつしてるんですか!?」

　アラビスカが黒谷の袖そでを引き、小声で非ひ難なんした。が、黒谷はアラビスカのことなど振り向きもしない。じっと夜楽に視線を注そそいでいる。

「……怯える？」「怯えるだと？」「この私が？」

　夜楽は五本の腕を広げた。配下の人工精霊たちの視線が、一いつ斉せいに彼に集中する。自分たちの主あるじに対する無礼を、咎とがめるかのように。

　しかし、夜楽は、

「そのとおりだ」

　あっさりと黒谷の言葉を認めた。

「『アンチメイジ』」「ヤツだけならば恐怖したりはしないさ」「いくら特とく殊しゆ能力を持つとはいえ、しょせんはニュービー」「私の脅きよう威いにはなりえない」

「では、なにがあなたの脅きよう威いだというのですか？」

「「「春日かすがねねこ」」」

　三つの仮面が、同時に速答した。

「『伏ふし桜ざくらの魔ま女じよ』」「メイジから魔ま法ほうを奪うあの娘の力を──」「私は、恐怖する」

　黒くろ谷たには口元に手を当てて、くつくつと笑った。

「彼女のことはよく知っていますよ。私は、彼女が通う高校の教師なのですから。ちょっとふっくらしているだけの、普通の女の子ですけどねえ」

「昔の話だろう」「今となっては」「メイジにとってなにより恐れられる存在だ」

「あなたにとっては、でしょう？　人じん工こう精せい霊れいの王。確かにそうでしょうね。あなたは普通のメイジとも、普通の人工精霊とも違う。メイジとしての才能を奪われたら──その瞬しゆん間かん、あなたは存在する意味を失ってしまいますから」

「く、黒谷さん！　発言を撤てつ回かいしてください！　こ、これは工房長命令ですよ!?」

　黒谷はアラビスカを見て、冷たく答えた。

「工房長。これは必要なことです。我われ々われは、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』が本当に我々に協力するのかを確かめる必要がある。いつものような腹の探り合いではなく」

「ふふん」「実に不本意だが」「私も同意見だよ、黒谷くん」

　夜や楽がくが、むしろ楽しそうな声をあげる。三つの仮面を回転させる。

「私は怖い」「『糸』に通じる窓を開くことのできる、春日ねねこと」「『糸』を切ることのできる『アンチメイジ』を」「恐怖している」

　淡たん々たんとした口調だった。恐怖は微み塵じんも感じられない。『心属アニマ』マスターメイジ、御み影かげヶが原はら夜楽にとって、恐怖とは支配すべき対象に過ぎないのだ。

　恐怖に支配されたものは、その源から逃げ出そうとするだろう。

　しかし、恐怖を支配したものは──

「だからこそ」「私たちは、全力をもって」「恐るべき『伏桜製作所』を、排はい除じよする」

　黒谷は笑みを深くした。立ち上がり、頭を下げる。

「その言葉を聞くことができて安心しました。非礼をお許しください」

「気にしないでいいよ」「最初から」「きみに礼れい儀ぎなど期待していない」

　夜楽は面倒くさそうに五つの腕を振った。黒谷はまたにっこりと笑い、腰かける。

「……え、えっと……、こほん！」

　アラビスカはわざとらしく咳せき払ばらいをし、二人の顔を交互に見た。

「で、では、合意と考えてよろしいですね、夜楽さん？」

「異い存ぞんはないが」「しかし、ひとつ確かめておきたいことがある──」

「き、『桐きり之の宮みや』の動向でしたらご心配なく。すでに、手は打ってあります」

　夜楽はアラビスカに視線を向け、疑わしそうに言う。

「あの頑がん固こジジイが？」「きみたちに賛さん同どうしたと？」「にわかには、信じがたいね」

　アラビスカは夜や楽がくを見返し、黒い包ほう帯たいの向こうで、確かに微笑ほほえんでみせた。

「私たちは、世界に冠かんする『ギギリヤ重工』ですよ。いかに名門とはいえ、あの程度の田舎いなか工房、どうとでもなります」

「────」「────」「────」

　くるくるくるりと、夜楽の仮面が熟じゆつ考こうするように三百六十度回転した。

　やがて、彼は再び前を向き、

「……ならば信じよう」「きみたちではなく」「『ギギリヤ重工』の名の重みを」

「ありがとうございます」

　とんがり帽ぼう子しを跳はねさせて、アラビスカは礼を言う。彼女は支部工房長、哀あわれな中間管理職に過ぎないが──レベル30を数えるマスターメイジであることに違いはない。

「で、では、詳しよう細さいを詰めていきましょう。まず今回の『六ろく会かい議ぎ』ですが、そちら側が発はつ議ぎをしていただきたいと思います。は、発議の内容は──」

　吃きつ音おん混じりに、アラビスカが話しはじめる。夜楽がそれに耳を傾かたむける。

　しかし黒くろ谷たには、アラビスカの声をほとんど聞いていなかった。今回の計画はすべて頭に入っているし、黒谷にとってはどうでもいいことだったからだ。

　眼鏡めがねの奥の目を細め、アラビスカと夜楽の話し合いを遠く聞きながら、黒谷は考える。

　すべてが始まる前に、伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうに会っておかなくてはならない。
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　馬車の内部には、二重の意味で冷たい空気が漂っていた。

　ひとつにはよく効いた空調のためである。夏の日差しが照りつける外とは打って変わって、車内の気温は快適に保たれている。コの字型に配置されたシートはどれも最高級の牛ぎゆう革かわ張りで、横たわればそのまま心ここ地ちよく眠ることができそうだ。中央に置かれているキャビネットには、ワインやブランデーなどの酒さか瓶びんがずらりと並んでいる。

　馬車の主あるじ──蜜みつ月づき蕩とう乃のは、ワイングラスに酒を注ついで、にっこりと笑った。

「あなたもいかがですか？　三九郎」

「「遠えん慮りよしておきます」」

　即座に答えたのは、中央に座っている三九郎の隣となりに座っているねねこと華か夜やだ。配置としては、コの字型シートの運転席側に蕩乃が、後部座席側に三九郎が、その中間に華夜とねねこが座っている。ちなみに他のメンバーはお留る守す番ばんであり、あいだに入ってくれるものはどこにもいなかった。

　この人間関係が、馬車内の空気をより冷たくしている一いち因いんだった。

　華か夜やは完かん璧ぺきな無表情、ねねこは気が立った猫のような顔をしている。蕩とう乃のは彼女たちを見て、軽く肩をすくめ、

「あなたたちには聞いてません。私は三さん九く郎ろうに言っているのですよ」

　華夜が、ちらり、と三九郎のことを見た。胃の奥がじくじくと痛むが、それを押し殺して、三九郎は首を振った。

「いや。俺は未成年だからな、酒は飲めない──」

「媚び薬やくも入っていますよ？」

「飲む理由がさらになくなったぞ」

　三九郎の反応に、蕩乃はくすくすと笑い声を漏もらした。

「冗じよう談だんです。そんな都合のいいもの、この世にはありませんよ」

「あんたが言うと冗談に聞こえないんだ」

「というか、こんなときにお酒なんか飲まないでください」

　華夜が冷たく指し摘てきした。

　確かに、そのとおりだ。これが日常であれば、いくら酒を飲んだところで問題にはならないだろう。これから控ひかえていることを考えれば、酔ようのはいささか以上の問題がある。

　三九郎たちの向かう先は、天てん正しよう神社──『親しん王のう坂ざか六ろく工こう房ぼう会かい議ぎ』、通称『六会議』の舞ぶ台たいなのだから。

『六会議』はその名の通り、親王坂を統すべる主要六工房による会議の場だ。六工房全体の利り益えきに関わることを話し合うために持たれるが、その頻ひん度どは高くはない。三九郎自身、会議に出席するのはこれで二度目だった。

　しかし、蕩乃は華夜の小言などどこ吹く風とワイングラスを傾かたむけた。

「ごめんなさいね。私、気弱な女なものですから、重大な会議にあたってはお酒で心を強くしなければならないのです」

「あなたのどこをどうひっくり返したら気弱な部分が出てくるんですか」

「そういう台詞せりふは、実際に私をひっくり返してから言ってみてくださいな、華夜さん。もしかしたら思ってもみなかった部分が出てくるかもしれませんよ？」

「なっ──」

「最近、よく思うのです。あなたたちは私の邪じや魔まをしますけど──よく考えたら、私たちは敵対する必要はどこにもないんじゃありませんか？」

　蕩乃は華夜に身を寄せる。華夜は不ふ穏おんそうな眼まな差ざしで蕩乃を見返す。

「ど、どういう意味ですか」

「同じ男性を愛するもの同士、仲よくできると思うんですよね」

「ひゃんっ!?」

　するりと手が伸びて、華夜の太ももを優やさしく撫なでた。華夜は跳はねるように反応し、隣となりにいるねねこに抱きつく。

「な、なっ、なにをっ──」

「おや？　ご存ぞん知じありませんでしたか。私は相手が女の子でもいけるタチですよ？」

　蕩とう乃のが舌なめずりをすると、華か夜やの首くび筋すじにぞわりと鳥とり肌はだが立った。

「ほら、私、三さん九く郎ろうとの契約のおかげで男と寝ることができなくなってしまったわけでしょう？　だから最近、相手にする愛人は女の子ばかりでして」
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「華夜さんも、いかがですか？　お互い、いろいろとわかり合う必要があると思うのですが」

「ねねちゃん！　替わって!!」

　一いつ瞬しゆんのうちに、華夜はねねこと座席を入れ換かえた。押し出されるようにして蕩乃の隣となりに座ったねねこは、目をぱちくりとして蕩乃を見上げた。

「……えっと……あいじん？　って、なんですか？」

　不ふ思し議ぎそうに尋たずねるねねこに、わきわきと動いていた蕩乃の手が止まった。さすがにねねこに食指を動かす気にはなれなかったのか、軽くため息をつくように、

「愛する人のことですよ」

「……あい？」

「そう、愛です。ねねこさん、あなただって三九郎のことを愛しているのでしょう？」

　ねねこの顔が赤く染そまる。うつむき、ちらちらと三九郎のことを横目で見る。三九郎は閉口した。強い目で蕩乃のことをにらみつけ、言う。

「あのな、今はそんな話をしている場合じゃないだろ？　『六ろく会かい議ぎ』が始まる前なんだから、それぞれどう振る舞まうかを考えないと──」

「まあ。『そんな話』なんて言い草はないでしょう。あなたを愛する女たちの前で──」

「だから！　神しん藤どうさんもねねこも俺を愛してなんかないだろ！　勝手なことを言うな！」

　沈ちん黙もくが、馬車の中にぷかりと浮かんだ。

「……な、なんだ？」

　華夜は唇くちびるを嚙かみ、ねねこは目を丸くして三九郎を見つめている。まるで三九郎がとんでもない失言をしてしまったかのように。しかし三九郎としては、下手へたなことを口にした覚えはまるでない。むしろ、華夜たちの気持ちを代だい弁べんしたつもりなのだが──

「愛してない？」

　蕩乃が不思議そうに言った。

「……ひとつ聞きますけど、三九郎。この二人とあなたはどういう関係ですか？」

「えっ。──友だちと、幼なじみだろ？　その、大切な」

　車内の気温がまた下がった。地じ雷らいを踏ふんでしまったかのような感覚。これと似た感覚を、ごく最近味わった覚えがある。呉くれ葉はと話したときとそっくりの空気だ。

「……三さん九く郎ろうくん……」

「……さんちゃん……」

「え、な、なんだ？　なんで？　俺、なんか悪いこと言ったか!?」

　蕩とう乃のは「信じられない」といった目つきで三九郎を見たあと、横を向いて、ぼそりと、

「……ファッキン難なん聴ちよう野や郎ろう……」

「それ俺のことか!?」

「他に誰だれがいるんですか！」

　蕩乃はワイングラスを振り上げて叩たたきつけようとして、思いとどまって、くいっと一気に飲み干した。

「まったく。鈍どん感かん体質は遺い伝でんするのですか？　団だん慶けいさまといい、あなたといい、女の本心を汲くみ取らない男なんて爆ばく発はつすればいいんですよ……」

　なぜか華か夜やとねねこがうんうんと頷うなずいている。三九郎は自分が孤こ立りつ無む援えんの危地に立たされていることを悟さとった。

「そ、──そんなことより！　『六ろく会かい議ぎ』の議ぎ題だいがなんなのかを突つき止めるほう先決じゃないか!?」

　強引に話題を変えようとすると、女性陣が白い目で三九郎を見た。思わず言葉に詰まるが、蕩乃は軽く鼻を鳴らしただけで、三九郎の言葉に応えた。

「会議の内容なんてわかってますよ。どうせ私とあなたの同どう盟めいを解消しろとか、そんな話が出てくるのでしょう」

　三九郎は息を吞のんだ。

「同盟、解消……!?」

「今まで親しん王のう坂ざかのメイジ世界は均きん衡こうが保てていたのです。それぞれの工房の力が拮きつ抗こうし、争い合えば他の工房に横腹を食われかねない。その状況が平和を維い持じしていました」

「『伏ふし桜ざくら』と『マーチラビット・ワークショップ』が組んだことで、その均衡が崩くずれてしまった、ということ？」

　華夜の答えに、蕩乃はにっこりと微笑ほほえむ。

「あなたは三九郎より工房長としての才能がありますね。──そのとおり、私たちは一大勢力になってしまった。私たちが望めば、他のどの工房も攻め滅ほろぼすことができるでしょうね」

「攻め滅ぼすなんて……そんなこと、しません！」

　反射的に叫さけんだねねこに、蕩乃は肩をすくめた。

「メイジ世界では、言葉よりも事実のほうがより雄ゆう弁べんなのですよ、春日かすがねねこさん。あなたが『伏桜の魔ま女じよ』である事実が、なによりも重いように」

　ねねこは、膝ひざの上でぎゅっと拳こぶしを固めた。

　その表情は青ざめているが、怯おびえの色は見えなかった。──そんなはずはないのだ。怯えていないはずがない。ねねこが手に入れてしまった『御み柱はしら』とメイジを繫つなぐ『糸』に干かん渉しようする能力は、使い方によっては、敵メイジの魔ま法ほうを永久に封ふうじることができるのだ。

　それはあらゆるメイジにとって恐怖の対象である。

　そして、ねねこは、恐怖されることを恐怖している。

「あなたがそうであるように、私たちは周りにとって危険であり、脅きよう威いの対象である。だから排はい除じよしようとする。自然な考えではありませんか？」

　ねねこの肩が震ふるえる。

　それを抑おさえるように、三さん九く郎ろうはそっと彼女の手に手を重ねた。

　はっとしたようなねねこの目を覗のぞき込んで、頷うなずいてから、三九郎は言った。

「ねねこも工房も、俺が守る。そのためには、あなたとの同どう盟めいは不可欠だ。解消するつもりはないぞ」

　蕩とう乃のはくすりと笑い、ワイングラスをキャビネットの上に置く。

「私だって同じですよ。まだもらうものをもらっていないし──それに、あなたたちのことは気に入っていますからね。手放すのは惜おしい」

「それはどうも。だが、向こうだってそれくらいのことはわかっているだろう。言われて解消するくらいなら、最初から同盟なんて結んでいない」

「なにか別の目的があるはず。問題は、それがなんなのか、ですが──」

「暗殺」

　ぽつりと華か夜やがつぶやくと、車内の視線が彼女に集中した。それを物ともせずに、華夜は黒くろ髪かみを撫なで上げる。

「私たちをひとつのところに集めて、まとめて全員消しちゃう、とか。招しよう集しゆうしたのは夜や楽がくでしょ？　あいつなら、それくらいやりそうだけど」

　少し考えたあと、蕩乃は首を振った。

「ユニークな意見ですが、さすがにそれはないでしょう。『六ろく会かい議ぎ』の舞ぶ台たいの天てん正しよう神社は、絶対中立の区く域いきなのです。あそこで戦せん闘とう行動を起こした工房は、親しん王のう坂ざかのすべての工房から敵対されます。そんな自殺行為を、夜楽がするとは思えません」

「それなら──」

　華夜が言葉を重ねようとしたとき、ざりざりとした声が車内に響ひびいた。

《『マダム』、もうそろそろ到着です》

「……まあ、話し合っていても仕方がありませんね。いずれにしろ、私たちの同盟が揺ゆらがない以上、彼らにできることはタカが知れています」

　馬車の震しん動どうが止まり、御ぎよ者しやが回り込んでタラップを下ろした。両開きの扉とびらが開くと、むっとした夏の熱気が車内に入り込んでくる。

　蕩乃は外の明るさに目を細めながら降こう車しやしようとして──ぴたりと止まった。

　彼女に続いて降おりようとしていた三さん九く郎ろうもまた、同時に停止していた。

　蕩とう乃のの肩かた越ごしに天てん正しよう神社の境けい内だいが見える。磨みがき抜かれた石いし畳だたみと美しく調ととのえられた玉たま砂じや利り。夕焼けが差しかかる朱しゆ色いろの鳥とり居いの下に、黒い男が立っていた。

『ギギリヤ重工』所属、レベル４『魔属デイアブル』メイジ──黒くろ谷たに平へい助すけ。

　薄うす笑えみを浮かべながら、彼は慇いん懃ぎんに一礼をした。

「ようこそいらっしゃいました。『伏ふし桜ざくら製作所』及および『マーチラビット・ワークショップ』の両工房長。歓かん迎げいいたしますよ──」

「『空を摑む手トラクト・レリンク』」

　蕩乃はなんの躊ちゆう躇ちよもなく詠えい唱しようした。

　紫むらさき色いろの燃ねん焼しよう光こうが、蕩乃の右手から先を消失させた。黒谷は薄笑みを浮かべたまま、瞬しゆん時じに後ろに跳とび下がり、その攻こう撃げきを躱かわす──そう、攻撃だ。ほんの十秒前に『天正神社での戦せん闘とう行為は自殺行為』と言ったばかりなのに！

　先ほどまで黒谷がいた場所に、白い手が浮かんでいる──蕩乃の手だ。紫の燃焼光に彩いろどられたそれを、軽く振って元に戻すと、彼女は舌打ちをして黒谷をにらみつけた。

「心しん臓ぞうを握りつぶしてやろうと思ったのに」

「くふふ。相変わらずですねえ、蜜みつ月づき蕩乃。まったくもって容よう赦しやがない」

「やめろ、蕩乃さん！」

　蕩乃の手を取ると、彼女は三九郎を見た。アーモンド形の目に純じゆん然ぜんたる敵意と殺意が浮かんでいる。黒谷へ向けるものだろうが、その一いつ端たんでさえも、三九郎の背せ筋すじを寒くした。

「……離はなしなさい。三九郎。いくらあなたでも、邪じや魔まをするなら容赦はしません」

「お、落ち着けって！　こんなところで戦ってどうする!?　今、あなたにドロップアウトしてもらうわけにはいかないんだよ！」

　燃焼光が強くなる。同時に、三九郎は左手に力を込めた。『アンチメイジ』としての能力──魔ま法ほうを盗ぬすむ魔法、『スティール』。三九郎はそれを、素す手ででこなせるようになっている。いざとなれば、その力を使ってでも、蕩乃を止めなければならない──

「ふん」

　不意に、燃焼光が消え去った。

「あなたに言われなくても、そんなことはわかっています」

　すねたようなつぶやき。三九郎はほっと胸を撫なで下ろしたが──蕩乃の左手に重ねた手が、いつの間にか、指と指を絡からめるような恋人握りになっていることに気づいた。

「……さんちゃん、なにしてるの……？」

　背後からじっとりとした声が聞こえる。もちろん声の主ぬしはねねこで、蕩乃と恋人握りをする三九郎を見て、ねねこと華か夜やの視線が氷ひよう点てん下かを迎むかえている。

　三九郎は慌あわてて言い訳わけをしようとしたが、それより先に蕩乃が口を開いていた。

「失せなさい、黒くろ谷たに。おまえの顔を見ていると吐はき気がします」

　黒谷は、それに応じるように肩をすくめ、

「私も、あなたには用がありません。伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうのほうに話があるのですよ」

　白い手袋を嵌はめた手に、ひたりと指差されて、三九郎は思わず身み構がまえる。

「……なんの話だ？」

「できれば、二人きりで話がしたいのです。一いつ緒しよに来ていただけませんか」

「そんなこと、許せるはずないでしょ」

　小さな声で答えたのは、馬車から降おりてきた華か夜やだった。強い目で黒谷をにらみつけている。『伏桜継けい承しよう戦争』の折、彼女は黒谷に痛めつけられた苦い記き憶おくがある。身体だけではなく、その心さえ踏ふみにじられた華夜は、尽きぬ敵意を黒谷に抱いだいているようだ。

「あなたは『ギギリヤ重工』、敵工房の人間なんだよ。三九郎くんを罠わなに嵌はめようとしていないって、どうして保証できるの？」

「ええ、華夜さんの言うとおり。一秒でも早く、私たちの目の前から消えてください」

　蕩とう乃のと華夜は、三九郎を守るように前に出た。ねねこも、三九郎の腕にぎゅっと抱きついて、怯おびえる猫のような視線を黒谷に送っている。

「そうですか。それは困りましたね──」

　少しも困っていなさそうにつぶやき、それから、ぽつりと、

「では、こうしましょう。伏桜三九郎。あなたが私についてきてくれれば、見返りに、『ギギリヤ重工』の企たくらみを教えましょう」

　平然と言った黒谷に、三九郎は眉まゆを寄せる。

「工房の内情を、勝手にバラしていいのか？」

「関係ありませんね。あの計画がどうなろうが、どうでもいいのです。私には、もっと、大事なことがある──」

　黒谷の目から、その考えは読み取れなかった。底なしの沼のようにわだかまる闇やみがあるだけだ。本当なら二人きりになどなりたくない。悪あく魔まと二人きりになるのを望まないように。

　だが、三九郎は、頷うなずいた。

「……いいだろう。教えてもらおうじゃないか」

「さ、さんちゃん!?　ダメだよ、そんなの──危ないよ！」

　ねねこが小さく悲ひ鳴めいをあげて引き留とめるが、三九郎は優やさしくねねこの腕を引き離はなした。その頭を軽く撫なで、笑う。

「ここは中立地帯なんだろ。いきなり攻こう撃げきを仕掛けてくることはない、はずだ」

　そこまで言ってから、三九郎は蕩乃の顔を見た。蕩乃は横を向いている。すねたように唇くちびるをとがらせている。「そんな嫌いや味みを言わなくてもいいじゃありませんか」と言っているかのようだ。子供か。

「それに、俺は『アンチメイジ』だ。襲おそわれても、返り討うちにすれば良いだけの話さ」

「では、こちらへどうぞ。伏ふし桜ざくら、三さん九く郎ろうくん」

　黒くろ谷たには不ぶ気き味みに微笑ほほえみながら、社しや務む所しよに向かって歩き出した。三九郎も足を踏ふみ出し──その手首を、蕩とう乃のがそっと摑つかんだ。

「あの男は──詠えい唱しようをせずに魔ま法ほうを使うことができます。一いつ瞬しゆんたりとも油断しないよう」

　耳元に聞こえた囁ささやきに、三九郎は小さく頷うなずき、黒谷の後を追った。




　　　　　　　　◆




　社務所は、しんと静まり返っていた。入ってすぐの受付にも、その奥にある事じ務む所しよにも、誰だれひとり見当たらない。そのくせ電灯や空調は切れることなく、かすかな音を立てながら稼か働どうしているのが、どこか不ぶ気き味みだった。

　内心の疑問に、答えるかのように黒くろ谷たにがつぶやく。

「今日は『六ろく会かい議ぎ』の日ですからね。人払いがなされているのですよ」

　靴くつを脱ぎ、それを丁てい寧ねいに揃そろえて、スリッパを履はく。三九郎は黒谷を警けい戒かいしながらそれに倣ならい、彼と共にロビーに入った。

　ソファに腰かけた黒谷の口元には、やはり薄うす笑えみが浮かんでいた。

「座らないのですか？」

「俺はこのままでいい。話というのはなんだ？」

　柱の近くに立ち、警戒心を決して解とこうとしない三九郎に、黒谷は肩をすくめた。

「あなたは自分の父親の死因を、ジャッジから聞いたことはありますか？」

「親父の？　──いいや」

　黒谷は、少し意外そうな顔をする。

「ほう。聞いたことがない？　自分から尋たずねたりもしなかったのですか？」

「俺とジャッジのあいだで、親父の話は出ないよ。お互い、意見が違いすぎる」

　ジャッジは団だん慶けいに心からの忠ちゆう誠せいを寄せ、三九郎は団慶を嫌けん悪おしている。その団慶の話を出せば、どうしても二人は衝しよう突とつしてしまう。そのことがわかっているから、三九郎もジャッジも、あえて伏桜団慶の話は出さないようにしているのだ。

　と、黒谷がくつくつと笑いはじめた。

「なるほど。あなたは──父を憎んでいると。そういうわけですね」

　厭いやな笑いだった。三九郎は眉まゆ根ねを寄せる。

「なにが言いたいんだ？　用件はさっさと済ませてくれ」

「私が、伏桜団慶の死の原因を知っていると言ったら、聞きたいですか？」

　三九郎は、すぐには答えられなかった。

　伏ふし桜ざくら団だん慶けいは、三さん九く郎ろうとねねこをメイジ世界へと引きずり込んだ元げん凶きようだ。三九郎は彼のことを恨うらんでいるし、嫌きらっている。だが、それは無関心ということではない。世界最高を謳うたわれたメイジが、なぜ命を落としたのか──知りたいという気持ちは、確かにあった。

　三九郎の答えを、しかし、黒くろ谷たには待たなかった。

「私が殺しました」

「──────」

「この私が、あなたの父、伏桜団慶を殺したのです。彼の胸に、そのナイフを突つき立てて」

　軽く顎あごでしゃくられて、三九郎はいつの間にか、ローテーブルの上にナイフが置かれていることに気づいた。

　三九郎の口から呻うめくような声が漏もれる。

「……『アエリシス』」

　ローテーブルに載のせられたナイフは、三九郎の目に慣れ親しんだものだった。伏桜団慶が遺のこした最後の作品、複ふく合ごう魔ま法ほう器き『アエリシス』。三九郎が盗ぬすんだ魔法を複合させるマジックアイテムに、何度命を救われたかわからない。

　三九郎は思わず懐ふところを探った。そこに忍しのばせている『アエリシス』を確かめる。

「安心なさい。これは『アエリシス』ではありません。ただの姉妹作ですよ」

　黒谷はそんな三九郎をあざ笑うように、ゆっくりとナイフを手に取った。

「銘めいは『ヴィンクラ』。私が団慶と共に作り上げた、最初のマジックアイテムです。といっても、あなたが持つ『アエリシス』のように、魔法を複合させることなどできませんけどね。複合能力は、団慶が最後に、上書きしたものですから」

「どういう……ことだ」

　からからに乾いた声で、三九郎はようやくそれだけを尋たずねることができた。

　頭の中がめちゃくちゃに混乱している。想像もしていなかった事実を突き付けられて、三九郎はほとんどなにも考えることができなくなっていた。

　父を殺した男が、目の前にいる。

　その手には、自分と同じナイフを持っている。

　三九郎は、大きく息を吸い込んで、叫さけんだ。

「どういうことだ!!　黒谷平へい助すけ!!」

「言葉通りですよ。私が、このナイフで、あなたの父親を殺した。そういう罪つみの告白です」

　黒谷は、ゆらりと立ち上がる。その手にナイフを──『ヴィンクラ』をぶら下げている。三九郎は思わず後ずさった。黒谷の持つ異い様ような不ぶ気き味みさが、自分のことを取り込もうとしているかのようだった。

「あなたはどうしますか？　伏桜三九郎。父を殺した私のことをどう思いますか？　嫌い？　憎い？　許せない？　それとも嬉うれしい？　楽しい？　感かん謝しやしている？」

　黒くろ谷たにはにこにこしながら、歩き出した。『ヴィンクラ』の切っ先が、振り子時計のように悠ゆう然ぜんと動いている。弧こを描えがいて──こちらに、近づいてくる。

「それとも、怖いですか？」

「俺に、近づくな!!」

　三さん九く郎ろうは怒ど号ごうする。同時に飛び退すさり、同時に『アエリシス』を抜き放つ。心しん臓ぞうがどくどくと鳴っている。全身を冷や汗が濡ぬらしている。今までどんな強大なメイジを相手にしても、どんな多くのメイジを相手にしても、これだけの恐怖を感じたことはなかった。

　そう。

　三九郎は、目の前にいる男に、あきらかな恐怖を感じていた。

「どうやら、最後のひとつが正解のようだ」

　黒谷は首を傾かしげた。不ぶ気き味みな笑み。『ヴィンクラ』を構えもしない。ただぶら下げているだけだ。それだけなのに──三九郎の全身が、この場に留とどまることを拒きよ否ひしている。

「団だん慶けいも悲しんでいることでしょう。あらゆる手を尽くして生かそうとした息子が、こんな無ぶ様ざまを晒さらしているとあってはね」

「なに……!?」

「私も悲しい。あなたが今、そこに存在しているということが、悲しくてならない」

　黒谷は、本当に悲しそうにつぶやいた。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが潤うるんでいる。

　泣いている。

「だから、死んでください。伏ふし桜ざくら三九郎」

　そうして、黒谷は、ぎりりと歯を嚙かみ鳴らし──

　その姿が消えた。

　文字通り、煙けむりのように搔かき消えたのだ。蕩とう乃のの警けい告こくが脳のう裏りに蘇よみがえる。

　詠えい唱しようなしの魔ま法ほう発動。それが──これか！

「ッ！」

　ざわりと、うなじの毛が逆さか立だった。本能の叫さけびに従って、三九郎は転がるように回かい避ひする。

　瞬しゆん間かん、音もなく現れた黒谷が、寸すん前ぜんまで三九郎がいた地点を切り払った。

「……ふむ」

　黒谷は三九郎に向き直った。不ふ思し議ぎそうに問う。

「なぜ避よけるのですか？」

　三九郎は、答えず『アエリシス』を構えた。自分の迂う闊かつさを呪のろう。中立地帯だから攻こう撃げきを仕掛けてくるはずがないなどと、腑ふ抜ぬけた考えを持っていた自分を。相手はメイジであり、そしてここはメイジ世界なのだ。安全な場所など、どこにもない！

　しかし、黒谷はそんなことには頓とん着ちやくしなかった。不意に「ああ！」と頓とん狂きような声をあげたかと思うと、優ゆう雅がに一礼をしてみせる。

「これは失礼！　今の言葉では不十分ですね。あなたを殺す理由をすべて話したわけではない。最初から説明しましょう。なぜ私があなたを殺したいかというと──」

「親父を」

「うん？」

「親父を、なぜ、殺した」

　その言葉は、自分でも思っていないものだった。

　不意を打たれ、戦せん闘とうをしている。すべきことは応答ではなく応戦だろう。さもなければ逃走か。この不ぶ気き味みなメイジと同じ空間には、一秒だっていたくはなかった。

　だが、三さん九く郎ろうは、父を殺した男に、その真意を問いただしてしまった。

　黒くろ谷たには目を細め、そして、答える。

「『伏ふし桜ざくら製作所』が壊こわれたからです」

　三九郎は、一度だけ瞬まばたきをした。

「今も、あれは、そこにある。でも、ないも同然だ。私が、私たちが作り上げた『伏桜製作所』の残ざん骸がい。なれの果てに過ぎない。だから壊こわすのですよ。そんなものがあるということが──あると思うだけで、私は、耐えられない」

　黒谷は左手を挙げる。そこにはクォーツが煌きらめいている。

「だから殺しました。伏桜団だん慶けい。そして、だから殺すのです。伏桜三九郎。ジャッジ。蜜みつ月づき蕩とう乃の。春日かすがねねこ。神しん藤どう華か夜や。伏桜に連なるすべてのものを──この手で、殺す」

『ヴィンクラ』をゆらりと構えた黒谷に、三九郎は、はっきりとした声で、

「おまえの言っていることはなにひとつわからないが、わかったことはある」

「ほう？」

「おまえは狂っている」

　黒谷は、にっこりと笑った。

「よく言われますよ」

　そして、再び黒谷が搔かき消えた。

　空間そのものが自分を殺そうとしているかのような、圧あつ倒とう的な殺意が三九郎を苛さいなむ。三九郎は身を翻ひるがえし、出口に向かって駆かけ出した。

　その行く手を塞ふさぐように、黒谷が忽こつ然ぜんと現れた。

「がっ!?」

　手袋を嵌はめた右手が、カウンター気味に三九郎の喉のどをすくい上げた。細身の身体からは想像もできないほどの怪力で、黒谷は三九郎の身体を壁かべに叩たたきつける。

「ここまでは問題ありませんね。では、試してみましょう」

　左手の『ヴィンクラ』が、電灯を反射して白く光る。黒谷は無む造ぞう作さにそのナイフを振り上げた。いかに『アンチメイジ』といえど、物ぶつ理り攻こう撃げきの前にはなんの意味もない。三九郎は、鋭するどく息を吞のみ──

　切っ先は、三さん九く郎ろうの眼がん球きゆうに突つき刺さる寸すん前ぜんで止まった。
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「やはり」

　その腕が、その肩が、その顔面が──見えない糸に縛しばられたかのように静止している。三九郎の喉のどを締しめ付ける力は緩ゆるまず、だが、それ以外のすべての行動が封ふうじられている。

　口元の笑みを不自然に引きつらせながら、彼は言う。

「無理。の。ようですね」

　なにが、と尋たずねる時間さえ惜おしかった。喉を絞しめる手を、両手がかりで外そうとする。だが、外すことができない。指が鋼はがねのように食い込んでいる。単純な筋力ではない──確実に自分を殺すという決意が、黒くろ谷たにの指に込められていた。

　──なぜ、そこまで。

　そんな思いが頭をかすめながらも、三九郎の身体は反はん撃げきに転じていた。

　両手で手首を摑つかんだまま、大きく身体をしならせて、黒谷の脇わき腹ばらに膝ひざ蹴げりを叩たたき込むと、わずかに手の力が緩ゆるんだ。二度、三度、同じ場所に膝を入れつづけると、ついに黒谷の手が外れた。

　三九郎は背中をそらし、黒谷の顔面に頭ず突つきをぶち込んだ。

「ぐっ──」

　黒くろ谷たにはたたらを踏ふみ、その隙すきに三さん九く郎ろうは距きよ離りを取った。激しく咳せき込む。そうしながら、黒谷のことを見上げる。

　黒谷は──鼻血を流しながらも、にこにこと笑っていた。

「『遺ゆい言ごん状じよう』は、今現在も有効なようですね。もしかしてと期待していたのですが、さすがは団だん慶けい。仕事に抜かりはないようです」

　白手袋で鼻血を拭ふき取りながら、黒谷はそんなことを言う。

『遺言状』。確か、いつだったかも、そんなことを言っていた。伏桜団慶の『遺言状』──メイジが最さい期ごの魔ま力りよくを振り絞しぼって行使する魔法。それが、黒谷の行動を縛っていると。

　三九郎は咳き込みながらも、切れ切れに問うた。

「どう、いう、こと、だ……!?」

「私にあなたを殺すことはできない、ということですよ。残念ながら、他のメイジの手を借りるしかなさそうだ」

　黒谷はゆるやかに首を振って、踵きびすを返した。そのまま立ち去ろうとする。三九郎は喉のどを押さえながら起き上がり、血走った目で彼のことを見た。

「待て、まだ、話は……！」

「ああ、そうでした。『ギギリヤ』の計画についてお教えするという約束でしたね。それでしたら、あなたのズボンの右ポケットに入っています。お好きにどうぞ」

　振り向かないまま、黒谷はそう言い置いた。

　去っていく黒谷の背中を、追うことができなかったのは、敗北感のためだ。

　完敗した。『アンチメイジ』の能力など、なんの役にも立たなかった。負けた理由はいくらでもあるだろうが、真の原因はひとつしかない。

　三九郎が黒谷に恐怖したからだ。

　恐怖した相手に、勝てる道理などない。屈くつ辱じよく感かんと敗北感に、三九郎は歯は嚙がみをして──

　ふと、彼は右ポケットを探った。

　黒谷の言葉通り、そこには、いつの間にかメモが紛まぎれ込んでいた。

「……くそ。なめやがって」

　顔を歪ゆがめながら、三九郎はそのメモを開き──

　そこに書かれている文章に、言葉を失った。




　　　　　　　　◆




「却きやつ下かだ」

　重々しく、桐きり之の宮みや新しん開かいの声が響ひびき渡った。

　天てん正しよう神社、中央議ぎ場じよう。黒こく曜よう石せきで作られた円形のテーブルに、蠟ろう燭そくのおぼろげな灯あかりが幾いく重えにも反射して、幻想的な光景を作り出している。

　円えん卓たくに腰かけるのは、この親しん王のう坂ざかを支配するメイジたちだ。

　桐きり之の宮みや新しん開かい。蜜みつ月づき蕩とう乃の。御み影かげヶが原はら夜や楽がく。アラビスカ・モーバイン。

　そして──伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろう。

　新開はこの座の議ぎ長ちようを務つとめている。もう四十年も前からそうしていた。『桐之宮工こう廠しよう』は、古くから親しん王のう坂ざかの土地を統とう率そつしてきた名門だ。その工房長の座に就つくものは、それに相応ふさわしい責任と重圧に耐たえる義ぎ務むがある。

「ほう」「それがなぜなのか」「理由を聞いてもよろしいかな？」

　楽しげに尋たずねた夜楽の声に、新開は嫌けん悪お感かんを催もよおした。

　ひとつの工房を支配する身でありながら、御影ヶ原夜楽という男はかけらほどの責任感も持っていない。四十年間、親王坂の秩ちつ序じよを守りつづけてきた新開には──それが、自分を侮ぶ辱じよくしているように聞こえるのだった。

「おまえの要求──『伏桜製作所』と『マーチラビット・ワークショップ』の同どう盟めいを解消せよ、という発はつ議ぎは、この『六ろく会かい議ぎ』の精神に反するからだ。『六会議』は相そう互ご利り益えきのために存在する。両工房が我われ々われの約やく定ていに反するなにがしかをした、というのなら話は別だが、そうでもないのに制せい裁さい措そ置ちなど下せん」

　アラビスカがぴょこんと立ち上がり、黒くろ包ほう帯たいの顔を新開に向けた。

「わ、私は、夜楽さんの要求を、し、支持しますよ。なぜといって──彼らの同盟は、わ、私たちのパワーバランスを、崩くずすことに繫つながるから、です」

「そうそう」「そのとおり！」「彼らの同盟こそが、親王坂の秩序を乱すことになるのだ！」「私は、それを危き惧ぐしているわけだよ！」

　大声で騒さわぎ立て、夜楽は対面に座る伏桜三九郎を指差した。

　伏桜三九郎は、言いがかりに近い解消要求があったときも驚おどろいた素そ振ぶりさえ見せていなかった。夜楽を真正面から見み据すえながら、彼は答える。

「……俺たちは、他の工房を侵しん略りやくする意図など持っていない。『マーチラビット・ワークショップ』と交わしたのは防ぼう衛えい協きよう定ていだ。どちらかが宣せん戦せん布ふ告こくをした瞬しゆん間かん、片方は同盟を破は棄きする権利を持つことになっている」

「ふふん」「そんなのは形だけのことだろう？」「いざとなったら、どうとでも言い逃れができるさ！」

　蕩乃がステッキを口元に当て、挑ちよう発はつするように言う。

「あなたならそうするからといって、私たちまで一いつ緒しよにしないでいただけますか？」

「なに！」「なんだと!?」「失礼な！」「今の言葉、議ぎ事じ録ろくに残しておいてくれたまえよ！」

「……もういい」

　首を振って、新開はうんざりとつぶやいた。

「茶ちや番ばんはたくさんだ。私の結論は先ほど言ったとおり、『六ろく会かい議ぎ』は工房間の同どう盟めいには干かん渉しようしない。それで終わりだ」

「横おう暴ぼうだ！」「専せん横おうだ！」「横おう柄へいだ！」

「ま、まだわかりませんよ。決けつを採とってみては、い、いかが、ですか？」

　新しん開かいは眉まゆ根ねを寄せ、アラビスカと夜や楽がくをにらみつけた。この茶番の底に、なんらかの目的が隠かくれていることは目に見えている。だが──議ぎ長ちようとして、新開はその言葉を受け入れるしかなかった。

「……いいだろう。では、今回の議ぎ案あん。『伏ふし桜ざくら製作所』と『マーチラビット・ワークショップ』の同盟解消に賛さん成せいのものは、挙きよ手しゆ」

　夜楽が五つの腕を勢いよく挙げ、アラビスカもおずおずと片手を挙げた。だが、当然ながら、他の三人は沈ちん黙もくしている。

　新開は深いため息をつくと、小こ槌づちで机を叩たたき、会かい議ぎの終了を報しらせた。

「決まりだな。反対多数。よって、今回の議案は却きやつ下かと──」

「で、では、次の発はつ議ぎを、し、したいと思います」

　アラビスカが立ち上がる。新開は目を剝むいた。一日に二回の発議など聞いていないし、許可した覚えもない。

　小槌を上げようとした手は、続くアラビスカの言葉に凍こおりついた。

「わ、私たち、『ギギリヤ重工』は、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』との同盟を、ここに結びます」

　新開は言葉を失う。『ギギリヤ』と『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の同盟。考えるまでもなく、『伏桜』と『マーチラビット・ワークショップ』の同盟に対抗するためのものだろう。それはいい。だが──

　夜楽が立ち上がった。樽たるのような身体を跳はねさせて、円えん卓たくの上に躍おどり出す。彼は五つの腕を広げながら、朗ろう々ろうとした声で宣せん言げんした。

「そしてさらに！」「我々の同盟は！」「『伏桜製作所』に宣せん戦せんを布ふ告こくする！」

「────」

「す、すでに、『評ひよう議ぎ会かい』には、その旨むねを、ぶ、文書で、通告してあります」

　新開が自分を取り戻すために、五秒ほどの時間を必要とした。

「待て。おまえらは、なにを言っているのだ？　親王坂の工房で戦争？　それでは、十五年前の──」

「そう。言うなれば、これは『第二次親しん王のう坂ざか大戦』とでも名付けるべきでしょうね」

　ぽつりと、そうつぶやいたのは──蜜みつ月づき蕩とう乃のだった。

　伏桜三さん九く郎ろうは無表情。蕩乃と同じように、その顔に動どう揺ようは見当たらない。悲ひ壮そうといっていい決意が、彼の顔に浮かんでいる。

　新しん開かいの脳のう裏りに、フラッシュバックするものがあった。

　十五年前。『第一次』の、親しん王のう坂ざか大戦の折。今の三さん九く郎ろうと、よく似た顔つきをした青年が、あの大戦の発ほつ端たんになったのだ。

　伏ふし桜ざくら団だん慶けい。史上最高のメイジと謳うたわれた彼は、その大戦によって、十を超える工房を滅ほろぼし、その名をメイジ世界に轟とどろかせた。

　あのときも、今も、大戦の渦か中ちゆうにいたのは、常に『伏桜製作所』だった──

「ちなみにこれが、あなたが『評ひよう議ぎ会かい』に送った文書とやらの写しです」

　蕩とう乃のの声が新開を現実に引き戻した。

　彼女は円卓の上に紙し片へんを置く。いくつもの折り目がついた、Ａ４ほどの大きさの紙だ。アラビスカのとんがり帽ぼう子しの先せん端たんが、動どう揺ようを示すようにぶるりと震ふるえた。

「ど、ど、どこでそれを!?」

「落ちていたのを拾いましたの。──議ぎ長ちよう、ご覧らんになります？」

　新開は、かろうじて威い厳げんを崩くずさずに頷うなずいた。

　蕩乃から渡された書類を見て、うめき声をあげる。コピーではあるが、確かに宣せん戦せん布ふ告こくを示す文書だった。侵しん略りやく戦争──ブラックアーツに必要な要素、参加人員の数、規き模ぼ、ルールから勝利条件に至いたるまでが、綿めん密みつに記き載さいされている。

　なによりも重要なのは、文書の末まつ尾びに、『評議会認可』の印がくっきりと捺おされていることだった。

『評議会』が認めたということは、これは正式な戦争ということだ。勝利条件が達成するまで終わることがない。もはや『六ろく会かい議ぎ』では、止めようがない。

「『六会議』は工房間の同どう盟めいには干かん渉しようしない」「きみは今し方、そう言ったよねェ？」「だとしたら、我われ々われの同盟も」「誰だれに文句を言われる筋すじ合あいもないというわけだ！」

「あ、あ、あなたも、どちらにつくか、今のうちに、決めておいたほうが、い、いいのではないですか？　うふふっ」

　その言葉に応える代わりに、新開は、伏桜三九郎の顔を見た。

　三九郎は、『第一次』の頃の団慶よりもさらに若い。メイジ世界に足を踏ふみ入れてから、まだ三ヶ月しか経たっていない。親王坂全土を巻きこむ戦争を仕掛けられて、平静でいられるはずがなかった。

　それでも──

「いいだろう」

　伏桜三九郎は、毅き然ぜんとしてそう言い放った。

「宣戦布告は受け取った。開戦日時はすでに把は握あくしている。あとは、やるだけだな」

　声はむしろ淡たん々たんとしていた。新開はそれを若さと受け取る。若いゆえに、自分が口にしていることの重大さがわかっていないのだろうと。

「……伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろう。迂う闊かつな判断は、自分の工房を滅ほろぼすことになるぞ。まだ、交こう渉しよう次し第だいでは、こんな馬ば鹿かげた戦争は回かい避ひできるのだ」

「それは、俺たちに全ぜん面めん降こう伏ふくをしろということか？　悪いがその忠告なら向こうにしてくれ、議ぎ長ちよう。俺たちは戦争を仕掛けられた。ならば、それを受けて立つ。受けて立ち、そして──」

　そこで、三九郎は言葉を切り、その場にいる全員を見渡した。

「殺しはしない」

　新しん開かいは、己おのれが間ま違ちがっていたことを知った。

「ただ、メイジでいられなくなるだけだ」

　凪ないだ表情は、危き機き感かんの欠けつ如じよを示しているわけではなかった。彼は戦争のなんたるかを知っている。メイジ世界に足を踏ふみ入れてから三ヶ月とはいえ、何度も他工房からブラックアーツを仕掛けられ、それを退しりぞけてきたのだ。

　伏桜三九郎は工房長であり──同時に、戦士でもあるのだ。

「……ニュービーが」「思い上がるんじゃないよ」「おまえごとき、いつでも殺せるんだ」

「だが、俺はまだ生きている。生きている以上、ただ殴なぐられているばかりではないことを、証明してやる」

　夜や楽がくの仮面は回転しない。三つの黒点が、穿うがつように三九郎をにらみつけている。三九郎も、静かな表情でそれを見返していた。

　ぱちん。

　と、音が響ひびいた。蕩とう乃のが手を打ち合わせたのだ。

「まあ、もはや宣せん戦せん布ふ告こくは為なされました。私も、受けて立ちますよ。全面戦争。ふふっ。懐なつかしいですね」

　不ふ思し議ぎな色をした蕩乃の瞳ひとみには、危険な光が宿っていた。

「勝者がすべてを得て、敗者がすべてを失う。この上もなくわかりやすい、メイジ世界の縮しゆく図ずです。議長。もはや私たちに、話すべきことはないように思えますが？」

　新開は苦にが々にがしげに頷うなずいた。もはやこの議ぎ場じようでできることはなにもない。それぞれが、自みずからの工房に戻って──なにを為すかを考えなければならない。

「それでは、『親しん王のう坂ざか六ろく工こう房ぼう会かい議ぎ』は、これにて閉会とする」

　小こ槌づちを打ちつけて、新開は早々に議場をあとにした。傷だらけの顔に、苦く渋じゆうに満ちた表情を浮かべながら、彼はこの先に広がる惨さん禍かを想像していた。




　　　　　　　　◆




「『第二次』、ですか」

　リムジンが発進すると同時に、桐きり之の宮みや塵じん火かはぽつりとつぶやいた。

　塵じん火かの前に座る新しん開かいは、深々とため息をつく。いつもは壮そう健けんに見える父が、このときばかりは、年相応に老いて見えた。

「ああ。この年で、まさか、あれを再び経験することになるとは、思ってもいなかった。まったく──ギギリヤめ！　なにを考えているのだ！」

　不意に出てきたその名前に、塵火は危あやうく表情を動かすところだった。

　それとなく視線を窓の外に移しながら、塵火はつぶやく。

「父上は、『第一次』を経験されているのでしたね。どのようなものだったのですか？」

　老いたマスターメイジは、息子の言葉に、苦にが々にがしげに答えた。

「あれを生き延びた工房は、我われ々われと『ギギリヤ重工』、それに『伏ふし桜ざくら製作所』くらいのものだ。それ以外の、二十以上の工房は、みなあの戦争で滅ほろびた」

「では、どちらにつくかは、一いち目もく瞭りよう然ぜんですね」

「……どういう意味だ？」

　その声の重々しさに、塵火は思わず唾つばを飲み込んでしまった。ごくりという音が、車内にやけに大きく響ひびいた気がした。

　塵火は拳こぶしを握りしめる。その震ふるえを止めるために。耳元に、誰だれかの囁ささやきが聞こえる。

　──お父さんの説せつ得とくは任せるよ。大だい丈じよう夫ぶ、我々の名前を出せば、お父さんの心はきっと動くはず──

「この親しん王のう坂ざかの土地を、二分する戦争ですよ。我々がつくのは『ギギリヤ重工』のほうでしょう。支部とはいえ、世界最大の工房だ。彼らと共に戦えば、負けることは──」

「静せい観かんする」

　塵火の言葉を遮さえぎるように、新開はそう言った。

「我々の『工房哲学コンセプト』を忘れたか、塵火。『威い風ふう堂どう々どう』。それが、我々『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』だ。この土地に住むすべてのメイジの、手本となるべき存在だ」

「……それは……」

「今回の戦争、『第二次親王坂大戦』には、我々が参加する義も理もない。勝つほうについて利り益えきを貪むさぼろうとするのは、名門たる我われらの誇ほこりを汚けがすことだと、何度も教えたはずだ」

　炯けい々けいと光る父の目に、塵火は自分の心がみるみるうちに萎い縮しゆくしていくのを感じた。

　昔から、ずっとこうだった。塵火が自分の考えを述べるたび。その考えに基もとづいて行動するたび。父は、ただの一息でそれを叩たたき潰つぶしてしまうのだ。

　そのたびに、塵火は神経質にまぶたを動かし、謝しや罪ざいするのだった。

「……軽けい率そつな、ことを、口にしました。申し訳わけありません。父上」

「そんなことだから、このような老ろう齢れいになっても、いまだに私が工房長を務つとめているのだ。まったく──おまえに比べたら、まだ仄ほの火かのほうが工房長としての資質を持っている」

　太く、ため息のような言葉は、しかし、塵火の心深くを抉えぐっていた。

　仄ほの火かのほうが、才能がある。

　何度も、何度も、言われていたことだ。

　桐きり之の宮みや仄火は、工房を守るため幾いく度どものブラックアーツに赴おもむき、そのたびに生きて帰ってきた。『御み柱はしら』をその身に宿す『アバター』に目め覚ざめ、無む尽じん蔵ぞうの魔ま力りよくによって己おのれの魔ま法ほうを極きよく化かすることで、マスターメイジに次ぐほどの戦せん闘とう力を有するようになった。

『桐之宮工こう廠しよう』に所属するメイジの、誰だれもが思っている。

　桐之宮仄火は、桐之宮塵じん火かよりも、強いメイジであると。

「……父上」

　物もの憂うげに自分を見た新しん開かいに、塵火は震ふるえる声で尋たずねる。

「なぜ先ほど、私と仄火の決けつ闘とうを、お許しにならなかったのですか？」

　父は目を細めた。愚ぐ鈍どんを見る表情。自分が父に愚鈍だと思われていることを、塵火は誰よりもよく知っている。

「仄火と戦えばおまえが負ける」

　父の言葉が、塵火の心を抉えぐる。

「負ければ示しがつくまい。おまえは、『桐之宮工廠』の次期工房長なのだ。負けたメイジに、一体誰がついていく？」

　抉った穴から、冷たい風が吹き込んでくるようだった。胸の奥がすうすうとする。その冷たさは──塵火に、ある種の決意をもたらした。

「……父上は、私よりも仄火のほうが、上だとお思いなのですね」

「おまえが仄火に勝っているところは、品性くらいのものだ」

「では、なぜ仄火を後こう継けい者しやにしないのですか。あの女よりも弱い私を、なぜ工房長にしようとするのですか？」

　今までずっと抱いだいていながら、その疑問をぶつけたのは、これが初めてだった。塵火の目が、眼鏡めがねの奥で神経質に瞬まばたく。新開はそれを見ても、なにも気づいた様子はなかった。

「決まっている。あいつが女で、おまえが男だからだ。名めい誉よある『桐之宮』の工房長は男性でなくてはならぬ。昔から決まっていることだ」

　吐はき捨てるように、新開はつぶやいた。

「雷火が妾しよう腹ふくでさえなければ、もう少しやりようはあったのだがな。卑いやしい血が入ったものに、『桐之宮』を継つがせるわけにはいかん。まったく、難なん儀ぎなことだ」

　最後の決意が固まった。

　──もしも説せつ得とくに失敗した場合？　心配ないよ。僕ぼくたちはきみの味方だ。そう、どのようなときでもね──

　再び脳のう裏りに声が響ひびく。その声の主ぬしの名を、塵火は反はん芻すうした。

　ギギリヤ・モーバイン。

　塵じん火かの後ろには彼がいる。だから、なにも心配はない。このままではいけないのだ。このままでは、自分はなにもできぬまま、ただ父の意思のままに動くだけの操あやつり人形になってしまう。自みずからの工房に所属しているメイジから、陰かげでは「妹よりも弱い工房長」と呼ばれるようになってしまう。

　そうならないためには、こうするしかないのだ。

　新しん開かいは、訝いぶかしげな目で塵火を見つめた。

「なぜそんなことを聞く。余計なことを考えるでないぞ。おまえは、私の言うままに動いていれば、それでよいのだ」

　塵火は、息を吸い込み、震ふるえる声を吐はき出した。

「やってくれ」

「「アイアイサー」」

　リムジンの運転席と助手席から、返事がハモった。

　その瞬しゆん間かん、いくつものことが同時に起きた。

　十字路に差しかかっていたリムジンは、アクセルを踏ふむと同時にハンドルを思いっきり右に切った。車外の光景がぐるぐると回転し、新開の身体がぐらりと傾かしぎ──

　それを支えるように、助手席から伸びた四本の腕が、新開の身体をがしりと摑つかんだ。

「桐きり之の宮みや新開！　恨うらみはないが、命めいによって、その首を戴いただく！」

「『火鼠の皮衣イグニ・ヴエステイトウ』！」

　詠えい唱しようと同時に、『火属イグニス』の赤色が車中を満たした。新開の身体が燃もえ上がる──、否いな。あれはスクロール『纏てん衣い』に位置づけられる魔ま法ほうだ。新開を縛しばりつけていた四本の腕が燃え上がり、瞬しゆん時じに灰となった。

「ヌウッ！」

　助手席に座っていたメイジが怯ひるむ。その間も、リムジンはぐるぐるとスピンを続けている。全身を燃え上がらせながら、新開は片手でドアを摑み、叫さけんだ。

「どこの工房の手先か知らんが──私を暗殺しようとは、馬ば鹿かな真ま似ねをしたな！」

　暴走するリムジンの車内で、新開はバランスを取り戻す。もう片方の手には赤色の燃ねん焼しよう光こう。それを掲かかげ、新開は詠唱をしようとした。

「『断裁の水糸アクア・ペラジタツト』」

　その手を、塵火の魔法が、切断した。

「────────」

　新開が目を見開く。血を噴ふき出す自分の手首を、そして、自分を裏切った息子のことを、裂さけんばかりに開いた眼めで凝ぎよう視ししている。

　その瞬間、スピンを続けていたリムジンが、ついにガードレールに激げき突とつした。

　時間が鈍どん化かする。噴き出す血が玉になって躍おどっている。新開の巨体が反対側のドアに叩たたきつけられる。切断された右手に煌きらめいていた赤の燃ねん焼しよう光こうが消しよう滅めつする。「なぜだ」と問いかける父の眼まな差ざしに、塵じん火かは引きつるような笑みを浮かべ、答えた。

「あなたが、私を認めないからだ」

　そして、塵火は『断裁の水糸アクア・ペラジタツト』を、父の首に巻き付けた。

　レベル42『火属イグニス』マスターメイジ、名門『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』工房長の傷だらけの顔が、ごとりと車中の床ゆかに落ちた。

　それは、『桐之宮工廠』の内戦を告げる音だった。
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「坊ぼつちゃま！　ご無事デスか!?」

『伏ふし桜ざくら製作所』に戻った一行を、血相を変えたジャッジが出で迎むかえた。三さん九く郎ろうの肩を摑つかみ、がくがくと揺ゆさぶる。

「黒くろ谷たにに襲おそわれたト──ナゼそんなことになったのデスか!?　アノ男に近づかれるなんテ！　坊ちゃまになにかあったラ、私はモウ──！」

「あー、いや、わかった、から、あの、ジャッジ」

　と、背後から伸びた手が、そんな三九郎の頭をがしりと摑んだ。

「…………まったくね？　私が、あれほど、油断するなと言ったのに…………」

　地じ獄ごくの底から響ひびくような声は、蕩とう乃ののものだ。背せ筋すじに冷たいものが走る。黒谷との経けい緯いを話したときは、蕩乃の反応が薄うすかったものだから、てっきり気にしていないものとばかり思っていたが──単に、工房に戻るまで我が慢まんしていたらしい。

「ゆ、油断は、していなかったつもりだ」

「俺は『アンチメイジ』だ。襲われても、返り討うちにすれば良いだけの話さ」

　キリッとした顔つきで蕩乃はそう言った。

　三九郎の頰ほおが引きつる。

　その頰に、蕩乃は人差し指をぐりぐりと押し込みながら、

「わーカッコいいー。ねえねえ、今どんな気持ちですか？　あれだけ大口叩たたいておいてボロ負けするってどんな気分？　死にたくならない？」

「あ、あの……もう、その辺で……。た、確かに、あのときのさんちゃんはちょっとカッコつけてるなーって思ったけど、でも、そこまで言わなくても……」

　ねねこがおずおずと話しかけてきた。かばってくれるのは嬉うれしいが、さりげなく傷口に塩を塗ぬり込まないで欲しい。

「と、とにかく、今はそんな話をしている場合ではないでしょ？　それよりも、『親しん王のう坂ざか大戦』について、早く話し合いを──」

　話を元に戻そうとした華か夜やをじっと見つめ、蕩乃はぼそりと、

「俺は『アンチメイジ』だ」

　ごふっ、と咳せき込んで、華夜はうつむいた。肩がぷるぷる震ふるえている。耳まで真っ赤に染そまっている。蕩乃はキメ顔を維い持じしたまま、そんな華夜の顔を覗のぞき込もうとしていた。

　どんどん死にたくなってきた。

「ほ、ほら、かやちゃん！　さんちゃんも！　早く行こうよ！」

　そんな三九郎たちの背中を押すようにして、ねねこはリビングに向かって歩き出す。蕩乃もついてきたが、彼女はリビングに入るまで、ずっとキメ顔をしていた。

　リビングには、呉くれ葉はと、そして、キリコがいた。

　ねねこの顔を見た途と端たん、キリコはぴょこんと立ち上がる。

「ご命令どおり、呉くれ葉はセンパイと一いつ緒しよにこの部屋のお掃そう除じをしておきました！」

「ほ、ほとんど呉葉ちゃんがやったんだろーが……ったく、ねねこ、こいつにヘンな命令与えんじゃねーよ！　ゴミ箱を中身ごと水洗いしたときにはどうしようかって思ったぞ！」

「ご、ごめんね、呉葉ちゃん」

　呉葉は頭に三さん角かく巾きん、身体にはエプロンを着用している。『留る守す番ばん組』の二人して掃除をしたらしいが、キリコには少しばかり早かったようだ。

「センパイ！　次のご命令はなんですか!?」

「え、と。じゃあ、キッチンにあるお菓か子しのお皿を持ってきて──ここで食べようか」

「はい！　かしこまりましたー！」

　元気いっぱいに返事をして、キリコは跳はねるようにリビングから出て行く。

　その背中を見送って、蕩とう乃のは呆あきれたように言った。

「あの人じん工こう精せい霊れいの主あるじになったのですって？　なんともまあ──つい先日まで、ただの小娘だったあなたが、よくそんな面めん倒どうなことをしようと思いましたね」

「人工精霊じゃありません。あれは、キリコちゃんです」

　ねねこはキッチンのほうをじっと見つめながら、そう答えた。

「わたしのかわいい後こう輩はい。あの子のことを、そんなふうに言わないでください」

　蕩乃は肩をすくめ、ソファに腰を下ろした。

「そうですか。ま、あなたのセンチメンタリズムに興きよう味みはありませんが、彼女は戦力になりますね。戦力が増えるのはいいことです。なにしろ──」

「私たちハ、コレから戦争をするのデスから」

　あとを引き継つぐように、ジャッジがそうつぶやいた。

　その言葉は、リビングの空気を引き締しめた。

『親しん王のう坂ざか大戦』。これまで三九郎たちが経験してきたどのようなブラックアーツより、大だい規き模ぼな戦争だった。複数の工房が、全面衝しよう突とつをするこの戦争に勝てば、『伏ふし桜ざくら製作所』は長い平和を勝ち取ることができるだろう。

　だが、敗北すれば──

　それは死を意味している。あるいは、死よりも過か酷こくな運命を。

「やる以上は、勝たなくてはいけない」

　だから、三さん九く郎ろうはぽつりとつぶやいた。

　それを受けて、蕩乃が「当たり前です」と答える。

「最初から負けるつもりで戦うものがどこにいるのですか。私たちはメイジです。メイジである以上、敵を叩たたき潰つぶし、次に進まなければなりません。そうでしょう、三九郎？」

　三九郎は、苦にが々にがしげな顔で頷うなずいた。

　彼の内心には、メイジという存在に対する嫌けん悪おがいまだに色いろ濃こく残っている。だが、いまや三さん九く郎ろうはそのメイジになってしまったのだ。『アンチメイジ』という名前のメイジ。だが、生き残るために、その力は決して欠かせないものだ。

　華か夜やが蕩とう乃のに尋たずねる。

「『シャドウミドウ・ジャンクヤード』って、確か『マーチラビット・ワークショップ』のライバル工房だったよね。戦力差は、どれくらいなのかな」

「質も量も、こちらが上です。私たちが『シャドウミドウ・ジャンクヤード』を野放しにしていたのは、『六ろく会かい議ぎ』による不ふ戦せん条じよう約やくがあったからですよ。叩たたき潰つぶそうと思えば、いつでも叩き潰せますよ」

「ず、ずいぶん自信があるんだね」

「あそこは夜や楽がくを頂点に戴いただく、いびつな工房ですからね。夜楽の機き嫌げんを損そこねたり、立場を脅おびやかしかねないと判断されたものは、容よう赦しやなく処分されます。その点、私のところは明めい朗ろう会かい計けい、力さえあればいくらでも出世できるという実力主義になっています──まあ、中にはドロップアウトするものもいますが」

　ちらりと呉くれ葉はに目を向けて、蕩乃はそんな嫌いや味みを付け加えた。元『マーチラビット・ワークショップ』のメイジである呉葉は、気まずそうに頰ほおを搔かいていた。

「問題は『ギギリヤ重工』のほうデス」

　ジャッジはそう言って、一同の注目を集めた。

「アソコは世界最大の工房。支部工房とはイエ、所属メイジの数は桁けた違ちがいデショ。下手へたをすれバ、人じん海かい戦せん術じゆつでそのまま押し潰されてしまうかもしれマセン」

「確かに。私の工房と『シャドウミドウ・ジャンクヤード』は優ゆう劣れつがありますが、それでも圧あつ倒とう的というわけではありません。対するに、『伏桜製作所』と『ギギリヤ重工』は──ひいふうみい」

　蕩乃はリビングにいる人員を見回しながら、指折り数えた。

「まあ、いちいち口にするのも馬ば鹿からしいくらいの差がありますね」

「で、でも、ほら。質では勝ってるでしょ？」

「肝かん心じんの工房長が、黒くろ谷たににさえ負けたのに？」

「それは、そのう──」

　一言で切り捨てられて、華か夜やは困ったように三さん九く郎ろうを見た。その瞳ひとみに浮かぶのは同情か、それとも「三九郎くんもなんとか言ってやって」という懇こん請せいか。

　三九郎はそのどちらにも応えず、代わりにジャッジのことを見た。

「ジャッジ。聞いていいか？」

　ジャッジは答えず、ただ三九郎の顔を見て、頷うなずいた。

「黒谷は──」

　そこまで口にして、三九郎は、言葉を探さなければならなかった。

　聞きたいことは多くある。黒くろ谷たにと父の関係。彼が使った謎なぞの魔ま法ほうの正体。三さん九く郎ろうを殺そうとした意図が不明なら、『伏ふし桜ざくら製作所』に執しゆう着ちやくしている理由もわからない。三九郎がわかっていることは、黒くろ谷たにが狂気じみた殺意を自分に対して抱いだいているということだ。

　それを一言で表す言葉を、ようやく見つけて、三九郎はもう一度尋たずねた。

「黒谷は何者なんだ？」

　しん、とリビングが静まり返った。

　蕩とう乃のの顔から表情が消える。華か夜やは三九郎を見つめている。呉くれ葉はは居い心ごこ地ち悪そうにもじもじとお尻しりを動かし、ねねこはゆっくりと腰を上げて発言する。

「さんちゃん。わたしたち、外していようか？」

　三九郎はふと表情を緩ゆるませ、静かに首を振った。

「いいや。いてくれ。黒谷のことは、ここにいる全員に、聞く権利がある」

　そのとき、ちょうどキリコがキッチンから戻ってきた。皿に山盛りのお菓子を載のせている。元気よくあいさつしようとした彼女のことをねねこが捕つかまえ、自分の隣となりに座らせた。

「じゃあ、ここにいる」

　キリコの手を強く握りしめる。ねねこの表情には怯おびえがある。しかし、それを覆くつがえすほどの強い信しん頼らいも、また表れていた。その信頼を背に、三九郎はもう一度、尋ねた。

「話してくれ。ジャッジ」

　少しだけ迷うような素そ振ぶりを見せてから、ジャッジは、ぽつぽつと話しはじめた。

「昔の話デス。マダ三九郎坊ぼつちゃまが産まれる前のお話。コノ工房は三人のメイジの手によって設立されまシタ。伏桜団だん慶けいサマ。伏桜詩し絵えサマ。ソシテ──」

「黒谷平へい助すけ」

　引き取るようにつぶやいたのは、それまで黙だまっていた蕩乃だった。彼女もまた、伏桜団慶が生きていたころの『伏桜製作所』に所属していた過去がある。

「黒谷は、『伏桜製作所』の創立メンバー。そのうちの、ひとりなのです」

　創立メンバー。

　この工房を、作った男。

　三九郎はリビングを見回した。オーク材の円形テーブルに複数人掛けのソファ。窓の近くには暖だん炉ろが設しつらえられ、反対側の壁かべ際ぎわには本がぎっしりと詰まった書しよ架かが並んでいる。

　すべて、すべて、三九郎たちが移り住む以前から、ここにあったものだ。

　ソファの上で、ねねこは身体を硬こう直ちよくさせ、キリコの手をぎゅっと摑つかんでいた。華夜も動どう揺ようしたように部屋の中を見渡している。まるでそこに、かつていた黒谷の影が残っているとでもいうかのように。

「ソノ頃の黒谷は普通の男でシタ。物静かデ、思し慮りよ深ぶかク、有能デ──ナニよりも、優やさしかッタ。団慶サマの親友とシテ、オ二人から深く信頼されていまシタ。彼は善ぜん人にんだッタ。コノメイジ世界に数少ない『善よきメイジ』だったのデス」

「想像、できない」

　ジャッジと蕩とう乃のが次々に告げる真実に、華か夜やが呆ぼう然ぜんとしたように答えた。

「善ぜん良りようなんていう言葉、あの男から一番遠いものでしょ？　今日だって、なんの躊躇ためらいもなく三さん九く郎ろうくんを殺そうとしたんだよ。自分の、親友の、息子を」

「変化したのデス。黒くろ谷たにハ、スデに私たちの知っている黒谷ではありまセン」

「変化……？」

　眉まゆを寄せる三九郎を、ジャッジはじっと見つめた。その口元が強く引き結ばれる。

　なにか、固い決意を果たそうとしているかのように。

「コレからお話しする事実ニ、モシかしたら坊ぼつちゃまは傷つかれるかもしれまセン。ケレド、坊ちゃまはもう工房長であらせられマス。デスからお話いたしマス」

「な、なんだよ。俺は別に、傷ついたりなんか──」

「アナタの母君、伏ふし桜ざくら詩し絵えサマの命を奪ったのハ、メイジなのデス」

　喉のど奥おくに、なにかが詰まるかのような感覚を、三九郎は覚えた。

　三九郎は母親との思い出をほとんど持っていなかった。だから、母が死んだことに対する感かん慨がいもほとんどない。物心ついたときにはすでに死別していたのだから、三九郎にとって母は最初から死人であるのだ。百年前の先祖と変わりない。

　だが、それでも。

「殺された？　メイジに？」

　その事実は、胸に突つき刺さった。

「殺したメイジはすでにこの世におりまセン。真っ先ニ、団だん慶けいサマと黒谷によって地じ獄ごくに送られまシタ」

「それが十五年前のこと。『第一次親しん王のう坂ざか大戦』の、きっかけとなった出来事です」

　蕩乃は、どこか遠くを見るような眼まな差ざしで、そう語った。

「私もあの戦争には、『伏桜製作所』の一員として参加していました。当時はただの小娘ニユービーでしたから、ほとんど戦う機会はありませんでしたけどね。それに──戦う必要もなかった」

「詩絵サマを殺したのハ、カツテこの土地に存在していた複数の工房による陰いん謀ぼうでシタ。彼らは『アンチメイジ』の力を恐レ、亡なき者にしたのデス。ソレが自分たちの破は滅めつを呼ぶとも知らずニ」

「陰謀を企くわだてたのは三つの工房でしたが、『伏桜製作所』が彼らに宣せん戦せんを布ふ告こくすると、他の二十の工房が一いつ斉せいに『伏桜製作所』に宣戦しました。もともと、ここは異い端たん者しやの集まりだったのです。他の工房からは邪じや魔ま者ものだと思われていた。その機会に排はい除じよしようとしたのでしょうね。ですが──」

　排除されたのは、それらの工房のほうだった。

　ただ二人のメイジ、伏ふし桜ざくら団だん慶けいと黒くろ谷たに平へい助すけによって、二十三の工房は残らず滅ほろぼされた。二百を超えるメイジが命を落とし、生き残った数少ないメイジはちりぢりに逃げて、メイジ世界に伏桜の名前を轟とどろかせる役割を担になった。

　史上最高の魔ま法ほう使い、伝説のメイジ。『複ふく合ごう魔ま法ほう』の伏桜団慶は、そうして歴史に名を刻んだのだ。

「で、でも、伏桜団慶の名前は超有名ですけど、黒谷なんて名前は一度も聞いたことないですよ？　呉くれ葉はちゃんだってあいつのこと、冴さえないセンコーとしか思ってなかったし」

「黒谷と戦ったメイジは、全員が死にましたからね」

　なんでもないことのように蕩とう乃のは答え、呉葉は思わず息を吞のむ。

「団慶さまは戦い方が派手でしたからよく目立ちましたが、黒谷は目立つことを嫌きらっていました。そのくせ、相手を殺すことにはよく執しゆう着ちやくしていましたよ。──このリビングで、自分の殺人を、嬉うれしそうに語っていたことを覚えています」

　ねねこが身体を震ふるわせ、青ざめた顔でリビングを見回した。

「アノ男が変化したのはその頃からデス。物静かではありましたガ、以前の優やさしさはどこかへ消し飛んでしまッタ。詩絵サマを殺したメイジたちを殺すことニ、心からの喜びを覚えるようになってしまッタ」

「なぜそのようになってしまったのかは、私たちにはわかりません。もともと、あの男は謎なぞの多い人物でしたから。団慶さまは知っているようでしたが、私たちに教えてはくれませんでした。ただ、悲しそうに首を振るだけで」

「『親しん王のう坂ざか大戦』が終わッテモ、ソレは同じデシタ。黒谷は変わッタ。変わッテ、ソシテ永久に元に戻らなかッタ」

「最後には、この工房を出て、『ギギリヤ重工』に加入し、そして、団慶さまひとりが『伏桜製作所』に残されたというわけです」

　語り終えて、ジャッジと蕩乃は、同時に小さく息を吐はいた。

　沈ちん黙もくが、しばらくのあいだ、リビングに漂った。

　華か夜やとねねこが、気き遣づかわしげに三九郎のことを見つめている。そのことがわかっても、三九郎は彼女たちを安心させることはできなかった。ただ放心したように、天てん井じようの隅すみを見上げることしかできなかった。

　そうしながら、三九郎はぽつりと、尋たずねた。

「親父と黒谷は、親友だったんだろ」

「エエ。良き友人であったはずデス」

「じゃあ、どうして黒谷は親父を殺したんだ？」

　ねねこと華夜の表情が、凍こおりついた。

　一いつ瞬しゆん、三九郎は二人を同席させたことを後悔した。だが、すぐに思い直す。どれだけ衝しよう撃げき的でも、知っておかなくてはならない情報だ。彼女たちは同じ工房の仲間なのだから。

「黒くろ谷たにの変化は戦争が終わったあとも続きまシタ。アノ男の内心など知りたくもありまセンが、団だん慶けいサマがつぶやいていた言葉を覚えていマス。黒谷ハ──」

　黒谷は、詩し絵えがいない『伏ふし桜ざくら製作所』が許せないんだ。

　この工房は、僕ぼくたち三人で創つくりあげたものだから。

　誰だれかひとりでも欠けた、不完全な『伏桜製作所』を見るたびに、あいつは昔のことを思い出してしまうんだ──

「黒谷は狂っています」

　蕩とう乃のが、はっきりとした声で告げた。

「なにが彼を狂わせたのかは、今となってはどうでもいいことです。問題なのは、彼の狂気は伏桜詩し絵えを殺したものだけでなく、『伏桜製作所』に関わるすべてのものへ向けられている、ということなのですよ」

　──壊こわれた『伏桜製作所』がそこにあるというだけで、耐えられない。

　三さん九く郎ろうは、黒谷の言葉を思い出していた。

「だから、あの男は団慶さまを殺したのです。在ありし日の『伏桜製作所』の名な残ごりだから。団慶さまの存在そのものが、許せなかったのでしょう。そして──」

　蕩乃は、その長い指で、すらりと三九郎を指した。

「あなたもそうですね。伏桜三九郎」

　三九郎よりも、むしろ、ねねこと華か夜やのほうが動どう揺ようした。ねねこはぎゅっとキリコの手を握りしめ、華夜は立ち上がって大声で叫さけんだ。

「ど、どうしてそうなるの!?　三九郎くんは関係ないでしょ!?　そりゃ、今は『伏桜製作所』の工房長かもしれないけど、そのときにはいなかったじゃない！」

「いたんですよ、あなたは、赤ん坊ぼうの頃、ここに」

　蕩乃は突つき放すように答える。そのあとを、今度はジャッジが引き継ついだ。

「黒谷がよくあなたのことをあやしていまシタ。デスからあの男にとッテ、坊ぼつちゃまもこの工房の一部なのデス。もちろん私も、蜜みつ月づき蕩乃モ。アノ当時『伏桜製作所』にいたものは、全員が黒谷の殺害リストに載のっているのデスよ」

　全員。

　そこには、当然、伏桜三九郎の名前も載っている。メイジとしての才能を持たず、代わりに『アンチメイジ』の才能を持つこととなった少年の名前も。

　不意に、三九郎は思い出した。

　すべての始まりとなった戦争。三ヶ月前の放課後に起きたブラックアーツを。

「……親父が、俺を『伏桜継けい承しよう戦争』に巻きこんだのは……」

「アナタを『アンチメイジ』として目め覚ざめさせるタメ。団慶サマは『遺ゆい言ごん状じよう』で黒谷の行動を縛しばりまシタが、ソレにも限度がアル。アナタは──自分の力デ、自分の身ヲ、守れるようにならなくてはならなかッタ」

　だから伏ふし桜ざくら団だん慶けいは、息子を戦争へと投げ落とした。彼の幼なじみを重おも石しとして。その行為が息子の憎にくしみを買うとわかっていたが、それでも団慶は、そうしなくてはならなかった。

『アンチメイジ』として目め覚ざめなければ、いずれ『遺ゆい言ごん状じよう』の効果が消えたとき──黒くろ谷たにが三さん九く郎ろうの前に現れたとき、なにもできずに殺されてしまうから。

「……なぜ」

　ぽつりと、三九郎は言った。

「なぜ、親父は、そのことを俺に言わなかったんだ」

　ジャッジは、ゆるゆると首を振っただけだった。

「私などにはわかりかねマス。タダ、コレだけは確かなことデス。──団慶サマは三九郎坊ぼつちゃまのことを愛しておられまシタ。坊ちゃまご自身に憎まれてモ、構わないほどニ」

　最後に、ジャッジは消え入りそうな声で、そうつぶやいた。

　再びの沈ちん黙もく。

　三九郎は膝ひざの上で拳こぶしを握りしめ、じっとテーブルの上を見つめていた。

　黒谷の言葉。父に対する恨うらみや憎しみ。あらゆる思考や感情が頭の中でない交ぜになって、まともにモノを考えることもできそうになかった。

　そのとき、リビングのドアが開き、ひとりの少女が入ってきた。黒服にウサ耳。蕩とう乃のの工房、『マーチラビット・ワークショップ』に仕つかえるメイジだ。

「『マダム』、『評ひよう議ぎ会かい』から通達がありました。こちらのマジックアイテムから、詳しよう細さいなルール説明を行うと」

　そう言って、彼女は水すい晶しよう玉だまを取り出した。恭うやうやしく差し出されたそれを受け取って、蕩乃は口調をがらりと変えた。

「はいっ。それじゃあ、昔話はここまでにしましょうか」

　水晶玉を部屋の中央に置いて、蕩乃はどこか優やさしげな視線を三九郎に向ける。

「どんな過去があったにせよ、今私たちがすべきことは、戦争準備ですよ。思うことは色々とあるでしょうが、今は忘れなさい」

「……ああ」

　三九郎は、ようやくそれだけを答えることができた。ねねこと華か夜やが、まだ自分のことを心配そうに見つめている。それを思い出して、彼はわずかな笑みを口元に浮かべた。

「俺のことで時間を取ってしまってすまなかった。話を先に──」

「そんなことない！」

　弾はじかれたように叫さけんで、ねねこは立ち上がる。三九郎にとてとてと近づき、

「さんちゃんのことは、わたしたちのことだよ。だから、謝あやまったり、しないで」

　ごく自然に、ねねこは三さん九く郎ろうの胸元に、きゅっと抱きついてきた。

　三九郎は驚おどろいたように目を見開く。それでも、自分の胸にすがりつくねねこの肌はだは、柔やわらかく、温かかった。心中に渦うず巻まく混乱や葛かつ藤とうを、そのときばかりは溶かしてしまうほどに。

　誰だれを守るためにこの世界に足を踏ふみ入れたのか、三九郎は思い出していた。

「……うん。ごめん」

　また謝あやまって、三九郎はねねこの背中に手を回した。

　そんな二人から、華か夜やがそっと視線を外していることに、三九郎は気づかなかった。

「ところで──」

　ふと思い出したように、呉くれ葉はが蕩とう乃のに尋たずねる。

「『マダム』って、三九郎が赤ん坊ぼうの頃から『伏ふし桜ざくら製作所』にいたんですか？」

「ええ、そうですよ。加入したのは三九郎が生まれる前からですが」

「えと、じゃあ、『マダム』って、一体おいくつあいだだだだだだやめてください『マダム』ツインテールが取れちゃう取れちゃう取れちゃいます頭の皮ごとっ!?」

　……なにやってるんだ、あいつらは……。

　ねねこを抱きしめながら、三九郎はそんなふうに呆あきれていた。




　　　　　　　　◆




　戦争をするためには、いろいろと準備がいる。

　伏桜三九郎は多くのメイジから恐れられる『アンチメイジ』であり、れっきとした『伏桜製作所』の看かん板ばんではあったが、事務・運営に関する能力はからきしであった。能力というよりは適性の問題だ。それはジャッジや華夜のほうが向いている。

　今回、華夜が担になった役割は──『避ひ難なん』だった。

　全面戦争である。華夜やねねこはもちろん、彼女たちの家族まで危険に晒さらされる可能性があった。神しん藤どう家はメイジ世界に属しているのだからまだ大だい丈じよう夫ぶかもしれないが、春日かすが家はどこに出しても恥はずかしくない『普通の人間』の一家なのだ。そして、『普通の人間』がメイジ世界に置いてどういう扱あつかいを受けているのかは、今さら言うまでもない。

　だから、華夜はねねこを連れ、春日家の両親を『マーチラビット・ワークショップ』に匿かくまわなければならなかった。

　メイジ世界のことをなにも知らない春日家の人間を連れ出すのは難むずかしいかと思いきや、二人は意外と素直に従ってくれた。それは、一いつ緒しよに行ったねねこの表情があまりにも真剣だったからかもしれず、あるいは華夜たちの後ろに『マーチラビット・ワークショップ』のウサ耳メイジがずらりと並んでいたからかもしれない。

「あとで、ちゃんと説明してよ？」

　娘を軽くにらむようにして、ねねこの母親はそう言ったものだ。

　あの二人の安全は担たん保ぽされた。戦争に負ければその限りではないが──家族を巻きこんでしまったことを苦く悩のうする時間的猶ゆう予よは、今の華か夜やたちには残されていなかった。




「おかえりなさい！　ママ──、じゃなかった、ねねこセンパイ！」

「おー。おかえりー」

　リビングへと入った二人に、キリコと呉くれ葉はがそれぞれそんな声をかけてきた。

　キリコはぴょこんと立ち上がり、とことことねねこに近づいてきた。まるで子犬のような挙きよ動どうをする後こう輩はいの頭を、ねねこは嬉うれしそうに撫なでる。

　そんな二人を尻しり目めに、華夜は呉葉の向かいのソファに腰を下ろした。

「呉葉。これ」

　呼びかけて、華夜はこぶし大の袋ふくろを彼女の前に置いた。

「──おお？　これって、まさか、『伏ふし桜ざくら製』か!?」

　呉葉はその袋に飛びついた。袋の中には、煌きらめくクォーツがぎっしりと詰まっている。

「ジャッジさんから分けてもらったんだ。今、この工房にあるクォーツを、ありったけ。それだけあれば、どんな魔ま法ほうでも使えるよ」

「おおおっ……すげえぜ、これが『伏桜製』クォーツか……。ちなみに華夜。これって、全部でいくらくらいする？」

　ゲスい笑いを浮かべながら、呉葉がそんなことを尋たずねてくる。知るものか、と言ってやりたかったが、残念なことに華夜はその答えを知っていた。

「まあ、ジャッジさんがこつこつ貯ためていた『とっておき』のクォーツらしいから、少なくても億は行くんじゃないかな」

「ド、ドリームジャンボ!!」

「言っとくけど、横流しなんてしたらすぐに告発するからね。ていうか戦争に負けたら、いくらクォーツがあっても意味ないんだから」

「わ、わかってるよ！　そんなこと！　……しかし……億！　これがあれば……アレの新しん製せい品ひんやアレの新型がっ……！」

　もはや処置なし。華夜は呆あきれ果てて、今度はキリコのほうに向き直った。

「須す崎ざきさん、あなたのクォーツも渡して────、なにしてるの？」

　思わず途中で言い直してしまった。なにしろ、キリコはぺったりとねねこにくっついて、全身で抱きしめているのだから。「んん～」などと甘えた声をあげている。

「決まってますっ。ママ分を、補ほ充じゆうしているのです！」

「……え、えっと。クォーツ、ここに置いておくから」

「はい！　ありがとうございます！」

　そう言いつつも、やはりねねこから離はなれようとはしない。華か夜やは苦笑した。

　と、ふと呉くれ葉はが疑問を呈ていした。

「つか、なんでねねこのこと、ママって呼ぶんだ？」

「だって──ねねこセンパイは、あたしのママじゃないですか？」

「そ、そうなの？」

　言ったのは当人のねねこだ。困こん惑わくしたようなねねこを見て、キリコは唇くちびるを尖とがらせる。

「そうですよ！　だってねねこセンパイは、あたしのマスターじゃないですか！　だからママです！　なにも不ふ思し議ぎなことはありませんよ！」

「あー、なるほど。つまり、ママってのはマスターに対する呼び方なんだな？」

　こくこくと、やりすぎなくらいにキリコは頷うなずいた。ポニーテールがふるふると揺ゆれる。それを見て、華夜はまた笑いかけたが──その笑みは、次の瞬しゆん間かんに凍こおりついた。

「……キリコちゃん。本当のお母さんのことは、覚えてないの？」

　華夜と呉葉は、思わずねねこのことを見た。彼女の表情は穏おだやかで、自分が口にしたことの重大さなど、気にもかけていないようだった。

　キリコはきょとんとしていた。お母さんという言葉を、初めて聞いたかのように。

「あたしの？　お母さん？」

「うん。覚えて、ない？」

　じっくりと考えてから、キリコはふるふると首を振った。

「よく、わかりません。お母さん──ママ。ねねこセンパイのことじゃないんですよね？」

「……わたしは、キリコちゃんのお母さんじゃないよ」

「じゃあ、知りません！　あたしにはママが一番大切なんです！　他のことなんて、忘れちゃってもいいです！」

　元気いっぱいの大声に、華夜は思わず顔を背そむけた。

　キリコは『普通の人間』だった。なんでもない日常と、自分を愛する家族を持つ、平凡な少女に過ぎなかったのだ。

　それなのに、今は、なにもない。日常も。両親の思い出も。『普通の人間』として生きていく道も。なにより──その喪そう失しつを悼いたむ心も。なにも。

　無む惨ざんだ。

　今のキリコは、自分の腕を失っても、足を失っても、ねねこが無事である限り、ロボットのように笑いつづけることができるだろう。

　呉葉でさえ、複ふく雑ざつな表情を浮かべている。彼女はバカだが、無惨なものを見てなにも思わないほど心をなくしているわけではない。

　そのとき、ふとねねこが顔を上げた。

「それは、違うよ。キリコちゃん」

　優やさしい、しかしはっきりとした声で、そう告げる。

「わたしのことを大切だと言ってくれるのは嬉うれしいけれど、でも、キリコちゃんにはそれだけじゃないの。他のことを忘れちゃってもいいなんて──それしかないなんて。そんなこと、言わないで」

　鼻先を弾はじかれた猫のように、キリコは目を見開いてねねこを見つめた。戸と惑まどい、悲しみ、焦あせり──そんな感情をごちゃ混ぜに浮かべたキリコを、ねねこはきゅっと抱きしめた。

「今すぐじゃなくていいから、きっと、わたし以外に大切なものを見つけて」

「────、それは、ご命令ですか？　ママ？」

　ねねこの豊かな胸に埋うずもれながら、キリコがそんな質問をした。

　ねねこは、痛みをこらえるかのように、眉み間けんに皺しわを寄せた。

　しかし、ねねこはそれを、声には滲にじませなかった。いっそう強くキリコのことを抱きしめながら、彼女は優しく言う。

「うん。ご命令。最初は、お友だちを作るところから始めようか」

「おともだち？」

「華か夜やちゃん。呉くれ葉はちゃん。キリコちゃんの、お友だちになってくれる？」

　華夜は微笑ほほえんで頷うなずく。

「うん。もちろんだよ」

　呉葉もからりと笑って、鼻の下を指でこすった。

「しょーがねーな！　呉葉ちゃんは副工房長だからな！　部下の面倒を見るのは当然だ！」

　キリコは不ふ思し議ぎそうな顔をして、華夜と呉葉を見つめた。母親のことを聞かれたときと同じ、知らない概がい念ねんに触ふれたときの顔だった。

「……おともだち」

　その言葉を確かめるように、ぽつりとつぶやく。やはり不思議そうだった。しかし、くるりとこちらを振り返ったキリコの顔には、無む邪じや気きな笑顔が浮かんでいた。

「はい！　よろしくお願いしますね、華夜さん、呉葉さん！」

　キリコの喜びは、友だちができたことに対するものではない。マスターの命令を果たすことができたという、そのことに対して喜びを感じているのだ。

　華夜も呉葉も、そのことがわかっていた。しかし、失望はしなかった。なぜなら、ねねこがしようとしていることが、二人にはよくわかったからだ。

　ねねこは、キリコに与えようとしている。

　奪われたものを取り戻すことはできない。日常。家族。それらは夜や楽がくによって奪われ、永久に戻ってくることはない。

　だが、与えることはできるはずだ。取り戻すことはできなくても、なにも持っていなくても、新しいなにかを与えることはできる。ねねこは、それをしようとしているのだ。

　──かなわないな。

　なんとなく、そう思った。先ほどの、三さん九く郎ろうを抱きしめるねねこの姿がフラッシュバックして、胸の奥がちくりと痛んだ。

　だが、それは無視できる痛みだ。華か夜やはそう思い込もうとした。無視できなくても、しなくてはならない痛みだから、そう思い込む以外に方ほう策さくはなかった。

「んじゃー、まずはラインのＩＤを──って、入れてねえか？　入れろ入れろ。呉くれ葉はちゃんが教えてやるよ」

「あ、は、はい。よくわかりませんけど、じゃあ、それで！」

　呉葉は自分とキリコの携けい帯たいを取り出し、もろともに操作しはじめた。呉葉らしい近づき方だと思った。あとで自分も教えてもらおうと考え、自みずからの携帯を取り出そうとして──

　テーブルに置かれていた水すい晶しよう玉だまが、不意に明めい滅めつを始めた。

「────────」

　水晶玉は、壁かべに光を投げかける。その光は像を結ぶ。月げつ桂けい樹じゆの冠かんむりに囲まれたハトの印章。『評ひよう議ぎ会かい』の印章だ。

　同時に、リビングに音声が響ひびき渡る。

《──こちらは『評議会』業ぎよう務む放送部でございます。ただいまより、『親しん王のう坂ざか大戦』にまつわるもろもろのルール説明を行わせていただきます。参加工房各位におかれましては、なにとぞお誘い合わせの上、本放送を視し聴ちようしていただきますようお願い申し上げます。繰くり返します。こちらは──》

　呉葉はため息をついて、キリコに携帯を返した。華夜と顔を見交わし、共に頷うなずく。

　この映像が、日常の終わりだ。

　戦争が始まる。




　　　　　　　　◆




　てってれーてれってーてれってってれれれれれー。

　間ま抜ぬけなほどに明るいＢＧＭと共に、水晶玉がチカチカと明滅した。部屋の壁に、乱れた映像が現れる。

《────、ざっ────、から、まだっしょ？　もうちっと────じゃん、この──わるまでだからさ》

　音声もまた乱れていたが、時間が経たつにつれて絵も音もくっきりとしはじめた。どこか上空から、下界を見下ろしている映像のようだ。そのメイジはバタバタと風に髪をなぶられながら、吞のん気きにアイスクリームなどを舐なめている。

《ったくさー。このクッソあっちーのに、なんでアタクシが駆かり出されっかなー。桐きり之の宮みや？　の？　なんだっけ？　内戦？　知ったこっちゃないっつーのよ》

　若い女性のメイジだ。二十を超えるか超えないか。短い金きん髪ぱつに軽けい薄はくそうな顔立ちである。

《だーかーらー！　これ食べ終わるまで待てってんでしょ！　タイマイちゃんは相変わらずうっせーんだから──、え？　なに？　…………回ってる？》

　金髪のメイジはカメラに視線を戻して、ぱちぱちと瞬まばたきをした。しばしの沈ちん黙もく。それから、彼女は不意に後ろを向き、アイスを眼がん下かに投げ落とした。

《──はい！　というドッキリでした！　視し聴ちよう者しやのみんな、騙だまされちゃったかなー？　アハハハハ！　イッツ・ベッコーズ・ジョーク！　ナハハハハ！》

「消していい？」

「ダメデス」

　華か夜やが耐えきれなくなったようにつぶやくが、ジャッジは弱々しく首を振る。

《そんなわけで、はじめましての方ははじめまして！　そうでない方はこんばんは！　アタクシ、『評ひよう議ぎ会かい』所属の人気レポーターメイジ、レベル14『風属エル』の、ベッコーと申します！　よろしくお願いしますよん！　それと──》

　ベッコーはカメラをびしりと指差し、

《カメラを回してくださるは、ご存ぞん知じ！　『評議会』所属の無口なカメラウーマンメイジ、レベル15『光属ルクス』の、我わが愛いとしのタイマイちゃんです！　今日もまた映らないでしょうが、みなさん応おう援えんしてくださいねー！》

　人ひと懐なつっこい笑みでベッコーは手を振り、それから眼下に目を向ける。

《さて！　本日アタクシたちは、ジャパンはトーキョーの親しん王のう坂ざかに来ております！　世界有数の大だい規き模ぼクォーツ産出地として名高いこの土地で、明日の午前零れい時じ！　日付が変わるそのときに、大戦争が勃ぼつ発ぱつするのです！　ボッパツ！　してしまうのです!!》

　くるくると縦たてに横に回転しながら、彼女はさらに声を張り上げる。

《『第二次』！　『親王坂大戦』！　そう！　そうです！　教科書にも載のっていましたね？　あの『第一次親王坂大戦』、伏ふし桜ざくら団だん慶けいの名を全世界に轟とどろかせた戦争の、続きというワケです！　コレに勝るミモノはそうはありませんよ！　そんなわけで、オキナワでらぶらぶなバカンスを楽しんでいたアタクシとタイマイちゃんが急きゆう遽きよ駆り出されたわけで、ホントもう『評議会』の上の連中死ネって感じなんですが、まあそれは置いておいて──》

「なんだオイこいつらレズか」

「呉くれ葉は。黙だまりなさい」

《『評議会』が受理したルールは全面戦争方式！　勝利条件は、相手方の工房長が降こう伏ふく宣せん言げんをするか、あるいは──死ぬこと！　工房長キングを獲とり合う、まさしく総力戦が、四工房のあいだで繰くり広げられるのです！》

　手の中でマイクをくるくると回転させ、ベッコーは眼がん下かの一地点を示す。

《ですが、今私たちがいるのは、親しん王のう坂ざかにありながら、唯ゆい一いつ戦争に参加していなかった、『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』上空であります！》

　カメラがクローズアップしたのは、和風の屋や敷しきだった。

《本来ならば静せい観かんを決め込むはずだった『桐之宮工廠』ですが──なんと！　つい先ほど、工房長である桐之宮新しん開かい氏が、事故によって亡くなってしまわれたとのことっ！　続けざま、長男の桐之宮塵じん火か氏が、工房長の座を受け継つぐ旨むねを宣せん告こくし、同時に『ギギリヤ重工』側に立って参戦するという声明を発表──》

　そのとき、『桐之宮工廠』の屋敷から、巨大な爆ばく炎えんがあがった。

　三さん九く郎ろうは、その光景に見覚えがあった。

「……あれは」

「『煉獄の蠅イグニ・ヴオラツト』。あなたには馴な染じみ深い魔ま法ほうですね、三九郎？」

　からかうような蕩とう乃のの声に、ベッコーの叫さけび声が混じる。

《ああっ！　爆ばく発はつです！　爆発が起きました！　一体なにが起きているのでしょうか!?　アタクシとタイマイちゃんは、突とつ貫かん取材を試みたいと思いますっ！》

　びしり、と敬けい礼れいをして、ベッコーはゆらりと宙を舞まう。『風属エル』魔法によって、カメラと共に宙を滑すべり、燃もえさかる『桐之宮工廠』へと向かう──

　そこで、蕩乃が水すい晶しよう玉だまを消した。

「これ以上、見る必要はありませんね」

「……『桐之宮工廠』が、『ギギリヤ』側につくのか」

「今のままでは、間ま違ちがいなくそうなりますね」

　蕩乃の言葉はあくまでも冷静だった。長いあいだ工房長を務つとめてきた彼女の情じよう勢せい予よ測そくは、恐らくここにいる誰だれよりも正確なものだろう。

　三九郎は蕩乃のことを見つめ、問いかける。

「『桐之宮工廠』が向こうについた場合、俺たちの勝ち目はあるのか？」

　蕩乃は鼻で笑い、三九郎の視線を見返した。

「もしそうなった場合、私はあなたたちとの同どう盟めいを解消し、さっさと白しら旗はたを揚あげますよ」

「なっ──ちょ、え？　ま、『マダム』!?」

　呉葉が目に見えて慌あわてふためく。だが、三九郎は狼ろう狽ばいしなかった。今の情勢が、彼にも少しだけ見えはじめていたからだ。

　そもそも『桐之宮工廠』は中立を保つはずだった。『親王坂大戦』には関わらないと決めたはずのあの工房が、にわかに参戦の気配を見せた原因は、桐之宮新開の死にある。開戦の直前に中立派であった新開が死に、急進派と思おぼしき塵火が後こう継けい者しやとなった。これが不自然であると考えるのは、三さん九く郎ろうだけだろうか？

　そして──三九郎は、水すい晶しよう玉だまが映し出した光景を思い出す。

『煉獄の蠅イグニ・ヴオラツト』。この魔ま法ほうを使うメイジに、三九郎は心当たりがある。そして──そのメイジには、きわめて凶きよう暴ぼうで野心的な姉がいたということも。

　それらを踏ふまえて、三九郎は口を開いた。

「蕩とう乃のさん。ひとつ、提案がある」




　　　　　　　　◆




『ギギリヤ重工』本ほん拠きよビル、工房長室。

　水晶玉が投げかける映像を眺めながら、御み影かげヶが原はら夜や楽がくは悪態をついた。

「フン！」「使えない小こ僧ぞうだ！」「せっかく私たちが手を貸して、新しん開かいのクソジジイを暗殺してやったというのに──」「自分の工房の統とう制せいさえ取れないとは！」

　あしざまに罵ののしる夜楽を、アラビスカが慌あわてて制した。

「め、滅めつ多たなことを言わないでください、夜楽さんっ！　暗殺なんかじゃありません。あれは、事故ですっ！」

「事故！」「事故だって！」「アッハハハハ、確かにそうだねェ！」「不ふ思し議ぎなことに、ころりと首が落ちてしまう事故だ！」

「桐きり之の宮みや塵じん火かは、決して愚ぐ物ぶつではありませんよ」

　映像を静かに眺めながら、そうつぶやいたのは、黒くろ谷たに平へい助すけだった。

「なにしろアークメイジだ。愚おろかな男がたどり着けるほど甘い位い階かいではありません。『桐之宮工こう廠しよう』のメイジたちも、大多数は彼を工房長として認めている。ただ──」

　映像の中で、障しよう子じ戸どをブチ破って、人が飛び出してきた。

《おおっと!?》

　ベッコーが急ブレーキをかける。廊ろう下かに倒れ伏した男の顔を恐る恐る覗のぞき込むと、そこには、なにもなかった。

《……ショ、ショッキングな映像です……！　顔が、陥かん没ぼつして、目も鼻も口も見当たりません！　まるでマンガ！　前が見えねぇという声が聞こえてきそうです！》

《あ？　なんだ、アンタら？》

　障子戸の奥から出てきた女性が、不ふ審しんそうにベッコーに声をかけた。

　長い黒くろ髪かみの、一ひと房ふさだけが白く染そまっている。タンクトップとすり切れたジーンズ。鋭するどい目には獣けもののような光。親しん王のう坂ざかに住むメイジなら、誰だれもがこの女の危険性を知っている。

『桐之宮工廠』所属、『生属ヴイ・ト』アークメイジ。桐之宮仄ほの火か。

　それを見て、黒谷は唇くちびるの端はしを吊つり上げ、言葉を続けた。

「──あの工房には、彼女がいますからね。そうである以上、桐きり之の宮みや塵じん火かには、いささか荷が重いでしょう」

　映像の中で、仄ほの火かは黒くろ谷たにとよく似た笑みを浮かべていた。

　牙きばを剝むく獣けもののような、闘とう争そうに酔よいしれる戦士の笑い顔だ。

　彼女は顔面陥かん没ぼつした男を指差して、言う。

《そいつと同じ、塵火派の連中か？　クハ、ならちょうどいい。アニキがどこに逃げたのか教えてくれよ？　屋や敷しきに火ィつけたのに、アイツ出てきやしねえ》

　ぱしん、と平手に拳こぶしを打ちつけて、仄火はベッコーたちに近づいてきた。ベッコーは慌あわてて、二の腕に巻いた腕わん章しようを見せつけた。

《ち、違いますよォ！　勘かん違ちがいされては困ります！　我われ々われはジャーナリスト！　ほれ、この印章、見えるでしょ!?》

　腕章に記されている、月げつ桂けい樹じゆに飾かざられたハトの印章を見て、仄火は片かた眉まゆを上げた。

《あァ？　『評ひよう議ぎ会かい』のメイジがこんなとこでなにしてんだ？》

《ですから、ジャーナリズムです！　アタクシはレベル14『風属エル』メイジ、ベッコーと申します！　シテ、お姉さんはいったい……？》

《アタシ？　アタシは桐之宮仄火。ここの──》

　そこまで言って、仄火はカメラに気づいた。ベッコーを押しのけて画面に顔を近づけ、親指で自分のことをビシリと指差し、宣言した。

《この『桐之宮工こう廠しよう』の、次期工房長さ》

　夜や楽がくが、五つの腕を組んで、唸うなった。

「ウームムム」「確かにこれは」「マズイねェ」

「わ、私たちが、桐之宮塵火に手を貸したのは、彼に工房を掌しよう握あくさせて味方に引き込むためです。それなのに──」

「まったく！」「忌いまわしい！」「疎うとましい！」「呪のろわしい！」「まさか、『親しん王のう坂ざか大戦』と同時に」「『桐之宮継けい承しよう戦争』などが起きるとはね！」

　そう。厳げん密みつには、これは『親王坂大戦』の一部ではないのだ。あるいは前ぜん哨しよう戦というべきか。塵火派が勝つか、仄火派が勝つか、それによって『親王坂大戦』の趨すう勢せいは大きく変わるだろう。

「す、すでに、私たちは、『桐之宮工廠』への、は、派兵を行っています。五十名ほどですが、数の上では塵火派のほうが有利なのですから、そ、それで、十分でしょう」

「五十？」「なかなかの数だねェ」「本ほん拠きよ地ちの守りは大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

「ご、ご心配なく。『本部』から、援えん軍ぐんを受けております」

「『本部』」「だって？」「それじゃ、まさか」

「こ、今回の、『計画』は、叔お父じさまからの命令によるものです。『本部』の全面的なバックアップがあるものと思っていただいて、か、かまいません」

　アラビスカの叔お父じの名を知らないものは、メイジ世界にはひとりもいないといっていいだろう。伏ふし桜ざくら団だん慶けいが伝説であるとするのならば、彼は立りつ志し伝でん中ちゆうの人物だ。

『ギギリヤ重工』総工房長、レベル71『魔属デイアブル』マスターメイジ、ギギリヤ・モーバイン。

「それは、それは、それは」「ずいぶんなビッグネームが絡からんでいるものだが」「しかし、まあ、当然か」「これほどの『計画』なのだからねェ──」

　そのとき、水すい晶しよう玉だまからの映像に、変化が起きた。ベッコーのインタビューに答えていた仄ほの火かを、突とつ如じよとして現れたメイジたちが襲しゆう撃げきしたのだ。

《うひゃっ!?　な、なんですか今度は!?》

《桐きり之の宮みや仄火！　この裏切り者が、覚かく悟ごしろ!!》

　いずれも塵じん火か派のメイジだろう。その数は五名。普通のメイジひとりが相手ならば、問題なく処理できる人数だ。

　しかし──

《クハ》

　凶きよう悪あくな笑みと共に、仄火の右みぎ眼めに宿る炎がぎらりと輝かがやきを増した。『生属ヴイ・ト』の『アバター』が鼓こ動どうして、無む尽じんの魔ま力りよくを供給しはじめる。右眼の光を彗すい星せいのようにたなびかせて、仄火は獣けものじみた動きで襲撃者たちに飛びかかった。

　鮮せん血けつが舞まった。

《……お、おおっ、おちっ、おちつ、おちおおおち落ち着いてください！　み、みなさま！　放送をごらんのみなさま！　た、たいへんショッキングな映像をお届けしておりますが、これはアタクシの責任ではございませんので！　文句ならアタクシたちをこんなところに送り込みやがった『評ひよう議ぎ会かい』の上の連中に言ってくださいやがりませっ！》

　ベッコーがガタガタと震ふるえながら実じつ況きようする。カメラは微び動どうだにすることなく、仄火の両腕が作り出す惨さん劇げきを映し出している。それを眺めながら、夜や楽がくがぽつりと、

「アラビスカくん」「五十で」「足りるのかね？」

「………………」

　アラビスカのとんがり帽ぼう子しの先せん端たんが、ふるふると揺ゆれている。

　それを見て、夜楽はため息をつき──それから、五つの手を打ち鳴らした。

　瞬しゆん間かん、『ギギリヤ重工』本ほん拠きよの高こう層そうビルから望む夜空に、異い形ぎようの怪かい物ぶつが現れた。

　三つの頭と四つの翼つばさを持ち、蛇へびのように細長い胴どう体たいからは不ふ揃ぞろいな四し肢しが生えている。三つある頭のうち、二つは獰どう猛もうそうな爬は虫ちゆう類るいのものだったが、ひとつは人間のそれだった。半分だけ閉じたまぶたは絶え間なく痙けい攣れんし、白い髪のほとんどは抜け落ちている。

「つい最近完成した、私の愛馬だよ！」「なんと魔ま法ほうを唱となえることもできる！」「名前は『フォルスドーン』号さ！」

『フォルスドーン』号が吠ほえる。長い首を大きく振り回し、叩たたきつけてガラス窓を破る。黒くろ谷たには咄とつ嗟さに飛び下がり、攻こう撃げきすべきかどうかの判断を下そうとした。

　だが──夜や楽がくは短い足をひょこひょこと動かして、床ゆかの上に伸びた怪物の首に飛び乗った。

「彼女と共に」「私が『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』に赴おもむき」「あの女を、仕し留とめるとしよう」

　黒谷は、驚おどろいた。

　驚きという感情が自分の中に戻っていることにも、また驚きを覚えながら、彼は再びかま首をもたげた怪物と、そこにまたがる夜楽を見上げる。

「……どういう風の吹き回しですか？　あなたが重い腰を上げるなんて」

「アハハ！」「ずいぶんな言われようだ！」「まあ、事実だがね！」

　くるり、と頭を回転させて、夜楽は低い声で続けた。

「『桐之宮』は、今回の戦争で重要なファクターになる」「桐之宮仄ほの火かと私の魔法は、実に相性がいい」「私は、今回の戦争を──計画を、ぜひとも成功させたい」「この三つの理由では、ご不満かな？」

　黒谷とアラビスカは、同時に首を振った。

「なら、それで十分だね！」「ではお先に失礼するよ！」「ごきげんよう！」

　怪物が耳みみ障ざわりな悲ひ鳴めいをあげ、不ふ揃ぞろいな翼を波打たせると、彼らの姿はあっという間に空の彼方かなたに消え去っていった。

「『桐之宮工廠』は『シャドウミドウ・ジャンクヤード』に。確かに、理想的な配分ですね」

　アラビスカのつぶやきに、黒谷はさりげなく答える。

「誰だれの邪じや魔まも入らなければ、確かに理想的でしょうねえ」

「……あなたは、どちらが動くと思います？」

「さて。しかし、動けば隙すきができるのは、戦せん闘とうでも戦争でも違いはありません」

　アラビスカのとんがり帽ぼう子しが揺ゆれた。笑ったのだ。

「では、その隙を突つくのが、どうやら私たちの役目ですね」




　　　　　　　　◆




「ヒッ、ヒッ、ヒッ、ハァッ──」

　息を切らしながら『耳』は走る。廊ろう下かを踏ふみ鳴らし、畳たたみを飛び越こえて、障しよう子じ戸どを突き破って縁えん側がわから庭へと転がり出す。外はすでにとっぷりと暮れていたが、赤々と照らす光が『桐之宮工廠』表おもて玄げん関かんの庭を染そめ上げていた。

　屋や敷しきが、燃もえていた。

「ヒッ、ヒヒッ──、あ、姐アネさんも、無茶すんなァ……」

　戦闘能力のない『耳』は、引きつった笑いと共にそうつぶやく。戦闘の混乱の中で、味方とはぐれ、こんなところまで迷い出てしまった。すぐに安全な場所に避ひ難なんしなければ、あっという間に──

「仄ほの火か派か？」

　こうなる。

　ぎくりと身をすくませて、恐る恐る振り返る。禿はげ頭あたまの男がいた。見覚えがある。確か新しん開かいの側近のひとりで、塵じん火かの教育係だったはずだ。レベルは忘れたが、『光属ルクス』のメイジだったような気がする。ハゲだからかな、と『耳』はぼんやり思う。

「い、いえ、違います、よ？　あねさ──、じゃなくて、仄火さんなんて、ぜ、全然知りません。会ったこともない──」

「覚えがある。確か『耳』とか言ったか。情報処理のメイジだったな。運が良い」

　そりゃそうだ。こっちに見覚えがあるということは、向こうだってこちらを知っているということなのだ。どちらも同じ工房のメイジなのだから、知らないはずがない。

　ハゲはクォーツを取り出した。身を硬こう直ちよくさせたまま、仕方なく『耳』もクォーツを取り出したが、もちろん彼には戦うつもりなどない。彼の魔ま法ほうは『聴ちよう音おん』に特化している。戦せん闘とう力はないに等しい。目くらましでもかけて、早々に逃げ出さなければ──

　うぉん、という音を、『耳』が拾った。

　弾はじかれたように顔を上げて、『耳』は叫さけんだ。

「ナカタさん!?　ここ、俺がいるんだけど!?」

「……？　なにを──」

　最後まで、ハゲはその言葉を口にすることができなかった。

　炎によって照らし出された夜空のどこかから、黒い霞かすみのようなものが現れた。それは、自みずからの意思を持ってハゲを取り囲む。うぉんうぉんとどよめく音は留とどまることを知らず、『耳』はフードの上から頭を抱かかえ、その場に身を投げ出した。

「なっ、これはっ──、ぐっ、ぎ、ああああああああああ!?」

　ハゲはめちゃくちゃに腕を振り回し、霞を振り払おうとする。無む駄だなことだった。『耳』はアレの正体を知っている。

　レベル11『生属ヴイ・ト』魔法、『悪食の天使ヴイタ・プランビア』。無数の昆虫を創つくり出し、対象にまとわりつかせる魔法だ。皮ひ膚ふを食い破るほどの力はないが、それゆえに、目から、鼻から、口から内部に侵しん入にゆうしようとする。考えただけで鳥とり肌はだが立つような魔法だ。

「いぎっ、ぎぁっ──、『極光のルクス──』、『瞳コラプス』ッ」

　クォーツが白色に燃ねん焼しようし、あらぬ方向へと魔法を放つ。だが、それまでだった。その魔法を最後に、ハゲは地に倒れ伏し、あとはぴくぴくと痙けい攣れんするだけの物体に成り果てた。

「いやー。はっはっは」

　それを確認してから──縁えん側がわから、中庭に降おりてくる人影があった。

　くたびれた白衣と瓶びん底ぞこのような眼鏡めがね。無ぶ精しよう髭ひげをこりこり搔かきながら、悪びれずに言う。

「元の仲間を殺すのは、心が痛むねー」

「ナカタさん、自じ律りつ式の魔ま法ほうをその辺に放さないでくれるかな!?　虫の餌えさとか、死に方のうちではそうとう最低の部類だろ！」

「実際に餌になった人を前に、そういうことを言うもんじゃないなー」

　ナカタは動かなくなったハゲに目を向ける。赤黒い肉の合あい間まに虫が蠢うごめいている。気分が悪くなってきて、『耳』は顔を背そむけた。

「それでー？　情報処理係。戦せん況きようはどうなってる？」

「……今のとこ、こっちが優ゆう勢せいかな。向こうのメイジは二十人くらいは殺した。こっちで死んだのは五人ってとこだ。どれもニュービーさ」

「ふふん。でも、殺したのはほとんど姐アネさんだろー？」

「姐さんと、雷らい火かさんでツートップだ」

　そう言うと、ナカタは少し意外そうな顔をした。

「ほほう。あの兄ちゃん、こないだっから大だい活かつ躍やくだなー。『アバター』を身につけたりしてさー。今やすっかり、ウチらの副ふく官かんって感じだな？」

「なんだい。嫉しつ妬とかい、ナカタさん？」

　ナカタのレベルは18。仲間内では仄火に次いでレベルが高い。雷火が現れるまでは、彼が派は閥ばつの副リーダーだったのだ。思うところがあるだろう──と、『耳』は彼なりに考えていたのだが、ナカタはへっと笑って手を振った。

「冗じよう談だんよしてくれ。元っから、オイラぁ人にアレコレ指図するのなんて向いてないのさー。姐さんについたのも、あの人が天下取ったらラクできると思ったからぜ」

『耳』は拍ひよう子し抜ぬけをした。財欲と権けん勢せい欲が渦うず巻まくメイジ世界においては、珍めずらしい手合いだ。まあ、『耳』だって人のことは言えない。仄ほの火かの下につくメイジは、みな既き存ぞんのメイジ世界の道理からは少しばかり外れた奴やつらばかりなのだ──

　そのとき、轟ごう音おんが、再び『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』を揺ゆらした。

「クハハハハハハハハハハハハッ!!」

　同時に哄こう笑しようが響ひびき、ひとつの人影が夜空に躍おどった。見上げるまでもなく、それが仄火であることが『耳』にはわかった。化け物じみた跳ちよう躍やく力で天てん井じようをぶち破り、瓦かわらを撒まき散らしながら屋根の上に着地する。

　その仄火を追つい撃げきするように、巨大な水柱が上がった。

「あれは──」

「塵火さん。だね」

　水柱は竜りゆうの形を作る。口を開けると、ずらりと並んだ牙きばの下に桐之宮塵じん火かが立っているのが見えた。仄火のことを冷たく見下ろしている。

「クハハ──、ようやく出てきたねェ、アニキ？　アンタが逃げ回っているあいだに、ずいぶんたくさんの手下が死んだよ？」

　水に濡ぬれた黒くろ髪かみを搔かき上げて、仄ほの火かは鬼き神じんのような笑みを浮かべる。

　それを見下ろす塵じん火かの瞳ひとみには、いささかの動どう揺ようも表れていなかった。

「工房長のために死ねたのだ。彼らも満足しているだろう」

　見上げる仄火の笑みが、殺意を帯びた。

「……やっぱね。アンタは、ダメだ」

「なに？」

「工房長に相応ふさわしくないっつってんだよ。クソアニキ。アタシね、テメエのことしか考えないクズを見ると、首をへし折りたくなってくるんだよ」

「自分のことしか考えていないのはおまえのほうだ。私は、この工房のためによりよい選択をしたまでのこと。おまえのような感情的な人間が工房長になるなど、それこそ破は滅めつだ」

　ごきり。仄火が首を鳴らした。

「平行線だねェ。まあいいや。ハナから言葉でどうこうなるなんて思っちゃいないし」

　仄火の右みぎ眼めが緑色に脈みやく動どうする。最初は弱く、次し第だいに強く、ひと打ちごとに輝かがやきを増して、彼女の『アバター』が発動していく。

「メイジは、強い奴やつが、上だ」

「それだけは同感だ」

　その言葉を皮切りに──二人の工房長は、同時に動いた。

「クッハハハハハハハハハハァ！」

　哄こう笑しようと、屋や根ね瓦がわらの破は片へんを撒まき散らしながら、仄火は塵火に向かってダッシュする。彼女の二つ名は『鬼神』だ。その無む慈じ悲ひな両手にかかれば、人の身体など紙切れのようにちぎれ飛ぶ。

「ふん」

　塵火もそれはわかっていた。目を細めて、指を鳴らす。ぱちんと弾はじけるような音が響ひびくと同時に、二つのことが起きた。

　水の竜りゆうが口を閉じ、その内側に塵火を押し隠かくし──

　そして、『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』から覗のぞく空が、青黒く凍こおりついたのだ。

「これは──」

「異い位い相そう空間、だねー。本ほん拠きよに入るのは久しぶりだなー」

『桐之宮工廠』の屋や敷しきは、あくまでも表おもて玄げん関かんに過ぎない。工房としての中ちゆう枢すう機能は、すべて異位相空間の奥に隠されている。それが、今、現出しようとしていた。

『耳』たちが立っていた庭先は、白い真ま砂さごがどこまでも広がる砂さ漠ばくに成り果てる。鈍にび色いろの岩が砂すなのあちこちから顔を出し、遠くには白い太陽が朧おぼろに浮かぶ。屋敷の本体は奇妙に拗ねじくれながら縦たてに伸びていき、塔とうの姿を映し出していた。

『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』本ほん拠きよの姿だ。十五年前の『親しん王のう坂ざか大戦』のときでさえ、この本拠に敵が足を踏ふみ入れることはなかった。

「おー、おー。姐アネさん、派手にやるねー」

　仄ほの火かと塵じん火かは激げき闘とうを繰くり広げている。塔とうの周囲を巡めぐりながら、塵火が放つ『水属アクア』魔ま法ほうを、仄火は素す手でで退しりぞける。そのたびに余よ波はが塔の一部を砕くだいていく。

「クハハハハハハハハ！　逃げてばっかりかい、アニキ!?」

　水の竜りゆうは、塔に巻き付くようにして、するすると登っていく。仄火は壁かべ走りを続けながらそれを追う構えだ。自みずからを嘲ちよう弄ろうする妹の叫さけびに、しかし塵火はなにも答えなかった。眼鏡めがねの奥に光る怜れい悧りな瞳ひとみで、じっと仄火を見み据すえ、

「やれ」

　ぽつりと落とした声は、やけに大きく異い位い相そう空間に響ひびいた。

　仄火が塔の壁へき面めんを蹴けりつけた瞬しゆん間かん、四本の腕が壁を突つき破って仄火の足首を摑つかんだのだ。

「なッ──」

「桐之宮仄火。お命、頂ちよう戴だいする」

　ぼそりと響ひびかせて、その何者かはそのまま工房内部へと仄火の身体を引きずり込んだ。『耳』は焦あせりのあまり、声を裏返して叫さけぶ。

「な、ナカタさん!?　姐アネさんが──」

「落ち着きなよ。姐さんが、そうそう簡単に死ぬわけないだろー。……っていうか、これ、まずいのはむしろ……」

　ナカタの言いたいことはすぐにわかった。『耳』は思わず息を吞のみ、頭上を見上げる。

『桐之宮工廠』本拠塔に巻き付く水の竜が、じっとりとこちらを見下ろしていた。

「さ、最初から、姐さんと俺らを分断するのが目的だったってのか……!?」

　その言葉に応じるように、水の竜は壁面を駆かけ下りはじめた。一直線に──『耳』たちに向かって。

『耳』が思わず身をすくませた、その瞬しゆん間かん。

「『炎の化鳥イグニ・アヴエス』」

　詠えい唱しようと共に、緋ひ色いろの燃ねん焼しよう光こうが白い砂さ漠ばくを照らし出した。

　ナカタたちの頭上をかすめるようにして、炎の翼つばさを持つ鳥が水の竜へと激げき突とつしていく。火と水が正面衝しよう突とつしたことによって、おびただしい蒸じよう気きが辺りに撒まき散らされた。

　その蒸気を、炎色に煌きらめく鎧よろいを纏まとった騎き士しが、一直線に切り裂さいていく。

「…………」

　水の竜に守られた塵火は、その騎士を見てわずかに表情を変えた。尾を振るい、騎士のことを消し飛ばそうとする。

　だが、騎士が纏う炎は、その程度の水流などでは消えない。

　なぜならば、あの騎き士しを発現させているのは、無む尽じん蔵ぞうの魔ま力りよくだからだ。

　いつの間にか、『耳』たちの前に、その騎士の主あるじが立ち尽くしていた。

　右腕には炭化した包ほう帯たいの切れ端はしがこびりついている。黒く焼け焦こげた表皮は見ているだけで痛々しく、しかしその内側から漏もれている赤色は、血肉ではない。

『御み柱はしら』の光。魔ま法ほうの源泉の輝かがやきだ。

　その少年──桐きり原はら雷らい火かは、『アバター』の右腕を突つき出し、吼ほえた。

「やれ！　『業火の軍神イグニ・ウルカヌス』！」

　命令に呼応して、騎士が大剣を振り上げる。大火の剣と濁だく流りゆうの尾が触ふれ合うと、熱した鉄を湖に投げ込むがごとき音が轟とどろき、もうもうとした煙けむりが立ちこめた。

　濁流に弾はじき飛ばされ、空中で一回転してから、『業火の軍神イグニ・ウルカヌス』は雷火の前に着地する。砂すなの上に膝ひざを突き、纏まとう炎の勢いは弱まってるように見えた。

　対して、水の竜りゆうは、ダメージらしいダメージも受けていないように見えた。

　雷火は悔くやしげに顔を歪ゆがめ、ナカタは小さくため息をつく。

「ま、しゃーないな。レベルが10も離はなれてたら、いくら『アバター』持ちでも辛つらいか。弟クン。俺も手伝うから、なんとかしようや」

　至いたってあっけらかんと、ナカタはそう言った。白衣のポケットからクォーツを取り出し、燃ねん焼しようさせる。雷火は意外そうに、そんなナカタのことを振り返っていた。

「なんだい。そんな驚おどろいた顔しなくてもいいだろー。ここを切り抜けないと、オイラたちはみんな死んじまうんだからさ。いわゆる、切せつ所しよってヤツだな？」

　雷火は険けわしい表情で前を向き、小さく頷うなずいた。

「僕が『業火の軍神イグニ・ウルカヌス』で攻こう撃げきを防ぎます。そのあいだに、塵じん火かを直接狙ねらってください」

「厳きびしいねー。あの竜、だいぶ層そうが厚そうだ。虫じゃ届かんだろうし、植物でもどうかなー。ま、なんとかするしかないんだけどさ」

「あ、あの、俺は……」

「「隠かくれててくれ」」

　雷火とナカタは声を揃そろえてそう言った。まあ、戦せん闘とう力を期待されても困るところではあるのだが、ばっさりと切り捨てられて、『耳』はごく微び妙みような気分を味わった。

「来ます。備えてください」

「へいへい、っと──」

　赤と緑、二色の燃焼光が瞬またたく。『耳』はうろたえながらも、塔とうの裏側に向かって駆かけ出していた。このだだっ広い異い位い相そう空間の中では、隠れられる場所といえばあそこしかない。

　走っている途中、『耳』は、ぴしりという音を聞いた。

　思わず足を止めて、顔を上げると──『耳』のすぐ頭上の空間に、ヒビが走っていた。

「え」

　ぽかんと開かれた、『耳』の眼がん前ぜんで、空間が砕くだけ割れた。

「きゃあっ!?」

「ちょ、ねねちゃん、ヘンなところ摑つかまないで！」

　紫むらさき色いろの燐りん光こうを、砕けたガラス片のように撒まき散らしながら、謎なぞの一団が『耳』の頭上に落下してきた。靴くつ裏うらが彼の顔面を強打し、思わず倒れ込んだ『耳』の胸の上に、次から次へと人間が落下してくる。

「あいたたたた……、ねねこセンパイ、お怪け我がはありませんか!?」

「アノ雌め狐ぎつね、イクラなんでも無茶しすぎデショ……！」

「ていうか、おい。誰だれか踏ふんでるぞ？」

「え？」

「あ、ほんとだ」

　やけに吞のん気きなやり取りを交わしてから、ようやく彼女たちは『耳』の上から退どいた。大の字に転がりながら、『耳』は顔を引きつらせ、クォーツを取り出そうとした。塵じん火か派の襲しゆう撃げきだと思ったのだ。

　しかし、自分を覗のぞき込む少年の顔を見た瞬しゆん間かん、『耳』はクォーツを取り落とした。

「『アンチメイジ』!?　それに、ふ、『伏ふし桜ざくらの魔ま女じよ』！」

『耳』は情報処理係のメイジだ。『聴ちよう音おん』スクロールに特化することによって、親しん王のう坂ざかを支配する主要なメイジの動向を常に監かん視ししている。彼にとっては『伏桜製作所』の面々は誰だれもが重要人物であり、ひとりひとりの顔もきっちりと記き憶おくしている。

　今、『耳』の目の前に現れたのは、その『伏桜製作所』の面々だった。伏桜三さん九く郎ろう、春日かすがねねこ、神しん藤どう華か夜や（厳げん密みつには別工房のメイジだが）をはじめとして、最古参の人じん工こう精せい霊れいメイジ・ジャッジや新参の田た中なか呉くれ葉は、須す崎ざきキリコまでもが勢せい揃ぞろいしている。

「こんなときに──侵しん攻こうか!?　や、やるってのか!?」

　戦せん闘とう態たい勢せいを取る『耳』に、三九郎は厳きびしい表情で尋たずねる。

「桐きり原はら雷らい火かに用がある。どこにいるか教えてくれ」

『耳』はクォーツを構えながら、伏桜三九郎が、雷火と友人関係にあることを思い出した。

「雷火さんに……？　どんな用件なんだ？」

「三九郎くん、あれ！」

　そのとき、神藤華夜が叫さけんだ。彼女が指差す先で、雷火と塵火が激げき闘とうを繰くり広げている。三九郎は眉まゆを寄せ、援えん護ごのために『アエリシス』を構えようとした。

「おっと！　待ってください、工房長！　ここはひとつ、アタシにお任せを！」

　そこに、キリコがぴょんと躍おどり出て、黄色に輝かがやくクォーツを高々と掲かかげた。

「ママ──じゃなかった！　ねねこセンパイにいいとこ見せちゃいますよ！　おいで、アタシの『地母神の子テツラ・ドール』！」

　須す崎ざきキリコ。『シヤドウミドウ・ジヤンクヤード』の御み影かげヶが原はら夜や楽がくの手によつて人じん工こう精せい霊れいへと改造された悲運のメイジ。彼女が扱あつかうことのできる魔ま法ほうは、『地属テツラ』のスクロール『使し役えき』だけだ。すなわち『スクロール極きよく化か型がた』。ひとつのスクロールしか使うことができない代わりに、その規き模ぼや威い力りよくは、数十倍にハネ上がる。

　ズン、と低く重い地じ響ひびきと共に、砂さ漠ばくが揺ゆれた。

　黄色の燃ねん焼しよう光こうが消えると同時に、真っ白な砂すなを搔かき分けるようにして、岩によって作られた巨人が現れる。身の丈たけは５メートルを超えるだろう。

「工房長！　あっちの、水のヒトをヤっちゃえばいいんですよね？」

「……。ああ。そうだ」

「りょーかい、です！　いっけぇ────っ！」

　ぐいっと拳こぶしを突つき出すと、それに呼応するかのように岩の巨人は大地を蹴けった。ずしんずしんと地響きを立てながら、塵火と雷火の戦いに横合いから殴なぐりつける。水すい竜りゆうは戸と惑まどうように後退したが、やがてすぐに牙きばを剝むいて巨人に飛びかかる──

『耳』は息を止めてその戦いを眺めていたが、やがて我われに返り、三さん九く郎ろうを見た。

「俺たちの内戦に干かん渉しようするつもりか？　『評ひよう議ぎ会かい』が黙だまってないぞ」

「そちらからの要よう請せいを受けて戦力を出した、という形式にすればいい。勝てばどうにでも言い訳わけはつくさ」

　淡たん々たんとした三九郎の言葉に、『耳』は目を瞬しばたたかせた。確かに、内戦にかこつけて侵しん略りやくするというのなら問題だが、片方の陣じん営えいから要よう請せいを受けて手を貸したという形式にすればカドは立たないだろう。少なくとも『評議会』は問題視しないはずだ。不利な立場の仄火派としては、『伏ふし桜ざくら製作所』の助力が喉のどから手が出るほど欲しいところだ。

　気になるのは、彼らが求める見返りはなにか、というところだが──

　そのとき、キリコが大声で叫さけんだ。

「あっ！　逃げられちゃいます！」

『地母神の子テツラ・ドール』の参戦によって戦せん闘とうを搔かき乱され、水すい竜りゆうは撤てつ退たいしようとしていた。『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』本ほん拠きよ塔とうのてっぺんまで上のぼり詰め、そこにするすると収しゆう納のうされていく。

「ああ、もう！　あと少しで仕し留とめられたのにっ！」

　キリコが地面を踏ふみ鳴らすと、岩の巨人もまったく同じ挙きよ動どうで地じ団だん駄だを踏んだ。岩の足が振り下ろされるたび、ずどんずどんと爆ばく撃げきのような音が轟とどろく。

　雷火とナカタが巨人に対して戦せん闘とう態たい勢せいを取る。『耳』は慌あわててそれを制止した。

「雷火さん、ナカタさん！　そいつは敵じゃないですよ！」

『耳』の大声に、雷火とナカタが振り返る。彼の後ろにいる三九郎を見て、雷火は目を大きく見開き、ナカタはぼりぼりと無ぶ精しよう髭ひげを搔かいていた。

「こりゃ、驚おどろいたねー。伏桜三九郎か？　こんなとこでなにしてるんだい」

「戦争援えん助じよだ。受け入れてもらえるか？」

　ナカタは瓶びん底ぞこ眼鏡めがねの向こうで目を見開き、ちらりと雷らい火かのことを見た。

　雷火は、まっすぐに三さん九く郎ろうを見つめながら、尋たずねた。

「……目的は？　なんの見返りもなしに、こんな大がかりなことはしないだろう。まさか、僕ぼくたちを哀あわれんでいるわけじゃないよな」

　彼の青い瞳ひとみは、どこか危険な光を孕はらんでいるようだ。三九郎と雷火は親友同士と聞くが、同時に何度か殺し合った仲でもある。互いのことをどう思っているのかは、『耳』にはわからなかった。

　しかし、三九郎の顔には、同情の色などどこにも見当たらなかった。

「見返りは、『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』が『親しん王のう坂ざか大戦』でこちらについてくれることだ」

　雷火は意外そうな顔をした。三九郎は言葉を続ける。

「桐之宮新しん開かいは、開戦に反対していた。いざ戦争となっても、恐らく中立を保っていただろう。だが、彼が死んだ今、『桐之宮工廠』の次の工房長がどういう立場になるのか──それが気になるんだ」

『次の工房長』はまだ確定していない──それを確定させるために、仄火と塵火は争っているのだ。

「俺たちは、桐之宮塵じん火かは『ギギリヤ』側と繫つながっているのではないかと考えている」

「……なぜそう思う？」

「新開氏がこのタイミングで事故死するなんてありえないからだ。暗殺以外にない。なら、それを仕し掛かけたのは誰だれかという話になる。今、新開氏が死んで、得をするのは一体誰だ？　──『次の工房長』を据すえて、『桐之宮工廠』を戦争に引きずり込むチャンスを得るのは？」

「『親王坂大戦』に参加している陣じん営えいのいずれか、ということになるねー」

　ナカタがぽつりと言う。雷火は油断なく三九郎を見み据すえている。

「そうなると、きみたちも容よう疑ぎ者しやに含ふくまれることになるけど」

「俺たちが暗殺犯なら、吞のん気きに話なんかしていないさ。塵火派に速すみやかに工房を継つがせるため、おまえたちを今この場で殺している」

　かすかに笑って、三九郎は言った。だが、その目は笑ってはいない。右手に握った『アエリシス』は、不ぶ気き味みな光をその刃やいばに宿らせている。

「誰が桐之宮新開を殺したのかは問題じゃない。問題なのは、『次の工房長』がおそらく『親王坂大戦』に介かい入にゆうすること──そして、そいつが『ギギリヤ』側につくであろうことだ。俺たちはそれを阻そ止しするためにここに来た。援えん軍ぐんを、受け入れてくれるか？」

　しばらく考えてから、雷火はぽつりとつぶやいた。

「わかった。受け入れよう」

『耳』はほっと胸を撫なで下ろす。どういう目的があるにしても、『伏桜製作所』は強力な味方になる。継けい承しよう戦争に勝つために、彼らの存在は心強かった。

「でも、すべては姉さんの考え次し第だいだ。僕ぼくたちがきみたちの援えん助じよをするとは限らないよ。敵に回ることはないだろうが、味方になることもないかもしれない。それでもいいなら、受け入れる」

　そう付け加えた雷らい火かに、三さん九く郎ろうは笑って手を差し伸べた。

「それでいい。ありがとう、雷火」

　雷火はすねたように唇くちびるを曲げながらも、その手を握った。
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　なんだかこそばゆい二人だ、と『耳』が頰ほおを搔かいていると──ナカタが大きく伸びをして、そんな二人に声をかけた。

「さて。話がまとまったところで、姐アネさんを助けに行きますかいね」

「へ？　助ける、って……」

　桐きり之の宮みや仄ほの火かは、おそらく現時点の『桐之宮工こう廠しよう』で最強のメイジだ。雑ざ魚こが束たばになってかかっても、まとめてはね除のけられるだけの強きよう靱じんさを持っている。

　そんな『耳』の思考を読み取ったのか、ナカタは呆あきれたように言った。

「姐さんは確かに強いが、無敵ってワケじゃない。特に、物ぶつ理り攻こう撃げきを無効化する『空属トラクタス』や『心属アニマ』のメイジには弱いんだ。対応力に欠けるのは『スクロール極きよく化か型がた』の弱点なんだな。というわけで──おまえの耳が、役に立つっていうわけさー」

『耳』は青ざめ、ぎこちなく頷うなずいた。戦せん闘とう力をほとんど持たない自分が仄ほの火か派にいるのは、こういうときのためだ。内心でそうつぶやいて、『耳』はクォーツを掲かかげた。




　　　　　　　　◆




「……えー……、まだこの映像をご覧らんになってる方はいらっしゃるのでしょうか？　いらっしゃったら助けてほしいんですけど……アタクシとしてはこんなところまで来る予定なかったんですけど……うう……もうヤだァ！　タイマイちゃん、助けてよ！　アタクシをここから出して！」

　ジャーナリスト魂だましいは途中で燃もえ尽つきて、ベッコーはその場にへたり込んでしまった。

　桐きり之の宮みや塵じん火かが発動した異い位い相そう空間は、『桐之宮工こう廠しよう』全ぜん域いきを果てのない迷めい宮きゆうへと変えていた。塔とうの回かい廊ろうのあちこちに『空属トラクタス』魔ま法ほうトラップが仕掛けられており、タイマイとベッコーはその空間をひたすらさ迷ってきたのだ。

『桐之宮工廠』にとっては、『評ひよう議ぎ会かい』メイジといえども異物に過ぎない。無限回廊に飛び交う魔法合戦をくぐり抜けているうちに、ただでさえ少ないベッコーの根性はいよいよすり潰つぶされてしまった。

　ベッコーは膝ひざの間に顔を埋うずめ、すんすんと泣き声を漏もらしている。こうなるとベッコーはなかなか動かない。タイマイは困り果ててカメラを下ろした。

「だいたいさあ！　この仕事受けたの、タイマイちゃんじゃん！　アタクシになんの相そう談だんもナシに！　それってヒドくない!?　アタクシたちは一いち蓮れん托たく生しようでしょ!?　フツーはアタクシに相談してから進めるでしょ!?」

　そう言われても、タイマイは困こん惑わくする。命令だったのだ。自分の一いち存ぞんで断るわけにはいかない。ベッコーとタイマイがフリーランスのジャーナリストメイジだったのは少し前までの話で、今は『評議会』に所属している。『評議会』は工房ではないといえ、メイジ世界に所属するメイジ集団であることに変わりはない。命令は、絶対だ。

　が、そんな正論を吐はいたところで、ベッコーを説せつ得とくできるわけではない。タイマイはカメラを下ろしたまま、どうしたものかと思し案あんをし、

　突然、爆ばく音おんが轟とどろいた。

「ヒッ!?」

　びくりと身を震ふるわせて、ベッコーはきょろきょろと周囲を見渡す。音の発生源はすぐに見つかった。タイマイたちがいる廊ろう下かから、中庭を挟はさんで反対側の壁かべが、爆ばく煙えんと共に吹き飛んでいるのが見えた。

「ッ……、ま、また？　また、戦争だよ、タイマイちゃん……！」

　ベッコーは戸と惑まどうように瞬まばたきをして、タイマイを振り返った。

　タイマイは無言のまま、カメラを構える。

　自分たちはジャーナリストメイジだ。所属にかかわらず、そこに事件があるのならば、追いかけなければならない。

　ベッコーの顔が泣きそうに歪ゆがんだ。しかし、タイマイは彼女を甘やかすことはしなかった。早く、と急せき立てると、ベッコーは何度か床ゆかを踏ふみつけ──そして、マイクを構えた。

「──、どーも皆さん！　アタクシたちは現在、『桐きり之の宮みや継けい承しよう戦争』の内部に潜せん入にゆう捜そう査さをココロミております！　ご覧らんください、あの謎なぞの爆ばく発はつ！　一体どちらの派は閥ばつによるモノなのでしょうか!?　アタクシたちは今から、突とつ撃げき取材を行いたいと思います！」

　ヤケクソな笑顔でそう叫さけんで、ベッコーは片手に銀色の燃ねん焼しよう光こうを閃ひらめかせた。『風属エル』魔ま法ほう、『風の舞い手エル・プラーノ』。ベッコーとタイマイ、二人の身体がふわりと浮かび上がり、中庭を横切って爆ばく煙えんを立ち上のぼらせる壁かべへと飛ひ翔しようする。

「ナニモノかの悲ひ鳴めいが聞こえますね！　さ、さすがにこの中に入るのは、勇気がいりますが──、うひゃあ!?」

　爆煙をあげる壁の穴から、人影が飛び出し、ベッコーたちの前を高速で横切っていった。タイマイは反射的にそちらにカメラを向ける。

「あれはッ──桐之宮仄ほの火かです！　仄火派の頭とう目もく、仄火氏が戦っているようです！　あの手に持っているものは──なんでしょうか？　布？　ゴム？　なにか、黒こげになった、よくわからないものを振り回しています！　なにかの合図なのでしょうか!?」

　中庭に着地した仄火を追って、壁の穴からぞろぞろとメイジたちが現れる。散さん発ぱつ的な魔法が輝き、仄火を狙ねらうが──彼女は、手にしたモノですべての魔法を弾はじき飛ばした。

　魔法が止やむと、仄火の手の動きも止まる。そこに握られていたモノをカメラ越ごしに目もく撃げきして、タイマイは戦せん慄りつした。

　それは、炭化し、息絶えた、人間の死体だった。

「なッ……、なんと。なんと！　仄火氏が振り回していたモノは、人！　人間！　メイジだったのです！　人の身体を布切れのように振り回す仄火氏の腕力は、『スクロール極きよく化か型がた』ゆえでしょうか！　恐るべき力です……！」

　そんな実じつ況きようが行われていることなど知るよしもなく、仄火は死体を投げ捨て、その頭をなんの躊ちゆう躇ちよもなく踏みつぶした。ベッコーは短い悲鳴をあげるが、タイマイはその光景をカメラに収めつづける。

「あ、相変わらず、ショッキングな映像です！　しかし、これこそが戦争！　これこそが、ブラックアーツなのであります！　我われ々われメイジを進化させてきたものは、このクォーツの大量消費現象に他なりません！　果たしてこの継承戦争、勝利を収めるのは一体どちらなのでしょうか!?」

　壁に開いた穴から、玉たま砂じや利りが敷しき詰められた中庭へと、塵じん火か派のメイジが次々へと降おりてくる。それぞれ手に燃ねん焼しよう光こうを閃ひらめかせながら、着地と同時に仄ほの火かに魔ま法ほうを集中させる。

　塵じん火か派のメイジは、仄火を中心とした円えん陣じんを組もうとしていた。全員が仄火から一定の距きよ離りを取っているため、たとえ仄火が捨て身の突とつ撃げきをしたところで、切り崩くずされるのは一部のメイジに過ぎない。他のメイジたちは問題なく攻こう撃げきを続けられるだろう。犠ぎ牲せいを前提とした無む慈じ悲ひな作戦ではあるが、確かに効果的だった。仄火は反はん撃げきできない。

（……いや）

　タイマイはカメラを構えながら眉まゆを寄せる。あれは反撃できないわけではない。反撃していないだけだ。そう、なにかを待ってるような──

「クハッ」

　そう思ったとき、不意に仄火が立ち止まった。玉たま砂じや利りを踏ふみしめ、両腕で自みずからの顔をかばう。ここぞとばかりに、仄火に魔法が集中した。あらゆる『属性アライメント』のあらゆる攻撃魔法が着ちやく弾だんする。

　その寸すん前ぜん、仄火の唇くちびるが凶きよう悪あくに笑み、言葉を紡つむぐのを、タイマイは見た。

　──これで、全員だね？

　魔法が一いつ斉せいに爆ばく裂れつし、爆ばく風ふうが中庭に立ちこめる。『風の舞い手エル・プラーノ』を巧たくみに操あやつって逃れながら、ベッコーは震ふるえる声で叫さけんだ。

「すっ──凄すさまじい威い力りよくです！　さすがは名門『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』！　少数精せい鋭えいはダテじゃありません！　これはさすがの仄火氏も、ひとたまりもなく──」

　しかし、タイマイのカメラは別の方向を向いていた。

　高く、高く、中庭から本ほん拠きよ塔とうの天てん頂ちようまで伸びる長大な吹き抜け空間。右の瞳ひとみから溢あふれる緑色の光が、螺ら旋せんを描えがきながら昇のぼっていく。ベッコーが、次いで眼がん下かの塵火派メイジたちが、高々と跳ちよう躍やくした仄火を呆ぼう然ぜんと見上げた。

　仄火の右眼、『アバター』の輝かがやきが、牙きばを剝むくようにその光を増した。

「クハハハハハハハハハハハハハハハハハハハァッ!!」

　つんざくような哄こう笑しようと共に、仄火は空中で弓なりに身体を反そらし、そして、全力を込めて両手を振り回した。

　死が、形となって頭上から降ふり注そそぐ。

　それは礫つぶてだった。回かい避ひしながら両手に集めた白しろ砂じや利りを、塵火派メイジたちの頭上へと投げ下ろしたのだ。まさしく弾だん丸がんの勢いで降り注ぐ礫に頭を砕くだかれ、あるいは胸を貫つらぬかれて、塵火派メイジたちの半数以上が即死した。

「ひっ──、怯ひるむな！　仄火にもダメージはある！」

　被ひ弾だんした右腕をだらりと垂たらしたメイジが、空中にいる仄火へと魔法を放った。しかし、その魔法が着弾するよりも先に、仄火から放たれた返し弾だまがそのメイジの腹を貫かん通つうする。声にならない叫びと内ない臓ぞうを撒まき散らしながら、そのメイジは白砂利の上をのたうち回り、苦しみながら死んでいった。

　その映像を、冷静にカメラに収めながら、タイマイはベッコーの肩を叩たたいた。

「え？」

　振り向いたベッコーに、無言のまま壁かべの穴を示す。ベッコーは一いつ瞬しゆんぽかんとして、それからすぐに頷うなずいた。実じつ況きようをしながら、少しずつ戦場から離はなれていく。

「仄ほの火か氏が投げているのはただの石に過ぎません！　過ぎませんが──しかし、それさえも、彼女の手にかかれば致ち命めいの威い力りよくを持つのです！　恐るべし！　桐きり之の宮みや仄火！　この戦争の趨すう勢せいは、彼女にかかっているといっても過言ではないでしょう！」

　タイマイとベッコーは、壁の穴から廊ろう下かへと降おり立った。彼女たちはジャーナリストだ。戦士ではない。戦場の様子を伝えるのが役目だが、戦場に居つづける必要はない。

「それでは！　一度、スタジオにお返しいたします！」

　大声でそう言って、ベッコーはタイマイと視線を見交わし、放送を切った。

　ふう、と小さく息を吐はいて、ベッコーは眼がん下かの光景を見下ろす。

「いやあ……スッゲーね、タイマイちゃん。こんな戦争、アタクシも初めてだよ」

　桐之宮仄火はいまだに暴れ回っている。塵じん火か派メイジが散さん発ぱつ的な抵てい抗こうを繰くり返していたが、もはや潰かい乱らんに近い状態だ。それでも逃げないのは──名門のプライドゆえか。

「つーか、アタクシたち『親しん王のう坂ざか大戦』を取材に来たはずなんだけどねー。このままここにいる必要ってなくない？　タイマイちゃんもそう思うっしょ？」

　タイマイは首を振った。

　ベッコーは怪け訝げんそうな表情をする。タイマイは無口ながらも、自分の考えを説明した。この戦争の発ほつ端たんとなった桐之宮新しん開かいの死は『親王坂大戦』と無関係ではありえないし、双そう方ほうの陣じん営えいは『桐之宮工こう廠しよう』を自じ陣じんに引き込むためになんらかのアプローチをしてくるだろう──というような話を、説といて聞かせる。

　ベッコーは子供のように目を丸くしてから、ぽつりと、

「はえー。そうなの？」

　そうなの。

「んじゃ、『伏ふし桜ざくら』とか『ギギリヤ』が首を突つっ込んでくるってことじゃんね。アタクシたち的には、そっちを取材したほうがよくない？」

　もちろん、取れ高としてはそちらのほうが好ましいだろう。他工房の介かい入にゆうをスクープすればタイマイたちの手て柄がらになる。彼女たちは中立であり、どちらが勝利しても構わない。ただ、メイジ世界が満足する真実を中ちゆう継けいできれば、それでいいのである。

　そう提案しようとして──タイマイは、ふとベッコーの手を取り、引き寄せた。

「えっ？」

　ベッコーが目をぱちくりとさせる。彼女の身体を回転させ、背中から抱きしめる。ベッコーの耳が真っ赤に染そまるのを、タイマイは至し近きん距きよ離りから見つめていた。

「あ、あの、タイマイちゃん？　せ、積せつ極きよく的なんだね？　それは嬉うれしいんだけどさ、あのさ、あ、アタクシたち、今は仕事中っていうか、その──んむっ」

　その唇くちびるを、塞ふさぐ。手で。

　そうして、彼女は詠えい唱しようした。

　レベル８『光属ルクス』魔ま法ほう、『白霧の幻影ルクス・フアンタズマ』。白の燃ねん焼しよう光こうが二人の姿を包み隠かくす。他者に幻げん覚かくを見せる魔法は、隠おん密みつ行動には最適のものだ。それを、タイマイが唱となえたのは──

「おやおや！」「彼女もずいぶん頑がん張ばっているようだねえ」「塵じん火かのアホは、なにをしているのかな？」

　そんな声が、廊ろう下かの向こうから響ひびいてきたからだ。

　こちらに、近づいてくる。体長１メートルほど、五つのマジックハンドじみた手と三つの仮面の顔を持つ、人じん工こう精せい霊れいの王。

『シャドウミドウ・ジャンクヤード』工房長、御み影かげヶが原はら夜や楽がく。

　タイマイの腕の中で、ベッコーが身体を震ふるわせた。夜楽の背後に従う異い形ぎようの人工精霊を目にしたからだ。ギリシャ神話に出てくるキマイラのような、いくつもの動物を混ぜ合わせた冒ぼう瀆とく的な怪物だ。三つある頭の中に、人間の頭部が混じっていることに気づき、タイマイは吐はき気を覚えた。

「どうせ高みの見物だろう！」「まったく！　あんなクズを傀かい儡らいにするなんてね──」「まあ、傀儡は愚ぐ鈍どんのほうが都合がいいのだけどね」「違いない！」「違いない！」

　自分の言葉に、自分で相づちを打ちながら、夜楽はタイマイとベッコーの前を通り過ぎていく。怪物の巨体に押し潰つぶされはしないかと、冷や冷やした。

　やがて、ひとりと一頭が廊下の角を曲がって消えると──ベッコーが、震える囁ささやき声を漏もらした。

「なに。あれ。人工精霊？　あんなの創つくるなんて──やっぱ、あいつ、頭おかしい！」

　タイマイは無言で同意する。しかし、重要なのは怪物のほうではない。夜楽がここにいるということのほうが問題だった。

「『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の工房長。ってことは、『ギギリヤ』が首を突つっ込んでる、ってことだね……」

　その瞳ひとみには、ジャーナリストの魂たましいが燃もえている。危険があちこちに潜ひそんでいることは承しよう知ちの上で、タイマイとベッコーは視線を交わし、互いに力強く頷うなずいた。




　　　　　　　　◆




　獣けもののように四つん這ばいに、仄ほの火かは中庭の上に着地した。

　中庭は、血の海になっていた。

　玉たま砂じや利りの白い庭が、血を吸って赤いまだらに染そまっている。四つん這ばいのまま警けい戒かいを張り巡めぐらせると、まだ数人のメイジに息があることがわかった。それでも、そのうちの半数は、あと五分もしないうちに死体の仲間入りをすることだろう。

　仄ほの火かはゆっくりと立ち上がり、両手に再び摑つかんだ石ころで、それらのメイジにトドメを刺していった。

　慈じ悲ひではない。安全保障だ。死に際ぎわのメイジこそ気をつけなければならない。そのメイジが最さい期ごの魔ま力りよくを振ふり絞しぼり、『遺ゆい言ごん状じよう』を作成しないとも限らないからだ。

　最後のひとりまでトドメを刺し終えて、仄火はようやく一息ついた。

「……しかし、こっちも派手にやられたね」

　独ひとりごちながら、仄火は腕を回し、自らの損そん傷しようを確認した。

　左腕が折れている。右にもヒビのひとつや二つが入っているだろう。肋ろつ骨こつの数本もへし折れているだろうし、脇わき腹ばらには穴が開いている。血が止めどもなく溢あふれてくるが、動どう脈みやくではないからすぐにどうこうということはないだろう。無数の熱傷や擦さつ過か傷しようは、行動に関わるダメージではないから無視できる。

「早めにナカタに合流するか。──つか、アニキがこっちに来ないことを見るに、あいつらを襲おそってやがるな。死んでなきゃいいけど」

　苦にが々にがしげにつぶやく。戦せん況きようは良好とは言いがたい。塵じん火かにつくメイジのほうが圧あつ倒とう的に多いのだから、一いつ刻こくも早くあの男の首を獲とらなければ、仄火派はじわじわと絞しめ殺されてしまうだろう。

　そのとき、じゃり、という足音がした。

　仄火は獣けもののような反応を見せた。ぎらりと光る緑りよく眼がんが、機き械かい的な動作でその足音の主ぬしを見み据すえた。

　全身を引き締しめた緊きん張ちようは、しかし、すぐに抜けて落ちた。

「……んだよ、おまえか。ビビらせんな」

「姉さんでも、ビビるなんていうことがあるんだね」

　ふてぶてしく、雷らい火かは答えた。

　その後ろにはナカタと『耳』がいる。仄火の姿を見て安あん堵どすると同時に、その深手に表情を引き締めた。ナカタは小走りに仄火に近づき、その腕に触ふれた。

「……こりゃ、ずいぶんひどくやられたもんだねー。塵火さんかい？」

「いや、塵火派だ。集団で来やがってな。しかも『シャドウミドウ・ジャンクヤード』のメイジまで混ざってやがった。さっさと終わらせないと、介かい入にゆうされ放題になっちまう」

「ああ、そのことなんだけどねー、姐アネさん。実は、『伏ふし桜ざくら製作所』の連中が来てるんだ」

「なに？」

　仄ほの火かは眉まゆをひそめかけ、すぐに合が点てんが行った。塵じん火か側に『シャドウミドウ・ジャンクヤード』がついている。というならば、仄火側に『伏ふし桜ざくら製作所』が接近するのは至し極ごく自然な成り行きだろう。それも介かい入にゆうには違いないが、味方が増えるのは悪いことではない。それが『アンチメイジ』とあれば、なおさらだ。

「三さん九く郎ろうが助力を申し出、僕ぼくがそれを受けたんだ。事じ後ご承しよう諾だくですまないが、彼らが僕たちの側がわに立って戦うことになった」

「こっちから協力するとは言ってないんだろ？　ならいいよ。イザとなりゃ踏ふみ倒せばいいんだ。今はせいぜい利用させてもらうさ──ていうか、おまえはいいのか、雷らい火か？」

「……なにがさ」

「三九郎とはライバルなんだろ？　手を貸してもらうのは構わないのかい？」

　雷火の唇くちびるがへの字に曲がった。露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんを表す弟の顔に、仄火はけらけらと笑い、

　その後ろに、黒スーツの男が出現するのを見た。

　仄火の瞳どう孔こうが、きゅっと引き絞しぼられた。

「らい──」

　警けい告こくを発するよりも一いつ瞬しゆん早く、黒スーツは手にしたナイフをなめらかに振るっていた。冷たい刃やいばが雷火の延えん髄ずいを断ち切る。

　雷火は唇を不機嫌に曲げたまま、ゆっくりとその頭を前に傾かたむけさせた。首の皮一枚に繫つながれて、その頭がぶらぶらと揺ゆれた。

「くふふ。こんにちは、桐きり之の宮みや仄火さん。初めまして、でしょうか？　私は、『ギギリヤ重工』所属、レベル４『魔属デイアブル』メイジの黒くろ谷たに平へい助すけと──」

「うあああああああああああああああああああッ!!」

　獣けもののような怒ど声せいと共に、仄火は跳ちよう躍やくした。

　足あし下もとの玉たま砂じや利りが爆はぜ、仄火は吹っ飛ぶような速度で黒谷へ襲おそいかかる。拳こぶしを鋼こう鉄てつのように固め、弾だん丸がんを超えるスピードで黒谷の薄うす笑わらいめがけてぶっ放す。

　黒谷の鼻っ柱の中央を、拳が貫かん通つうした。

　その瞬しゆん間かん、黒谷の姿は、数百匹のコウモリと化して飛ひ散さんし、虚こ空くうに散っていった。

「────────」

　仄火は目を見開き、黒谷が消えた中空を見つめ──

「ゥ……」

　そのとき、雷火の手が動いて、砂じや利りを搔かいた。

「ッ、らい、雷火!?　大だい丈じよう夫ぶか!?　息があるのか──」

　仄火は反射的に雷火を助け起こそうとした。冷静な判断を失っている証しよう拠こだった。冷静に考えれば、首の皮一枚だけを残して落とされた人間が、動けるはずがなかったのだ。

　ごろり。雷火の頭が仰あお向むけに転がる。

　青いはずの瞳ひとみは漆しつ黒こくに染そまっていた。いや。そこにはなにもなかった。目玉はえぐり取られ、ぽっかりと空あいた眼がん窩かからは、止めどなく血の涙が溢あふれていた。

「あなたのせいだ」

　青ざめた唇くちびるが動いて、そんな言葉を作った。ふと、なにかがが左足にまとわりついていることに、仄ほの火かは気づいた。『耳』だった。首のない身体が這はいずって仄火の左足を抱きしめていた。フードごと落ちた『耳』の首は、その鼻先を砂じや利りに埋うずめながら、憤ふん怒ぬに燃もえる眼めだけで仄火のことをにらみつけている。

「あんたのせいだよ」

「そう。あんたのせいだ、姐アネさん。オイラたちが死んだのは──」

　振り返ると、ナカタがぐずぐずに溶けていた。頭も腕も足もなく、ひとつの粘ねん液えきの塊かたまりのようになって、仄火の右腕にへばりついている。ただその眼鏡めがねをかけた顔だけが、恨うらみがましく仄火を見み据すえている。

「あんたのせいだ」「そう、あんたのせいさ」「あなたのせいだ、姉さん」「俺たちが」「オイラが」「僕ぼくたちが死んだのは──」

「夜や楽がくッ!!」

　仄火は頭上を煽あおぎ、怒ど号ごうした。すでに彼女がいる場所は本ほん拠きよ塔とうではない。枯かれ山さん水すいめいた白庭は、砂利のひとつひとつが極小のドクロと化した地じ獄ごくの光景へと変化していた。空に広がるのは内ない臓ぞうのような赤黒い雲であり、その中心にはめ込まれた仮面が仄火の視線を受けて、

「おや、バレた」とつぶやいた。

「アタシに！　よくも！　こんなものをッ!!」

　叫さけびながら、仄火は突つき刺すようにその場に跪ひざまずいた。頭を大きく振り上げ、地面に向かって思いっきり頭を振り下ろす。ハンマーでブッ叩たたかれたような衝しよう撃げきと共に、極小ドクロが数十個もまとめて砕くだけ散り──

　そして、幻覚が解とけた。

　そこには仄火以外の誰だれもいない。雷火も、『耳』も、ナカタも。仄火が跪いているのは真っ白な玉砂利の庭であり、精せい緻ちに計算され尽くされた砂さ紋もんのみが広がっている。

　誰もいない。

　無む論ろん、そんなはずがない。

「おや」「おや」「おやおや」「もう私の魔ま法ほうを解いたのかね？」「さすがは『鬼き神じん』！　大した回復力だ！」

　賞しよう賛さんしながら、玉砂利の上を、滑すべるように移動する影があった。

『シャドウミドウ・ジャンクヤード』工房長。レベル34『心属アニマ』マスターメイジ。御み影かげヶが原はら夜楽。

　樽たるのような身体に、三つの仮面をくるくると回転させながら、夜楽は仄火の目の前で止まった。その足は、地面から三十センチほども離はなれている。仄ほの火かは攻こう撃げきしようとしたが──四し肢しが鉛なまりになってしまったかのように、動かない。

「無む駄だだ」「無駄だ」「無駄だ」「つい今し方、私はきみのことを褒ほめたが」「実はそれは噓うそなのだよ」「きみは全然大したことないし──」「それに、魔ま法ほうも解とけていないよ」

　跪ひざまずいたまま、腕が動かない。足も。砂じや利りの下から伸びた、ひからびた手が、仄火の全身を拘こう束そくしているのだ。

　仄火は血走った眼めで夜楽を見上げた。右眼からは『アバター』の光が爛らん々らんと漏もれている。だが、身体は動かない──。

「きみの魔法は実に単純だ」「バカみたいなひとつの魔法に」「バカみたいに大量の魔力を注そそぎ込んで」「バカみたいに絶大な威い力りよくを発はつ揮きする」

　くるり、と夜楽は頭を回転させた。

「しかし、ひとつのスクロールにだけ極きよく化かするということは──」「魔法が持つ、他の可能性をすべて捨て去るということだ！」「きみの魔法はね、ツブシが効かないんだよ！」「だから、私の『心属アニマ』魔法にあっさりとハマるのさァ……」

　ぎしり。仄火の肉体が、その言葉を否定するように軋きしむ。

　くすくすと、夜楽の笑い声が頭上で弾はじけた。

「がんばるねェ」「無駄だというのに、ご苦労なことだ！」「ほら、ほらほら！　早くしないと、ほら！」「……『フォルスドーン』号が、きみを殺してしまうよ？」

　その言葉と同時に──ずしん、と仄火の眼がん前ぜんに、怪物が降おり立った。

　さすがの仄火も、言葉を失った。

　蛇へびとも竜りゆうともつかない細長い胴どう体たいを、ぬらぬらと光る鱗うろこが覆おおっている。四つ足の先せん端たんにはねじくれたかぎ爪づめが光り、首の先には三つの頭がある。ヘビとトカゲと──そして、年とし端はも行かぬ少女だ。

「お初にお目にかかるね！」「彼女は『フォルスドーン』号という──私の自じ慢まんの作品だ」「あ、高等知性と言げん語ご機き能のうは搭とう載さいしていないから、お喋しやべりはできないよ？」「その代わりに──破は壊かいと殺さつ戮りくにかけては、なかなかのものと自負しているよ！」

　それを証明するかのように、『フォルスドーン』号の三つの口が、ばくりと開いた。

「…………！」

　ぎしり、ぎしり、と筋肉が悲ひ鳴めいをあげる。仄火の右眼から溢れる光は、周りの白しろ砂じや利りを緑色に染そめ上げるほどになっている。

『心属アニマ』は他者の精神を操あやつる魔法だ。人の心を捕とらえ、惑まどわし、支配する。それに対抗する手段は二つしかない。ひとつは己おのれも『心属アニマ』魔法による加か護ごを得ることであり、もうひとつは己の精神力を極きよく限げんまで高めることだ。仄火にできることは、後者しかない。

　無む論ろん、相手は、それを待ってはくれなかった。

　ヘビとトカゲが、仄ほの火かの脇わき腹ばらと肩口にかぶりついた。

「ッ────────!!」

　仄火は悲ひ鳴めいを上げることはしなかった。歯を食いしばり、全身を硬こう直ちよくさせる。牙きばはミリ単位で仄火の肉体に食い込んでくる。

「ほう！」「大したものだ！」「『フォルスドーン』号の咬こう筋きん力りよくはコンクリートを砕くだくほどだが──」「きみの腹筋はコンクリート以上か、恐れ入った！」「それならば──」

　かちん、とマジックハンドを打ち鳴らすと、ヘビが仄火の身体から離はなれた。

　その牙から、ドス黒い液体が、ぽたぽたとしたたり落ちる。

「「「毒どくだ」」」

　三つの仮面がつぶやくのと、ヘビの牙が仄火の喉のどに突つき立てられたのは、同時だった。

　いかに仄火が力を込めても、皮ひ膚ふを硬こう質しつ化かさせることなどできない。そして、蛇毒は皮膚さえ破ればそれで十分なのだ。どくどくと打ち込まれる黒い毒が、ゆっくりと、しかし確実に、仄火の生命を腐くさらせようとしていた。意識を保とうと思っていても、ゆっくりとまぶたが落ちていくのを、防ぐことができない──

　膝ひざを突いた仄火を見て、夜や楽がくが大きな声で笑った。

「では、サヨウナラ！」「『桐きり之の宮みやの鬼き神じん』ちゃん！」「きみたちが大事にした工房は、私たちがきっちりと管理してあげるから」「安心して──地じ獄ごくに往いくといいよ！」「アハハハハハハハハハハッ────」

　不意に。

　夜楽の哄こう笑しようが、止やんだ。

　くるりと一回転し、背後を見る。そこに立っている人影を、霞かすむ目で認めて、仄火はかすかに唇くちびるを歪ゆがめた。

　──なんだい。そんな顔もできるんじゃないか、雷らい火か。




　　　　　　　　◆




　一歩、進もうとした雷火の腕を、三さん九く郎ろうが摑つかんだ。

　青い瞳ひとみが三九郎を見る。凄すさまじい色が映っていた。長く付き合い、殺し合いをしたことも幾いく度どかあるが──これほどまでに激げき烈れつな殺意を、この少年が浮かべているところは、見たことがなかった。

　下手へたなことを言えば自分が殺されるだろう。だから、三九郎は端たん的てきに告げた。

「負けるぞ」

「それがどうした」

「勝ち目があるのに、負ける。おまえの戦争はそれでいいのか？」

　重ねると、雷らい火かは唾つばを飲み込むような仕草を見せて、足を踏ふみしめた。

　遠く離はなれた中庭で、夜や楽がくがくるりと頭を一回転させた。

「……伏ふし桜ざくら」「三さん九く郎ろう」「誰だれかと思えば──」「『アンチメイジ』ご一行じゃあないか」

　三九郎と雷火の後ろには、『伏桜製作所』と仄ほの火か派のメイジたちがずらりと並んでいた。だが、彼ら全員の力を合わせても、目の前に立ちふさがるメイジを仕し留とめることは、至し難なんを極きわめるだろう。

「なるほどねぇ」「『桐きり之の宮みや』を助けに来たか」「本来なら、きみたちの始末は『ギギリヤ』に任せるところだが──」「いいだろう」「私が、この手で」「摘つみ取ってあげようじゃあないか」

『伏桜継けい承しよう戦争』のとき、三九郎は夜楽に勝つことができた。だが、それは夜楽が遠えん隔かく地ちから彼の配下を操あやつり人形のように操っていたからだ。あのとき夜楽が使うことができたのは、その配下が使えるレベルまでだった。

　今は、違う。

　今は、全力で──自分たちを殺そうとしてくるだろう。

「……伏桜さん」

　背後からぼそりと、ナカタが声を響ひびかせた。

「悪いが共きよう闘とうはできんぜ。オイラたちは姐アネさんを助ける。今は、それだけしかできない」

　三九郎は頷うなずいた。仄火が死ねば、仄火派は瓦が解かいし、彼らの敗北が決定する。それは、三九郎にとっても決して見過ごすことのできない事態だった。

　だとするのならば、自分たちの役割は、仄火の救助を全力でサポートすることだ。

　三九郎は『アエリシス』を構えた。

　同時に、華か夜やとキリコが同時に踏ふみ込み、黄色と緑色の燃ねん焼しよう光こうを輝かがやかせる。

「『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』！」

「『地母神の子テツラ・ドール』！」

　ズグン、と腹底に響ひびく音と共に、二体の巨人が現出した。一体は葉で鎧よろわれた巨木であり、一体は岩で覆おおわれた巨人である。白い玉たま砂じや利りを蹴け散ちらして、彼らは一直線に駆かけ出した。それに呼応するように、雷火とナカタが二手に分かれ、仄火に嚙かみついている冒ぼう瀆とく的な怪かい物ぶつへと攻こう撃げきを仕掛ける。

「アハ」「アハハ！」「アハハハハハハハハハハハハハハハッ!!」

　夜楽は狂きよう笑しようを撒まき散らしながら、三つの仮面が貼りつけられた頭を三百六十度回転させた。穿うがたれた九つの黒点が、妖あやしい桃もも色いろの輝きを放つ。

「「「『境界性断裂障害アニマ・ペラジタツト』！」」」

　三つの仮面による多た重じゆう詠えい唱しよう。桃色のレーザーが周囲に荒れ狂い、二体の巨人をナナメに引き裂さいた。ただし、引き裂いたのは身体ではなく──心のほうだ。意識をバラバラに断だん裂れつさせられて、巨人はその場に崩くずれ落ち、奇妙なダンスのように痙けい攣れんしはじめた。

「──あ、くっ！」

　キリコが頭を抱かかえる。『地母神の子テツラ・ドール』からの反動フイードバツクだ。華か夜やとは違い、キリコが扱あつかう魔ま法ほうは『使し役えき』のスクロールに属するため、『地母神の子テツラ・ドール』への精神ダメージは本体にまで波は及きゆうしてしまうのだ。

「キリコちゃん！　しっかりして！」

　キリコはのたうつ巨人と同じ動きで手足を跳はねさせ、ねねこがそんな彼女を介かい抱ほうしようとする。と、夜や楽がくが五つの腕を威い圧あつ的に広げながら叫さけんだ。

「キィィィィィリィィィィィィコォォォォォ？」「パパを裏切るなんて、イケない子だねェェ！」「これは、お仕置きが必要のようだねェ!!」「あのときのように！　アハハハハ！　もう覚えてないだろうけどね！」

　三さん九く郎ろうはのたうち回る巨人たちに向かって駆かけ出す。それを見逃す夜楽ではなかった。

「そして、おまえだ！」「『アンチメイジ』、伏ふし桜ざくら三九郎！」「今まで、何度も何度も何度も！　私の邪じや魔まをしてくれたねェ!?」「きみは生かして連れて帰り──」「私が飽あきるまで脳のうみそを弄いじくり回してから！」「人類史上最低の死に方をさせてあげるよ！」

　荒れ狂う『境界性断裂障害アニマ・ペラジタツト』の光が三九郎に襲おそいかかる。が、三九郎は、それを回かい避ひすることもなければ、盗ぬすむこともしなかった。

　その必要はないと、知っていたのだ。

「『纏う心の防壁サーカ・アニマ・ウオール』！」

　同じく桃もも色いろの輝かがやきが三九郎を囲い、夜や楽がくの魔ま法ほうとぶつかって対つい消しよう滅めつを起こした。駆ける三九郎の背後から、ジャッジの叫びが響ひびく。

「『心属アニマ』がアナタだけだと思いまシタか？　御み影かげヶが原はら夜楽！」

「うぬっ！」「こしゃくな！」「奴ど隷れいの分ぶん際ざいで、王の私に逆らうのかね？」

「ナニが王デスか！　アナタはタダの反はん逆ぎやく者しや──主あるじ殺しの人じん工こう精せい霊れいに過ぎまセン！　『トイズ・ファクトリー』の惨さん劇げきヲ、私が知らないとでもお思いカ！」

　びたり、と夜楽の動きが静止した。

　まずい。三九郎はそう直感する。なにか、わからないが──非常にまずい。

　夜楽は放射状に、五つの腕を広げた。まるでクジャクのようだが、それは求愛ではなく殺さつ戮りくのための体勢だった。マジックハンドめいた五つの手には、五つのクォーツが挟はさみ込まれ、直視することも難むずかしいほどに眩まばゆく燃ねん焼しようする。

　後光にも似た光を背せ負おいながら、夜楽は厳おごそかに詠えい唱しようした。

「「「『虚ろなりし心アニマ・ヴアクウス』」」」

　五つの燃焼光がひとつに収しゆう束そくする。バスケットボールほどの、桃もも色いろの光球だ。ゆらりと滑すべるように動いたそれは、まっすぐに三九郎に向かってくる。

　背せ筋すじにざわりと鳥とり肌はだが立った。回避することができない。ゆっくりと直進するだけの球なのに、避よけられないという直感だけが先に立った。なぜなのか、三さん九く郎ろうは考えもしない。そういう種別の魔ま法ほうなのだろう。

　ならば。

　三九郎の手が素す早ばやく動き、傍かたわらでのたうつ『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』に触ふれた。同時に『アエリシス』が閃ひらめき、ジャッジによる防ぼう護ご魔法を切り裂さく。同時に『スティール』し、そして複ふく合ごう魔法器が、その真しん髄ずいを示した。

「コード・『化外の妖婆バーバヤーガ』、『リリース』！」

　桃もも色いろと緑色の光が渦うず巻まき、その中からしわくちゃの手が突つき出された。乱れた白はく髪はつに落ちくぼんだ目、乾いてひび割れた唇くちびるの隙すき間まからは黄ばんだ歯が覗のぞく。おとぎ話に出てくる、妖よう婆ばの姿を、それはしていた。

　同時に、三九郎の右手、『アエリシス』を握る手に凄すさまじい負ふ荷かがかかった。複合魔法のレベルは合成元の魔法の乗じよう数すうであり、術者の負荷はそのレベルに比例する。『化外の妖婆バーバヤーガ』のレベルは45にも及およぶのだ。引き裂かれるような痛みが右腕から全身に駆かけ抜け──しかし、それはすぐに消えた。

　夜楽の魔法が、妖婆を捕とらえたのだ。

　落ちくぼんだ目を見開いたまま、『化外の妖婆バーバヤーガ』はその場で硬こう直ちよくしていた。ベースは華か夜やが唱となえた『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』である。すなわち召しよう喚かん物ぶつであり、召喚物は一定レベルの自じ律りつ意思を持つ。敵味方を瞬しゆん時じに見抜き、個々に適したやり方でその敵を排はい除じよしようとするはずだ。それが、彫ちよう像ぞうのように静止したまま、動かなくなっていた。

　死んでいる。

　肉体ではない。心を、魂たましいを削けずり取られ、虚きよ無むに落とされたのだ。

　こうなった召喚物を、いつまでも留とどめておいても意味はない。三九郎は『アエリシス』を振り、『化外の妖婆バーバヤーガ』を消しよう滅めつさせた。

「ふふん」「私の『虚無』を受け止めるとは」「なかなか成長したねェ、『アンチメイジ』」

　三九郎は唇くちびるを舐なめ、あえて挑戦的な口ぶりで言う。

「そっちこそ、今日はずいぶんと大おお盤ばん振ぶる舞まいじゃないか。ケチ臭くさいのがおまえたちの工房の『工房哲学コンセプト』じゃなかったのか？」

　夜楽はレベル34のマスターメイジであり、レベル34までの魔法を扱あつかうことができる。きわめて強力なその魔法を、なぜ乱発しないのかと言えば、高レベルの魔法は高純度のクォーツを必要とするからだ。

　マスターメイジが最大魔法を使おうとすれば、一発ごとに一千万円前後にも相当する価格ののクォーツが消しよう費ひされる。威い力りよくは絶大だが燃ねん費ぴが異常に高いのだ。単純な戦せん闘とうにおいては、低レベル魔法を連発したほうが効果的である。

　だが、夜楽は最大に近い魔法を使い、しかしけろりとしている。経けい済ざい観かん念ねんが極きわめて発達したマスターメイジの姿は、そこにはなかった。

「アハ！」「心配してくれてるのかい？」「優やさしいねェ、でもねェ」「きみがそんなことを、心配する必要はないのだよ！」

　嘲あざけりながら、夜や楽がくは再び五つの手を放射状に伸ばした。

　桃もも色いろの後光が三さん九く郎ろうたちを襲おそう。華か夜やと呉くれ葉はが身構え、ジャッジは懐ふところからクォーツを取り出した。キリコはいまだに伏し、ねねこは彼女のことを抱きかかえたまま、じっと夜楽をにらみつけている。

「この戦争が終わり、親しん王のう坂ざかが私たちのものになれば──」「もはやなにも心配する必要がなくなる！」「クォーツのために汲きゆう々きゆうとすることも、それを巡めぐって争い合う必要も！」「なにも！　なにも！　なにも！」「なくなるのだ！」

　不ふ穏おんな言葉だった。三九郎は眉まゆをひそめる。

　だが、やはりその言葉の意味を吟ぎん味みしている余よ裕ゆうはなかった。桃色の光が激しく燃ねん焼しようする。先ほどよりも、ずっとずっと強く。

　今度こそ、最大魔法だ。それを防ぐために、三九郎は『アエリシス』を構える。

「だから！」「きみたちは、ここで死なねばならんのだ！」「新たなる夜明け！　我われらがメイジ世界のために！」「そしてなによりも──この私が、人じん工こう精せい霊れいの神となるために！」「我わが最大魔法を受けて、砕くだけ散りたまえ!!」

　桃色の輝かがやきの中で、夜楽は言葉通り、神のように浮かび上がる。三つの仮面が高速で回転し、高らかに多た重じゆう詠えい唱しようを響ひびかせた。

「「「『幻想新世界アニマ・クリアテイオ』ッ!!」」」







[image: 『一分前』──戦争のための戦争]







　穏おだやかに、風が吹いていた。

　なだらかな丘きゆう陵りよう地帯が、どこまでも広がっている。遮さえぎるものがないためか、吹く風は乾いて強いというのがこの空間の地形設定なのだが、今日はたまたまそういう日であるらしかった。草原も、そこに空いた湖こ面めんにも、波ひとつ立ちはしない。化け物のように巨大な丘の、天てん頂ちように生えたいくつかの風車が、力なく回っているだけだった。

　その風車の、すぐ下に──

　紫むらさき色いろの裂さけ目が現れた。

　縦たてに開かれた裂け目は、ゆっくりと広がっていく。その裂け目からこぼれ落ちるのは、黒い衣い装しようを纏まとったメイジたちだ。全員が覆ふく面めんで顔を隠かくしているが、その覆面の前面には不ふ可か思し議ぎな幾き何か学がく模も様ようが刻まれている。見るものがいたとすれば、それが『ギギリヤ重工』の印章であることに気づいただろう。

　こぼれる水のように、黒くろ装しよう束ぞくメイジたちはなめらかに着地し、音もなく脇わきにそれる。十数人ほどのメイジを吐はき出して、紫の裂け目は何事もなかったかのように元に戻ろうとした。その寸すん前ぜん、最後のひとりが裂け目からこぼれ落ち、べちゃりと無ぶ様ざまに尻しりもちを突ついた。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]、[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！」

　尻を押さえながら転げ回ろうとして、周囲の黒装束メイジに押さえつけられる。

　そのメイジも、黒装束といえば黒装束だ。影のようなローブに先の折れ曲がったとんがり帽ぼう子し。顔をぐるぐると覆おおい隠す黒くろ包ほう帯たい。

　紫の裂け目を作り出した張本人である彼女は、『ギギリヤ重工』支部工房長、アラビスカ・モーバインという。

　アラビスカは手を振って、自分を心配する部下たちを制する。潜せん入にゆう作戦なのだ。声ひとつ立てるわけにはいかない。そのために、アラビスカは本部から選よりすぐった精せい鋭えいを引き連れて、ここまでやってきたのである。

　この、『伏ふし桜ざくら製作所』に。

　まだ『親しん王のう坂ざか大戦』は始まっていない。であるからには、これは立派な違い法ほう行こう為いである。『評ひよう議ぎ会かい』にバレればペナルティは必定だが、その危険を押してでも、アラビスカには──否いな、『ギギリヤ重工』には、この工房を抑おさえる必要があったのだ。

「──────」

　無言のまま、アラビスカは部下にハンドサインで指示を下す。十数人の黒装束メイジはそれぞれ頷うなずき、それぞれの担当箇か所しよへと散っていった。

『伏桜製作所』天頂部に佇たたずみながら、アラビスカは懐かい中ちゆう時計を取り出した。

　時刻は──午後十一時五十九分三十二秒。あと二十八秒で戦争が始まる。いや、アラビスカにとっては、それは戦争などではない。『ギギリヤ重工』総工房長、ギギリヤ・モーバインの手による『計画』が始まるのだ。

「………………」

　乾いた風が吹き、風車をからからと回した。とんがり帽ぼう子しの先せん端たんが、それに伴うように揺ゆれる。包ほう帯たいの下で目を閉じながら、アラビスカは物思う。

　弱じやつ冠かん十九才にしてレベル30を数えることとなったアラビスカは、周囲から天才メイジと賞しよう賛さんされたが、その実、まったくといっていいほど指導者に向いていなかった。人前に出ると緊きん張ちようしてしまう。どもり癖ぐせはいつまで経たっても取れることはなく、支部工房長という板いた挟ばさみの立場にも、決して慣れることはなかった。

　それでも、アラビスカがその立場から逃げ出さなかったのは──他でもない。偉い大だいなる叔お父じ、ギギリヤ・モーバインを尊敬しているからだった。

　今。自分は、彼の『計画』の一いつ端たんを担になっている。

　それを思うだけで心が震ふるえた。世界最高のメイジの、最大の『計画』に自分が参加するなど。光栄と、そして重じゆう責せきに押し潰つぶされてしまいそうだ。

　だが、潰れるわけにはいかない。ギギリヤの期待に応えるため。あるいは、ギギリヤの失望を受けたものが、どういう末まつ路ろを迎えるのかを知るがゆえに。

　アラビスカはゆっくりと目を開けて、懐かい中ちゆう時計を見下ろした。

　午前零れい時じ。

　開戦だ。

「……『空が裂ける日トラクト・エクシデイウム』」

　懐から強化魔導書グリモワールを取り出し、鈴すずが鳴るような声で詠えい唱しようすると、アラビスカの足あし下もとに紫むらさき色いろの裂さけ目が現れる。スクロール『浸しん食しよく』に位置づけられる『空属トラクタス』魔ま法ほう。この裂け目を通じて、アラビスカはこの世界のどこにでも、自在に現れることができる。

　アラビスカは、裂け目に身を滑すべり込ませた。

　世界が、一いつ瞬しゆんだけ紫色に染まり、すぐ元に戻った。しんと静まる静せい寂じやくが、包帯越ごしにアラビスカの耳に入り込んでくる。

　当然だが、『伏ふし桜ざくら製作所』内部には、誰だれもいない。

　伏桜三さん九く郎ろうをはじめとするメンバーが『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』に現れたことは、すでに報告を受けていた。『マーチラビット・ワークショップ』には、黒くろ谷たに率ひきいる『ギギリヤ重工』の本隊が苛か烈れつな攻こう撃げきを加えているはずだ。この『伏桜製作所』を守るものは、いない。

　アラビスカは、頭に叩たたき込んだ『伏桜製作所』内の地図を思い起こしながら、『精せい製せい室しつ』へとたどり着いた。

　半開きのドアを押し開き、中に入ろうとしたところで、ドアになにかがぶつかった。

　ぶつかった衝しよう撃げきで、それはころころと『精製室』内部に転がっていき──

　そして、靴くつに当たって止まった。

『コルドロン』に腰かけ、足を組んでいた蜜みつ月づき蕩とう乃のの靴に。

「ごきげんよう、アラビスカ」

　にっこりと笑って、蕩とう乃のは靴くつに当たったものをちらりと見下ろした。

　よくよく見れば、それは生首だった。黒くろ覆ふく面めんに幾き何か学がく模も様よう。先んじて潜せん入にゆうし、クリアリングを担当していた、アラビスカの部下のメイジだ。ひとつだけではない。彼女が連れてきた人数と同じ数だけ、『精せい製せい室しつ』のあちこちに首が転がっている。

「──────」

　もちろん、アラビスカは凍こおりついている。蜜みつ月づき蕩乃は『マーチラビット・ワークショップ』の工房長なのだ。今現在、自分の工房を火が出るほどに攻め立てられているはずなのに──蜜月蕩乃はここにいる。いつもと変わらぬ余よ裕ゆうを、その微笑ほほえみに貼りつけて。

「私がここにいるのが意外？」

　考えていることをずばりと当てられて、アラビスカの身体が震ふるえた。

　その様子を見て、ステッキを頰ほおに当てるようにして、蕩乃は首を傾かしげる。

「『マーチラビット・ワークショップ』の本ほん拠きよが猛もう攻こうを受けているそうですね。連絡が来ました。そして、それを聞いて確信しました。あなたはここに来るはずだと」

　立ち上がる。ステッキを逆さまにして、蕩乃は涙るい滴てきのような形の柄えを、転がっている生首の横につけた。

「三さん九く郎ろうが『桐きり之の宮みや』に行っているのだから、『伏ふし桜ざくら製作所』ががらんどうだと考えるのは自然なことですよね。当然忍び込んでくるはず。問題は、どちらにあなたが現れるのかということでしたが──何事にも慎しん重ちようなあなたが指し揮きしているのなら、『猛攻』は受けないはずですからね」

　ステッキをゆるりと振り上げ、ゲートボールのように生首を叩たたく。「うぐっ」という、痛みを堪こらえる声と共に、首はころころと転がっていき、壁かべに当たった。

　まだ生きているのだ。

『断裂世界トラクト・ペラジタツト』。レベル20、スクロール『分割』に位置づけられる『空属トラクタス』魔ま法ほうだ。対象を空間的に分断することで、生きたまま無力化する。拷ごう問もん用ようの魔法である。

「でも、いくつか疑問があります」

　くるり。再びステッキを顎あごに当て蕩乃は愛らしい少女のように小首を傾げた。

「これほど大だい規き模ぼな戦争を、これほど簡単に決めてしまうなんて、あなた──というか、『ギギリヤ重工』らしくありませんね。巨大な組そ織しきを使って、じわじわと真ま綿わたで首を絞しめるように物事を為なす、というのがあなたたちのやり方でしょう？」

「…………」

「御み影かげヶが原はら夜や楽がくがあっさり参加しているのも気に入りません。あの経済観念が発達した男が、こんな総力戦、言ってしまえばクォーツとメイジの大量浪ろう費ひに、ここまで前向きになるなんて。一体、どんなエサであの男をたぶらかしたのですか？　向こう後ごの参考までに、お聞かせ願えると助かるのですが──」

「……、あ」

　ようやく、声が出た。

「あなたに答える必要は、ありません」

　蜜みつ月づき蕩とう乃のが、わらった。

　アラビスカの全身を恐怖が縛しばる。それほどに蕩乃の笑顔は怖おそろしかった。

　薄うすい唇くちびるを三日月のように開き、桃もも色いろの舌が自みずからの唇をねぶる。アラビスカが勇気を振り絞しぼって答えた言葉をこそ、まるで待ち望んでいたとでもいうかのように、蕩乃は嬉うれしそうに嬉しそうにつぶやいた。

「そうですか──。では、あなたの身体に聞くとしましょう」

　なめるな。

　アラビスカはそう思う。叫さけぶことはできなかった。苦手だ。だが思うことはできる。得意だ。思い、考え、探求することで、アラビスカは自みずからをこの地位まで、マスターメイジまで高めることができたのだ。

　ぼそぼそとした、戦せん闘とうの高こう揚ようをまったく感じさせない声で、アラビスカは詠えい唱しようする。

「『天地流転トラクト・ヴアリアテイオ』」

　片手に携たずさえた強化魔導書グリモワールが、ひとりでに開かれる。紫むらさき色いろの燐りん光こうを放ちながら、ぱらぱらとページがめくられ──同時に、世界そのものもめくられた。ページが一枚めくれるたびに周囲の光景が万まん華げ鏡きようのように変化していく。

「スクロール『変異』ですか。あなたの最大魔法ですね」

　流る転てんする天地の中で、蕩乃はまだ楽しげに笑っている。マグマ沸わき立つ噴ふん火か口こう、身を刺す寒気の永えい久きゆう凍とう土ど、荒こう涼りようとした砂さ漠ばくになった次の瞬しゆん間かんには、大勢の人間でにぎわう市場の光景へと変わる。

「他の『属性アライメント』のメイジなら、この魔法への対処は困こん難なんだったのでしょうが──私には意味がありませんよ？　なにしろ、私とあなたは同じ『属性アライメント』、同じレベル帯のメイジなのですから。手の内は、知り尽くしています」

　嘯うそぶきながら、蕩乃はステッキを軽く振った。アラビスカと同じ紫色の光が、彼女の周囲を彩いろどる。アラビスカも再び燃ねん焼しよう光こうを煌きらめかせ、同時に詠唱を行う。

「「『空の王国トラクト・レグナム』」」

　同種の魔法を唱となえると、紫の光が周囲に舞まい、大気中に散っていった。

　おお、と歓かん声せいが聞こえる。市場で突とつ如じよとして始まった魔法戦争ブラツクアーツを大道芸とでも勘かん違ちがいしたのか、野や次じ馬うまがわらわらと集まってきていた。

　しかし、蕩乃もアラビスカも、彼らのことなど振り向きもしない。

　メイジにとって、『普通の人間』などというものは塵ちり芥あくたと同じ。なんの価値もない有う象ぞう無む象ぞうの群れでしかないからだ。

　強化魔導書グリモワールが再びめくれ、天地が流る転てんし──

　二人は、はるか高い空の上にいた。

　重力が二人の身体を捕とらえ、高速で落下しはじめる。透とう明めいな群ぐん青じように染そまる空の向こうには、白く光る星々と月が漂っている。眼がん下かは一面の雲うん海かいだが、切れ目からは縦たてに長く伸びる日本列島を望むことができた。

「──────」

　高速落下しながら、歯を見せて蕩とう乃のは笑っている。笑い声は届かない。二人を包む『空の王国トラクト・レグナム』は、周囲の空間を支配することで術者を守る防ぼう護ご魔ま法ほうの一種だ。声も音も攻こう撃げきになりうるゆえに、遮しや断だんされる。

　蕩乃の『空の王国トラクト・レグナム』は半径10メートルほど。対してアラビスカは７メートルほどだ。支配領りよう域いきの広さは、そのまま彼ひ我がの実力差に直結している。アラビスカはレベル30だが、蕩乃はレベル33である。実力は向こうのほうが上なのだ。

　だが、決して覆くつがえせない差ではない。

「『虚空遊魚トラクト・ピスケス』！」

　燃ねん焼しよう光こうが弾はじけ、アラビスカの周囲に紫むらさき色いろの鱗うろこを持つ肉食魚が、大量に出現した。虚うつろな眼めとギザギザの牙きばが、蕩乃に向けられる。

「やれッ！」

　術者の命令に従って、『虚空遊魚トラクト・ピスケス』たちが一いつ斉せいに蕩乃に襲おそいかかった。蕩乃は声もなく笑いながら──自みずからも、なんらかの詠えい唱しようを口にした。

　親しん王のう坂ざかの上空３０００メートルで、マスターメイジ同士の戦いが始まった。




　　　　　　　　◆




「華か夜や？」

　どうやら、うたた寝をしていたらしい。

　揺ゆり椅い子すの上で、華夜はゆっくりと目を開けた。陽光が差し込む庭先で、彼の顔は逆光になって見ることができなかった。それでも、ぼんやりとした意識の中で、華夜は彼の名を口にした。

「三さん九く郎ろうくん」

「ごめん、寝てたのか。起こしちゃったな」

　すまなそうに笑う彼の顔を見て、華夜も口元をほころばせた。ふるふると首を振ると、黒くろ髪かみが儚はかなげに揺ゆれる。

「だいじょうぶ。ちょっと──ヘンな夢を見てた、だけだから」

　言いながら、華か夜やはそれがどんな夢だったのを思い出そうとした。だが、おぼろげな記き憶おくの中で、それが今の幸福からかけ離はなれた、酷ひどい夢であったことしか思い出せなかった。

「思い出す必要はないよ」

　優やさしい声が耳元で響ひびく。三さん九く郎ろうの手が、穏おだやかに華夜の髪を梳すいた。それだけで、華夜はぽうっとなってしまう。確かに。悪夢を無理に思い出すことなんてない。そんなことを、考えてしまう──

　本当にそうだろうか？

「ねえ、三九郎くん──」

「さんちゃーん、こっちの荷物はどこに置いたらいいのかしら？」

　その声に、再び華夜の疑問は吹き飛んだ。喉のどに言葉が詰まり、声を出すのももどかしく、華夜は揺ゆり椅い子すから立ち上がり、家の中を覗のぞき込んだ。

　母がいた。

　瘦やせてはいるが、自分の足で立っている。両手に小振りな段ボール箱を抱かかえて、愕がく然ぜんと立ち尽くす娘のことを不ふ思し議ぎそうに見つめている。

「お義母かあさん、俺が持ちますよ！」

　三九郎が慌あわてたように華夜の横をすり抜け、母に駆かけ寄っていく。その手から段ボールを奪うと、母は不満そうな顔をして、三九郎のことをにらみつけた。

「なに。さんちゃん、まだ私を病人扱あつかいし足りないの？　退院してからもう三ヶ月も経たつっていうのに──」

「俺じゃなくて、お義父とうさんが言ったことですよ！　まだ安静にしておいたほうがいいって！　華夜と一いつ緒しよに、休んでいてください」

「ふーんだ。男どもは心配性なんだから」

　ぶちぶちと文句を言いながら、母は華夜に近づいてくる。その手を取り、共に庭先へと出た。釣つられて歩きながら、華夜はふと、自分の身体が重いことに気づく。

　視線を落とすと、ゆったりとしたドレスの下で、自分の下腹部が膨ふくらんでいた。

「──────」

「どうしたの？　──あ、動いた!?」

　母が顔を輝かがやかせる。華夜は何度も瞬まばたきをして、ようやく首を横に振った。母は怪け訝げんそうに、華夜の顔を覗のぞき込む。

「華夜、さっきから様子が変よ。どうかしたの？」

　華夜はまた、ふるふると首を振る。

「ううん……なんでも……」

　そう。

　なんでもないはずなのだ。

　文句などなにひとつない。望むことはすべて叶かなっている。母は病に打ち勝ち、自分の隣となりには三さん九く郎ろうがいる。幾いく度ども夢見た幸福を、自分は手にしている。

　それなのに──

　華か夜やはふらりと動き、裸足はだしのまま、庭先に出た。

「華夜」

　また風が吹き、マタニティドレスを揺ゆらした。その風は桃もも色いろをしていた。生け垣がきに囲われた庭の隅すみから、その風は吹き込んできているようだった。

「華夜」

　足の裏に冷たい草の感かん触しよく。一歩ずつ、華夜はそこに近づいていく。風が強くなる。その風が髪を揺らすたびに、なにかを思い出しそうになる。

「華夜！」

　大声で呼ばれて、手首を摑つかまれた。ぎくりと身をすくませて振り返ると、そこには三九郎の心配そうな顔があった。

　華夜のことを見つめている。華夜のことだけを、その心にかけている。不安に揺れる眼まな差ざしも、また自分のためなのだと思うと、愛いとしさが胸から溢あふれそうになった。

　なにかを思い出そうという気が、みるみるうちに失せていく。その『なにか』は、この幸福を打ち捨ててもなお、思い出さなくてはならないものなのだろうか？

「どこに行くんだ？　一いつ緒しよにいよう」

　三九郎の肩かた越ごしに、家の居間が見える。父と母が、心配そうに自分のことを見つめていた。そうだ。帰らなくてはならない。せっかく手に入れた幸福を、打ち捨てることなんて──

「三九郎くん」

「うん？」

「ねねちゃんは、どうしてるのかな」

　その問いに、三九郎は一度だけ瞬まばたきをして、それから笑った。

「さあ？　どこかで元気にやってるんじゃないのか？」

　その笑顔を見上げて、華夜も、静かに微笑ほほえみ、

「『生命の刃ヴイタ・グラデイオ』ッ!!」

　弾はじけるような声で詠えい唱しようした。

　刃やいばと化した茨いばらが伸しん長ちようし、華夜の手のひらを貫つらぬいた。

　激痛と共に血が噴ふき出し、同時に世界がひび割れた。桃色の風が強く吹き込み、三九郎を、母を、幸福な夢を吹き飛ばしていく。すべての光景が、砂さ塵じんに浮かぶ蜃しん気き楼ろうであったかのように。

　血の雫しずくが、手のひらから落ち──

『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』本ほん拠きよ塔とうの玉砂利を、赤く彩いろどった。

「──ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！」

　激しく肩で息をしながら、華か夜やは血を流しつづける右手を、自みずからの胸元に押しつけた。激痛に歯を食いしばり、現在の状況を把は握あくしようとする。

「華夜サマ！　気づかれまシタか！」

『纏う心の防壁サーカ・アニマ・ウオール』を展開しながら、ジャッジがそう叫さけぶ。広げた両手に桃もも色いろの光を宿らせて、彼女は夜や楽がくの猛もう攻こうを防いでいたのだ。自分の周囲には──呆ほうけたように立ち尽くし、あるいはへたり込む、『伏ふし桜ざくら製作所』のメンバーだった。

「なんと！」「私の『幻想新世界アニマ・クリアテイオ』から抜け出せたか！」「なかなか強固な意志を持っているじゃあないか、神しん藤どう華夜クン！」

　唇くちびるを嚙かみしめ、華夜は夜楽のことをにらみつけた。その瞳ひとみには涙さえ浮かんでいる。手が引き裂さかれた痛みではない。自らの幸福を、自らの手で引き裂かなくてはならなかったことが──なによりも耐えがたい痛みをもたらしていた。

「……よくも……あんなものをっ……！」

　血に濡ぬれた手で自らの黒くろ髪かみを搔かき上げながら、華夜は怨おん念ねんに満ちた声をあげた。

　夜楽は楽しげに笑う。

「きみはどんな夢を見たのかな？」「楽しかったろう？」「嬉うれしかったろう？」「幸せだっただろう!?」「それが『幻想新世界アニマ・クリアテイオ』だ！」「対象の幸福を、幸福そのものを体現した世界を創つくり出すッ！」「自ら望んで脱出しようと思わなければ、決して抜け出すことのできない世界だ──」

「最大魔ま法ほうという割ニ、大したことはありまセンね！」

「きみが余計なことをしたからだよ！」「さすが、伏桜団だん慶けい謹きん製せいの人じん工こう精せい霊れいだね──ジャッジ！」「アークメイジながら、私の『世界』に入り込んでくるとは！」「だが、この状況で、同じことはできまい！」

　華夜は、夢の中で見た桃色の風を思い出した。あれはジャッジの手助けだったのだ。同じ『心属アニマ』魔法の使い手であるジャッジが、なんらかの魔法を使って華夜に救いの手を伸ばしたのだろう。他のメンバーにも同じことが起きたはずだが──目め覚ざめたのは、華夜ひとりだけのようだ。

「三さん九く郎ろうくん！　ねねちゃん!?　呉くれ葉は!!　目を覚まして！」

　三九郎やねねこの肩を揺ゆさぶり、呉葉の頰ほおを張り飛ばして、華夜は倒れ伏しているメンバーを叩たたき起こそうとする。が、なにも起きない。三九郎は立ったまままぶたを閉じ、ねねこは床ゆかの上で丸まっている。呉葉に至いたっては「ついに呉葉ちゃんも工房長だぜ！」などと叫びながらケタケタと笑いはじめる始末だ。腹立ち紛まぎれにもう一発、呉葉の頰を殴なぐったが、やはり正気には戻らなかった。

　桃色の燐りん光こうを、いくつも防ぼう壁へきにぶつけながら、夜楽があざ笑った。

「言っただろう！」「自らが望まなければ、彼らは目覚めないのさ！」「いくらジャッジが魔法を使ったとしても！」「自分の幸福を打ち捨てて、この過か酷こくな戦場に戻ってこようとするものなんて！」「いるはずが、ないのだ！」

　華か夜やは大きくかぶりを振った。そんなことない。なぜなら、自分は戻って来られたのだ。ねねこや呉くれ葉はは無理だとしても──三さん九く郎ろうは、自分が恋心を寄せるこの少年は、きっと戻ってきてくれるはず──

「ねねこ」

　不意に、眠るかのように目をつぶっていた三九郎が、ぽつりとそんなことをつぶやいた。

「外は、冷えるよ。中に入ろう」

　華夜は、その呼吸を止めた。

　背後では夜や楽がくとジャッジが壮そう絶ぜつなつばぜり合いを繰くり広げている。遠からず、ジャッジの防ぼう壁へきは打ち破られ、夜楽の『心属アニマ』魔ま法ほうが無む防ぼう備びな三九郎たちの心を食い破るだろう。

　だが、その音も、今の華夜には聞こえていなかった。黒い眼めを大きく見開いて、華夜は、幸せそうに目を閉じる三九郎のことを、じっと見つめていた。

　なぜ自分が、あの夢から抜け出すことができたのか。

　その理由が、わかったのだ。

　三九郎が、ねねこではなく、自分のことを選ぶ未来。

　甘く、愛いとしく、幸福な夢だ。

　そして、それは夢に過ぎない。

　そんなことが起こりえるはずがないということを、華夜は誰だれよりもよく知っている。三九郎をずっと見つめつづけてきたのだから。彼の心にいるのが本当は誰なのか、おそらく華夜は、三九郎本人よりも知っているのだ。

　自分が夢の中にいると、これは真実ではないと、気づいてしまった。だから、華夜はあの幸せな世界から、抜け出すことができたのだ。

「…………ッ！」

　傷ついた拳こぶしをぎゅっと握りしめる。そこから弾はじける激痛で、心の痛みを押し殺した。固めたままの拳で、切れ長の目から涙を拭ぬぐい去って、華夜は吼ほえた。
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「『生命の揺り籠ヴイタ・カニストラム』ッ！」

　握った拳から燃ねん焼しよう光こうが溢あふれる。緑色の輝かがやきは、無数の蔓つる草くさとなって華夜の周囲に張り巡めぐらされた。『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』広い中庭に溢れた植物は、ジャッジが創つくり出す『心属アニマ』防ぼう壁へきを通り抜け──その向こうにいる夜楽に殺さつ到とうする。

「チイッ！」「こしゃくな！」「真ま似ねをッ！」

　舌打ちをして、夜楽はくるくると回転しながら後退した。彼は『心属アニマ』のマスターメイジだが、植物に心はない。心のないものに『心属アニマ』魔法は使えないのだ。

　植物の檻おりが『伏桜』のメンバーを囲うのとほぼ同時に、ジャッジが力尽きたようにその場に膝ひざを突ついた。桃もも色いろの防ぼう壁へきが、淡あわく明めい滅めつしながら消えていく。

「ジャッジさん──」

「……少しノあいだ、援えん護ごをお願いしマス……！」

　這はいずるようにして、ジャッジはキリコへと近づいていく。彼女はなんらかの魔ま法ほうを詠えい唱しようし、桃色の光をキリコへとかざした。

「『幻想新世界アニマ・クリアテイオ』は人じん工こう精せい霊れいには効果が薄うすいのデス。私たちニハ、見るべき夢など最初からありまセンから。キリコさまなら修復できるハズ……！」

　華か夜やは頷うなずき、長い黒くろ髪かみを振り切るようにして、緑の檻おりの向こうに視線を向けた。

　見るべき夢などない。その言葉は、不ふ思し議ぎなほど深くまで届いていた。

　母の命を、己おのれの心を救われて、その恩を返すために三九郎と共にいたのではなかったか。

　この想いが通じることなど──最初から、期待していない！

「『踊る森人ヴイタ・プエラム』！」

　華夜は防ぼう衛えいのため、檻の外へと出て、詠唱をした。森の一景のようになった本ほん拠きよ塔とう中庭のあちこちから、子供ほどの背せ丈たけの召しよう喚かん物ぶつが姿を現した。数十体の妖精は、『生命の揺り籠ヴイタ・カニストラム』の周囲をがっちりと固める。

　森のどこかから、夜や楽がくの笑い声が響ひびいてきた。

「ほう！」「『複数召喚』か！」「きみも着実にレベルアップしているのだねェ、神しん藤どう華夜クン？」「どうだい？　今、伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうを裏切ってこちらに来るというのなら、きみの自じ我がを残したまま人じん工こう精せい霊れいに──」

「『三十一式鳳仙花ヴイタ・プランビア』！」

　声が響ひびくほうに向けて、華か夜やはスクロール『散さん弾だん』の魔ま法ほうをぶちまけた。その名のとおり散弾のごとき花の種は、着ちやく弾だんしたところから芽め吹ぶいて相手の動きを束そく縛ばくする。華夜はその魔法を乱射して、少しでも長く時間を稼かせごうと試みる。

「キリコさま！　起きてくだサイ！　アナタのマスターが危険に晒さらされていマスよ！」

　ジャッジの叫さけびはてきめんの効果を発はつ揮きした。キリコはカッと目を見開くと、跳はねるように起き上がって周囲を見回した。

「──ママ!?　ママ、どこですか!?　命令をください！」

「須す崎ざきさん！　魔ま法ほうを！」

「はい！　わかりましたっ！」

　もちろん華夜は『ママ』ではないが、寝ぼけたキリコにはどちらでもよかったようだ。バネ仕掛けのように跳はね上がって、キリコは高らかに詠えい唱しようする。

「『地母神の子テツラ・ドール』！」

　岩の巨人が、ただでさえ植物で溢あふれかえっていた中庭に盛り上がる。這はうような姿勢で出現した巨人が森を搔かき分けて突つき進む姿に、状況のカオスがさらに加速する。

「キリコ！」「私の最さい高こう傑けつ作さくを！」「よくも、奪ってくれたな！」

　夜楽の声があらぬ方向から響いた。そちらに『三十一式鳳仙花ヴイタ・プランビア』を撒まきながら、華夜は怒ど声せいを張り上げた。

「あなたが、須崎さんの人生を奪ったのでしょう！」

「なにを言う!?」「とんだ言いがかりだよ！」「むしろ私は、彼女に新たな人生を与えたのではないか！」「クズのような『普通の人間』から──」「栄光ある我わが子へと！」「メイジへと、華か麗れいなる転身を遂とげたのだ！」

「勝手な、ことを！」

「彼女に人じん工こう魂こんを上書きするのに！」「私はずいぶん苦労したのだよ!?」「まずは自我を破は壊かいしなければいけないから──」「そのために、生きたまま彼女の両親を連れてこなければならなかった！」

「────」

「目の前で両親をなぶり殺しにされたときの、キリコの顔！」「アハハハハハハハ！」「今思い出しても笑えるよ！」「まったく、これだから人間を素そ体たいにするのはやめられない！」「人を壊こわして作り替えるのは！」「『心属アニマ』メイジの本ほん領りようというところだ！」

　身に余る怒りを覚えたとき、血の気けが引くのだということを、華夜は学んだ。

　赤く狭せばまった視界の中で、華夜はがむしゃらに魔法をばらまこうとする。が、詠唱をしても魔ま法ほうは発動しなかった。クォーツ切れだ。華か夜やはもどかしげに自みずからのスカートのポケットを探り、

　そのおかげで、飛びかかってきた影に対応することができなかった。

　みぞおちに一いち撃げき、こめかみに一撃。目が覚さめるようなワンツーを喰くらって、華夜の身体がぐらりと揺ゆれた。だが、もちろんそれは始まりに過ぎなかった。再び飛び込んできた影の姿を、今度はかろうじてその視界に収めることができた。

『踊る森人ヴイタ・プエラム』。

　華夜の、召しよう喚かん物ぶつだ。

「アハハハハハハハッ！」「きみは愚おろかだねェ、神しん藤どう華夜クン！」「わざわざ『複数召喚』などをして──」「私に、戦力を与えてくれるなんてね！」「そら──『傀儡の主アニマ・ドウクス』！」

　桃もも色いろの鎖くさりが飛び出して、『踊る森人ヴイタ・プエラム』たちを打ち据すえていく。途と端たん、『踊る森人ヴイタ・プエラム』は動作不良を起こしたロボットのようにその身体を痙けい攣れんさせ──次の瞬しゆん間かん、主あるじである華夜に襲おそいかかってきた。

「ぐっ……！」

「華夜さん！」

『地母神の子テツラ・ドール』がぐるりと回頭し、華夜にまとわりつく『踊る森人ヴイタ・プエラム』を蹴け散ちらしていく。地面に膝ひざを突ついた華夜のもとに、キリコが駆かけ寄った。

「しっかりしてください！　ここは退ひきましょう！」

「……須す崎ざき、さん……」

　激痛に顔をしかめながら、華夜は自分に肩を貸してくれる少女のことを見た。目の前で家族を無む惨ざんに殺され、その人格を破は壊かいされて、操あやつり人形のようなメイジに作り替えられた少女のことを。

「こっちです！　私の『地母神の子テツラ・ドール』が暴れているあいだに、早く！」

　励はげましながら、キリコは華夜を引きずるように、ジャッジたちの元へと戻っていく。『踊る森人ヴイタ・プエラム』は『地母神の子テツラ・ドール』にまとわりつき、その岩の肌はだを削そぎ落としはじめていた。そのたびに、『地母神の子テツラ・ドール』と感覚を共有するキリコは、痛みに顔を歪ゆがめるのだ。

「もう少しです！　もう少しで──」

「なにが」「起きるのかね？」「キリコ！」

　その声は、すぐ頭上から聞こえた。

『地母神の子テツラ・ドール』の肩に、夜楽が腰かけていた。一メートルに満たない樽たるのような身体から、細い足をぷらぷらとさせて、道どう化けじみた動きでシルクハットを脱ぎ、挨あい拶さつする。

「なッ──」

「「「『傀儡の主アニマ・ドウクス』」」」

　鞭むちのようにしなる桃色の鎖が、キリコの喉のど元もとに巻き付いた。瞬間、キリコの身体が痙攣する。その目から光が失われ、華か夜やを支える腕もだらりと下がってしまった。

　支えを失い、地面に膝ひざを突ついた華夜は、その後頭部を上等な革かわ靴ぐつによって踏ふみにじられ、床ゆかに鼻はな面づらを叩たたきつけることになった。

　夜や楽がくだ。

「アッハハハハハハ！」「まったく！」「きみたちは、弱すぎるねェ！」

　華夜は即そく座ざに立ち上がろうとする。だが──どういう技術、あるいは魔ま法ほうを使ったものか、指先ひとつ動かすこともできなかった。

　夜楽はマジックハンドめいた手を伸ばし、立ち尽くすキリコの喉のどを優やさしく撫なでる。

「かわいそうなキリコ」「パパの元から連れ去られてしまうなんて」「でも、もう大だい丈じよう夫ぶだよ」「次は、二度と奪われることのないように──」「手足を、取っ払ってしまおうねェ！」「きみの両親が、最後にそうなったみたいに！」「アッハハハハハハハハ！」

　夜楽の哄こう笑しようが頭上から降ふり注そそぐ。それを聞きながら、華夜はぼそりと、

「……メイジ」

「ン？」「なにか言ったかね？」「ゴミ虫くん？」

　ぐりぐりと後頭部を踏みにじりながら、夜楽は小首を傾かしげて、華夜を見下ろした。

「メイジなら、許されるの？　人の親を殺しても」

「ンンン？」「なにを言い出すのかと思えば──」「そんな常識を！」

　夜楽は足を踏み上げ、靴くつ裏うらを華夜のこめかみに叩きつけた。激痛と共に、こめかみから血が流れ出る。

「当たり前だろう！」「もちろん、許されるさ！」「なぜなら私は強い！」「賢かしこい！」「素す晴ばらしい！」「『普通の人間』など、私から見ればゴミ同然！」「なにをしても許されるのさ！」

「私は許さない」

　小さく、しかしはっきりと、華夜は言った。

　相手はマスターメイジ。対して自分は、レベル14のメイジに過ぎない。実力差は歴れき然ぜんとしているし、戦って勝てるなどとは最初から思っていない。

　だが、そんなことは関係ない。

「あなたは、須す崎ざきさんの親を殺した」

「だから」「それが」「どうしたというんだい？」

　夜楽の声から感情が消える。確定的な殺意の響ひびき。華夜は死を覚かく悟ごした。十数秒後。あるいは、数秒後。自分は夜楽に殺されているだろう。

　だが、やはり、そんなことは関係ないのだ。

「須崎さんの親を、家族を！　目の前で殺した、あなたのことを！　『評ひよう議ぎ会かい』が許しても、メイジ世界が許しても──私は！　絶対に！　許さない!!」

　黒くろ髪かみを泥どろで汚しながらも、華夜は夜楽を見上げ、血を吐はくように叫さけんだ。

『普通の人間』を人じん工こう精せい霊れいに作り替えることは、メイジ世界においては罪ではない。『普通の人間』を守るための法ほう律りつなど、どこを探してもないのだから。だからこそ、キリコは狙ねらわれた。ねねこが狙われたように。

　それは正しいことだろうか。

　三さん九く郎ろうは否いなというだろう。そのために彼は戦っている。だから、華か夜やは三九郎に恋したのだ。否であることに、否と言える勇気にこそ、心を寄せたのだ。

　ならば、華夜も否と言おう。

　なにもできなくても。たとえ数秒後に殺されたとしても。それを叫さけぶことだけは、決して、やめずにいよう。

「あなたには、必ず、償つぐないをさせる……！」

「……」「そう」「そうか」「そうかい」

　穴を穿うがつような華夜の視線に、夜や楽がくはくるりと仮面を回転させて、つまらなそうに言う。

「それじゃ」「きみが守ろうとしたものに殺されるといいよ」「──キリコ」

「はい」

「この」「女を」「潰つぶして」「殺せ」

「はい」

　桃もも色いろの光がキリコの目に宿っている。『地母神の子テツラ・ドール』が回頭し、その巨大な岩の拳こぶしを振り上げた。華夜は唇くちびるを嚙かむ。恐怖に肺はい腑ふが震ふるえるのを、喉のどの奥で押し潰つぶして、華夜は振り下ろされる拳を、じっと見上げ──

　その拳は、華夜のまつげに触ふれるほどの距きよ離りで、ぴたりと止まった。

「「「キリコ？」」」

　三つの仮面が同時につぶやく。怖おそろしいほどの威い圧あつ感かんが、その声には込められている。おそらくは、何らかの『心属アニマ』魔ま法ほうが付ふ与よされているのだ。

　だが──キリコは、メイジによって人生を奪われた少女は、茫ぼう漠ばくとした目の奥に桃色の光を灯ともらせながら、震える唇を開いた。

「できません」

「「「なに？」」」

「……で、でき、ま、ッ、できま、せん」

　夜楽の声が威圧感を増す。そのたびに、キリコの身体は瘧おこりにかかったかのように震える。『心属アニマ』魔法と、キリコの心のせめぎ合い──見開かれた目の端はしから、涙が伝った。

「……かや、さんは……あたしの……ともだち、です」

「ともだちィ？」

　仮面のひとつが素すっ頓とん狂きような声をあげる。それから、三つの仮面は声を揃そろえて笑いはじめた。

「アッハハハハハ！」「なにを言うかと思えば！」「オトモダチだって!?」「このメイジ世界で、この戦場で！」「そんな甘ったるい言葉は、聞きたくないねェ！」

「でもっ……、でも、それが……ママの、命令……」

「「「私が、おまえの、マスターだ」」」

　地じ獄ごくの底から響ひびくような夜や楽がくの声は、倒れている華か夜やの心さえも震ふるわせた。頭上にある岩の拳こぶしが、開かれ、また握られる。夜楽とキリコの争いを示すかのように。

「……あたし……の……マスター……は……」

「「「私だ。私がおまえの主人。おまえの王。おまえの父。おまえの神だ」」」

「違いますッ!!」

　怒ど号ごうと共に、ブツッと音を立ててキリコの片目から血が溢あふれた。抗あらがっている。夜楽の命令に。マスターメイジの操あやつる『心属アニマ』魔ま法ほうに。

「あたしの、マスターは、ママです！　春日かすがねねこセンパイ、です！　あなたなんかじゃ、ありません!!」

「ふむ」

　夜楽は不満げに鼻を鳴らし、ジャッジのことを見た。彼女は『生命の揺り籠ヴイタ・カニストラム』の中で、悔くやしげに唇くちびるを嚙かみながら、三さん九く郎ろうたちを復旧しようとしている。ジャッジは華夜たちを助けることはできない──三九郎たちを復帰させられなければ、どのみちお終しまいだ。

「ジャッジの仕し業わざか」「なかなかの調ちよう整せいだねェ」「プライマリマスターへのハッキングは不可能」「これは、持ち帰って本格的に弄いじらなければならないようだ──」「まったく！」

　夜楽はどこからともなくステッキを取り出し、その柄えでキリコを打ち据すえた。悲ひ鳴めいをあげて倒れたキリコを捨すて置いて、夜楽はステッキの先せん端たんを華夜に突つき付ける。

「自分の手を汚すなんて！」「ポリシーに反するんだけどねェ！」「まあ、いいさ」「このあとに待っているご褒ほう美びを考えれば──」「それもまた、一いつ興きようというものだ」

　ステッキの先せん端たん部分は、鋭えい利りな刃物になっている。それが自分に向けられるのを見て、華夜は歯ぎしりをした。自分の無力を。マスターメイジとただのメイジの圧あつ倒とう的な差を、彼女は嚙みしめることしかできなかった。

　そのとき、キリコが、かすれた声で囁ささやいた。

「……たすけて、ください」

　キリコは震える手を伸ばす。

　その先にいるのは──いまだに『幻想新世界アニマ・クリアテイオ』に囚とらわれている、ねねこだ。

　ねねこは答えない。胎たい児じのように身体を丸め、幸せな夢に浸ひたっている。

　華夜は踏ふみつけられながら身をよじり、そして、叫さけんだ。

「──ねねちゃん！　ねねちゃん!!」

　それしかできない。魔法を使うことも、指一本動かすことも、なにもできない華夜には、せめて声をあげ、キリコのマスターに呼びかけることしかできなかった。

「起きて！　目を覚さまして！　──あなたの、後こう輩はいが、泣いてるんだよ!!」

　ねねこは答えない。自みずからの膝ひざ先さきに顔を埋うずめるかのように、目を閉じている。夜や楽がくがからからと笑った。そうして、ステッキの先せん端たんを振り上げ、

　その背後に、格こう子し状じようの『窓』が現れた。

「────!?」

　華か夜やはぎくりとして、その『窓』を見み据すえる。格子の向こう側には、桃もも色いろに輝かがやき、複ふく雑ざつに絡からまり合いながら高速回転をする、三つの『糸』があった。

　その『糸』の正体を、華夜はもちろん知っていた。

　魔ま法ほうの根源である大いなる『御み柱はしら』と、その僕しもべであるメイジを結ぶコネクション。どのようなメイジであっても──たとえマスターメイジであっても、この『糸』を切断されれば、その瞬しゆん間かんから永久に魔法が使えなくなってしまう。

　華夜が驚おどろくのと同時に、夜楽の身体もビクリと硬こう直ちよくしていた。

「「「ヒッ!?」」」

　情けない悲ひ鳴めいと共に、振り上げたステッキの先端が、ぶるぶると震ふるえた。あきらかな恐怖と狼ろう狽ばいをその声に滲にじませて、夜楽は身体ごと、ねねこを振り返った。

　ねねこはまだ眠っている。

　そのくせ、彼女は両腕を前に突つき出していた。

『窓』を開け放つかのように。

「ふッ」「ふふッ」「『伏ふし桜ざくらの、魔ま女じよ』ォッ!!」

　夜楽の声は金切り声に似ていた。華夜の頭を蹴けり飛ばして、寸ずん胴どうの身体が鞠まりのように跳はねた。地面を飛び跳ねながら、そのステッキを振りかぶり──ねねこに、襲おそいかかる。

「最初からッ！」「おまえだけを狙ねらっていればよかったのだ！」「こんなクズどもを殺すよりも先に！」「まず、最初におまえを殺せばよかった！」

　夜楽が跳ねる、跳ねる。10メートルほどの距きよ離りを一気に詰めて、夜楽はねねこの頭を叩たたき潰つぶすべく、ステッキを振りかざした。

　そのステッキを、ジャッジの錫しやく杖じようが防いだ。

「……ヤラセまセンよ、夜楽。オマエに、コレ以上、私たちの工房ヲ──！」

「「「『虚ろなりし心アニマ・ヴアクウス』!!」」」

　金切り声の多重詠えい唱しようが、ジャッジが創つくりあげた『心の防壁アニマ・ウオール』をあっさりと貫つらぬいた。ヴェネチアンマスクの中央に『心属アニマ』の銃じゆう弾だんを受けて、ジャッジは首をのけぞらせた。仮面の半分が砕くだけ、上半身が泳ぎ──しかし、持ち直して、踏ふん張る。

「私たちの工房ヲ！　『伏桜製作所』のメンバーヲ！　誰だれひとり、殺させはしまセン!!」

「「「『境界性断裂障害アニマ・ペラジタツト』!!」」」

　割れ落ちた仮面の下から、美しい少女の素顔が現れていた。その双そう眸ぼうには、桃色に輝くクォーツが埋うめ込まれている。『エバーライト』。永遠に燃ねん焼しようしつづけるクォーツ。人じん工こう精せい霊れいにとっての核かくであり、心しん臓ぞうであり、魂たましいでもあるものだった。

　その片方が、夜や楽がくの魔ま法ほうを受けて、真っ二つに引き裂さかれた。

　魂を裂かれ、ジャッジは片かた膝ひざを突つく。それでも、彼女は、崩くずれない。錫しやく杖じように両手を添そえて、渾こん身しんの力で押し返しながら、彼女は、叫さけぶ。

「坊ぼつちゃま！　伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうサマ！」

　初めて見るジャッジの素顔を、華か夜やは息を吞のんで見つめていた。その片目から、ひとつだけ残った『エバーライト』から、過か剰じようなほどの燃焼光が漏もれはじめる。その光に照らし出されて、ジャッジの顔は笑っているように見えた。

「アナタの行き先ニ、御ご武ぶ運うんがありますようニ！　──『燃えさかる心アニマ・デフユージ』！」

「ッ!?」「貴様!!」「それは──」

　夜楽は咄とつ嗟さに身を翻ひるがえし、逃げようとした。ジャッジは錫杖を取り落とし、逃げる夜楽の足を両手で摑つかんだ。

「はッ──」「離はなせ！」「離せ、離せ、離せ！」「離せよォッ!?」

　夜楽はヒステリーを起こしたように、鋭えい利りなステッキの先せん端たん部分で、ジャッジの顔を何度も、何度も何度も何度も突いた。

　それでも──顔面を破は壊かいされ、首を刺し貫つらぬかれながらも、ジャッジは決して夜楽のことを離そうとはしない。そのさまを見て、華夜は思わず悲ひ鳴めいをあげた。

「ジャッジさん！　やめ──」

　その瞬しゆん間かん、『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』本ほん拠きよ塔とう全域に広がるほどの、膨ぼう大だいな桃もも色いろの光が満ちあふれた。




　　　　　　　　◆




「あれ」

　三九郎は振り返り、目を丸くした。

　調理実習室には誰だれもいなかった。つい先ほどまで、三九郎の手によるケーキを楽しみにしている生徒たちでにぎわっていたはずなのに。

「……みんな？」

　困こん惑わくして、三九郎は包ほう丁ちようを握ったまま、部屋の中を見回した。

　みんな、いたはずなのだ。ねねこも、華夜も、呉くれ葉はも、キリコも、ジャッジも──雷らい火かも。そこに座って、クッキーなどを摘つまみながら談だん笑しようしていた。

　話すことは、なんでもない日常の話だ。教師に対する愚ぐ痴ち、小テストの成せい績せきについて、いよいよ迫せまった夏休みになにをするかについて、予定を立てていたはずなのに──

　なんの変へん哲てつもない、幸せな日常を、過ごしていたはずなのに。

　誰だれもいない。

　いや。

　違う。誰かいる。部屋の隅すみ、夕暮れの陰いん影えいに隠かくれるようにして、誰かが立っていた。

　三さん九く郎ろうは思わず身み構がまえた。反射的に懐ふところに手を入れて──なにかを、取り出そうとした。なにを取り出そうとしたのかは、自分でもわからない。ただ、それは見つからなかった。

「探しているのは、これかい？」

　部屋の隅に立つ人影が、ぽつりとつぶやいた。

　その手には、見覚えのあるナイフが握られている。

「これはもう、おまえのものだ。受け取るといい」

　ゆるやかな放物線を描えがいて、放り投げられたそのナイフを、三九郎は反射的に受け止めた。美しい曲線を描く片刃のナイフ。柄つかには五枚の桜の花びらが印されている。

　そのナイフの名前を思い出そうとしたが、どうしても思い出せなかった。

「忘れてしまったのか？　ひどいなあ。私の形かた見みなのに」

　三九郎は口ごもった。人影は、仕方なさそうに首を振る。

「まあいいさ。忘れてしまったのなら教えてあげよう。それは、銘めいを『アエリシス』という。『異い端たん』の名を冠かんする、私の最初にして最後の作品だ」

「最初で……、最後？」

「違う違う。最初にして、最後だよ」

　その人影の顔はわからなかった。窓から差し込む夕日の光を背にして、全身が真っ黒な影のように浮かんでいる。

「最初に『アエリシス』を創つくり出したとき、そいつには片割れがいたんだ。おまえももう知っているだろう。銘は『ヴィンクラ』。意味は──『絆きずな』」

　三九郎は顔をしかめた。その銘が、所有者とあまりにもそぐわなかったからだ。

「なんで、そんな名前なんだよ」

「『アエリシス』と『ヴィンクラ』で、『異端の絆』だ。私たちは、二人とも、メイジ世界の異端だった。だから、共に戦おうと誓ちかったんだ。メイジ世界で生き抜くためには、異端同士で力を合わせなければならない。その誓いを、私たちは対ついとなるナイフに刻んだのさ」

　三九郎は『アエリシス』を覗のぞき込んだ。

　透すき通るような鋼はがねの刃やいばが、夕日を受けてきらきらと輝かがやいている。

「まさか、『アエリシス』と『ヴィンクラ』が互いに殺し合うような未来が待っているなんて、そのときは思わなかった。平へい助すけでも、未来予知はできなかったんだね」

　その名を聞いて、三九郎は反射的に顔をしかめた。

「あいつが──ああなってしまったことは、悲しいことだ。元に戻せないか、いろいろと試してみたけど、どれもダメだった。今のあいつは、『伏ふし桜ざくら製作所』に関係するものを皆殺しにすることだけが目的となってしまっている」

「おかげで、今、俺は、迷めい惑わくしてるよ」

「すまないと思っている。おまえをメイジ世界に引き込んだのは私で、そのために酷ひどいことをしてしまった」

　三さん九く郎ろうは拳こぶしを握りしめ、ずっと言いたかったことを、ようやく口にした。

「……よくも、ねねこを、巻きこんでくれたな」

　人影は、少しだけ沈ちん黙もくして──それから、ゆっくりと喋しやべりはじめた。

「あの子は良い子だね。ほんとうに、良い子だ。おまえは、あの子のためなら、きっと命を賭かけて戦うはずだと思ったよ。だから巻きこんだんだ」

　それを聞いても、胸のうちの怒りは、以前ほどには強くは燃もえ上がらなかった。彼の本当の目的を、ジャッジから聞かされたからなのかもしれない。

「……あんたは。俺のことが、嫌きらいなんだと思ってた」

　震ふるえる声は、すねた子供のような響ひびきが混じっていた。

「だから、俺も、あんたのことが嫌いだったんだ。メイジなんて自分の都合しか頭にないヤツばかりで、アンタもそのうちのひとりなんだって、そう思っていたのに──」

　顔を上げる。三九郎の表情には、怒りと罪悪感が等しく滲にじんでいる。

「なんで最初からそう言ってくれなかったんだよ！　俺のためだって！　俺が生き残るために、力をつけなくちゃいけないんだって!!　そう説明してくれれば、俺は、あんたのことを──憎にくまなくて、済んだのに！」

「…………」

　不安になるほど長い時間、黙だまりこくってから、人影はぽつりとつぶやいた。

「人は、さ」

「え？」

「どういうときに、もっとも力を出すのだと思う？」

　三九郎は困こん惑わくして瞬まばたきをする。

「もちろん、人によってその答えは違う。大切なものを守ろうとするとき。欲しいものを得ようとするとき。憎い相手を殺そうとするとき。それぞれの答えがあるのだろう」

　人影は、顔をわずかに、上に傾かたむけたようだった。なにかを思い出そうとするように。

「私の場合、それは、理り不ふ尽じんだった」

「……理不尽？」

「理不尽に対する怒り。意味もなく、理由もなく踏ふみにじられ、虐しいたげられるときに感じる怒り。それこそが私を搔かき立てた。私に強い力を、反逆する力を与えてくれた」

「…………」

「おまえも、きっとそうだと思った。なぜなら、おまえは、私の息子なのだからね」

　そのとおりだ。

　父の手で戦争に投げ込まれた。自分のみならず、ねねこの命まで狙ねらわれた。この上もない理り不ふ尽じん。逃げ場などなかった。抗あらがうしかなかった。死に物狂いで足あ搔がいたからこそ、三さん九く郎ろうは、生き延びることができたのだ。

「だから、おまえの状況は理不尽でなければならなかった。『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』において、身勝手な父親によって、幼なじみと一いつ緒しよに戦争に投げ込まれる。そういうシナリオが必要だったんだよ。おまえを『アンチメイジ』に、メイジに反するものに成長させるには」

　人影は、ゆっくりと、部屋の隅すみから夕日の差し込む窓の傍そばへと進み出る。

　伏桜団だん慶けい。

　史上最高と謳うたわれた伝説のメイジにして、三九郎の、父親だ。

「さっき、おまえは言ったね。私のことを憎にくんでいると。それでいいんだ。私はおまえに憎まれるだけのことをした。おまえを戦争に追いやったのが私なら、その原因を作ったのも私だ。平へい助すけは──黒くろ谷たに平助は、私がこの手で、殺しておかなくてはならなかった」

　三九郎は、ジャッジから聞いた父と黒谷の関係を思い出し、つぶやいた。

「……親友、だったんだろ」

　頭に浮かぶのは、桐きり原はら雷らい火かの顔だった。彼とは何度も殺し合いをしたことがある。だが、本当に殺せるのかと問われれば、それは、その瞬しゆん間かんまでわからないことだ。

　最後の瞬間、振り上げたナイフをどうしても振り下ろすことができなかったとしても、それを責めることは三九郎にはできない。

　団慶は、うなだれるように頷うなずいた。

「おまえの世代には、関係のないことのはずなのにな」

「いいよ。もう」

　静かに、三九郎は首を振った。

「親の借金を子供が返すようなものだろ。なら、仕方ない。黙だまって返すさ。借金を残したあんたが腹立たしいのは、変わらないけどな」

　ジャッジの言葉が、耳元に蘇よみがえる。

　伏桜団慶は、伏桜三九郎を愛していたと。

　そのことさえわかれば、それでよかった。自分を嫌きらい、自分に失望し、捨すて駒ごまのように死地に追いやったわけではなかったのだ。切なる願いを、最後まで生き延びて欲しいという希望をかけて行ったことなら──許すことができた。

「……すまない」

　もう一度、団慶はそう言ってから、顔を上げた。

「『伏桜製作所』は、異い端たんが集つどう工房だ。メイジ世界にあって異端とされるものが、いても許される工房。私は、そうなるように『伏桜』を運営してきた。おまえの代でも、きっとそうなんじゃないか？」

　指を指されて、そうなのだろうか、と三さん九く郎ろうは自問した。

『アンチメイジ』でありつつ、『複ふく合ごう魔ま法ほう』のマジックアイテムを使う伏ふし桜ざくら三九郎。

　不ふ慮りよの事故からメイジの『糸』に干かん渉しようする力を得てしまった春日かすがねねこ。

　母を、家族を救うために戦争に身を投じ、けれども誰だれかを殺すことのできなかった優やさしいメイジ、神しん藤どう華か夜や。

「私が定めた『工房哲学コンセプト』は、『伏してもなお咲く』というものだ。異い端たんであるがゆえに虐しいたげられても、理り不ふ尽じんな暴力に晒さらされても──決して屈することはない。そういう意味を、込めたんだ」

　団だん慶けいは笑い、三九郎の肩に手を置いた。

「それを受け継つぐかどうかは、おまえに任せるよ。今や、おまえが『伏桜製作所』の工房長なのだからな」

「……ああ」

　三九郎は小さく頷き──ふと、自みずからの頰ほおを、風が撫なでていることに気づいた。

　桃もも色いろの風だ。わずかに開いたカーテンを揺ゆらして、部屋の中に吹き込んでくる。三九郎は目を見開いて、それをじっと見つめた。

「そろそろ時間のようだ」

　小さな声に振り返ると、団慶の姿は、再び部屋の影に隠かくれてしまっていた。

「私は影だ。かつていた、伏桜団慶という哀あわれな男の残ざん骸がいに過ぎない。けれど、その残骸でも、まだできることがある」

　ゆっくりと手を上げて、団慶は三九郎を指差した。

「三九郎。おまえは『アンチメイジ』だ。異端の中の異端、メイジを狩るメイジだ。おまえにメイジ世界の理ことわりは通用しない」

　その指は色を失っている。水に流される墨すみ絵えのように、消えていこうとしている。

「『アンチメイジ』にレベルはない。だから、すべての魔法を盗ぬすむことができるんだ。どんな特とく殊しゆなスクロールであろうが、どんな高いレベルであろうが、盗むことのできない魔法など存在しない」

　三九郎は団慶のことを振り向かなかった。彼の声を背に受けながら、桃色の風が吹き込む窓の隙すき間まを凝ぎよう視ししている。

「魔法を盗めないのは、おまえが盗めないと思っているからだ。心の枷かせを外せ。相手がアークメイジだろうがマスターメイジだろうが、関係ない。メイジはメイジだ！　そして、おまえは『アンチメイジ』なんだ！　おまえがメイジを恐れるんじゃない──メイジが、おまえを見た瞬しゆん間かんに恐きよう慌こうし、逃げまどうようになれ！」

　その声は三九郎の背中を押し、彼に力を湧わき上がらせた。手に持った『アエリシス』を、前に構える。桃もも色いろの風が吹き込む窓の隙すき間まを。この世界を構成する魔ま法ほうのほころびを。

「行け！　三さん九く郎ろう！　おまえのために──おまえが大切にするものたちのために！」

　三九郎は、手にした『アエリシス』で、切り裂さいた。

「『スティール』!!」




　そして、伏ふし桜ざくら三九郎は、両足で立っている自分を見み出いだした。

『アエリシス』を握りしめている。三つある宝ほう玉ぎよくのひとつが、桃色に輝かがやいていた。

　だが、三九郎はそれに気づかない。彼はただ、目の前に展開されている光景から、いくつかの事実を見出しただけだ。

　華か夜やとキリコは血まみれになって地面に転がり。

　双そう眸ぼうから光を失ったジャッジが倒れ伏し。

　御み影かげヶが原はら夜や楽がくが、仮面のひとつを破は壊かいされて、立ち尽くしている。

「……ジャッジ！」「奴ど隷れいの分ぶん際ざいで！」「この私の仮面を、壊こわすとは……」

　憎にく々にくしげにつぶやいて、夜楽は仰あお向むけに転がるジャッジの顔を力任せに踏ふみつけた。

「だが、ここまでだ！」「『燃えさかる心アニマ・デフユージ』なんて高レベル魔ま法ほうを唱となえるために──」「自分自身の『エバーライト』を燃ねん焼しようし尽くすとは！」「なんたる奴ど隷れい根性！」「無む駄だな献けん身しんだ！」「たかが数十秒、他の奴やつらの命が延びただけ──」

「ジャッジが、あの風を吹かせたのか」

　三九郎がつぶやくと、夜楽の声はぴたりと止やんだ。

　からり、と音を立てて、夜楽は顔を回転させた。

「……アァァァンチ」「メイジィィィ……」

「彼女が稼かせいだ数十秒が、おまえを、倒すんだ。御影ヶ原夜楽」

　静かな三九郎の声に、夜楽は、激げつ昂こうした。

「どいつも！」「こいつもォ！」「私の邪じや魔まばかりしやがって！」「いいだろう！」「そんなに死にたいなら──」「全員！　殺してやるよォッ！」

　絶ぜつ叫きように近い叫さけびのあとに、夜楽は高速で仮面を回転させた。その遠心力で、壊こわれた仮面が外れ、遠くへと弾はじき飛ばされていった。

「「『境界性断裂障害アニマ・ペラジタツト』ッ!!」」

「『スティール』！」

　至し近きん距きよ離りから放たれた魔ま法ほうの鞭むちに、三九郎は『アエリシス』を振るう手を合わせた。それによって、三九郎は夜楽の魔法を消しよう滅めつさせ、

「おおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　腰だめにしたナイフを、カウンター気味に夜楽の仮面に突つき込んだ。

　ナイフの先せん端たんは仮面の端はしをかすめ、それをかすかに傷つけた。

　すぐ近くに、夜や楽がくの仮面がある。この男の顔を、これほどまでの近きん距きよ離りから見たのは初めてだった。仮面の向こうからでも、煮えたぎるような憤ふん怒ぬが、憎ぞう悪おが伝わってくる。

「『踊る森人ヴイタ・プエラム』ッ!!」「この男を、殺せ！」「殺せ殺せ殺せ殺せ！」「殺せェッ!!」

　中庭のあちこちから、全身に葉を茂しげらせた小人が姿を現して、一いつ斉せいに三さん九く郎ろうに襲おそいかかる。

　三九郎は、迎げい撃げきしようとはしなかった。

　ノーガード状態の三九郎に、十数を越こえる『踊る森人ヴイタ・プエラム』が殺さつ到とうする。その拳こぶしを固め、無む防ぼう備びな顔や胸や腹を打ち据すえようとして、

「『パリング』！」

　拳の先せん端たんが触ふれた瞬しゆん間かん、三九郎は彼らの身体を盗んだ。

　そして、即そく座ざに『リリース』する。『スティール』と『リリース』をコンマ以下の秒数で行うことにより、魔法を弾き飛ばす『アンチメイジ』スキル。群ぐん体たいに対しては、一度にすべてを『スティール』することはできないと、三九郎は一ヶ月前の闘とう争そうの際に学んでいた。ひとつずつ、丁てい寧ねいに盗ぬすまなくてはならないということを。

　肌に触れる『踊る森人ヴイタ・プエラム』を盗み、ほぼ同じ瞬しゆん間かんに解き放つ。それを、ひとつずつ愚ぐ直ちよくに繰り返す。

　不ふ可か思し議ぎな光景だった。

　三九郎に殺到する『踊る森人ヴイタ・プエラム』は、触ふれる端はしから消しよう滅めつし、そして再び虚こ空くうから現れる。現れたときにはすでに、それらの召しよう喚かん物ぶつは三九郎の支配下に置かれていた。突とつ撃げきし、消滅し、反転し、再び突撃する。今度は、夜楽に向かって。

「「『傀儡の主アニマ・ドウクス』！」」

　桃もも色いろの光が、鎖くさりとなって『踊る森人ヴイタ・プエラム』たちを縛しばろうとする。スクロール『支配』に位置づけられる『心属アニマ』魔ま法ほう。盗まれた支配権を、再び奪い返そうというのだ。

　だが、それもすでに、三九郎の手の内だった。

　素す早ばやく踏ふみ込み、『アエリシス』を振るう。その刃やいばに触れた瞬しゆん間かん、『傀儡の主アニマ・ドウクス』は砕くだけ散り、桃色の燐りん光こうとなって、宙に消えていった。

「貴様……」「私の、魔法を……！」

　三九郎は、彼に向かって『アエリシス』の切っ先を突つき付ける。その瞳ひとみには、もはやどのような動どう揺ようも浮かんではいない。脳のう裏りに、父の最後の言葉が蘇よみがえる。

「俺は、『アンチメイジ』だ」

　その瞳に、夜楽はたじろいだ。恐怖した。二つしかない仮面が戸と惑まどうように痙けい攣れんし、一歩、後ずさる。三九郎はゆっくりと足を踏み出しながら、低い声で言う。

「魔法を唱となえてみろ、メイジ。すべて盗んで、そのまま返してやる」

「……ッ」「このッ……！」「調子に、乗るんじゃ、ないよォ！」「たったひとりでなにができる!?」「おまえ以外のメンバーは、全員──」

　震ふるえるステッキで倒れるメンバーを示そうとして、ぴたりと夜や楽がくの動きが止まった。

　ねねこが起き上がっていた。

　夢から覚さめたかのように、ぼんやりとした眼まな差ざしで目の前の光景を見つめていた。同じように、呉くれ葉はもあくびをしながら目をこすっていた。

「馬ば鹿かな……」「ふ、『伏ふし桜ざくらの魔ま女じよ』……」「なぜ!?　ジャ、ジャッジの仕し業わざか!?」

　三さん九く郎ろうは目を細めた。夜楽の言葉が間ま違ちがっていることはわかったが、無む論ろん、それを正してやる義ぎ理りはない。その代わりに、彼は寝ぼけ眼まなこのねねこに、鋭するどい声を飛ばした。

「ねねこ！　『窓』を開け！」

「へっ!?　──あ、う、うん！」

　ねねこは──メイジをメイジたらしめる『糸』に繫つながる『窓』を開くことのできる少女は、反射的に両手を前に差し出していた。紫むらさき色いろの光がその手に宿るのを見て、夜楽は身を翻ひるがえして逃げ出そうとする。

「『生命の揺り籠ヴイタ・カニストラム』！」

　その足あし下もとに、緑色の燃ねん焼しよう光こうが輝かがやいた。

　燃焼光は植物の鎖くさりとなって、五つある夜楽の腕の、三つまでを拘こう束そくした。

　ぎちり。油の切れた歯車のような音を立てて、夜楽の仮面が回転する。そうして彼は、自みずからを拘束する少女の名を口にした。

「神しん藤どう！」「華か夜や！」「離はなせッ！」

「言ったよね」

　血まみれになりながら、夜楽を見上げる華夜は、低く無感情につぶやいた。

「須す崎ざきさんに──償つぐないを、させるって！」

　伏したまま、華夜は右腕を大きく動かした。緑の鎖はその動きに反応して、左右に張り詰める。三本の腕をがんじがらめに縛しばられながら、夜楽は濁にごった声で叫さけんだ。

「きっ、貴様！」「貴様ッ！」「貴様ァ！」「アークですらない、ただのカスメイジが！」「この私に、マスターメイジに触れることなど！」「あってはなら──」

「『圧壊する青玉アクア・コラプス』！」

　詠えい唱しようと共に、巨大な水の球が現れる。呉葉だ。『幻想新世界アニマ・クリアテイオ』から解とき放たれた彼女は、状況を理解するよりも先に自らの最大魔ま法ほうを口にしていたのだ。

「よくわかんねーが──こいつァ、マスターメイジを殺して名を上げるチャンス！　そらよッ、喰くらいな!!」

　凶きよう悪あくに笑いながら、呉葉は『圧壊する青玉アクア・コラプス』を解き放つ。

　夜楽はそれを見上げた。いかに相手がニュービーであっても、いかに自分がマスターメイジであっても、関係はない。スクロール『凝ぎよう縮しゆく』の魔法が直ちよく撃げきすれば、その時点で、夜楽は死ぬ。

「う」「おおッ」「うおおおおおおおおおおおおああああああああああッ!!」

　悲ひ鳴めいじみた声と共に、夜や楽がくは身をよじり──

　そして、自みずからの腕を、自ら切り離はなした。

「いッ!?」

　呉くれ葉はの驚おどろきの声が響ひびく。『生命の揺り籠ヴイタ・カニストラム』に囚とらわれた、五つある腕の三本が、ひとりでに切り離されていく。まるでトカゲの尻尾しつぽ切りだ。仮面のひとつを破は壊かいされ、腕の三本を切り離し、こけつまろびつしながら、夜楽はまさしく死に物狂いで拘こう束そくから逃れようとする。

　その瞬間、『圧壊する青玉アクア・コラプス』が弾はじけた。

　夜楽は、逃げ切ることができなかった。身体の半分を水の爆ばく破はに巻きこまれ、残った腕と仮面が、ひとつずつ砕くだけ散る。一メートルに満たない小こ柄がらな身体が、ごろごろと砂利の上を転がり、やがて内ない壁へきに当たって止まった。身を包んでいたタキシードがぼろぼろに崩くずれ、機き械かい仕掛けめいた身体が露あらわになる。

　それでも、夜楽は、まだ生きていた。

「……グッ、う、おおおおおおおおおおおッ!!」

　雄お叫たけびと共に──彼は、破壊された仮面の下、素顔に埋うめられた『エバーライト』を自らえぐり出した。桃もも色いろの燃ねん焼しよう光こうを激しく撒まき散らしながら、夜楽は叫さけびと共に詠えい唱しようする。

「ナ、メ、るな、よ！　私は御み影かげヶが原はら夜楽──『シャドウミドウ・ジャンクヤード』のマスターメイジだ！　もう一度、永遠の夢の中にさ迷うがいいッ!!　『幻想新世界アニマ・クリアテイオ』!!」

　そうして、夜楽は『エバーライト』を高々と掲かかげ──

　なにも起きなかった。

「………………、なに？」

「無む駄だだ」

　三九郎は冷れい酷こくにつぶやく。『アエリシス』を逆さか手てに持ち、そこに煌きらめく桃色の光を示す。

「おまえの最大魔法は、もう、俺が盗んだ」

　夜楽の、最後の仮面が痙けい攣れんした。

「……は……？」

「意味がわかるか？　もう、おまえの魔法は、絶対に通用しないということだ」

　三九郎はねねこを見た。『窓』を開くのに手間取っている。しかし、紫むらさきの光は、もはや格こう子し状じように形成されつつあった。

「『六ろく会かい議ぎ』で宣せん言げんしたとおり、殺しはしない。──魔法の才能を奪うだけだ。おまえがメイジでなくなったあとも、生きていられるのかまでは、知らないけどな」

　ねねこが、『窓』を開く。その向こうでは、三つの桃色の糸が、絡からまり合いながら高速回転していた。三九郎は逆手に持った『アエリシス』を振り上げ、

「『フォルスドーン』!!」

　その名前に、大きく目を見開いた。

　フォルスドーン。かつて三さん九く郎ろうたちが退しりぞけた暗殺教団工房『カットスロート・カテドラル』のメイジだ。最後には呉くれ葉はの手によって殺されたメイジの名前が、なぜここで出てくるのか──その答えは、こちらに飛ひ来らいした怪物が持っていた。

　三つの首を持つ冒ぼう瀆とく的な長ちよう蛇だの、もっとも冒瀆的たるゆえんは、その頭のひとつが人間の、少女の──『フォルスドーン』のものだからだ。雷らい火かたちと繰くり広げていた戦せん闘とうを中断して、『フォルスドーン』は主人の元に飛び来たり、ねじくれたかぎ爪づめでその身体を摑つかんだ。

「『リリース』！」

　三九郎は『境界性断裂障害アニマ・ペラジタツト』を解とき放ち、『フォルスドーン』号を攻こう撃げきする。ヘビの頭が痙けい攣れんし、ぐたりと力を失ったが、同時に反はん撃げきがやってきた。

「ヒッ、ヒヒッ──、『吹き荒ぶ氷雪エル・フリーギス』──」

　怪物の素そ体たいとされた哀あわれな少女は、ねじくれた声で詠えい唱しようした。白い氷ひよう霧むが彼女の身体を押し隠かくし、同時に四つの翼つばさが入れ違いに波打った。

「──逃げろ。逃げろ、逃げろ、逃げろォ！　わ、私を──、あの魔ま女じよから！　『アンチメイジ』から！　遠ざけろ!!」

『フォルスドーン』号は、その命令に従った。その巨体には似つかわしくない素す早ばやさで身を翻ひるがえし、彼女は塔とうの中空に跳とび上がり、壁かべを破は壊かいして飛び去っていった。

　ねねこの手に宿っていた『窓』が消える。ねねこは目を丸くして、つぶやいた。

「……ごめんなさい、さんちゃん。手が届かなくなっちゃった」

　射しや程てい範はん囲いの外、ということだろう。三九郎は落らく胆たんを表に出さないよう注意しながら、ねねこの頭を撫なでた。

「大だい丈じよう夫ぶ。──よくやってくれた、ねねこ。おまえのおかげで、撃げき退たいできた」

　ねねこは嬉うれしそうに笑った。本当ならば、ここでケリをつけておきたかったが──いや、もはや決着はついたのかもしれない。最大魔法を盗み、保持しつづけている以上、夜楽はもはや追い詰められて狩り殺される獲え物ものでしかない。

　厳きびしい眼まな差ざしで、氷の靄もやをにらみつけていると──ふと、声がした。

「……坊ぼつちゃま」

　三九郎は目を見開き、その声の主を見下ろして、傍そばに跪ひざまずいた。

「ジャッジ。ジャッジ、生きてるのか!?」

　血の気けを失った唇くちびるに、それでも、ジャッジは満足げな笑みを浮かべていた。

「御ご立りつ派ぱに……本当に、御立派に……なられ、まシタ」

　美しい少女の素顔から、無む惨ざんにも『エバーライト』はえぐり出されていた。もはや彼女はなにも見えてない。まともな意識があるのかどうかもわからない。

　それでも、三九郎は言った。

「……ありがとう。俺が、夜や楽がくの魔ま法ほうから逃れられたのは、おまえのおかげだ」

　ジャッジが微笑ほほえんだ。成長した弟を見守る、姉のような笑みだった。
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　ゆっくりと、三さん九く郎ろうの頰ほおを撫なでながら、ジャッジは言う。

「坊ぼつちゃま、どうカ、団だん慶けいサマを……恨うらまないで、くだサイ。あの方ハ、坊ちゃまのことを、心かラ……愛して、いたのデス」

　三九郎はその手を握り、小さく頷うなずいた。

「ああ。おまえが、正しかった」

　その言葉は、届いたのかどうか。

　彼女はただ、優やさしい微笑みを浮かべながら、三九郎の手を握りかえした。

「どうカ。あなたニ。御ご武ぶ運うんの、あらんことヲ──」

　ジャッジの手から、力が失われた。

　三九郎は唇くちびるを嚙かむ。もう一度、ジャッジの手を握りしめる。それから、三九郎はジャッジの身体を横たえ、その胸の前で手を組ませた。

「……さんちゃん」

　顔を上げると、泣きそうな顔のねねこと目が合った。三九郎はわずかに首を振り、ねねこの頭をくしゃくしゃと撫なでると、立ち上がって遠くを見た。

　雷らい火かが、こちらに近づいてきていたのだ。

『フォルスドーン』号と戦いを繰くり広げていたのか、身体のあちこちに凍とう傷しようが目立った。彼はジャッジを無感情に見下ろしてから、三さん九く郎ろうに声をかけた。

「マスターメイジを倒したのか。さすが、『アンチメイジ』だね」

　三九郎は首を振り、それから、倒れている仄ほの火かと彼女を治ち療りようしているナカタに目を向けた。

「仄火さんは？」

「……まだ治療しきれない。相当に強い毒どくみたいだ。死ぬことはないだろうが、今回の戦争には復帰できないだろう──」

「それは、良いことを聞いた」

　不意に頭上から響ひびいた声に、三九郎と雷らい火かは同時に身構えた。

　塔とうの天てん頂ちようから、水の塊かたまりが降ふってくる。その塊はどぷんと着地すると、即そく座ざにヘビの形を取って二人を威い嚇かくした。

　その口の中には──白いシャツを着た、神経質そうな男が立っていた。

「……塵じん火か」

　雷火は、低い声で兄の名を呼んだ。

　塵火は鼻を鳴らして、手を上げる。

「夜や楽がくは失敗したのか。大口を叩たたいておいて、いざとなったらこの無能とは──これは、戦後の取り分を見直して貰もらわないといけないな」

　瞬しゆん間かん、色とりどりの燃ねん焼しよう光こうが頭上に閃ひらめいた。天井が見えないほど高く伸びる内壁のあちこちから、燃焼光を輝かがやかせるメイジがこちらを見下ろしている。考えるまでもなく、塵火派のメイジだ。今の今まで様子見をしていたのだろう。

「まあ、いいだろう。『ギギリヤ』に対する貸しにしておこう。あとは──私の手て勢ぜいが、面めん倒どうを見てやる。仄火が倒れている今、残党などどれほどのものでもない」

　三九郎は、雷火と視線を見交わした。

　雷火は頷うなずく。同時に、三九郎の隣となりに立つものたちがいた。呉くれ葉は。キリコ。華か夜や。そして、ねねこ。『伏ふし桜ざくら製作所』のメンバーたちも、いずれも衰おとろえぬ戦意を浮かべて、塵火のことを見上げていた。

「……馬ば鹿か馬ば鹿かしい。それだけの手勢でなにができる？」

　一同を冷たく見下ろしていた塵火が、ぽつりと命令を下した。

「やれ。仄火から殺せ」

　その瞬間、星々のように煌きらめく燃焼光が一いつ斉せいに弾はじけた。

　豪ごう雨うのごとき魔法の集中砲ほう火か。まともに喰くらえば骨も残るまい。

　だが、それがどうした？

　あいつらはメイジで──そして、自分は『アンチメイジ』だ。三九郎はそのことがわかった。逃げまどい、泣きながら命いのち乞ごいをするのは自分ではない。敵の、メイジのほうだ。

「まずは、こいつらだ。やるぞ。雷らい火か」

「わかってるよ。三さん九く郎ろう」

　そう答える雷火の唇くちびるには、戦場には似つかわしくない笑みが浮かんでいた。




　　　　　　　　◆




「第七正門！　突とつ破ぱされました！」

「防ぼう衛えい隊たい三番、五番、壊かい滅めつ状態です！　撤てつ退たいしていきます！」

「第三正門から突入してきた敵部隊、止められませんッ！　副工房長、ご指示を！」

　悲ひ鳴めいじみた伝令メイジたちの叫さけびに、『マーチラビット・ワークショップ』副工房長、蜜みつ月づき背はい理りは、ぎり、と唇を嚙かみしめた。

　現在時刻は、午前一時二十七分。『ギギリヤ重工』が攻め込んできてから、一時間二十七分が経過している。

　逆にいえば──二時間を待たずして、『マーチラビット・ワークショップ』の本ほん拠きよは陥かん落らくしつつある、ということだった。

『マーチラビット・ワークショップ』本拠の地形設定は、『極きよく北ほくの古こ城じよう』だ。外には常に猛もう吹雪ふぶきが荒れ狂い、侵しん入にゆう者しやを凍こおりつかせていく。八番まである正門のうち、中ちゆう枢すうまでたどり着くことができるのは二つだけで、他の六つは無限の空間トラップへと続いている。正解の門はランダムの週替わりであり、本拠に入るメイジに通達されるのは正解のうち片方だけだ。正解を両方とも知るものは、背理をはじめとする幹部連中しかいないはずなのだ。

　だが、敵は、その機き密みつをいとも容易たやすく手に入れた。

　さすがに『ギギリヤ』の腕は長いということか。あるいは、幹部に裏切りものがいるのか──そう考えかけた頭を振って、背理は短い髪を揺ゆらして叫さけんだ。

「第七を空間封ふう鎖さ、親しん衛えい隊たい──『アリス』『ビル』『チェシャ』は持ち場を放ほう棄き！　隔かく絶ぜつ通路を通じて、中枢の防衛に回るよう命令しろ！」

「『ビル』は壊滅状態です！　もう治ち療りよう室しつもいっぱいで──」

「なら動けるヤツだけ引き抜いて防衛に回せッ!!」

　司し令れい室しつの窓がびりびりと震ふるえるほどの怒ど号ごうに、ウサ耳をつけた伝でん令れいメイジが泣きそうな顔で首をすくめた。

　背理は忌いま々いましげに舌打ちをして、頰ほおの傷きず跡あとを指でなぞる。悩んでいるときのクセだ。

　彼女の鋭するどい眼まな差ざしが、部屋の隅すみにある黒い紙人形を見み据すえた。

　そこに飾かざられているのは『無貌の形代トラクト・ドール』と呼ばれるマジックアイテムだった。ありふれた道具だが、これは少しばかりアレンジが加えられている。工房長である蜜月蕩とう乃のに、直通しているのだ。

『ギギリヤ重工』からの総そう攻こう撃げきを受けている今、このアイテムを使って工房長に救いを求めるのは、副工房長としての敗北だ。蕩とう乃のは、背はい理りならば工房を守りきれると信じているからこそ、彼女にすべてを託たくして『伏ふし桜ざくら製作所』へと赴おもむいたのだ。

（……蕩乃さま。なぜ、あんな工房などに……！）

　内心のつぶやきには、少なからぬ嫉しつ妬とが混じっていた。

　実を言えば、背理は蕩乃の愛人のひとりである。蕩乃が『伏桜製作所』の工房長と交わした馬ば鹿かげた契約のおかげで、最近のお相手が増えたことは喜ばしいが、だからといってこの全面戦争に際して、同盟工房を守るために戦うことはないではないか！

「敵てき先せん遣けん部隊、中ちゆう枢すう外がい郭かくに取り付きました！　ハッキングを行っています！　副工房長、どうしますか!?　副工房長──、背理さま!?」

　背理はハッと我われに返る。前方スクリーンには、円形の中枢外郭にまとわりつく赤い光点が印されている。指し揮き所じよを含ふくむ、『マーチラビット・ワークショップ』中枢部──ここを攻こう略りやくされれば、工房は機き能のうを失ってしまう。

　すなわち、敗北ということだ。

　さらに強く、背理は唇くちびるを嚙かみしめながら、大声で叫さけんだ。

「親しん衛えい三隊はなにをしている!?　さっさと隔かく絶ぜつ通路を使ってこちらに戻せ！」

「さ、三隊、は……」

　震ふるえる声で、伝令メイジのひとりがつぶやいた。振り返る。唇までもが青ざめている。

「全ぜん滅めつ、しました」

「なんだと……!?」

　背理は自分の顔が引きつるのを感じた。いかなる場合においても、指し揮き官かんは動どう揺ようを表してはいけない──そんな基本原理を忘れてしまうほど、その報告は衝しよう撃げき的なものだった。

　親衛三隊、『アリス』『ビル』『チェシャ』は、蕩乃が自みずから選別したエリートメイジ部隊だ。レベルのアベレージは23。全員がアークメイジ級であり、そこいらの雑ざ魚こ工房なら一隊で攻め滅ほろぼすことのできる戦せん闘とう力りよくを有している。

　その三隊が、全滅だと？

「……なにが、起きた。説明しろ！」

「か、隔絶通路の出口で待ち伏せを受けたようで──今、映像が出ます！」

　伝でん令れいメイジ正面のディスプレイに、中枢へと続く隔絶通路が表示された。

　赤く染そまった通路出口のあちこちに、引き裂さかれた手足や、首をへし折られて絶命しているメイジの死体が転がっている。

　酸さん鼻びを極きわめる光景の中央に、黒いスーツを着た男が立っていた。

　背理は、その男の姿に見覚えがあった。

　黒くろ谷たに平へい助すけ。

　蕩とう乃のが、もっとも警けい戒かいしていたメイジだった。

　彼は監かん視しカメラを見上げ、軽く会え釈しやくをした。それから、その手のナイフに不ふ可か思し議ぎな色の燃ねん焼しよう光こうを纏まとわせ──こちらに向かって、投げつけてきた。

　監視カメラが破は壊かいされると、指し揮き所しよにしんとした静せい寂じやくが漂った。

　遠くから金属質の音が聞こえてくる。指揮所の空間封ふう鎖さがハッキングされているのだ。

　あの音が止まったとき、敵メイジがここになだれ込んでくる。親しん衛えい三さん隊たいが全ぜん滅めつした今、指揮所に詰めているメイジだけで中ちゆう枢すうを守りきることは、不可能だ。

　チェックメイト。

　背はい理りの唇くちびるから血が溢あふれた。身を震ふるわせるほどの屈くつ辱じよくが、唇を嚙かみ破らせたのだ。

「……クォーツを用意しろ」

　低い声は、事実上の敗北宣せん言げんだ。背理はレベル27の『火属イグニス』アークメイジだが──親衛三隊を、単独で全滅させるような化け物を相手に、なにができるとも思えなかった。

　だが、それでも、蜜月背理は──否いな、この指揮所にいるメイジたちは、全員が『マーチラビット・ワークショップ』の構成員だった。

「総員に通達。ひとりでも多くの敵の命をカッ攫さらえ。奴やつらの遺い伝でん子しに、三月ウサギの怖ろしさを刻み込んでやれ」

　伝でん令れいメイジが、背理の命令をすべてのメイジに伝えていく。ウサ耳をつけたメイジたちを、ひとり残らず死兵に変える命令だ。多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい、『ギギリヤ重工』の大たい群ぐんを全滅させることなどできはしないが──生き残りに、一生消えない傷きず跡あとを残すことはできる。

　外がい郭かくから響ひびく金属音が、止んだ。

　指揮所のすべてのメイジが、持ち場を離はなれて遮しや蔽へい物ぶつに隠かくれた。

　その最前線に立ち、唇から血を流しながら、背理は手て負おいの狼おおかみのような目つきで入り口をにらみつけていた。そのクォーツが火炎の輝かがやきを帯びる。突とつ入にゆうしてきた瞬しゆん間かんに最大魔ま法ほうをぶち込んでやる。そう考え──

　そして、天井が砕くだけ散った。

「ッ!?」

　いや、違う。砕け散ったのは天井付近の空間だ。紫むらさき色いろの飛し沫ぶきを撒まき散らしながら、二つの人影が空間を砕くだき割って闖ちん入にゆうしてきたのだ。

　影ローブの人影にまたがる美女を見て、背理は思わず声をあげた。

「……ま、『マダム』……蕩乃、さま？」

「あら。背理じゃないですか。ごきげんよう」

　にっこりと笑うその頰ほおには、返り血がべったりとこびりついていた。考えるまでもなく、彼女が組み敷しいている人物の返り血だろう。ぐったりと力を失っている。背理はそれが、『ギギリヤ重工』支部工房長のアラビスカであることに気づいた。

　次の瞬しゆん間かん、今度こそ、指し揮き所しよの入り口が開いた。

「ここだ！　やれ！」

　敵てき突とう入にゆう部隊の叫さけびと同時に、容よう赦しやのない燃ねん焼しよう光こうが蕩とう乃のに襲おそいかかる。背はい理りは危あやうく悲ひ鳴めいをあげそうになった。愛する工房長が目の前で死ぬ。それは、自みずからの責任で工房が敗北する以上に、背理には耐えられないことだった。

　だが──

「『空間軸反転トラクト・オポジトウム』」

　つぶやくような詠えい唱しようと共に、輝かがやく紫むらさき色いろの壁かべが蕩乃の後ろに現れた。１平方メートルほどの小さな壁でしかなかったが、アラビスカにまたがっている蕩乃を隠かくすには十分だ。

　迫せまり来る魔法の嵐は、その壁に触ふれた途と端たん、ぐるりと反転した。

『反射』に属する『空属トラクタス』魔ま法ほう。触れたものの力学ベクトルを百八十度反転させる魔法だ。自らの魔法に自らの身体を撃うち抜かれ、敵メイジの何人かが地面に倒れ伏した。

　背理は、声の限りに叫んだ。

「反はん撃げきしろ!!　工房長を守れ!!」

　号令一下、指揮所に詰めていた伝令メイジたちが、それぞれが持てる最大魔法を敵にぶつける。赤青黄白緑黒。さまざまの魔法が色とりどりに閃ひらめき、敵を、味方を、空間を撃うち、貫つらぬき、焼き、切り裂さいていく。

　その中で──蕩乃は、悠ゆう然ぜんと立ち上がった。

　窒ちつ息そくしそうなほどの魔ま力りよくの奔ほん流りゆうを、蕩乃はそよ風ほどにしか感じていないようだった。味方が彼女に魔法を当てるわけはないし、壁に守られているために敵も彼女を撃とうとはしない。穏おだやかな表情のままで、蜜月蕩乃はつぶやく。

「『空が裂ける日トラクト・エクシデイウム』」

　瞬間、紫色の亀き裂れつが二つ、びしりと音を立てて広がった。

　蕩乃の前方と、敵メイジ陣の中央に、それぞれひとつずつ。

　背理をはじめとする『マーチラビット・ワークショップ』のメイジたちは、戦慄と共にそれを見守っていた。

　紫色の亀裂の向こうに──内臓が浮かんでいたからだ。

　腎じん臓ぞう。肝かん臓ぞう。胃い。小しよう腸ちよう。心しん臓ぞう。脳。赤にピンクにワインレッドと、様々の色合いの臓ぞう器きが見える。どくどくと鼓こ動どうし、蠕ぜん動どうしている。まだ生きている内臓だ。

　蕩乃はそのうちのひとつ、心臓に、無む造ぞう作さに手を伸ばした。その細い指先が、どくどくと鼓動を打つ心臓に触れる。

　敵メイジのひとりが、びくりと身体を震ふるわせて、亀裂の走る自らの身体を見下ろした。

「え？」

「『暴風のように』」

　独ひとり言ごとのようにつぶやきながら、蕩とう乃のはその心しん臓ぞうを手にする。摑つかむ。そして。

「──『カッ攫さらう』」

　引きずり出した。

　ぶぢぶぢと、厭いやな音を立てながら、心臓は蕩乃の手に握られて亀き裂れつのこちら側へと引き出された。それにまとわりつく多くの血管が引きちぎられ、赤黒い血を撒まき散らした。

「あっ、あ、あっ、ああっ」

　敵メイジのひとりが不ふ可か解かいなダンスを始める。両腕をだらりと下げて、痙けい攣れんじみた動きで踊っている。

「うふふ」

　その姿に流し目を送りながら、蕩乃は引きずり出した心臓を顔の前に持ってきた。まだ鼓こ動どうしているそれに、蕩乃は愛いとおしそうに口づける（その瞬しゆん間かん、背理は心臓を引きずり出されたメイジに狂おしいほどの嫉しつ妬とを覚えた）。

　蕩乃はキスが終わった途と端たん、心臓を地面に放り投げ、ゴミのように踏ふみつぶした。

「あば、ぶばっ！」

　口から血を吐はき出して、敵メイジのひとりが倒れる。ごぼごぼと血ち溜だまりが地面に広がっていく。敵のメイジ部隊は、呆ぼう然ぜんとして彼のことを見下ろしていた。

　いつの間にか魔ま法ほうの応おう酬しゆうは止やみ、静せい寂じやくが場を支配した。

　その静寂の主あるじ、支配者である蜜みつ月づき蕩乃は、指し揮き所しよの中央にただひとり立ちながら、血まみれの顎に指を当てた。ショーウィンドウに並ぶ宝石を選ぶかのように、亀裂の向こうにの臓ぞう器きを見比べ、

「次は、どれがいいかしら？」

「ひっ──」

　くぐもった悲ひ鳴めいをあげて、敵メイジのひとりが後ずさった。蕩乃の流し目が、そのメイジを射い貫ぬく。蛇へびのような視線でメイジの動きをしばりながら──手を伸ばして、無む造ぞう作さに臓器を摑つかんだ。

　脳。

　さすがに、それを愛いとおしむことはしなかった。なんの躊ちゆう躇ちよもなく握りつぶすと、まさしく蕩乃が見つめていたメイジの身体が、形容しがたい動きをした。身体に一いつ切さいの傷をつけず脳だけを潰つぶすと人間がどうなるのか、その場にいたすべてのメイジたちは貴重な光景を目にすることができたと言える。

　蕩乃は少女のように笑いながら、血と髄ずい液えきにまみれた手をぱちぱちと打ち合わせ、

「やったあ。大当たり♪」

　今度こそ──

『ギギリヤ重工』侵しん攻こう部隊のメイジたちは、恐きよう慌こうを来きたした。

「て、撤てつ退たい！　撤退しろォッ！」

　隊長が金切り声で命令を下す。その身体には亀裂が走っている。だが、そんな命令を下すまでもなく、すでに彼の部隊は撤退を──否いな、逃走を始めていた。恐怖の悲鳴をあげながら、我われ先さきに中ちゆう枢すう外がい郭かくから逃げ出そうとする。

「伝でん令れい！　この映像を映せ！　本ほん拠きよにいるすべてのメイジに、伝えろ！」

　背はい理りは思わずそう叫さけんだ。伝令メイジはすぐに魔ま法ほうを詠えい唱しようし、『マーチラビット・ワークショップ』本拠のあちこちに設置されている空間装置にその映像を出力させた。

　全身を敵の血で塗まみれさせながら、敵の工房長を足あし下もとに踏ふみつけ──

　カメラ目線でＶサインをする蜜みつ月づき蕩とう乃のの姿を！
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（ああっ……『マダム』、蕩乃さまっ！）

　その凄せい惨さんなまでの愛らしさに、背理は鼻血が出そうになった。それをぐっと吞のみ込んで、さらに命令を下す。

「蕩乃さまがお帰りになった！　総員、気合いを入れろ！　ふぬけた真ま似ねをしてみろ！　一生蕩乃さまに軽けい蔑べつされるからな！」

「「「はッ!!」」」

　蜜月蕩乃の帰き還かん。それこそは、『マーチラビット・ワークショップ』所属メイジたちにとっての勝利の光景だった。捨て身の特攻を仕し掛かけようとしていたウサ耳メイジたちにとって、それに勝る福ふく音いんはなかっただろう。

　ふと──

　蕩とう乃のが纏まとう気配が、がらりと変じた。

　複数の敵メイジに囲まれても、余よ裕ゆうの笑みを崩くずさなかった蕩乃が、その表情をきつく引き締しめていた。蕩乃の横顔を見つめていた背はい理りだけが、その変化に気づいていた。

　それをもたらした人物の存在も。

「……黒くろ谷たに」

　ぼそりとした声に、背理は反射的に中ちゆう枢すうの出口を見つめた。

『ギギリヤ重工』侵しん攻こう部隊が逃げ去っても、その男は変わらずにそこに立っていた。

「なるほど。あなたが向こうにいたというわけですね。道どう理りで手ぬるいと思いました」

　にこにことした笑みを口元に貼りつけて、黒谷平へい助すけはゆっくりと部屋に入ろうとした。

　背理は怒りに我われを忘れた。クォーツを取り出そうとして──しかし、蕩乃が手を上げて、その動きを制する。

「こいつは私が殺す。手を出したら、おまえも殺す」

　別人のような、声、表情──

　それだけで、背理はぴくりとも動けなくなってしまった。

　そこにいる蕩乃は、すでにして背理の知っている蕩乃ではなかった。先ほどの侵攻メイジたちを虐ぎやく殺さつしたように、嵐あらしのように荒れ狂う暴力の中にも、必ず余裕や茶ちや目めっ気けが含まれているのが蕩乃だったはずなのに。

　今の彼女には、黒谷への殺意しか感じられなかった。

「いじましい。まだ団だん慶けいのことを想っているのですね」

　黒谷が、目を細めながらそんなことを言い──

「『断裂世界トラクト・ペラジタツト』!!」

　鋭するどい詠えい唱しようが、室内に響ひびいた。

　戦せん闘とうは終わったと思い込んでいた伝令メイジたちが、びくりと身をすくませてこちらを見る。紫むらさき色いろの光の線が、幾いく重えにも折り重なって黒谷を襲おそった。終わりだ。背理はそう思った。全方位から襲いかかる断だん裂れつの糸を、避よけることなどできるはずがない。

　黒谷は唇くちびるを笑ませ、それから、ぎしりと奥歯を嚙かみ鳴らした。

　不ふ可か思し議ぎな色の燃ねん焼しよう光こうが閃ひらめき、黒谷の身体を押し包む。

　蕩乃の全身が、緊きん張ちようするのがわかった。

　黒いモーニングドレスが、弾はじかれるように吹っ飛んだ。そのまま壁かべ際ぎわに叩たたきつけられる。なにが起こったのか、背理にはわからなかった。

　ただ、目の前で起きている事態を記述することはできる。

　蕩乃が壁際に叩きつけられ──黒谷が、その肩口に、ナイフを突つき刺している。

「お見事。私の初しよ撃げきを躱かわすとは、あなたも昔のもあなたではない」

　蕩とう乃のの白い肩に突き立てられたナイフを、ぐりぐりと抉えぐり動かしながら、黒くろ谷たには薄うすい笑いを含ふくんだ声で囁ささやいた。

「しかし、しょせんは小娘ですねえ。あの程度の挑発で頭に血を上のぼらせるなんて」

「っ……！」

「おっと。そこまでです」

　手て袋ぶくろを嵌はめた黒谷の左手が、蕩乃の喉のどをぎりぎりと締しめ上げた。『マダム』の麗うるわしい横顔が苦痛に歪ゆがみ、青ざめていく。呼吸ができない。ということは詠えい唱しようができない。背はい理りにできるのは、このまま、愛する工房長がくびり殺されるところを見ているだけ──

「う、ッ、────『紅蓮群狼イグニ・ルーパス』!!」

　その詠唱は、悲ひ鳴めいに似ていた。

　火炎色の燃ねん焼しよう光こうが、複数の狼おおかみを呼び出した。『火属イグニス』の眷けん属ぞく、炎の毛皮を纏まとう狼の群れだ。彼らは燃もえる涎よだれを垂たらしながら、蕩乃を束そく縛ばくする黒谷の背中に飛びかかっていった。

　黒谷の姿が、また消えた。

　束縛を解とかれて、蕩乃がその場に崩くずれ落ちそうになる。彼女は鋭するどく背理のことを見た。

　手を出したら殺す──その言葉を、忘れたわけではない。

　だが、蕩乃が殺されるのを指をくわえて見ているくらいなら、蕩乃に殺されたほうがまだマシというものだ。

「忘れていました。ここは敵地でしたね」

　あらぬ方向から、黒谷の声が響く。蕩乃と背理は、同時に彼のことを見た。

「蜜月蕩乃の首を挙げる前に、皆殺しにする必要があるかもしれません──」

　再び、その手のクォーツが、不可思議な色に燃ねん焼しようしはじめる。そう、不可思議だ。見たことのない燃焼光をしている。

　あれは、まるで──黒と金色を、混ぜ合わせたかのような、そんな色だ。

「……黒谷。おまえ」

　ぼそりと、蕩乃がつぶやいた。

「黒と、金色。『複ふく合ごう魔ま法ほう』だと？　──なにをした？」

　黒谷は笑う。そうして、答えようとして、ふと片耳を押さえた。

「失礼。工房長からの通信です」

　バカにしている。そう思ったが、攻こう撃げきを仕し掛かけることはできなかった。彼の周りを取り囲む『紅蓮群狼イグニ・ルーパス』に命令を下すことすらできない。その瞬しゆん間かん、反はん撃げきが来ることが、まるで未来予知のようにわかりきっている。

「はい。いつもお世話になっております。黒谷です。──はい。はい。──はい？」

　わずかに、黒谷は眉まゆを寄せ──それから、床ゆかに転がるアラビスカを見下ろした。

「なるほど。わかりました。ちなみに、彼女でしたら、目の前に転がっていますが──回収しますか？」

　しばしの間のあと、黒くろ谷たにはかすかに笑った。

「了りよう解かいしました。では、失礼します」

　そうして、彼は蕩とう乃のたちに向き直る。

「残念ですが、決着は先延ばしになりました。なに、安心してください。戦争は続くのですから、死ぬのが少しだけあとになったというだけです」

　蕩乃は反論しない。肩口を貫つらぬかれた傷を押さえ、じっと黒谷をにらみつけているだけだ。

「用件が済んだら──また、戻ってきましょう。それでは、失礼します」

　慇いん懃ぎんに礼をして、黒谷の身体を黒金の光が包み──消えた。

　呆ぼう然ぜんと、背はい理りはその消失を見守っていた。

　ふと、彼女は蕩乃のことを見た。蕩乃も背理を見返していた。自然に膝ひざが崩くずれ、その場に跪ひざまずいてしまう。

　どういう理由があったとしても、命令違反は命令違反だ。殺されても文句は言えない。無念ではあったが、後悔はなかった。愛するものを救うことができたのだし、愛するものに殺されるのならば、それはそれで、出来た死に様と言えるのではないだろうか。

　蕩乃の影が背理を覆おおい、彼女はびくりと身をすくませて、

「その唇」

　蕩乃は背理の顎あごに手を差し伸べて、上向けさせた。

「名めい誉よの負ふし傷よう、ですか？」

「はっ。いえ──」

　まさか屈くつ辱じよくのあまり嚙かみ破ったのだとは言えない。背理が顔を赤らめていると、蕩乃は軽く首を傾かしげ──背理の唇を吸った。

「………………っ」

「早く治なおる、おまじない」

　蕩乃は、恥はずかしそうに背理から視線を外した。

「先ほどの命令は、撤てつ回かいします。あなたのおかげで命が助かりました。ありがとう」

　そうつぶやいて、彼女は室内を見渡した。

「まだ戦争が終わったわけではありません。気を引き締しめなさい。全隊に中ちゆう枢すう外がい郭かくに集合するよう伝達。その後、反撃を始めます」

　その背中を見つめながら、背理は目を潤うるませて、こんなことを考えていた。

（……蕩乃さま。一生……ついていきます……！）




　　　　　　　　◆




「……いやだ、いやだ、いやだ、いやだッ……！」

　闇やみの中に、すすり泣きにも似た声が響ひびいている。

　飛ひ翔しようする『フォルスドーン』号の背にへばりつく夜や楽がくは、酷ひどい有あり様さまだった。着ているタキシードはボロボロに崩くずれ、五本あった腕は一本しか残っていない。巨体に張りつく姿は、惨みじめな三本足の虫けらのようであった。

「いやだ、いやだ、いやだ！　わ、私は──私は！　メイジなんだ！　メイジ、なんだぞ！」

　からからと、虚むなしい音を立てて仮面が回転する。仮面の下には、なにもなかった。のっぺりとした、黒いゴム質の皮ひ膚ふが広がっているだけだ。

　ただ、その中央に、桃もも色いろの『エバーライト』が埋うまっている。

　それは、いまだにぎらぎらとした輝かがやきを放っていた。御み影かげヶが原はら夜楽の、果てしない欲望を示すかのように。

「メイジだ、私は……メイジなんだ。あいつらとは違う。あの──ゴミども！　ゴミカスども！　クズどもとは！　違うんだ！　それを！　それをォッ──、あっ」

　不意に、『フォルスドーン』号が停止した。

　夜楽の身体は、急停止に耐えられず前方に投げ出され、何度かバウンドしてから、靴くつに当たって止まった。

「こんにちは。御影ヶ原夜楽さん」

　その男は、氷のような薄うす笑えみを浮かべながら、転がったステッキを拾ひろい上げた。

「……くろ、たに……」

「困りますね。勝手に戦線を放り捨てられては」

　よろよろと、夜楽は立ち上がろうとする。混こん迷めいを極きわめる思考の中で、彼は目の前にいる男がどのような人間なのかを忘れ去っていた。ただ、その立場だけを知っていた。

「助けろ……、私を！　……あの、魔ま女じよから……『アンチメイジ』から！」

「あなたのおかげで総工房長の計画は変更を余よ儀ぎなくされました。まずはそのことを理解していただきたい」

　夜楽の言葉を一いつ切さい無視して、淡たん々たんと黒谷は告げる。

「あなたが伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうを殺し、私が『マーチラビット・ワークショップ』を落とす。そのはずだったのですが、あなたの脱落によって、伏桜は桐きり之の宮みや塵じん火かに任せることになってしまいました。もしも成功すれば、発言権が増してしまう。──まあ、それも望み薄うすですがね」

　しゃがみ込んで、黒谷は、夜楽の顔を覗のぞき込んだ。

「総工房長は、私に伏桜三九郎を殺すことをお望みだ」

「…………しかし、おまえは…………」

「そう。私には、奴やつを殺すことができない。団だん慶けいの呪じゆ縛ばく、彼の『遺ゆい言ごん状じよう』に縛しばられているから。しかし──」

　黒くろ谷たには懐ふところに手を差し入れ、ひとつのクォーツを取り出した。

　夜や楽がくは唾つばを飲み込む。この窮きゆう地ちにあっても、欲深な彼にそうさせるほど、そのクォーツの純度が見事だったからだ。

「あなたなら。これを使えば、私を、その呪じゆ縛ばくから解とき放つことができる」

　ちかちかと、夜楽の『エバーライト』が明めい滅めつした。

　その選択肢しは、ずいぶん前から、幾いく度ども夜楽に示されていたものだ。『遺言状』はメイジが最後の魔ま力りよくを練ねり上げて創つくり出す呪縛だが、それが作用するのはかけられたものの心──つまり、『心属アニマ』の領りよう域いきなのだ。

　しかるべきクォーツを用意すれば、夜楽はそれを解くことができる。

　今までそれをしなかったのは、黒谷があまりにも危険な男だったからだ。枷かせがなければ走りすぎてしまう。黒谷が敵を全員殺しました、というシナリオは、戦後『ギギリヤ』と渡り合う上で不利に働く。

　だから夜楽は、自分の手で『伏桜』を殺そうとしたのだ。

　しかし、今、彼は失敗した。敗北した。『アンチメイジ』と『伏桜の魔女』の二人によって、その魔法の才を剝はく奪だつされかけ、命からがら逃げ出してきたのだ。

　もはや御み影かげヶが原はら夜楽に発言権はない。この戦争が終わったとしても、『ギギリヤ』が約束した報ほう償しようにありつけるかどうか。下手へたをすれば、このまま吸きゆう収しゆう合がつ併ぺいされ、工房長の地位さえ剝奪されてしまうかもしれない。

　だが、今の夜楽の頭にあるのは、そんな利り害がい損そん得とくではなかった。

「それを、使って……おまえの呪縛を解けば……」

「私が、伏桜三九郎と春日かすがねねこを殺しましょう」

　彼のなかにあるのは、ただ、恐怖だ。

　メイジでいられなくなることへの恐怖。あの惨みじめであった『トイズ・ファクトリー』時代に逆戻りしてしまうという恐怖。それだけが、夜楽の頭を占しめていた。

　その恐怖から逃れるためならば──なんでも、する。

　震ふるえるマジックハンドで、黒谷が差し出したクォーツを挟はさみ込み、そして、詠えい唱しようした。

「『浄化の炎アニマ・ピユリフアイ』……」

　ぼそりとつぶやいた言葉に、桃もも色いろの光が炎になる。舌を伸ばすように、その炎は黒谷に巻き付き、彼の身体を吞のみ込んで──やがて、消えていった。

「ふむ」

　黒谷は、不ふ思し議ぎそうな顔をして立ち尽くしている。自分の身体を見下ろし、掌しよう底ていでこめかみをとんとんと叩たたいてみる。

「これで……おまえの呪じゆ縛ばくは、解けたはずだ。伏ふし桜ざくら団だん慶けいほどのメイジが残した『遺ゆい言ごん状じよう』を解けるのは……私くらいのものだからな……」

「そうですか。ありがとうございます」

　にこりと笑って、黒くろ谷たにはそう礼を言い、それからふと思い出したように、

「ああ、そうだ。それと、あとひとつ」

「…………？」

　そして、夜や楽がくは思い出した。

　目の前にいる男が──狂気と魔ま性しように溢あふれた、もっとも枷かせを外してはいけない獣けものであったということを。

「ぎっ!?」

　頓とん狂きような声が、夜楽の喉のどから漏もれた。

　素す早ばやく突つき出された黒谷の手が、夜楽のクォーツを──ゴム質の素顔に輝く、『エバーライト』を摑つかんだのだ。

「総工房長の計画を遂すい行こうするために、もうひとつ大事なものがありました。それをいただいておきます」

「なッ、──なに、をッ」

「あなたの『エバーライト』。『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の『コルドロン』を起動させるための鍵かぎを、いただいておきます」

　白い手て袋ぶくろを嵌はめた手に力が込められる。夜楽の一本しかない腕が、上等な革かわ靴ぐつを履はいた両足が、頭を踏ふみつぶされた虫のような動きで痙けい攣れんした。

「なにしろ計画のためには、すべての工房の『コルドロン』を臨りん界かい状態にまで持って行かなくてはいけませんからね。あなたでは、もう、それは不可能でしょう？」

「そッ、そんな、ことは、ない！　私は、まだ──」

「一度負け癖ぐせがついた犬は、その後、何度でも負けるものですよ」

『エバーライト』が、人じん工こう精せい霊れいの核かくが──ゆっくりと、引き抜かれていく。魂たましいを引きちぎられるかのような激痛。

「あなたは伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうに恐怖した。恐怖し、逃げ出した。狂える人工精霊の王であったあなたが逃げ出したのです。もはや使い物にはならない。恐怖に負ける狂気など、私たちには必要ない」

「──、フッ、『フォルスドーン』!?　なにをしている!?　私を、助け──」

　首だけで振り返り、自じ慢まんの怪かい物ぶつに命令しようとしたところで──夜楽は、その身体を強こわばらせた。

『フォルスドーン』の三つある頭は、すべて切り落とされ、地面に転がっていた。

　黒くろ谷たにの仕し業わざだ。いつそんなことをしたのか、まったくわからなかった。伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうに対して抱いだくものよりも、なお強い恐怖を、夜や楽がくは黒谷に抱いた。

「ですから鍵だけをいただきます。有効に活用してあげますよ。あなたはもう、なにもしなくていい。ただ──死ねば、それでいい」

　私が、死ぬ？

　その言葉が、夜楽の頭の中で乱反射した。死。生の終わり。意識の消しよう滅めつ。魔ま法ほうを使えなくなるどころではない。なにもできなくなる。彼が見下げ果てた『普通の人間』よりもさらに無力な、塵ちり芥あくたに等しい存在になってしまう。

「やめろ──やめろ！　やめて！　やめてください！　やめてェェッ!!」

　瞬しゆん間かん的に、夜楽はパニックを起こした。手足を暴れさせる。抵てい抗こうしようとする。

　今まで踏ふみにじってきた無数の虫けらたちと同じように、無意味に足あ搔がこうとして──

　そして『エバーライト』は、引き抜かれた。




　ぶつん、と電源を切られたように、夜楽の身体は動かなくなった。

　当然だ。魂たましいを抜かれて、まだ動いていられる存在などどこにもいないだろう。

「…………」

　黒谷は、手で摘つまんだ『エバーライト』を検けん分ぶんしてから、それを懐ふところへと収めた。その顔にはどんな表情も浮かんでいない。笑みも、侮ぶ蔑べつも、哀あわれみも、なにも。

　ふと、彼はクォーツを取り出した。それを、黒色に燃ねん焼しようさせる。

「『忍び寄る悪夢デイアブル・テンペスタス』」

　黒谷の影が伸びて、夜楽の身体を──かつて夜楽と呼ばれていたガラクタを押し包む。マジックハンドのような手も、ゴム質の顔も、上等の革かわ靴ぐつも、すべてが黒谷の魔法によって腐くさり果て、黒ずんだ塵となって、吹き散らされていった。

　そのとき、声が響ひびいた。

《きみらしくもないね、黒谷。感かん傷しようかな？》

「いいえ」

　驚おどろいたふうもなく、黒谷はそう答えると、踵きびすを返した。

「あなたもご存ぞん知じでしょう。私は残ざん骸がいが嫌きらいなのです。かつてあったものの残りカスが、そこにありつづけるということが──耐えられない」

《ああ。そうだったね。だからきみは、そんなにも『伏桜』に固こ執しつしているんだ》

「ですが、それも、もう終わりだ。かなり計画には変更が起きましたが、結末は変わらない。彼らを全員殺し、そして、この土地を『ギギリヤ』のものにする」

《そのとおり。ああ、それと》

「……まだ、なにか？」

《アラビスカが失敗したから、きみが次の工房長だ。おめでとう。がんばってくれ》

　黒くろ谷たには、鼻で笑った。

「了りよう解かいしました──ギギリヤ・モーバイン総工房長」

　それだけを答え、黒谷は、世界最高のメイジとの通信を切った。

　彼にとっては、自分もアラビスカも、使い捨ての駒こまでしかない。計画を遂すい行こうするためであれば、ギギリヤ・モーバインは自分のことをあっさりと切り捨てるだろう。アラビスカがそうされたように、世界最大の工房の主あるじにとっては、『伏桜製作所』も『親しん王のう坂ざか大たい戦せん』も、まったくもって大した問題ではないのだ。

　そして、黒谷も、そんなことは問題にしていない。

　彼が執しゆう着ちやくするのは、ただひとつのことでしかないから。

「……それで、ようやくケリをつけられる」

　ぼそりとつぶやいて、黒谷は前を向いた。目の前の空間が歪ゆがみつつある。迎むかえの『空属トラクタス』メイジがゲートを開くまでのあいだ、黒谷はどこか恍こう惚こつとした表情で、それを待っていた。
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　三さん九く郎ろうは顔を上げて、飛ひ来らいする魔ま法ほうの群れを見つめていた。

　さまざまな色しき彩さいを見せる魔法の光こう芒ぼうが、薄うす闇やみにきらきらと煌きらめいているさまは、幻想的でありながら殺人的だった。それらの魔法のどれひとつを取っても、人間を十分に殺すことのできる威い力りよくを持っているということを、三九郎は知っている。

　だから、彼は迷わずにその選択を行った。

　自みずから進んで敵を殺すつもりはない。

　かといって、自じ滅めつする敵を助ける義ぎ理りもない。

　三九郎は、一歩前に進み──そこに、すべての魔法が着ちやく弾だんした。

　足あし下もとに敷しき詰められていた玉たま砂じや利りが散さん弾だんのように飛び散り、焼け焦こげ、酸さん化かしては消しよう滅めつしていく。ほぼすべての『属性アライメント』を有する多重魔法攻撃は、戦車の一いつ斉せい射しやに等しい破は壊かいをもたらした。『火属イグニス』と『水属アクア』の対つい消しよう滅めつが大量の水蒸気を立ちこめさせ、煙えん幕まくが『伏桜』と仄ほの火か一派の姿を押し包んだ。

　その煙幕を──

　紅ぐ蓮れんの騎き士しが切り裂さいて、飛び出した。

　吹き散らされた煙幕の向こうには、桐きり原はら雷らい火かが立っていた。無傷で、炎色に燃ねん焼しようするクォーツを握りしめている。その背中を、伏桜三九郎が守っている。

　雷火が操そう作さする『業火の軍神イグニ・ウルカヌス』は、塵火に向かって一直線に跳ちよう躍やくした。

「『水棲領域アクア・レグナム』！」

　水の蛇へびから半身を出していた塵火は、素す早ばやく魔法を詠えい唱しようした。青色の燃焼光が大量の水に代わり、ごぼりと音を立てて塵火の周囲を包み込んだ。

　その内側から、塵火は号令を下す。

「なにをしている！　攻こう撃げきの手を緩ゆるめるな！　奴やつらは、まだ生きているぞ！」

　一いつ拍ぱくののち、一いつ斉せい攻撃が再開された。煙幕が立ちこめる中庭に、さらなる魔法が直ちよく撃げきし──そのほとんどが弾かれる瞬しゆん間かんを、多くのメイジが目もく撃げきした。

『アンチメイジ』スキル、『パリング』。

　ふッ、と呼気を吐はいて、三九郎は両腕を円を描えがくように動かした。その腕に触ふれた瞬間、魔法はあらぬ方向へと逸そらされていく。

　三九郎は三つまでしか魔法を盗むことはできないが、このスキルならば、無限に、永遠に魔法を弾き続けることができる。

　そして──弾かれた魔法は、三九郎たちを囲む塵火派のメイジたちに着ちやく弾だんした。

「ッ、や、やめろ！　攻撃を中止しろ！」

　塵火は狼ろう狽ばいした。指し揮き官かんは狼狽してはいけない──少なくとも、それを決して表に出してはいけないということを、彼は知らなかった。

　ほんの十秒のあいだに矛む盾じゆんする命令を出された麾き下かのメイジたちは、行動が遅れた。攻撃を続けるもの、中止するもの、それぞれの表情に不安の色が滲にじんでいた。

　そのあいだに不運なメイジたちが、弾はじかれた魔ま法ほうに巻きこまれ、あるいは『業火の軍神イグニ・ウルカヌス』に切り込まれていく。整然と並んでいた塵じん火か派のメイジたちが、その足並みを乱れさせていた。

「サンクロ！　呉くれ葉はちゃんも出るぜ！」

　三さん九く郎ろうは後ろを振り返る。そこにはＡＫを肩に構えた呉葉が、ぎらぎらとした笑い顔を浮かべていた。すでにクォーツを青色に燃焼させ、戦せん闘とう準備は万ばん端たんと言ったところだ。

　三九郎は短く答える。

「殺すなよ」

　呉葉はびっくりしたように目を丸くして、それから唇くちびるを尖とがらせた。

「ンなこと言ってもさあ。相手は殺すつもりでかかってくるんだぜ？　こっちだって──」

「それじゃ意味がないって、前に話したでしょ」

　そう答えたのは、彼女の傍かたわらに佇たたずむ華か夜やだった。応急処置の包ほう帯たいを手足に巻き付けた姿は、夜や楽がくとの戦いで受けた傷を物語っている。それでも、彼女は黒くろ髪かみを後ろでまとめて、こちらを見下ろす塵火派のメイジたちを見上げた。

「戦争で、メイジが死ぬなんて当たり前のことなんだから。私たちはそんなことはしない。もっと、効果があることをするんだって。──ね、三九郎くん」

　ちらりと向けられた目配せに、三九郎は深く頷うなずいた。隣となりにいるねねこが、不安そうに唾つばを飲み込む音が聞こえた。

「まあ、努力はするけどさー。不ふ慮りよの事故ってのは、戦争にはつきものなんだからな。──『水の刃アクア・グラデイオ』！」

　文句を言いながらも、呉葉は自分たちを狙ねらう塵火派のメイジを狙そ撃げきしはじめた。ＡＫから放たれた『水属アクア』の刃やいばは、敵メイジの足や腕を貫つらぬき、彼らを戦闘不能へと陥らせていく。

　とはいえ、呉葉の攻こう撃げきは、あくまでも牽けん制せいでしかない。

『伏ふし桜ざくら製作所』の真の怖ろしさは、二人の異い能のうの持ち主である。

　その片割れ、春日かすがねねこがゆっくりと三九郎に歩み寄ってきた。泣きそうな顔をしている。怯おびえているのだ。戦場のただ中に放り出され、死と隣り合わせにさせられて、今にも泣き出してしまいそうなほどに恐怖しているのだ。

　それでも、彼女は、三九郎の前に立ち、つぶやいた。

「……さんちゃん。やるね」

「ああ。頼たのむ」

　ねねこは、両腕を前に押し広げた。

　瞬しゆん間かん、格こう子し状じように輝かがやく紫むらさき色いろの『窓』が、彼女の周囲に咲き乱れた。十を超こえる開かれた『窓』の向こうには、高速で回転する色とりどりの『糸』がある。

　どのメイジも、その『糸』に見覚えがあるはずだ。

　メイジと『御み柱はしら』のコネクション。レベルが上昇するときに、一いつ瞬しゆんだけ姿を現す魔ま法ほうの『糸』。それがどれだけ大事なものなのか、メイジならば誰だれもが知っていることだ。

　三さん九く郎ろうも、知っている。

　彼は『アンチメイジ』。異い端たんのメイジだ。メイジがどれだけその『糸』を、魔法の才能を大事にしているのか、なによりも知っている。『糸』によって『御柱』と繫つながっているからこそ、彼らは自みずからを特別な存在だと考え、人の命を奪うことに微み塵じんの躊ちゆう躇ちよも見せないのだから。

　魔法がなければ、メイジは、彼ら自身がゴミ同然と見下している『普通の人間』になってしまう。

　三九郎がメイジを殺さないのは、メイジを思いやるがゆえではない。呉くれ葉はに言ったとおり、それでは意味がないからだ。死はメイジにとっての罰ばつになり得ない。本当の罰は──

「……『スティール』」

　つぶやきながら、三九郎は踏ふみ込み、手にした『アエリシス』を一いつ閃せんした。

　魔法を盗ぬすむ魔法が、魔法の源である『糸』を断ち切っていく。

　ぶちぶちと引きちぎるような感覚が『アエリシス』を握る手に帰ってくる。メイジを殺す感覚だ。メイジそのものではなく、彼らの魔法を、彼らをメイジたらしめているものを──殺していく。

　異変は、敵てき陣じん中で起きた。

『業火の軍神イグニ・ウルカヌス』を仕し留とめようと魔法を集中していたメイジたちが、突とつ如じよとしてその魔法を封じられたのだ。クォーツの燃ねん焼しよう光こうが水を掛けられたように消え去り、その数人のメイジは目を丸くして自分の手元を見下ろし、再び詠えい唱しようを試みようとした。

　だが、できない。

　彼らは永久に魔法を封じられたのだ。メイジとしての死を迎むかえた。何度詠唱をしても、どれだけ高級なクォーツを使っても、もはや、どんな魔法も使うことはできない。

　彼らは──メイジでなくなったメイジたちは、信じられないといった面おも持もちで、手の中のクォーツを覗のぞき込んでいた。その表情を絶望が塗ぬり潰つぶし、その頭上に、『業火の軍神イグニ・ウルカヌス』が剣を振り下ろそうとする。

「雷らい火か！」

　頭上から散さん発ぱつ的に放たれる魔法を弾はじきながら、三九郎は背中合わせに立つ友人に向かって叫さけんだ。

「無力化したメイジは殺すな！　もうあいつらは『普通の人間』だ。殺しても意味がない」

「……僕ぼくには、そっちの『工房哲学コンセプト』に付き合う理由はないぞ」

　言いながらも、雷火は『業火の軍神イグニ・ウルカヌス』を操そう作さして剣を止めた。紅ぐ蓮れんの騎き士しは身を翻ひるがえし、他の敵へと向かっていく。無力な相手を殺すのは無む益えきである。それよりも先に対処しなければならないメイジが、多くひしめいているのだ。

　それを確認しながら、三さん九く郎ろうは目だけで雷らい火かを見る。繰くり返す。

「殺したら、意味がないんだ。見せつけないといけない」

「見せつけるって、なにを、誰だれに？」

「俺たちに敵対したらどうなるかを──メイジ世界に！」

　ねねこは踊るように回転しながら、次々と『窓』を押し開いていく。煌きらめく格こう子しの向こうで回転する『糸』を、『アエリシス』が無情に切り裂さいていく。そのたびに、頭上で散発的に閃ひらめく魔ま法ほうの光が、ひとつずつ消えていくのだ。

「魔法が──」

「使えない！　どうなってるんだ!?」

　困こん惑わくの声が頭上から聞こえる。その声に、呉くれ葉はが『水の嵐アクア・テンペスタス』を乱射しながら叫さけび返した。

「アッタマ悪ぃなァ！　テメェらは、もうメイジじゃねーってことだよ!!」

「なっ……!?」

「魔法もクォーツも使えねぇ、『普通の人間』ってことだ！　殺されたくなけりゃ、さっさと尻しつ尾ぽ巻いて逃げ出しな！　ぎゃはははははは！」

　悪人のような（呉葉は悪人だが）哄こう笑しようを響ひびかせる呉葉に、塵火派のメイジたちの顔色が変わった。恐怖。絶望。魔法の才能を剝はく奪だつされたメイジたちは青ざめ、いまだに『窓』を開かれていないメイジたちは──文字通り、心底から、恐怖していた。

「──魔ま女じよ」

「魔女だ！」

「殺せ！　『伏ふし桜ざくらの魔女』を！」

　踊るように『窓』を開きつづけるねねこに、恐怖を由来とした怒りの叫さけびが叩たたきつけられた。塵火の命令を待たずして、魔法の砲ほう火かが閃き──しかし、その半数は三九郎によって『パリング』される。

　もう半数を防いだのは、二人の少女だった。

「ママは！　あたしが！　傷つけさせませんッ！　──『地母神の子テツラ・ドール』！」

「絶対に、守るから。──『生命の揺り籠ヴイタ・スクトウム』！」

　岩の巨人が身を挺ていしてねねこを守り、その周囲を植物の檻おりが取り囲む。そのあいだにもねねこは踊る、踊る。メイジにとっての死のダンスを、『窓』を開く手を揺ゆらめかせて、紫むらさき色いろの格子を生み出しつづける。

「いいのか？」

　ぽつりとつぶやいたのは、雷火だ。

「きみはあの子を守りたかったんだろ。だけど、あれじゃ、メイジたちの憎しみの的になってしまう。メイジ世界は、あらゆる手を使ってあの子を消そうとするぞ」

「俺たちが守る」

　三さん九く郎ろうは雷らい火かを見つめ、そう答えた。

　その瞳ひとみに浮かぶ悲ひ壮そうな決意に、雷火は口を噤つぐんだ。

　春日かすがねねこ、『伏ふし桜ざくらの魔ま女じよ』の鮮せん烈れつなデビューは、メイジ世界を揺ゆるがすだろう。あらゆるメイジの憎しみが、彼女に、『伏桜製作所』に集中する。

　それでいい。いや、それしかないのだ。

『伏桜製作所』が──異い端たんの工房がメイジ世界を生き延びるには、それしかない。メイジ世界は過か酷こくな世界だ。息を殺して潜ひそんでいても、いずれ異端は狩り殺される。

　ならば、その前に、異端を恐怖の的にして、彼らに攻こう撃げきさせる気をなくさせるしかない。

　それが、三九郎をはじめとする『伏桜製作所』が出した結論だった。

　今や塵火派のメイジたちは、明らかに戦意を喪そう失しつしていた。『アンチメイジ』と『伏桜の魔女』の二人によって、一方的に魔法の才能を奪われつづける。それは、メイジにとっての悪夢以外の、何物でもない。

「くそっ──なにをしているんだ！　あんな小勢ごとき、押し包んで殺せ！」

　塵じん火かが神経質な声で叫さけぶが、彼の配下のメイジたちは、もはや不信の表情を隠かくそうともしていなかった。

　雷火は、それを逃さなかった。

「ここまでだ。桐きり之の宮みや塵火」

　雷火の声はよく響ひびいた。三九郎は後ろに下がり、『窓』を開きつづけているねねこの腕を摑つかんだ。ねねこは目をぱちくりとさせるが、大人しく三九郎に従い、『窓』を開く手を止めた。

　塵火は、顔を歪ゆがめて雷火を見下ろした。

「……妾しよう腹ふくが、私に！　ナメた口を利きくんじゃない！」

「僕ぼくが不ふ思し議ぎなのは、どうして工房長殺しを行ったメイジが、偉えらそうにふんぞり返っていられるのか、ということだ」

　魔法の応おう酬しゆうは、もう完全に鳴り止やんでいた。塵火派のメイジたちも、呉くれ葉はも、華か夜やも、キリコも、声ひとつ出さずに雷火と塵火のやり取りを見守っている。

「教えてくれ、塵火兄さん。ギギリヤの操あやつり人形になって、自分の父親を殺すっていうのは、どういう気分だったんだ？」

　塵火は、鋭するどく周囲を見渡した。

　配下のメイジたちが、計るように塵火のことを見つめている。塵火派のメイジであっても、全員が塵火に忠ちゆう誠せいを誓ちかっているわけではない。次期工房長と指名されていた塵火に従っていただけのことだ。もしも塵火に、それだけの力量がなければ──メイジたちはあっさりと塵火を放り捨て、仄火のほうにつくだろう。

　今、塵じん火かに必要なのは、力の証明だった。

　自みずからを侮ぶ辱じよくする弟を、その手で殺すこと。それを求められていると、塵火は直感した。

　だから彼は、高みから弟を見下ろして、つぶやいた。

「クズの血を引いた子供は、やはりクズのような思考を持つようだな。雷火」

　三九郎は、思わず呼吸を止めた。

　雷火を見る。その背中はなにも物語らない。しかし、親友である三九郎は、彼の心中が手に取るようにわかった。

「おまえは存在そのものが『桐之宮』の汚点だ。父の恥はじは私が雪そそごう。『桐之宮工廠』工房長として──私が、おまえの存在を雪いでやる。ありがたく思え」

「『炎の悪鬼イグニ・ラーミア』」

　雷火はなにも答えず、ただ詠えい唱しようした。
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　地獄の炎が雷火の身体を包み込む。それと足並みを揃えるように、『業火の軍神イグニ・ウルカヌス』が彼の隣となりに並んだ。

「『断裁の水糸アクア・ペラジタツト』」

　塵火も、また詠唱する。青の燃ねん焼しよう光こうが細い水の糸となって彼の周囲に漂った。

「……さんちゃん」

　ねねこが囁ささやいた。三九郎に寄り添そうようにしながら、その右手には紫むらさき色いろの燐りん光こうがまとわりついていた。三さん九く郎ろうはねねこの右手を握り、わずかに首を振った。

「いいんだ。見ていよう」

「でも……桐きり原はらくんは、さんちゃんの、友だちなんでしょ？」

「友だちだから見ているんだ」

　ねねこは困こん惑わくしたように瞬まばたきをした。三九郎と雷らい火かの関係が、彼女には吞のみ込みづらかったのかもしれない。それでも、ねねこは三九郎の言葉に従い、右手の燐りん光こうを収めた。

　そのとき、雷火が跳ちよう躍やくした。

　緋ひ色いろの軌き跡せきを描えがきながら、悪あつ鬼きと騎き士しが足並みを揃そろえて蛇へびへと駆かけ出していく。塵じん火かは目を細めてそれを見下し、そして、ぼそりと詠えい唱しようした。

「『ノアの洪水アクア・オルデ』」

　空中に、滝たきが現れた。

　滝というよりは、瀑ばく布ふと表現したほうが的確だろう。人間どころか家屋さえも押し流してしまいそうなほどの大量の水が、雷火の頭上に降ふり注そそいでいく。

　雷火はそれを見上げ、ぽつりと詠唱した。

「『煉獄の蠅イグニ・ヴオラツト』」

　ざわりと、三九郎の背せ筋すじに怖おぞ気けが走った。叫さけぶ。

「呉くれ葉は！　防ぼう壁へきを張れ！」

「あいよッ！　『水の防壁アクア・ウオール』！」

　青色の燃ねん焼しよう光こうが水の壁かべとなり、その数秒後、轟ごう音おんと共に生み出された爆ばく炎えんが、『水の防壁アクア・ウオール』のほとんどを蒸じよう発はつさせた。

「くっ──！」

　水の壁が一いつ瞬しゆんにして熱湯と化し、蒸気が壁の向こうを白く塗ぬり潰つぶした。顔を焼くほどの熱気に、思わず三九郎は腕で顔をかばう。

　その蒸気の向こうで──雷火は、まっすぐに突つき進んでいた。

　自らを押し潰そうとした大量の水、その一点を『煉獄の蠅イグニ・ヴオラツト』で蒸発させる。あまりにもレベルが違いすぎるために、すべてを蒸発させることなどできないが──

　一点ならば。突とつ破ぱ口こうならば、押し開くことができる。

　雷火は『業火の軍神イグニ・ウルカヌス』と共に、水を切り裂さきながら進んでいく。魔ま法ほうの水と火が触ふれ合って、大量の水蒸気が泡あわとなって立ち上っていく。

　その中を雷火は突き進む。

　並み居る障害などものともせず、ただ塵火に向かって。

　塵火は目を細めた。計算高い彼の目には、雷火の行動はこの上もない愚ぐ行こうに映った。

　水の蛇へびを後退させながら、『断裁の水糸アクア・ペラジタツト』を解き放つ。目に見えないほど細い水の糸は、高圧かつ高速に移動しつづけている水の束たばだ。触れたものをすべて切り裂く網あみに、雷火は自ら突っ込んできた。

「フン。バラバラになるがいい」

　目を細め、塵じん火かは勝ち誇ほこり──

　その瞬しゆん間かん、雷らい火かの右腕が燃もえ上がった。

『御み柱はしら』と直結したものの証あかし、『アバター』だ。右手に巻き付いていた包ほう帯たいが瞬しゆん時じに燃え尽き、その下にある炭化した皮ひ膚ふの下から、赤い光が迸ほとばしる。

『アバター』が赤熱し、膨ぼう大だいな魔ま力りよくが雷火の魔法に注そそぎ込まれる。彼を包む『炎の悪鬼イグニ・ラーミア』と、彼の前方を切り進む『業火の軍神イグニ・ウルカヌス』が、同時に巨大な炎を噴ふき上げた。

　その炎が、高速流動する『断裁の水糸アクア・ペラジタツト』を、一瞬のうちに蒸発させた。

　いくつかの糸が『業火の軍神イグニ・ウルカヌス』の甲かつ冑ちゆうを傷つけはしたものの、その突進を押しとどめることは叶かなわなかった。ほぼ無傷のまま、二体の炎の化身は塵火を守る『水棲領域アクア・レグナム』へと突っ込んでいく。

　塵じん火かは目を剝むいた。

「ばッ──馬ば鹿かな！　こんな！」

『水棲領域アクア・レグナム』が彼を守る最後の防ぼう衛えいラインだ。幾いく重えにも塵火を守るラインを、雷火はほとんど一直線に突き破っていく。『業火の軍神イグニ・ウルカヌス』が剣を振り回し、触れる水を片かた端はしから蒸気に換かえていく。ごぼごぼと立ち上る泡を見つめながら、塵火は叫さけぶように詠えい唱しようする。

「『爆ぜる青嵐アクア・プランビア』！」

　スクロール『大拡散』に位置づけられる『水属アクア』魔法が、まさしく霰あられのように雷火へと着ちやく弾だんする。喰くらえば肉が爆はぜ、骨が砕くだけただろう。彼の前を守る『業火の軍神イグニ・ウルカヌス』が、みるみるうちに削けずり取られていく。

　それでも、雷火は止まらなかった。

　むしろさらに速度を増していく。目に眩まばゆいほどの『アバター』の光を周囲に撒まき散らしながら、泡を蹴立て、水を切り裂さき、まっすぐに駆かける。

　敵の──塵火の首を獲とるために。

「く、来るな！　こっちに！　来るんじゃない!!　なにしてる、おまえら！　こいつを──この反逆者を、殺せェ！」

　塵火は見苦しく周囲に命令を下しながら、何度も『爆ぜる青嵐アクア・プランビア』を詠唱した。ついに『業火イグニ・の軍神ウルカヌス』が砕くだけ散り、雷火に直ちよく撃げきする。

　止まらない。

　火炎を剝げ落ちさせながら、『炎の悪鬼イグニ・ラーミア』が跳ちよう躍やくした。右腕を伸ばす。『アバター』に輝かがやく手が、塵火の喉のどを摑む。水の蛇へびが身をよじらせて雷火に嚙かみつこうとしたが、雷火が両足で頭を踏ふみ砕くと、あっさりと雲うん散さん霧む消しようした。

　同時に、『炎の悪鬼イグニ・ラーミア』も消しよう滅めつする。

　あとには──塵じん火かを片腕で吊つり上げる、桐きり原はら雷らい火かの姿が残った。

「…………」

「くっ──かッ──、こ、殺せ……、誰だれか！　こいつ、を！」

　喉のどを焼かれる痛みにもがきながら、塵火は周囲を見た。

　だが、誰も彼を助けるものはいなかった。あるものは戸と惑まどうように、あるものは冷たく、塵火の姿を見み据すえている。もはや誰ひとりとして、この男に工房長の器を見み出いだしているものは、いなかった。

　と──

「手を、出すなら、さァ」

　不意に、そんな声が響ひびいた。

　その場にいたすべてのメイジが、声の主を見た。──否いな。ただひとり、雷火だけは、自分が摑みあげている塵火のことを油断なく見据えつづけていた。

「アタシが参戦しても、いいってことだよなあ？　アニキよ」

「……！　仄、火…………！」

　ナカタに肩を貸してもらい、口の周りを黒い血で汚しながら、仄ほの火かはぎらぎらと笑っていた。その右みぎ眼め、『アバター』の緑りよく眼がんは、雷火の右腕に勝るとも劣おとらないほど強く光り輝いている。

「いいぜ？　アタシは、別に。おまえらが雷火を殺すッてんなら、アタシがおまえらを殺し尽くすだけだから、さ」

　その一言が、完全に塵火派メイジたちの戦意を奪った。

　ちゃりん、という音が響いた。ちゃりん、ちゃりん。塵火派メイジたちが、白しろ砂じや利りの上にクォーツを投げ捨てる音だ。魔法の源であるクォーツを投げ捨てるということは、もはや戦うつもりがないことを──全面的に降こう伏ふくするという意思を示している。

「クハ。良い子たちだ」

　仄火は、笑う。

　そうして、彼女は雷火を見た。

「良いトコ取られちまったな、雷火。──で？　そいつは、どうするんだ？」

　塵火の表情は、今や絶望に染そまっていた。喉を焼く激痛にもがきながら、塵火は必死の形ぎよう相そうで、雷火のことを見下ろす。

「わ、私は──おまえの、兄だぞ!?　あ、兄を、家族を、殺すのか!?」

「おまえは」

　雷火は淡たん々たんと答えた。

　その瞳ひとみには、母親譲ゆずりの青い瞳には、炎が浮かんでいる。青い炎だ。赤いものよりも静かな、しかし遙はるかな高温を有する、なにもかもを焼き尽くす怒りが浮かんでいる。

「母さんを侮ぶ辱じよくした」

「…………!?」

「おまえのような奴やつを、ひとり残らず焼き尽くすために、僕ぼくはメイジになったんだ」

『アバター』が赤い光を放つ。塵じん火かの顔が恐怖に歪ゆがむ。三さん九く郎ろうはねねこの肩を摑つかみ、自分のほうを向かせた。無む惨ざんな光景を、必要以上に彼女に見せたくはなかった。

「『炎の悪鬼イグニ・ラーミア』」

「やめッ──」

　そこから先は声にならず、悲ひ鳴めいとなった。雷らい火かの炎が、塵火の全身を包み込んでいく。生きたまま身体を焼かれるものの絶ぜつ叫きようは、十秒ほど続いて、それからふつりと途と切ぎれた。

　火が、消える。

　雷火は塵火の身体を放り捨てた。全身の皮ひ膚ふを黒く炭化させ、虫のように丸まって、その手足はまだ痙けい攣れんしている。

　まだ生きている。だが、もう助からない。助けを差し伸べるものもいない。この世界にはメイジしかいないのだ。敗者にかける情けは、存在しない。

　それでも、雷火は、しばらく塵火のことを見下ろしていた。

　やがて──塵火が完全に動かなくなると、彼に近づき、背中を叩たたくものがいた。

「雷火。よくやった」

　仄火だ。

　雷火は兄を殺した眼まな差ざしを、姉へと向ける。その青い瞳を覗のぞき込んで、仄火がなにを見出したのか、三九郎にはわからなかった。彼女はただ、わずかに微笑ほほえみ、頷うなずいて、それから周囲をぐるりと見渡した。

　叫さけぶ。

「この戦争は、アタシたちの勝ちだ！　文句がある奴は今のうちに出てきな！」

　その声に異い論ろんを挟はさむものは、誰だれひとりとしていなかった。




　　　　　　　　◆




　深く沈んだ夜の中で、華か夜やは目を開いた。

　何度か瞬まばたきをしてから、ゆっくりと起き上がる。襖ふすまから漏もれるかすかな光が、畳たたみを橙だいだい色いろに染そめていた。目をこすり、立ち上がろうとして──不意に差した痛みに、華夜は思わず声をあげてしまった。

「かやちゃん？　起きたの？」

　ささめくような声と共に、襖がほんの少しだけ開く。その向こうから覗く、ねねこの優やさしい瞳に、なぜか胸が締しめ付けられた。

「ねねちゃん、今、何時くらい？」

「午前二時くらい。あれから、特になにも起きてないから、もう少し寝ててもいいよ」

「……ううん。起きる」

　痛みを押し殺して、華か夜やは立ち上がった。

　夜や楽がくの攻こう撃げきは華夜の全身を打ちのめしていた。『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』の内戦が終わると同時に、彼女は力尽き、その場に倒れてしまったのだ。それからなにがあったのかはよく覚えていないが、恐らくここは『桐之宮工廠』の内部なのだろう。傷ついた協力者を迎むかえ入れる度量を、仄ほの火かはきちんと持っていたらしい。

　襖ふすまを開き、座ざ敷しきに足を踏ふみ入れる。キリコに携けい帯たいのイロハを教え込んでいた呉くれ葉はが、華夜のことを振り返ってにやっと笑った。

「よう。遅いお目め覚ざめだな、華夜」

「……三さん九く郎ろうくんは？」

「『桐之宮』の偉えらい人と会かい議ぎ中ちゆうだよ。なんだか難むずかしいお話みたい」

　華夜は眉まゆを寄せた。工房運営に関わる話は、三九郎より華夜のほうが得意なのだ。その場にいられなかったことを申し訳わけなく思い、しかし、ジャッジがいさえすれば安心だと──

「────」

　そこで、思い出した。

　ジャッジは──あの仮面の人じん工こう精せい霊れいは、もう、この世のどこにもいないのだと。

「……かやちゃん？　どうしたの？」

　知らず、自みずからの胸元をぎゅっと摑つかんでいたことに、華夜は気づいた。なんでもない、と首を振ろうとして、思いとどまる。

　知っていたはずだ。自分たちはそういう世界にいるということを。メイジ世界は弱肉強食。いつ、誰だれが、戦せん闘とうで命を落としてもおかしくないのだ。

　それなら──

　いつ命を落としても、悔くいがないようにしておくべきだ。

「ねねちゃん。三九郎くんに、告白しないの？」

　しかし、華夜の唇くちびるから溢あふれたのは、そんな言葉だった。

　ねねこは子猫のように目を丸くした。次いで、じわじわとその顔が赤く染そまっていく。呉葉もまた、目を見開いて二人のことを見つめていた。もっとも、呉葉が抱いだく感かん慨がいは、ねねことはまったく別のものだろうが。

　ねねこの肩に軽く手を置いて、華夜は笑いかける。

「好きなんでしょ？　三九郎くんのこと」

　ねねこは顔を赤くしたまま、こくんと頷うなずいた。

　胸の奥がちくりと痛む。夜楽が見せた幻まぼろしの幸せが、脳のう裏りにちらついた。

　それを無視して、華夜は言葉を重ねた。

「じゃあ、言わなきゃ。三さん九く郎ろうくんはああいう人だから、はっきり言わないと、きっと伝わらないよ。言えるうちに、言っておかないと──どうなるか、わからないんだから」

　まるで自身に言い聞かせているかのような言葉だ。だが、華か夜やは言わなくていいのだ。そんなことを口にする権利はない。彼は、華夜の母を救ってくれている。それだけで十分、華夜には自分の命を賭かける理由になる。

　だから、いい。

　ねねこと三九郎は、一いつ緒しよになるべきなんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。きっと、三九郎くんもねねちゃんが好きだから。だから──」

「かやちゃんは？」

　不意に突つき出されたその言葉が、華夜の胸を貫つらぬいた。

　ねねこは顔を上げていた。その唇くちびるをへの字に曲げて、泣きそうに潤うるんだ目で華夜のことを見み据すえている。その瞳ひとみを見て、華夜は、ねねこが知っていることを知った。

　自分の想いを。三九郎への恋心を。ねねこは、知っているのだ。

「かやちゃんは、それでいいの？」

　いい。

　そう答えるべきだと思った。決めたのではないか。ほんの数秒前に──彼らの幸せのために、自分は身を引くと。

　だが、ねねこのまっすぐな眼まな差ざしは、華夜に噓うそを許さなかった。喉のどがひりついたようになって、一言も口にすることはできない。それはそのまま、華夜が自分に言い聞かせていた言葉が、偽いつわりであったことを示していた。

　いいわけがない。想いを諦あきらめるなんて、そんなことを望むものがどこにいるだろう。

　だが、諦めなければならない。そうしなければ、誰だれもが不幸になるばかりだ。いくら三九郎のことを好きでも──彼のために、ねねこのために、諦めなければならない。

　凍こおりついたような空気の中、ねねこがそっと目を伏せた。それから、なにかを言おうとしたところで、襖ふすまが開いた。

「神しん藤どうさん。もう大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　座敷に入ってきた三九郎が、立っている華夜を見てそんな声をかけてきた。

　労いたわるような声こわ音ねに、わずかに頰ほおが紅こう潮ちようする。気まずそうに目を背そむけ、華夜は小さく頷うなずいた。

「うん。いつまでも、寝ているわけにはいかないから」

「そんなことはない。きみのダメージは相当だ。……俺が目め覚ざめるまで、夜や楽がくとひとりで戦っていたんだからな」

　ふと三九郎の表情に影が差し、彼は深く頭を下げた。

「あらためて、ありがとう。きみとジャッジがいなかったら──俺たちは全員、死んでいた。戦争に勝てたのはきみのおかげだ。神しん藤どうさん」

「……や、やめて。そんなこと。しないで」

　どぎまぎと、華か夜やはそれだけを口にした。ねねこが自分を見つめているのがわかる。想いを隠かくしきることができていない、自分の横顔を。華夜はもうなにもかもがわからなくなり、耳を塞ふさいで目を閉じたくなってしまった。

　そのとき、三さん九く郎ろうを押しのけるようにして、座ざ敷しきに桐きり之の宮みや仄ほの火かが入ってきた。

「はいはい、ごめんなさいよ。そういうのは、戦争が終わってからにしてくれな」

　呆あきれたような口ぶりと共に、座敷を横断して、上かみ座ざにどかりと座る。包ほう帯たいを巻いた痛々しい素す肌はだに、直接ジャケットを羽は織おっている姿は、工房長というよりヤクザの女親分という風ふ情ぜいだった。麾き下かと思おぼしきメイジたちがぞろぞろと入って、仄火を護ご衛えいするように囲む。

　座敷机を挟んで、三九郎は正座し、華夜たちを見上げる。

「話し合いは済んだよ。『桐之宮工廠』はこちらにつく。これで『親しん王のう坂ざか大戦』は、俺たちに大きく有利になった」

　華夜は目を見開き、頷うなずいた。思考を切り替えなくてはなかった。自分たちはまだ戦争の最さ中なかにある。そう思うことで、華夜はねねこの問いかけから逃げ出していた。

　フフン、と仄火が鼻を鳴らし、白衣を着た男──ナカタに目配せをした。

「アンタらはアタシたちに手を貸してくれたからね。貸し借りチャラにしてくれるっていうなら、こっちからも人数を出してやろう」

　ナカタは頷き、水すい晶しよう玉だまを座敷机の中央に置いた。

「本当に戦争が起きるのかどうかは、怪あやしいもんだけどな。さっきから、メイジ世界はこいつの噂うわさで持ちきりさ。ほれ──」

　ナカタが操そう作さをすると、水晶玉が壁かべに像を映し出した。ノイズ混じりの乱れた映像に、文字が混ざる。ニュース番組のテロップのようだ。テロップの文字は──『衝しよう撃げき！　裏切りの決定的瞬しゆん間かんを捉とらえたスクープ映像！』。

　その背後からナレーションが聞こえる。

《おわかりいただけますでしょうか！　こちら、アタクシの捉えた、大、大、大スクープ映像でございます！　アタクシ！　ベッコーです！　Ｂ、Ｅ、Ｋ、Ｋ、Ｏ、Ｈ、ベッコーと申します！　ピュリッツァーメイジ賞のノミネートはいつでも歓かん迎げいしております！》

　カメラが遠景から二つの影を映している。夜や楽がくと黒くろ谷たにだ。夜楽は這はいつくばり、黒谷はそれを見下ろしている。会話を交わしているようだったが、どんな話なのかまではわからなかった。

《このときまで、アタクシたちはこの二人が確かつ固こたる同どう盟めい関係にあるものと思っていました。ですが、このあと……その思い込みを覆くつがえす、衝撃的な映像をスクープしたのです！》

　夜楽がなにかを詠えい唱しようする。桃もも色いろの炎が黒谷を包み込み、そして、すぐに消えた。黒谷はしばらく立ち尽くし、そしてその手を──夜楽の顔に、突つき込んだ。

《御み影かげヶが原はら夜楽氏が、かつて親しん王のう坂ざかにあった工房、『トイズ・ファクトリー』出身の人じん工こう精せい霊れいであるということは、あまりにも有名な事実であります。人じん工こう精せい霊れいは『エバーライト』と呼ばれる特とく殊しゆなクォーツを核かくとしますが──黒くろ谷たに平へい助すけ氏は、御み影かげヶが原はら夜や楽がく氏の『エバーライト』を、なんと、奪い取ったのです！》

　夜楽の顔から手を離はなすと、彼の身体は糸が切れた操あやつり人形のように崩くずれ落ちた。そこから取り出した輝かがやくクォーツをスーツに仕し舞まうと、黒谷は魔ま法ほうを唱となえ──夜楽の身体を、一握りの塵ちりへと変えた。

　三さん九く郎ろうたちは、呆ぼう然ぜんと、それを眺めていた。

　狂える人工精霊、自らを王と称する男の、それは、あまりにも呆あつ気けない最さい期ごだった。

《この後、黒谷平助氏は姿を消しました。アタクシたちは『ギギリヤ重工』に電話取材を試みましたが、『ギギリヤ重工』広報部は、黒谷平助氏の行動にはなんの問題もないとの見解を示しております。同どう盟めい工房の工房長を殺害する行為の是ぜ非ひにつきまして、現在『評ひよう議ぎ会かい』は協きよう議ぎを繰くり返しており──》

「な？　バカみてーだろ？」

　仄ほの火かが、笑いながらそう断定した。

「是非もクソもねえよ。これで『ギギリヤ』を許したら『評議会』は終わりだ。タダでさえ癒ゆ着ちやくが問題になってるってのに、こんな裏切りを黙もく認にんした日にゃ脱退工房が相あい次つぐぜ」

　からからに乾いた声で、三九郎はつぶやいた。

「……なぜ、夜楽を殺す必要があるんだ？　まだ戦争は始まったばかりだぞ。『桐之宮』が敵に回っても、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』と『ギギリヤ重工』に所属するメイジを総動員すれば、まだまだ勝ち目があるのに──」

「さーな。トチ狂ったんだろ」

「そうは思えない」

　三九郎は畳たたみを見つめ、思考を繰り返している。

「確かに黒谷は狂っているが、意味もなくあんなことをするとは思えない。『ギギリヤ重工』が認めているということが、その裏付けだ」

　華か夜やは頷く。思考はだいぶ落ち着いてきた。惑わく乱らんを端はしに押し込めて、華夜は冷静に、今の状況を分ぶん析せきしようとする。

「なにか、目的があるってことだね。この戦争に勝つことじゃなくて、なにか、もっと別の目的が『ギギリヤ重工』にある。黒谷は、それに従って動いている」

「戦争に勝つ以外の目的だって？　そんなもん、アタシには見当も──」

　そこで、ふと仄火は顔を上げた。その視線が、左右にゆっくりと動く。恐らくは──『耳』からの通信だろう。こちらに聞こえない、なんらかの耳打ちを受けているのだ。

　少しの沈ちん黙もくのあとに、仄火はぽつりと、

「……ちょっとばかし、問題が見つかった」

　静かな声には、緊きん張ちようが混じっていた。仄ほの火かはゆっくりと立ち上がり、ふらつきかける。その身体を、素す早ばやく近づいた雷らい火かが支えた。

　弟に肩を借りながら、仄火は三さん九く郎ろうを見て、言った。

「来たいなら一いつ緒しよに来てもいいぜ。おそらく『親しん王のう坂ざか大戦』に関係することだろうからな。特別に、見せてやる」

「……どこに行くんだ？」

「アタシたちの、『精せい製せい室しつ』さ」




　　　　　　　　◆




『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』の心しん臓ぞう部ぶは、熱気に満ちていた。

『伏桜製作所』とはまったく様相が異なっている。体育館ほどもある大きさの地下空間のあちこちに巨大な装そう置ちが据すえ置かれ、さまざまなケーブルや導どう管かんがそれら装置のあいだを複ふく雑ざつに絡からまり合いながら埋うめ尽くしていた。まるで巨大な生物の体内にいるようだ。

　その中心に、『桐之宮工廠』の『コルドロン』があった。

「火番ヒバンの爺じい様。邪じや魔まするよ」

『コルドロン』の前にしゃがみ込んでいる小こ柄がらな老人に、仄火はそう声をかけた。老人──火番は仄火を振り返る。真っ白な髪と髭ひげが、その顔を包み隠かくしている。

「おう、おう、おう。仄火の嬢じようちゃまかい。こんなところにな、なんの用かいな」

「塵火が『コルドロン』に余計なことをしたって聞いてな。様子を見に来たんだ」

「おう、おう、おう。塵火の坊ぼつちゃまがな。そうさなあ」

　火番は仄火の顔を見上げ、弁解をするような口ぶりで、

「あのなあ、余計なことってのがどんなことなのかなあ、あたしにゃァわからんよ。あたしは言われたとおり、火の番をするだけだもんなあ」

「わかってるよ。責めるつもりはない。ただ、なにをしたのか教えて欲しいんだ」

「おう、おう、おう。そうかい。それなら安心した。そうさなあ、塵火坊ちゃまはなあ──『コルドロン』を、臨りん界かい状態にしろとの仰おおせだったよ」

　仄火の眼まな差ざしが、険けわしくなった。

「りんかい、じょうたい？」

　小さく疑問を発したのはねねこだった。不安そうに、三九郎や仄火の表情を窺うかがっている。火番はそんな小さな質問にも、丁てい寧ねいな答えを返してくれた。

「おう、おう。『コルドロン』の出力を全開にすることだなあ。普通はこんなことやらんのだけどな。一度臨界にしちまうと、しばらくのあいだ元に戻せなくなっちまうし、終わったあとにゃ『コルドロン』が落ちちまうからなあ。ほれ──」

　自身の身長を超えるほどの長い杖つえを器用に繰あやつって、火番は『コルドロン』を突ついた。

　ずぐん、と重い音が響ひびく。中空に吊つり下げられた『コルドロン』がゆっくりと回転し、その動きに合わせるかのように、直下の床ゆかがゆっくりと左右に開いていく。

　三さん九く郎ろうは息を吞のんで、その下を眺めた。

　床の下は、硝子ガラス張りになっている。その遙はるか向こう、地下何百メートルかもわからないほど深いところに、光の川が流れていた。形を、色を、脈みやく々みやくと変えながら、流れ、たゆたい、揺ゆらめいている。

「あれが、『竜りゆう脈みやく』さなあ。あそこから魔ま力りよくを汲くみ上げ、クォーツを創つくり出すんだ。それがあたしら、火番の仕事だよ」

「……爺じいさん。ひとつ、質問がある」

　それまで黙だまっていた雷火が口を開いた。その場にいた全員が、雷らい火かのことを見る。

「臨りん界かい状態にしたんなら、この『コルドロン』は大量のクォーツを精せい製せいしているはずだ。でも、そんな様子はどこにもない。クォーツはどこに行ったんだ？」

「どこにも行っとらんなあ。なにしろ、ほれ。出力式を封ふうじておるもの」

　雷火は眉まゆを寄せた。

「出力──していない？　じゃあ、汲み出した魔力はどこに行ったんだ？」

「どこにも行っとらんよ。そこの計器見ればわかるわ。とんでもない数字出しとるだろ？　供給され、精製され、でも出力されない魔力が溜たまりまくっておるんだわいな」

　三九郎たちは、互いの目を見交わした。

　これが塵じん火かの行いだとしたら、まったくの不ふ合ごう理りだ。『コルドロン』が停止する危険を冒おかしてまで臨界状態に持ち込み、しかしクォーツを生み出すことは封じている。これではただ単に、大量の魔力を溜め込んでいるだけだ。

　ふと、三九郎の頭に閃ひらめくことがあった。

「その命令をされたとき、塵火の近くに、黒いスーツの男はいなかったか？」

「おう──、おう、おう。そういえば、いたなあ。眼鏡めがねで、黒くて、手て袋ぶくろ嵌はめて──どうも、厭いやな臭しゆう気きをぷんぷん漂わせている奴が、いたなあ。おかげで、この部屋が臭くそうて敵かなわないようになっちまったわ」

　黒くろ谷たにだ。

　途と端たんにきな臭くさくなってきた。塵火の行為の背後に『ギギリヤ重工』が、黒谷がいるとわかれば、それは彼らの目的に関わることなのだろう。『親王坂大戦』に勝つ以外の目的。それがなにかは、わからないが──

　そのとき、仄火が片耳を押さえた。『耳』からの連絡だろう。

「わかった。ここに通せ」

　三九郎は仄火を見る。仄火は珍めずらしく、笑わないまま答えた。

「蕩とう乃のだ。自分とこの工房の面めん倒どうが終わったから、こっちに来たんだと」

　果たして、それから一分もしないうちに蜜みつ月づき蕩乃が現れた。普段通りのモーニングドレスを身に纏まとっていたが、肩口に包ほう帯たいが巻かれていることに気づき、三さん九く郎ろうは驚おどろく。

「負傷、したのか？　あんたが？」

　その反応に、蕩乃は忌いま々いましげに舌打ちをした。

「うっさいですね。黒くろ谷たにに遅れを取ったんですよ」

　短い答えに、三九郎は蕩乃のことを凝ぎよう視しした。数時間前、黒谷に敗北したことを散さん々ざんバカにされたときの記き憶おくが蘇よみがえってくる。

　それが表情に出てしまったのか、蕩乃は怒りに顔を歪ゆがめ、人差し指で思いっきり三九郎の胸を突ついた。

「あっ、いた、痛い！」

「なんですか？　その顔は？　私が負けたのがそんなにおかしいですか!?　言えばいいでしょう、あのとき私が言ったように──ねえねえどんな気持ち、と！」

「い、いや、そんなことは──！」

　聞かずとも、切れ長の目に溜まった悔くやし涙を見れば、彼女がどんな気持ちでいるのかはありありとわかった。

　周囲の面々が、そんな蕩乃を目を丸くして見つめている。そのことに気づいて、蕩乃は「こほん」と咳せき払ばらいをした。

「それはともかく。黒谷の魔ま法ほうの正体が、わかりましたよ」

　三九郎は、息を吞のんで蕩乃のことを見つめた。蕩乃は淡々と告げる。

「彼は、『十属』の中でももつとも稀少な『属性アライメント』、『時属テンパス』魔法の使い手です」

　ハッ、と笑い声を漏らしたのは、腕を組む仄火だった。

「時間を操あやつる『属性アライメント』か。そりゃ、また。大たい層そうな相手が出てきたね」

「で、でも、それっておかしくないですか？　あいつ、名乗りのときには、確かに『魔属デイアブル』だって言ってましたよ？」

　呉くれ葉はの質問に、蕩乃は難なんなく答えた。

「彼は、『時属テンパス』と『魔属デイアブル』の『複ふく合ごう魔ま法ほう』の使い手でもあるのです。三九郎、あなたが持っている『アエリシス』のような、道具による『複合魔法』ではありませんよ。正しよう真しん正しよう銘めい、彼は、二つの『属性アライメント』を有しているのです」

『複合魔法』。伏ふし桜ざくら団だん慶けいと──三九郎の父と、同じ能力。

　無意識のうちに、三九郎は『アエリシス』を握りしめていた。相手がどんな能力を持っていようとも、自分は、黒谷を止めなければならない。そのために、彼は『アンチメイジ』の能力を持っているのだから。

「それはそうと──ここも、『コルドロン』をいじられているようですね？」

　周りを見渡して、蕩とう乃のはそう言った。

「私のところの工房もやられていました。『ギギリヤ重工』は中ちゆう枢すう外がい郭かくに取り付く傍かたわら、少数の『空属トラクタス』メイジを忍ばせて──『マーチラビット・ワークショップ』の『コルドロン』を、臨りん界かい状態にしていったのです」

　仄ほの火かが低くつぶやく。

「なんだい、そりゃ」

「私が聞きたいですよ。『コルドロン』に関しては、私も専門家ですが──一度臨界状態に陥おちいった『コルドロン』を沈ちん静せい化かさせる方法などありませんからね。時間の経過を待つしかありません」

「『ギギリヤ』は、撃げき退たいしたのか？」

「ええ。黒くろ谷たにもタイミングよく撤てつ退たい。敵の工房長、アラビスカ・モーバインも捕とらえましたよ」

「あれ？　じゃ、じゃあ、──もしかして、戦争って」

「戦争は終わり。ええ。そうですね。そのはずです。夜や楽がくは死に、アラビスカも降こう伏ふくしたのなら、交戦協定に従って私たちの勝利に終わる──、はずでした」

「はず？」

　聞き返した華か夜やに、蕩乃は苛いら立だちも露あらわに床ゆかを踏ふみつけた。

「忌いま々いましいッ、あのクソ工房──『ギギリヤ重工』は、アラビスカは工房長ではないと言い出したのです！　私があの小娘を捕とらえる直前に、総工房長の権限によって、工房長の座を別のメイジに譲ゆずり渡したのだと！」

「な、なんですかそれ！　そんなのが認められるなら、なんでもありじゃないですか！」

　呉葉が騒さわぎ立て、仄火と蕩乃のナイフのような一いち瞥べつを受けて静まり返った。だが、呉葉の反応は正しいだろう。工房長の死か降伏が勝利条件だというのに、その工房長の首をすげ替えられるのでは、ルールになどまったく意味がない。

「『評ひよう議ぎ会かい』もそれを受け入れるかどうか揉もめたようですけれどね。ギギリヤは、どうやらかなり以前からアラビスカを退たい陣じんさせることを目もく論ろんでいたようです。そのための根回しを、一年前以上も前からしていたのだと」

「……アラビスカはもともと工房長を退く予定で、そのタイミングが、たまたま今だったとでも言うのか？」

「ええ。その証しよう拠こを、いくつも見せられましたよ。『評議会』が出した結論は、アラビスカの退陣を受け入れる、ただし次の工房長を同じ手で退陣させることは許さない、というものでした。そして、その工房長というのは──」

「黒谷か」

　静かな三九郎の言葉に、蕩乃は、ゆっくりと頷うなずいた。

「アラビスカへの拷ごう──、こほん、尋じん問もんは、今現在行っているところです。しかし、あの小娘も支部工房長を務つとめた身。そう簡単に口は割らないでしょう」

　怖ろしいことを口にした気もするが、三さん九く郎ろうはそれをスルーした。今はそんなことに気を回している場合ではない。

　これは、怖ろしいほど遠えん大だいな計画であるということに、全員が気づきはじめていた。

　ギギリヤが──『ギギリヤ重工』総工房長、ギギリヤ・モーバインが、一年もの時間をかけてじっくりと編あみ上げた計画だ。夜や楽がくの利り益えきを無視した行動や、アラビスカの危険を無視した行動、そして黒くろ谷たにが夜楽を暗殺したことも、すべてその計画の一いつ端たんなのだろう。『親しん王のう坂ざか戦争』は、その計画を覆おおい隠かくすための隠れ蓑みのでしかなかったのだ。

　そして、今、その計画の全容が明らかになりつつあった。

「蕩とう乃のさん、『街工場ウィステリア』は調べたか？」

「あそこの『コルドロン』も臨りん界かい状態に陥おちいっていました。これで、確認できる限りでは、主要六工房のうち三工房の『コルドロン』が暴走していることになりますね」

　残り三工房のうち『シャドウミドウ・ジャンクヤード』と『ギギリヤ重工』は敵の手のうちだ。確かめる術すべはないが、ほぼ間ま違ちがいなく暴走しているのだろう。

「もしも、すべての工房の『コルドロン』が暴走したら、なにが起きるんだ？」

「そりゃァ、あんた──」

　火番はヒゲをもじゃもじゃと動かして、ゆっくりとした口調で答えた。

「『コルドロン』の中にはな、『加速器』って部品があるのよ。魔ま力りよくを加速させ、濾ろ過かさせて、不純物を取り除く装そう置ちだなァ。ほれ、ここの、この部分」

　長い杖つえを動かして、火番は『コルドロン』内部を示した。円形をした釜かまの内側に、等とう間かん隔かくでその部品は配置されているようだ。

「ある程度、魔力を充塡させた『加速器』を通るとな、魔力は加速するんだなァ。そんで、釜の中をぐるぐるぐるぐる、ずーっと巡るんだわ。そのうちに不純なモノが取り除かれて──クォーツのできあがり、というわけだ。こォんな小さな部品が、『コルドロン』のいっちばん大事なところを担になってるんだなァ」

　厭いやな想像が、三九郎の脳のう裏りによぎった。

　魔力を充じゆう塡てんさせた『加速器』。

　それは──今の、この『コルドロン』と、そっくりのものではないか？

「……たとえば、だ」

　口の中がからからに渇かわくのを自覚しながら、それでも三九郎は、問うた。

「今の、この『コルドロン』に、どこか別の場所から大量の魔力を流し込んで──他の場所にある『コルドロン』とのあいだで魔力を高こう速そく循じゆん環かんさせたら、どうなる？」

　その場にいる全員が、沈ちん黙もくした。

　ただひとり、火番だけが、にこにこと笑いながら、

「おう、おう。豪ごう儀ぎなことだわいな。そうなったら、この街が『コルドロン』になるってことだものなあ」

「──────」

「『竜りゆう脈みやく』を循じゆん環かん魔ま力りよくに見立て、『コルドロン』を『加速器』に見立て、ひとつの街をまるまる釜かまの底に沈めるなんてなあ。さすがは塵じん火か坊ぼつちゃまだ。いや、あたしゃ見直しましたよ。頼たよりのないお人だとは思っていたけど、やはり新しん開かいさまのご子息だなァ」

　老人は無む邪じや気きに喜んでいる。彼は『コルドロン』を運用することにしか興きよう味みがなく、それ以外のことはどうでもいいと考えているのだ。

　だが、三さん九く郎ろうにとっては、どうでもいいことなどではない。

　彼は蕩とう乃のに素す早ばやく尋たずねた。

「そんなことが可能なのか？」

　蕩乃は顎あごに手を当てている。珍めずらしく、その表情には焦あせりが浮かんでいる。

「不可能、とは、言い切れません。前例のないことなので、どのような確言もできませんが──この親しん王のう坂ざかは、複数の『竜脈』が重なる世界有数のクォーツ産出地ですからね。大だい規き模ぼな『加速器』を作り、どこか決定的な場所、たとえばいくつもの『竜脈』が重ちよう複ふくする場所で魔力爆ばく発はつを起こせば……」

　そこで、蕩乃は言葉を切った。

　三九郎を見る。蕩乃だけではない。仄火も、雷火も、華夜も呉葉も、じっと三九郎に視線を集中させていた。

　彼らがなにを言いたいのか、三九郎には手に取るようにわかった。

　その気持ちを代弁するように、彼は、ぽつりとつぶやいた。

「『伏桜製作所』の真下には、三つの『竜脈』が重なっている」




　　　　　　　　◆




　黒谷は、扉とびらを押し開けた。

『伏桜製作所』の内側は、なにも変わっていないように思えた。草と木と土の匂いに満ちている。黒谷は一瞬だけ目を閉じて、その匂いを鼻び腔くういっぱいに吸い込んだ。

　束つかの間ま──

　黒谷の眼がん前ぜんに、在ありし日の『伏桜製作所』が広がった。

「……ただいま」

　小さな声を落として、黒谷は、夢見るような足取りで進む。

　土作りのホールを、小さな少女が走り抜けていく。蜜みつ月づき蕩とう乃のだ。グレーがかった三つ編あみの髪を揺ゆらして、彼女はふと黒くろ谷たにを振り返った。大人びた笑みを浮かべる。

（おかえりなさい、黒谷のおじさま。御ご用ようはお済みですか）

「……ああ。終わったよ。団だん慶けいに、伝えてくれ……」

（はい。かしこまりました）

　くすくすと笑いながら、小さな蕩とう乃のは走り去っていく。

《黒谷？　大だい丈じよう夫ぶかい？》

　耳元でギギリヤの声。黒谷は、のろのろと頷うなずく。その思考、精神は、薄うすい靄かすみがかかっているようだった。過去の幻想。懐なつかしき絆きずなの日々の追つい憶おくに、囚とらわれている。

　地下階へ降おりる階段に差しかかったところで、大量の荷物を抱かかえたジャッジとすれ違った。

「……持とうか、ジャッジ……？」

（オヤ、黒谷サマ。アリがとうございマス。デスがご心配なさらズ、コノ程度の荷物、私にかかればチョチョイのチョイデス！）

　ジャッジは荷物を持ったままガッツポーズをしようとして、バランスを崩くずして倒れかかる。黒谷は肩をすくめて、ジャッジとすれ違っていった。

『精せい製せい室しつ』への長い通路の途と上じようで、詩し絵えがひょっこりと顔を出した。

（あら、平助くん。もう戻ってきたのね。さっすが、仕事が早いんだから）

　明るく笑うその顔を見て、黒谷は、しばらくのあいだ息を止めた。

　狂気に冒おかされた黒谷の思考にも、冷静な部分はある。その部分は、今自分が見ているものが、幻覚であることを理解していた。原因は、恐らく夜楽の『心属アニマ』魔法だ。強引に『遺ゆい言ごん状じよう』を焼き尽くした反動が、自みずからの精神を揺ゆさぶり、記き憶おく野やからかつての過去を呼び戻しているのだ。

　そのことがわかっていながら、黒谷は、詩絵の笑顔に見入ってしまった。

　伏ふし桜ざくら詩絵。

　黒谷の親友、伏桜団慶の妻であり──黒谷がただひとり、生しよう涯がいで愛した女性。

　彼女のためならば、どんなことでもすると誓ちかった。その誓いは、彼女が死した後にようやく果たされた。詩絵の命を奪ったものたちを皆殺しにするため。伏桜の居場所を守るため。黒谷は、悪魔ギギリヤに魂たましいを売って力を得た。

　その自分が、詩絵の息子である三さん九く郎ろうを殺し、『伏桜製作所』を滅ほろぼそうとしているのは、とんだ皮肉だと思った。

　黒谷はのろのろと歩きはじめる。その背中に、詩絵の声がかけられる。

（団慶くんなら、『精製室』にいるわよ。用が済んだらリビングに上がってきてね。ごはんできてるから！）

　黒谷は、答えなかった。

　答えたらなにかが崩れてしまうと思ったのだ。

『精せい製せい室しつ』の前には、ウサ耳をつけたメイジが三人ほど待たい機きしていた。黒くろ谷たにに気づき、ぎょっと戦せん闘とう態たい勢せいを取る。黒谷は夢見るような心ここ地ちのまま、ぽつりと詠えい唱しようする。

「『時よ、止まれテンパス・デイズイーネ』」

『時属テンパス』魔法、スクロール『停止』に位置づけられる魔法。クォーツが金色に燃ねん焼しようし、そして時間が凍こおりついた。三人のウサ耳メイジは、クォーツを抜きかけた体勢のまま、完全に制止している。

　黒谷は、その横を悠ゆう々ゆうと抜き去っていった。

『時属テンパス』魔法にはいくつかの制約がある。効果時間中に他のメイジを攻こう撃げきすることができない、というのがその最たるものだ。殺そうとした瞬しゆん間かんに効果時間が切れてしまう。ギギリヤは、『時属テンパス』の『御み柱はしら』が殺人を好まないためだろう、などと適当なことを言っていた。

　黒谷にとっては、どちらでもいいことだ。

　効果時間が切れた瞬間、黒谷はナイフを振るい、ウサ耳をつけたメイジたちを殺さつ戮りくしていった。二十にも満たない少女たちが、首を切り裂さかれ、胸を貫つらぬかれて、昏こん倒とうする。血ち溜だまりが黒谷の靴くつを濡ぬらした。

　遠くを見ると──まだ詩絵の幻げん影えいが、自分のことをにこにこと見つめていた。

《黒谷。『伏桜』が気づいたよ。急いでくれ》

　黒谷は『精製室』の扉とびらを開けた。

　団だん慶けいが立っていた。

　なにも言わない。ただ、黒谷のことを悲しげに見つめているだけだ。

「……ああ。そうか。おまえの仕し業わざか、団慶」

　黒谷は首を傾かしげ、掌しよう底ていで自みずからの頭を叩たたいた。

「『遺言状』が消えたとき、こうなるように仕込んでいたのか。おまえらしいな。野の放ほう図ずに見えて、実際は周しゆう到とうなんだ」

　言いながら、黒谷は『精製室』へと足を踏ふみ入れた。

「でもね、ダメなんだよ。団慶。私はもう、耐えられないんだ。この工房が、私たちの居場所が──なにもなくなってしまった今も、まだ、在ありつづけるということが」

　団慶の横をすり抜けるようにして、黒谷は『コルドロン』へと歩いていく。親しん王のう坂ざかにおいて、最高品質のクォーツを産出する魔法の釜かまは、その直下に三つもの『竜りゆう脈みやく』を隠かくしている。

「詩絵が死んで、詩絵を殺した奴やつらを殺したときに、そのことがわかったんだ。あの頃には戻れない。二度と戻れないのだと」

　三つの『竜脈』を有する『コルドロン』が臨りん界かい状態に突とつ入にゆうすれば、膨ぼう大だいな魔力の奔ほん流りゆうが相互に作用し合い、高速に循じゆん環かんしはじめるだろう。他の五工房が『加速器』となって、その循環を加速させる。魔力の流れは、巡るたびに加速し、輪転し──最後には、この土地の『竜脈』そのものが臨界状態へと達する。

『親しん王のう坂ざかコルドロン化計画』の、最終段階だ。

　そうなればメイジ世界は一いつ変ぺんする。『ギギリヤ重工』のクォーツ産出・保有量は、今までとは比べものにならないほど莫ばく大だいなものとなる。莫大にして、高品質なクォーツを有した『ギギリヤ重工』は、メイジ世界を──いや、表世界ですら、その手に収めることができるようになるかもしれない。

　だが、黒くろ谷たには、そんなことには興きよう味みがなかった。

　世界の行く末すえなど、どうでもいい。黒谷平へい助すけの望みは、ただひとつ。

「戻れないのならば、こんな場所は、ないほうがいいんだ」

　かつて在った幸せの残ざん骸がいが、醜みにくく屍しかばねを晒さらしている。

　それが、黒谷にはなによりも耐えられない。

　詩絵も。団慶も。黒谷も。『伏桜』の旗はたを掲かかげた何者も、死に、壊こわれ、砕くだけたというのに、その容いれ物だけがまだ残ざん留りゆうしているなんて──決して、認められない。

　だから黒谷はギギリヤの計画を認めたのだ。そうすればなにもかも、なにもかもを綺き麗れいさっぱり消し去ってしまうから。数万の『普通の人間』と共に、魔力の奔流によって吞のみ込まれ、跡あと形かたもなく消しよう滅めつするだろうから。

「だから」

　だから、黒谷は、『コルドロン』へと手を伸ばした。

　その手には『ヴィンクラ』が握られている。『絆きずな』の名を冠かんするナイフだ。それに込められている魔法は、大したことのない、単純なものだった。

　ただ単に──『伏桜製作所』のマスターキーとなる。それだけの力しかない。黒谷平助が『伏桜製作所』を運営する上で、必要不可欠のものだった。

　それが、今、『伏桜製作所』を消し去るのだ。

『ヴィンクラ』の刃やいばに薄うすい文字が浮かぶ。『コルドロン』の表面にも、同じ文字が浮かんだ。認証キー照合。アクセス開始。セカンダリ領りよう域いき解放。プライマリ領域解放。マスタリー領域解放。全ロック解かい除じよ後、供給式と精製式を最大稼か働どう、出力式を停止。臨りん界かいまで──

「黒谷!!」

　その数字を見るのと、背後から声が聞こえるのが、ほとんど同時だった。

　黒谷は振り返らずに詠えい唱しようする。

「『黒金の壁フリユーメン・アケロン』」

　黒と金の燃焼光が、黒谷を中心とした半径10メートルに広がった。『複ふく合ごう魔ま法ほう』。混ぜ合わせた属性アライメントは『腐ふ食しよく』と『加速』。触れたものを即そく座ざに腐食させ、塵ちりへと返す。

　自分の安全を確保してから、黒谷は臨界までのカウントダウンを見つめた。

「それに、触れるな!!」

　そこで、ようやく、黒谷は声の主を振り返った。

　現在の『伏ふし桜ざくら製作所』工房長が立っていた。伏桜三さん九く郎ろう。黒くろ谷たにの親友と、黒谷が唯ゆい一いつ愛した女性の、子供だ。

　その手には『アエリシス』を、異い端たんの名を冠かんする刃やいばを握りしめている。黒谷の『ヴィンクラ』と対ついになるそのナイフは、団だん慶けいが最後に遺のこしたマジックアイテムだった。

　にっこりと、黒谷は笑う。

「やあ。伏桜くん。よくここがわかりましたね」

《計画は極ごく秘ひにしておいたはずだけどね。アラビスカが漏もらしたのかな？》

　ギギリヤの声を、右手を振って打ち払う。それから彼は、困ったように言った。

「ところで、伏桜くん。春日さんはどちらに？」

「なに……？」

「彼女に、少々用件ができましてね。彼女を、ここに連れてきて──」

　そこで、黒谷は言葉を切った。三九郎の背中に隠かくれるように、ねねこは怯おびえた眼まな差ざしを黒谷に向けていた。華か夜やも、呉くれ葉はも、キリコも、そして蕩とう乃のも、『伏桜』にまつわる全員が『精せい製せい室しつ』に入ってくる。黒谷を取り巻く『黒金の壁フリユーメン・アケロン』を見て、蕩乃が顔を歪ゆがめる。

「……『複ふく合ごう魔ま法ほう』」

「そのとおり。あなたもよくご存知ですね。あなたが敬愛する、伏桜団慶が持っていた特とく殊しゆ能力ですから」

　ぎり、と蕩乃は歯を嚙かみ鳴らした。気弱な人間なら、それだけで死んでしまいそうなほどの目つきで黒谷をにらみつける。

　しかし、黒谷はそれを無視して、ねねこに手を差し伸べた。

「ここに入っていいのはあなただけです。春日かすがねねこさん。用があるのは、あなただけだ」

「わ、わたしに……？」

「ねねちゃん！　答えちゃだめ！」

　華夜が鋭するどい警けい告こくを発し、ねねこは首をすくめた。黒谷はますます笑う。口を利きくだけで汚れると思われているとは、まるで悪あく魔まではないか──と考えかけ、それは自みずからの二つ名であったことを思い出した。

　よろしい。ならば、悪魔は悪魔らしいことをしよう。

「あなたたちが、全員ここにいるということは、すでに計画は──『親しん王のう坂ざかコルドロン化計画』は露ろ見けんしたものと考えてよろしいですね」

「……馬ば鹿かな真ま似ねは、やめろ」

　押し殺した声で三九郎はつぶやく。黒谷は「おや」と目を大きくした。

「確かに奇抜な発想ではありますが、決して愚おろかな行為ではありませんよ。ひとつの土地をまるまる『コルドロン』にする。壮大にして規き格かく外がいだが──きわめて、有用な計画だ」

「この土地に住んでいる人たちは、どうなる」

　黒くろ谷たには瞬まばたきをした。一いつ瞬しゆん、三さん九く郎ろうがなにを言っているのかわからなかったのだ。

　その意味を理解したとき、黒谷はくすくすと笑いはじめた。白い手て袋ぶくろで口元を押さえ、

「いや、失礼。あなたらしい質問だったものでね。親しん王のう坂ざかが巨大な『コルドロン』になれば、ここに住む『普通の人間』がどうなるか──どうなるのですか？　総工房長？」

　ギギリヤは、さして興きよう味みもなさそうに答えた。

《さあ？　たぶん、全員死ぬんじゃないかな？》

「だ、そうです」

　三九郎が、強く『アエリシス』を握りしめた。

「親王坂に住んでいる、数万の人々を、皆殺しにするつもりなのか」

　メイジが『普通の人間』を踏ふみにじる。それは、伏桜三九郎のもっとも憎むところだ。その理り不ふ尽じんが許せないゆえに、彼はメイジ世界で戦い抜いてきたのだから。

　黒谷は薄うすく笑いながら──ぬらりとした視線を、ねねこに向けた。

「確かに。痛ましい悲ひ劇げきですねえ。しかし、回かい避ひすることもできますよ」

　言って、彼はもう一度、ねねこのことを見た。

「春日かすがさん。あなたなら、『コルドロン』の暴走を止められるかもしれません」

「え──」

「なにしろ、あなたはすでに『コルドロン』の一部──出力式と同化しているのですからね。事実、私からの制御命令に、出力式だけが反応しません。あなたが、出力式そのものだからです」

《まずい流れだね》

　ぽつりと、黒谷にだけ聞こえる声で、ギギリヤが囁ささやいた。彼は黒谷と視覚情報を共有している。出力式を停止することができないために、臨りん界かい突とつ入にゆうまでのカウントダウンがほとんど静止している。

　ＡＫを構えた呉葉が、あざけるように言った。

「バカか？　テメーは？　ンなこと言われて、入っていく奴がいるかよ。ここで、この魔法が切れるまで待ってりゃいいんじゃねーか」

「ですから──私は次じ善ぜんの策さくを取ることもできる」

『ヴィンクラ』を『コルドロン』に近づけて、黒谷は精製式を停止。供給式だけを最大稼働させる。

　途と端たん、『コルドロン』がその様相をがらりと変えた。釜かまの内側に走る色とりどりの光が、黄色から橙だいだい、赤へと変わっていく。『コルドロン』から響ひびく異音が、室内を圧おしはじめた。

「……自じ壊かいさせるつもりか」

　蕩乃が低い声でつぶやいた。黒谷は満足げに頷く。

「このまま『黒金の壁フリユーメン・アケロン』が崩れれば、恐らく私は失敗するでしょう。あなたたちだけならともかく、蕩とう乃のも相手となれば勝算は相当に低い。ですから──賭かけに出ることもできます」

『コルドロン』が唸うなりをあげている。ホースの先せん端たんに風船をかぶせたまま、蛇じや口ぐちを全開にしているようなものだ。遠からず、風船は、破は裂れつする。

「この『コルドロン』を、暴走ではなく、自じ壊かいさせます。計画が成功するかどうかは賭けですが、座して敗北を待つよりはマシだ」

《できればやめてほしいね。時間をかけたんだからさ》

　ギギリヤがぼやく。黒くろ谷たにはそれを無視して、ねねこを指差した。

「ですが、どちらにしろ、この親しん王のう坂ざかは滅ほろびますよ。私たちの計画が成功するにしても失敗するにしても、『竜りゆう脈みやく』が溢あふれ出てこの街を破は壊かいすることに変わりはありません。何万人も、死ぬでしょうねえ。先ほど伏ふし桜ざくらくんが言ったように」

　ねねこの肩が、震ふるえた。

　ようやく、彼女は理解したのだ。

「ですが、あなたなら、止めることができる。出力式であるあなたなら。私からこの『ヴィンクラ』を奪い、制せい御ぎよ権けんを奪い返し、臨りん界かい状態を沈めることができれば──何万もの命を救うことができる」

　自みずからの小さな肩に、親王坂に住んでいる人々の命が、背せ負おわされているということに。

「あなただけなら、この壁かべの内側に入れてあげますよ。私のほうにもあなたに用がある。あなたを殺して出力式を手に入れれば、計画は成功するのですから」

　黒谷の言葉に従って、黒く流動する壁の一部がぽっかりと開いた。反射的に蕩乃がクォーツを構えようとするが、その途端、黒い壁は威い嚇かくするように燃もえ上がる。蕩乃は舌打ちをして、クォーツをしまった。

「どうしますか？　見も知らぬ人間のために自みずから命を投げ出すか──あるいは、見捨てるか。ふふ。あなたがどういう選択をするのか、興きよう味みがあります」

　ねねこは、何度も瞬まばたきをした。

　幼い顔が、泣きそうになっている。

　彼女は周囲の人々を見渡した。華夜を。呉くれ葉はを。キリコを。蕩乃を。そして──三九郎を、じっと見つめた。

　その中に、迷いを浮かべていないものは誰ひとりとしていなかった。『コルドロン』を止めるためにはねねこを内側に入れるしかない。しかし、それは、ほぼ間ま違ちがいのないねねこの死を意味している。

「……さんちゃん」

　中でも、三九郎の苦く悩のうは、誰の目にもわかるほどだった。

　伏桜三九郎は、春日ねねこを守るためにメイジ世界に足を踏み入れたのだ。そのねねこを死地に追いやることなど、三九郎にできるはずがない。だが、それをしなければ親王坂は滅ほろびる。数万の人命が失われる。

　三さん九く郎ろうに答えは出せない。

　だから、代わりにねねこが答えを出した。

「わたし、行くよ」

「え？」

「行く」

　短く言って、ねねこはにこりと笑った。それから──一いつ瞬しゆんの隙すきを突つくように、首を伸ばして、三九郎の頰ほおにちゅっと口づけた。

　そうして、彼女は『黒金の壁フリユーメン・アケロン』へと近づいていく。ぽっかりと開いた入り口の向こうで、黒くろ谷たにが笑っている。

　ねねこは震ふるえる息を吐はいた。唇くちびるを嚙かみしめる。そうして、足を踏ふみ出そうとしたところで、

「黒谷」

　その手を、三九郎が摑つかんだ。

「俺も、入れろ」

　黒谷は驚おどろいたように目を見開いた。その目を覗のぞき込みながら、三九郎は、うめくような声で言う。

「俺のことを殺したかったんだろう。御み影かげヶが原はら夜や楽がくを退しりぞけ、桐きり之の宮みや塵じん火かの攻こう撃げきを切り抜けて、俺は、ここにいるんだ。おまえが自分の手で俺を殺したいのなら、これが最後のチャンスなんじゃないのか？」

「…………」

　黒谷は、瞬まばたきもせずに三九郎のことを見つめた。

《黒谷。妙な考えを起こすなよ》

　ギギリヤの声。黒谷はやはり答えない。三九郎の言葉を吟ぎん味みしている。

　都合のいい話だ。計画を遂行する上では、伏桜三九郎を入れるメリットなどなにひとつない。春日ねねこひとりを殺せば、それで済む話なのだ。

　しかし──

「親父に言われたよ。おまえの面めん倒どうを見てくれって」

　その一言で、すべてが変わった。

「おまえを殺すことができなかったのが、親父の最大の悔くいだって。その心残りを、俺に晴らしてほしいのだと、そう言われた」

　黒谷は、『コルドロン』から『ヴィンクラ』を離した。

　制御が黒谷の手から離れたことで、自動制せい御ぎよ機き構こうが働いて『コルドロン』を冷れい却きやくしはじめる。ギギリヤがなにかを騒いでいる。だが、そのほとんどは、黒谷の耳に入っていなかった。

「入れ。伏桜三九郎。おまえは──私が殺す」

　ねねこと手を繫いだまま、三さん九く郎ろうは『黒金の壁フリユーメン・アケロン』の内側へと入り込んだ。




　　　　　　　　◆




　そして、伏ふし桜ざくら三九郎は、黒くろ谷たに平へい助すけと相対する。

　黒谷の口元に、笑みはなかった。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみに、今まで決して見ることのなかった、暗い情熱が宿っていた。

「『遺ゆい言ごん状じよう』はすでにない。おまえを守るものは、なにもない」

　その言葉に、三九郎は天てん正しよう神社の社しや務む所しよで、手も足も出ずに敗北したときのことを思い出した。『時属テンパス』メイジにして、『複ふく合ごう魔ま法ほう』使い。今まで相手にしてきた中で、間ま違ちがいなく最強の敵だ。

　だが、勝たなくてはならない。

　父のためではない。この街に住む、数万の人々のためでも、ないのだろう。

　ただ、三九郎の隣となりにいつづけてくれる少女のために。

「……これで、ようやく、終わらせられる」

　譫言のようにつぶやいて、黒谷は『ヴィンクラ』を構えた。

「『伏桜製作所』は、私の場所だ。私たちの、場所だったんだ。けれど、みんな死んだ」

　ねねこが三九郎の腕をぎゅっと摑んだ。その手は震えていたが、彼女は気き丈じように歯を食いしばり、恐怖に耐えていた。

「ならば『伏桜製作所』が存在することは、許されない。誰も彼も死んだのなら、その容れ物も、消えてなくならなければならない」

「今は違う」

　三九郎は答えながら、自らも『アエリシス』を構えた。

「今は、ここは、俺たちの場所だ。始まりがどうであれ。俺や、ねねこや、呉葉や、キリコや、華夜の場所なんだ」

　それを聞いて、黒谷は、ぎりりと歯を嚙かみ鳴らした。

「ならば、おまえが守ってみせろ。──伏桜三九郎」

　そうして、金色の燃ねん焼しよう光こうが、黒谷の右手を包み込んだ。

「『時よ、疾くテンパス・コンシトウス』」

　黒谷の全身を、金色の燃焼光が包んだ。その姿が一いつ瞬しゆんのうちに搔かき消える。

　黒谷が繰くり出す不ふ可か視しの攻撃の正体が、これだった。『加速』を全身に適用し、視し認にんできないほどの高速で襲おそいかかってくる。高速詠えい唱しようは、傍はた目めには詠唱をせずに魔法を発動させているように見えるだろう。それを知らなければ一方的に嬲なぶり殺されるだけ。知っていたとしても、対処は至し難なんを極きわめる。

　ねねこを背中にかばいながら、三さん九く郎ろうは気息を整え、その瞬しゆん間かんを待った。

　永遠とも思える一いつ瞬しゆんを、三九郎はひたすらに待ちつづけ──

　左。

　視界の端はしに影が見えた瞬間、三九郎はそちらに左腕を突つき出した。顔か、心しん臓ぞう。狙ねらうのならばどちらかだろうという確信があった。

　左腕の中ほどにまで、『ヴィンクラ』の刃やいばが食い込んだ。

　激痛が三九郎の左腕に弾はじける。それが信号だった。三九郎はまったく機き械かい的に、痛みを覚えた瞬間に、叫さけんでいた。

「『スティール』!!」

　黒谷の全身から金色の燃ねん焼しよう光こうが失われる。『アエリシス』の宝ほう玉ぎよくのひとつが金色に輝かがやく。

　天てん正しよう神社の社務所で敗北を喫きつしたのは、黒谷に恐怖したためでもあり、また、彼の攻こう撃げきの正体が摑つかめなかったからだ。今はそれが判明している。判明すれば、戦術は立てられる。たとえもっとも稀き少しような『時属テンパス』魔ま法ほうであっても、魔法である限り、三九郎は盗めるのだから。

　驚きよう愕がくに目を見開いた黒谷の顔面に、三九郎は固めた拳こぶしを叩たたき込んだ。

「かっ──」

　黒谷の身体が吹き飛ぶ。左腕から血を撒まき散らしながら、三九郎は地面を蹴けり、吹き飛んだ黒谷に追撃を食らわせようとした。

　しかし、黒谷は床に倒れ込む寸前でバランスを取り戻した。首をねじ曲げるかのようにこちらを見、歯を嚙み鳴らしながら、黒金色の燃焼光を手元に輝かせる。

「『腐食の時間コロツジオーネ・テンパス』！」

　詠唱と同時に、黒谷の白い顔がにわかに黒ずんで、ぐずりと崩れ落ちた。

　背後に気配を覚えた瞬間、三九郎は叫んでいた。

「『リリース』!!」

　黒谷から盗んだ『時よ、疾くテンパス・コンシトウス』が三九郎を加速させた。加速時間の中で、三九郎は身体ごと回転し、背後の気配に向かって『アエリシス』を叩たたきつけた。

『ヴィンクラ』を握る黒谷の右手が、手首ごと切り飛ばされた。

「──────」

　三九郎は目を見開く。『アエリシス』の刃は潰つぶされている。全力で叩きつけても、せいぜい手首の骨が折れるくらいだろう。手を切り飛ばすことなど、できるわけがない。

　それを可能としたのは、『加速』魔法による、異常な加速度のおかげだろうか。

　鈍化した時間の中で、黒谷は口こう角かくを吊つり上げ、笑い、なにかを詠唱した。血の珠がゆっくりと宙を舞っている。その珠に、金色の燃焼光が反射する。

「『時よ、止まれテンパス・デイズイーネ』」

　ゆっくりとした時間の中で、黒谷の魔法が完成した。

　三さん九く郎ろうは致ち命めい的に遅れた。『加速』魔ま法ほうの異常なまでの威い力りよくに、動どう揺ようしていたためだ。どれだけの速度を得ようとも、判断が鈍にぶればなんの意味もない。

　次の瞬しゆん間かん、いくつかのことが同時に起きた。

　黒くろ谷たにの姿が再び搔かき消え。

　三九郎が盗ぬすんだ『加速』魔法が、打ち消され。

「さんちゃん！　右！」

　ねねこの声が、三九郎の命を救った。

　三九郎は咄とつ嗟さに『アエリシス』を右側に立てた。その刃やいばが、三九郎の心しん臓ぞうを狙ねらった『ヴィンクラ』を防ぐ。火花が散り、刃と刃が擦こすれ合う金属質な音が耳を刺した。

「私が一番許せないのは、それだ」

　ぎりぎりと、黒谷は片手だけで『ヴィンクラ』を押し込もうとしている。三九郎も使えるのは右手だけだ。渾こん身しんの力で、黒谷とつばぜり合いを繰くり広げる。

「『アンチメイジ』スキル。見るだけで心が騒さわぐ。彼女のことを、思い出してしまう」

「なんの、ことだ……!?」

「伏ふし桜ざくら詩し絵え。おまえの母親だよ、三九郎」

　ごく近くに黒谷の瞳ひとみがある。その瞳には、ただ暗く淀よどむ闇やみだけがある。

「おまえは残ざん骸がいそのものだ。伏桜三九郎。団だん慶けいと詩絵の息子──『複ふく合ごう魔法器』を持つ『アンチメイジ』。抹まつ消しようすべき、過去だ」

　闇の名は、妄もう執しゆうという。黒谷を突つき動かしている原動力だ。黒谷の瞳に、その執しゆう念ねんを覗のぞき込んで、再び恐怖しそうになる。

「……過去。残骸か」

　だが、それ以上に、三九郎の中にこみ上げる感情があった。

「だから、親父を殺したのか。親父や、この場所を見るたびに、過去を思い出すから」

「そのとおりだ」

　三九郎は鋭く息を吸い込み、そして、こみ上げる感情をそのままに、黒谷のことをにらみつけた。

「おまえにとって！　親父は！　過去でしかなかったのか!?」

　ほんの一瞬──

　黒谷の力が緩ゆるんだ。

　三九郎は、その隙すきを逃さなかった。右手に力を込めたまま、左足を振り上げて黒谷の腹を蹴けりつける。黒谷のバランスが崩れ、しかし彼はすかさず身を反らして、バク転をしながら三九郎と距きよ離りを取った。

　ぎり、と歯を嚙かみ鳴らし、黒谷は詠えい唱しようする。

「『時よ、疾くテンパス・コンシトウス』！」

　黒くろ谷たにが投げつけたナイフが、金色の燃ねん焼しよう光こうを棚たな引びかせながら頰ほおをかすめていった。『加速』魔ま法ほうによって、弾だん丸がんのような初速度を得たナイフに、三さん九く郎ろうは反応どころか視し認にんすることさえできなかった。

　だが、三九郎は恐怖しなかった。

　胸に渦うず巻まくのは、怒りだろうか。あるいは悲しみか、やりきれなさか。左の腕から、涙のように血を流しながら、三九郎は一歩、黒谷に近づいた。

「親父は、おまえのことを親友だと思っていたのに」

「……黙だまれ」

　再び、金色の燃焼光が黒谷のナイフに宿った。『ヴィンクラ』とは別の、投げ捨てるためだけのナイフ。それを器用に操あやつって、黒谷は三九郎に投げつけた。

　左肩を貫つらぬかれた。

　三九郎の歩みは、止まらない。

「おまえのことを、最後まで、案じていたのに！」

「黙れェッ!!」

　すでに黒谷の表情から笑みは消えていた。『加速』ナイフを投とう擲てきする。右の太ももに突つき刺さり、三九郎は耐えきれずその場に跪ひざまずいた。

　それでも、その視線だけは、射すくめるように黒谷に向けられていた。

　黒谷の瞳に、闇やみ以外のなにかが生まれた。それがなんであるか、三九郎は知っていた。かつて自分が黒谷に対して抱かかいた感情だからだ。

　それは、きっと、恐怖と呼ばれるものだった。

「やめろ！　そんな目で、私を見るな！　──見るんじゃない！　団だん慶けいッ！」

　黒谷は絶ぜつ叫きようし、奥歯を嚙かみ鳴らした。金色の燃焼光が、最後のナイフに──『ヴィンクラ』に宿る。狂気と恐怖に満ちた眼まな差ざしを、ただ一点へと貼りつけながら、黒谷は絆の名を冠するナイフを投げつけた。

　それを。

　それだけを、待っていたのだ。

　全身ならばともかく、『加速』魔法を得て飛ひ来らいするナイフに反応することはできない。弾丸を見てから躱かわすようなものだからだ。

　だが、それがどこに突つき刺さるかをあらかじめ知っていれば、あるいは、反応できるだろう。

　団慶を殺したのは自分だと、黒谷がそう告げたとき、彼は確かにこう言っていた。

　その胸にナイフを突き立てて殺した、と。

　確証はなにもない。しかし、三九郎はそれに賭けた。

　最後は、必ず、父を殺したときと同じ手順を踏むはずだと。

　黒谷は、『ヴィンクラ』を、三九郎の胸に突き立てて殺そうとするはずだと。

　奥歯を嚙かみ鳴らす詠えい唱しようの前提動作。それを見た瞬しゆん間かん、三さん九く郎ろうは『アエリシス』を跳はね上げて、胸の前に立てた。金色に輝かがやく『ヴィンクラ』が、『アエリシス』の刃やいばに弾はじかれ、三九郎の背後の壁かべに突つき刺さった。

　同時に、『アエリシス』の宝ほう玉ぎよくが金色に輝く。盗ぬすんだのだ。三九郎は、それを即そく座ざに『リリース』し、『アエリシス』自体に纏まとわせて──

　そして、黒くろ谷たにに向かって、投げ返した。

　とん、という音が響ひびいた。

「…………」

　自みずからの胸を貫つらぬいた『アエリシス』の刃を、黒谷は意外なものを見るかのように見下ろした。どくどくと血が噴ふき出る。黒谷は、呆ぼう然ぜんと手を動かして、その血を押さえ込もうとした。

「……おや……」

　膝ひざが、崩くずれた。

　がくりとその場に跪ひざまずいて、黒谷は頭上を見上げる。

　そこには伏ふし桜ざくら三九郎の顔があった。唇くちびるを引き結び、眉まゆを寄せて、黒谷のことをじっと見下ろしている。父の親友であり、父を殺した男のことを。

「──、かはっ」

　黒谷の口から、血が溢あふれた。

　跳はねた血が眼鏡めがねを赤黒く汚す。レンズの向こうで、黒谷の目が何度か瞬きをした。それから、彼は震える手を伸ばして──『アエリシス』を摑んだ。

「みんな。死んだ」

　ぽつりと、黒谷はそうつぶやいた。

「詩絵は、メイジに殺された。団慶は──私が、殺した」

「…………」

「ずっと、不ふ思し議ぎに思っていたんだ。みんな、みんな、死んで。それなのに、どうして、私が生きているのかと」

　ずるり、と。

『アエリシス』が黒谷の胸から引き抜かれる。膝ひざ立だちの体勢のまま、黒谷は後ろに向かって、大の字に倒れ伏した。

　その瞬間、主からの魔力供給を失った『黒金の壁フリユーメン・アケロン』が消しよう滅めつした。

　息を吞のんで見守っていた一同が、どっと踏ふみ寄せてきた。蕩とう乃のは『コルドロン』に向かい、キリコと呉くれ葉ははしゃがみ込むねねこを保ほ護ごし──華か夜やは、そっと三九郎の隣となりに寄り添そった。

　三九郎は、黒谷のことを見下ろしている。

「今、ようやく、わかりました。──あなたに、殺されるため、だったんだ」

　血に濡ぬれた唇が、かすかな笑みを形作った。

「父を、殺して、その息子に、討うたれる。物語としては、正しい、筋書きだ」

「……親父が、あんたのことを殺せなかったのは」

　低い、低い、鉛なまりのような声が、三九郎の喉のどから溢あふれた。

　淀よどんだ眼まな差ざしが、黒くろ谷たにの手からこぼれ落ちた『ヴィンクラ』へと据すえられる。

「親友だったからだ。二つのナイフを、二人で分かち合ったんだろう。『アエリシス』と『ヴィンクラ』──異い端たんの絆きずな。あんたたちは、二人とも、異端の仲間同士だったんじゃないのか。それなのに、なぜ！」

　叫さけぶ。倒れた黒谷に馬乗りになって、三九郎はその胸ぐらを摑つかんだ。抑おさえきれない怒りが、その表情を濃く彩いろどっていた。
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「なぜ、こんなことをしたんだ!?　あんたなら──あんたたちなら！　壊こわれてしまったとしても、また、もう一度やり直すことができただろうに!!」

　黒谷の瞳ひとみは、もはや霞がかかったようになっている。視界がぼやけ、思考もまとまらなかった。目の前にいるものが誰だれなのかも思い出せない。

　ただ、その言葉だけが、闇に閉ざされかけた意識に反はん響きようした。

「……壊れても……、もう、一度……」

　伏しても、なお咲く。

　伏ふし桜ざくら団だん慶けいが創つくり出した『異い位い相そう空間』。丘が連なり、草原が広がる。吹きつける風に『伏桜製作所』の印章がはためいている。その旗はたの下、中腹を削けずって創つくられた中庭テラスで、ジャッジが、蕩とう乃のが、団だん慶けいが、詩絵が集つどい、楽しげに談だん笑しようしている。

　かつて見た光景だ。それが二度と取り戻せないと信じたからこそ、黒くろ谷たには狂った。在りし日の残ざん骸がいを消し去ろうと、狂気に突つき動かされて暗あん躍やくしつづけた。

　だが、取り戻すことはできなくても、最初からやり直すことはできたはずなのだ。

「…………そうだな……そういう選択も……あるいは……」

　目を閉じる。その端はしから、涙が一筋だけ溢れた。

　そういう道もあったのかもしれない。だが、黒谷が選んだのは別の道だった。その道の果てが、この場所だったというだけのことだ。あるいは、果ての果てに、彼が愛した『伏桜製作所』が横たわっていたのは、黒谷にとっての救いだったのかもしれない。

　黒谷はただ、この世の最さい期ごに、伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうによって想そう起きされた考えを辿たどり──そして、自みずからが殺あやめた男に対して、ぽつりと囁ささやいた。

「団慶。辛つらいことを……させたな」

　そして、黒谷平助は息絶えた。
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　沈ちん黙もくがあった。

　黒谷の死体の上に、三九郎は馬乗りになっている。黒谷が事切れたあとも、三九郎は彼の胸ぐらから手を外そうとはしなかった。強く、強く、指が白く浮き上がるほどに、その拳こぶしに力を込めている。

　血で汚れた、その手に──

　華か夜やは、自みずからの手を重ねた。

「三九郎くん」

　その名を呼ぶ。呼んでどうしようと思ったわけではない。ただ、呼びたかったのだ。そうして、彼にわからせてやりたかった。

　伏桜三九郎は孤独ひとりではないということを。

　だから、そんな、寄よる辺べのない供のような顔を、しないでほしかった。

「さんちゃん」

　もうひとり、三九郎の傍かたわらに寄り添そう少女がいた。

　春日かすがねねこは、華夜の手の上から自らの手を重ねた。慈じ母ぼのような微笑ほほえみをその口元に浮かべながら、彼女は目に涙を浮かべる。

「力を、抜いて」

「…………」

　三さん九く郎ろうは押し黙だまっている。それでも、彼はねねこの言葉に従った。長いあいだ、強い力を込め続けていたからか、三九郎の手はかすかに震ふるえていた。

　ねねこと華か夜やの手が、両方からその手を包み込んだ。

「大丈夫だから」

　知らず、華夜はそんなことを口にしていた。胸の中でなにかが燃もえている。恋とはわずかに色合いが異なっている。今の、弱り切った三九郎を守りたいと、癒いやしたいと願う気持ちが、華夜の内側を満たしていた。

「私たちが、ここにいるから」

「だから──」

　かすれた声で、ねねこと華夜は口々に囁ささやいた。どちらも泣きそうな顔をしている。それほどに、今の三九郎の姿を見ているのは、二人にとって辛つらいことだった。

　やがて、三九郎は小さく言った。

「……ありがとう」

　そうして、彼は立ち上がった。

　黒くろ谷たにの死に顔を見る。きゅっと唇くちびるを嚙かみ、しかし、三九郎はそれを振り払うように視線を剝はがした。

　その視線の先には、『コルドロン』に寄りかかっている蜜みつ月づき蕩とう乃のがいた。『ヴィンクラ』を指先に引っかけて、ぷらぷらと揺ゆらしている。

「メイジは殺さないんじゃなかったんですか？」

　華夜とねねこは、まったく同時に蕩乃のことを見つめた。

　二人の表情を見て、さすがの蕩乃も気まずそうに顔を背そむけた。三九郎がなにか答えるよりも先に、ぶちぶちとつぶやく。

「……ま、どっちにしろ、結果は同じですけどね。あなたが生かしたまま止めていたとしても、私が黒くろ谷たにを殺していました」

　三九郎は目を瞬しばたたかせ、それから、ぽつりと尋たずねた。

「もしかして、慰なぐさめてくれているのか？」

　蕩乃は虚きよを突つかれたように目を見開き、それから、「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」とばかりに肩をすくめた。

「そんなことより──聞いていますか!?　ギギリヤ・モーバイン!!」

　不意に頭上を見上げて、蕩乃は叫さけんだ。返事はない。しかし、彼女は「聞いているもの」として話を進めはじめた。

「あなたの馬ば鹿かげた計画は、これで終わりです！　今後、この土地は私たちがきっちりと管理しますから、余計なちょっかいは出さないようにお願いしますね！」

　その声は、中空に吞のみ込まれ、戻ってくることはなかった。

　蕩とう乃のはきっかり十秒間、空中を見つめてから、『コルドロン』から腰を離はなした。

「ま、どうせ懲こりずにちょっかい出してくるんでしょうね。少なくともしばらくは、平和なままでいることを願いますよ」

　三さん九く郎ろうは頷うなずき、そして、蕩乃に近づいていった。

　少し驚おどろいたような蕩乃に、彼は手を差し出す。黒くろ谷たにの血で汚れた手を。

「平和を続けたいのなら、『マーチラビット・ワークショップ』との同どう盟めいは必要不可欠だ。この戦争でも、あなたの力がなければ負けていた。あらためて感かん謝しやと、そして、これからの友好関係をお願いしたい」

　蕩乃はイタズラっぽく笑って、その手を握った。

「いいのですか？　そんなことを言って？　『戦後処理』で多めのご褒ほう美びを要求しちゃいますよ？」

「いいよ。俺に必要なものは、もうここにあるから」

　華か夜やが、ねねこが、呉くれ葉はが、キリコが、三九郎の後ろに立っている。『伏ふし桜ざくら製作所』。異い端たんなるメイジが集つどう工房が、彼のいる場所がそこにある。

　懐ふところに収めたジャッジの仮面に手を当てて、三九郎は独ひとり言ごとのように、つぶやいた。

「戦争は終わった。俺たちの工房に、帰ろう」
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「あらためて祝しゆく辞じを述べさせていただきましょうか。工房長就しゆう任にん、おめでとうございます」

「そりゃどうも、ありがとさん」

　幾いく千せんの蠟ろう燭そくが揺ゆらめく光の下で、二人の工房長は向かい合い、油断のない視線を交わし合っていた。

　蜜みつ月づき蕩とう乃のと桐きり之の宮みや仄ほの火かは、二人とも喪も服ふくを着ていた。蕩乃はモーニングドレスであり、仄火は黒い着物姿だ。つい先ほどまで、前工房長でもある桐之宮新しん開かいの葬そう儀ぎが開かれていた。新開の葬儀は、同時に蕩乃が『桐之宮工こう廠しよう』工房長就任を宣せん言げんするための、セレモニーでもあった。

　仄火は広間を見渡して、ぽつりとつぶやいた。

「それにしても、少ないな。アタシらだけか」

「工房自体が少なくなりましたからね。この会合の名前も、『三さん会かい議ぎ』に変えなくては」

『親しん王のう坂ざか大戦』は、大きな変化を親王坂のメイジ世界にもたらしていた。

　もっとも大きなものは、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』と『ギギリヤ重工』極きよく東とう支部の解体だ。『評ひよう議ぎ会かい』によってあらかじめ定められていたルールに従って、敗者はすべてを失い、勝者はすべてを得ることとなった。敗北した両工房はそっくりそのまま勝利工房に併へい吞どんされ、今ではこの親王坂のほとんどを『マーチラビット・ワークショップ』と『桐之宮工廠』が支配することになっていた。

　しかし、仄火は蕩乃の言葉に異い論ろんを申し立てた。

「『三会議』？　『四会議』の間ま違ちがいだろう？」

「いいえ、三で合っていますよ。つい先ほど、『街工場ウィステリア』が『伏ふし桜ざくら製作所』の傘さん下かに入り、その看かん板ばんを下ろすことが決まりました。これで、この親王坂に存在する工房は、私たちと『伏桜製作所』の三つだけですね」

「……あのオヤジ、弱いくせに抜け目がないな」

「弱いからこそ、抜け目がなくては生きていけないのでしょう。神しん藤どう氏が必要としているのは、自分の家族を守るだけのクォーツに過ぎませんからね」

「アタシたちとは、そもそも見ているモノが違うってか。はん」

　興きよう味みなさそうに鼻を鳴らして、仄火は手を振った。

「それでも、やっぱりあんたの間違いだよ。蜜月蕩乃。会議の名前は、『四会議』だ」

「どういう意味ですか？」

「新しい工房ができるってことだ。名前は『桐きり原はら工房』。センスもへったくれもない名前だろ？　アタシの弟が工房長を務つとめることになったから、よろしくな」

　蕩乃は無言のまま目を細める。仄火はにやにやと笑いながら、言葉を続ける。

「なにしろ、あいつは『桐之宮継けい承しよう戦争』の功こう労ろう者しやだ。工房長暗殺の犯人である桐之宮塵じん火かを討うち果たし、自分の能力を証明した。工房の一個でも与えないと示しってもんがつかないからね」

「……『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の跡あと地ちを任せるつもりですか？　あそこから吸収した、人じん工こう精せい霊れいメイジも含ふくめて？」

「さすが、話が早いね。そういうことだから、事じ後ご承しよう諾だくになるがよろしくな」

　仄火はリーダーとして相応ふさわしい資質を持つが、なにしろ新しく就しゆう任にんしたばかりだ。親しん王のう坂ざかの半分を支配するのは荷が勝ちすぎる。だからこそ、信しん頼らいする弟に『シャドウミドウ・ジャンクヤード』を任せたのだろう。吸収した敗残メイジの処理は、ある意味では戦争そのものより厄介だからだ。

　軽くため息をつくように、蕩乃は言った。

「桐きり原はら雷らい火かも、苦労しますね」

「おいおい、アタシがあいつに厄やつ介かい事ごと押しつけたみたいな言い方はよせよ。工房を持つのはあいつの目的だったんだぜ。アタシは優やさしい姉として、それを叶かなえてやっただけだ」

「ま、どうせ私には関係ありませんが、それならそれで顔見せのひとつでもするべきではありませんか？」

「『四よん会かい議ぎ』の招集は、後日あらためてやるさ。今、この親王坂の支配者は、実質的にアタシとあんただけなんだ。そっちだって、『アンチメイジ』は来ていないだろ？」

　蕩乃は軽く頷いた。二工房の同盟において、主導権を取っているのは蕩乃のほうだ。伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうはメイジ的な欲望は一切持っていない。彼や、彼の大切なものに手を出さない限りは、御ぎよしやすい相手といえた。

　この親王坂の実質的なトップは、今や仄火と蕩乃の二人だけになってしまったのだ。

「あたしとアンタが手を組めば、『ギギリヤ重工』の本部も迂う闊かつに手を出せないだろ。親王坂は平和なままだ」

「…………」

　蕩乃は、仄火の顔をじっと見つめた。

　尋ねる。

「あなたは、どうして工房長になったのですか？」

「うん？」

「名門『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』の長女なのですよ。黙だまっていてもそれなりの地位には就つける。工房長になることはできなくても、副工房長や、少なくとも幹部クラスにはなれたはずなのに、どうして塵火に牙きばを剝むいたのですか？」

　仄火は目をぱちくりさせた。想像もしていなかった問いかけをなされたかのように。

　それから、彼女はにやりと笑って、こう答えた。

「そりゃ、あれだ。塵火がアタシより弱かったからだろ」

　今度は、蕩乃が目を瞬しばたたかせる番だった。

「弱肉強食がメイジ世界のオキテって奴やつだ。アタシは、自分より弱い奴が自分の上にいることを許さない。だからあいつを認めなかったのさ」

「……利りではなく、理ことわりの問題ですか」

「そういうこと。──ああ、安心しなよ。アンタに刃は向むかうほど自惚うぬぼれちゃいない。仲よくしようぜ」

　少なくとも、今はまだな。

　口元に笑みを浮かべたまま、こちらに手を差し出す仄ほの火かの右みぎ眼めは、あきらかにそう物語っていた。

　蕩とう乃のは高速で思考を巡らせる。目の前にいる女は危険な獣けものであり、弱味を見せれば即そく座ざに襲おそいかかってくるだろう。牙きばを剝むく前に『カッ攫さらう』べきではないか──そんな考えが、一いつ瞬しゆんだけ首をもたげた。

　しかし、蕩乃はその考えを、即そく座ざに却きやつ下かしなければならなかった。仄火を殺すのは容よう易いなことではないし、仮に殺すことができたとしても、その瞬間に蕩乃はすべての工房を敵に回すことになる。雷らい火かは蕩乃を許すまい。三さん九く郎ろうも蕩乃を見限るかもしれない。甘い甘い伏ふし桜ざくら三九郎は、義ぎ理りや人情をなによりも大切にするから。

「……もちろん。そのつもりです」

　数秒の沈ちん黙もくのあと、蕩乃は息を吐はくように言って、仄火の手を握った。

「無む益えきな争いは好みません。共に手を取り、助け合って行きましょう。仄火さん」

「まったくだね。末すえ永ながい平和と繁はん栄えいのために、共存していこうぜ。蕩乃さん」

『末永い』というのは、果たして何ヶ月のあいだのことなのか。友好の握手を交わしながら、蕩乃は計算を始めた。
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「工房長就しゆう任にん、おめでとう」

　天てん正しよう神社の鳥居の前で、雷火はそんな祝しゆく辞じを受け取っていた。

　伏桜三九郎と桐きり原はら雷火の二人は、肩を並べて神社から出て行く。どちらも包ほう帯たいを巻いている。雷火のそれは『アバター』を隠かくすためだが、三九郎は左腕を固定していた。黒谷との死し闘とうによって受けた傷のほとんどは、『大だい治ち癒ゆ』魔法によって治っていたが、左腕の傷だけは深く、完治までは至らなかったのだ。

　二人とも、喪も服ふくである。葬そう儀ぎの直後なのだから、本来は祝辞など述べるべきではないのだろうが──雷火を見る三九郎の目には、心からの祝福が浮かんでいた。

　だから、雷火も、素直に答えることができた。

「……ありがとう」

「元気ないな。──親父さんのことか？」

　あんなのでも、やはり父親の死は悲しいのだろうか──、三さん九く郎ろうがそう気き遣づかっていることに気づいて、雷らい火かは首を振った。

「いや。別に、悲しくはないよ。僕ぼくの工房を見せつけてやれなかったのは残念だけど──もう、なにもかも終わったことだ。それより、もっと別の心配事がある」

「心配事？」

「工房経営だよ。なにしろ、僕はまだレベル14だ。マスターどころか、アークメイジですらない。これから苦労しそうだ」

　雷火が工房長を務つとめる『桐きり原はら工房』は、かつて『シャドウミドウ・ジャンクヤード』に所属していた人じん工こう精せい霊れいメイジたちを多く吸収している。人工精霊は、主がいなければ存在意い義ぎを持たない。その新しい主ぬしに、雷火を選んだということなのだが──

「あの夜や楽がくが作った人工精霊ばかりだからね。まとめていけるかどうか。頭が痛いよ」

　言ってから、それが愚ぐ痴ちであることに雷火は気づいた。仄火の前では、ついぞ口にすることのなかった弱音だ。

　しかし、三九郎は特に気にした素振りも見せず、雷火の背中をぱしんと叩たたいた。

「なんだ、そんなこと。俺なんかレベルで言ったらゼロなんだぞ。魔ま法ほう使えないんだから。でも、どうにかこうにか工房長をやれている。おまえなら楽勝だ」

「きみは『アンチメイジ』だろ。僕とは状況が違う」

「それを言うなら、おまえだって『アバター』持ちだ」

　雷火は右手をちょっと上げた。ぐるぐる巻きの包帯の下で、熱痛が蠢うごめいている。これから一生付き合っていくことになる痛みは、雷火の力の証あかしでもある。

「メイジ世界は弱肉強食。弱い相手には牙きばを剝むくけど、強い相手には縮ちぢこまるのがメイジって生き物だ。ごちゃごちゃ言う奴やつがいたら、その手で叩きのめせばいい」

「……きみがそうしたように？」

「俺がそうしたように」

　真ま面じ目めな顔で言い合って──二人は、同時に笑い出した。

　笑いながら、歩く。天てん正しよう神社から駅前までの道のりには、見覚えがあった。すべての始まり、『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』以前に、雷火がよく歩いていた道だ。まだ親しん王のう坂ざか高校に通っていた当時の、通学路だった。

　三九郎も同じことを考えたのだろう。雷火に顔を向け、彼はぽつりと尋ねた。

「学校に戻ってくるつもりはないのか？」

　雷火は首を振る。

「今の僕には、学校に通う必要も時間もない。工房長なんだ。やることは山のようにある」

「……それも、そうだな」

「この街は平和になったけど、すべては元に戻れないよ。僕ぼくはまだ姉さんの部下だし──きみだって、『ギギリヤ』には狙ねらわれつづけるだろう。姉さんがもし『ギギリヤ』についたら、僕ときみとは敵同士だ」

「親友であっても、敵同士か」

　三さん九く郎ろうは前を向き、押し殺した声でそうつぶやいた。

　雷らい火かは三九郎の横顔を見た。強い眼まな差ざしの中から、迷いの色はまだ消えていない。その迷いの元げん凶きようがなんであるか、雷火は知っていた。

「親父は、黒くろ谷たにの親友だった」

「…………」

「だから殺せなかったんだ。友だちを、その手にかけることができなかった。でも、たぶん、黒谷のほうは──親父にこそ、殺してほしかったんだと思う」

　友だちを、殺したいと思う人間など、いるはずがない。

　メイジもそのことには変わりない。一般社会よりはるかに悪あく辣らつなメイジ世界であっても、友情や愛情は存在する。雷火は何度か三九郎のことを、迷わずに殺そうとした。──いや、違う。迷おうとしなかったのだ。

　一度でも、そのことを振り返って考えてしまえば、必ず立ち止まってしまうとわかっていたからだ。

「きみの父親は、立ち止まったんだな」

　ぽつりと言うと、三九郎は驚おどろいたように雷火のことを見た。

「友だちを殺すなんて、考えてできることじゃない。一度でも考えてしまったら、もう、できないよ」

「……立ち止まることは、悪いことなのか？」

　雷火は首を振った。迷わず殺すことがいいことなのか。迷って殺せないことが悪いことなのか。そんなことの区別は、つけられるはずがない。

　ただ、雷火は、考えたことを口にする。

「きみは親友で、僕はきみを殺したくない。でも、僕たちはメイジ世界にいる。いつか、殺し合わなくてはならないような状況が、またやってくるかもしれない。そのときは──」

「……そのときは？」

　雷火は肩をすくめて、答えた。

「そのときに、考えるさ」

　ぷっと、三九郎は噴ふき出した。「なんだそれ」と言いかけて、手を振って打ち消す。

「そうだな。おまえの言うとおりだ。せいぜい、そんな状況に追い込まれないように──祈るとしよう」

　雷火は頷うなずいた。メイジにも祈いのりは必要だと、そう思った。




　　　　　　　　◆




「さんちゃん。お話があります」

　三さん九く郎ろうがリビングに入った途と端たん、ねねこがそんな声をかけてきた。

　ぎくりとする。なぜかといえば、リビングのソファに三人の少女が並んで腰かけていたからだ。左から、華か夜や、ねねこ、キリコというポジショニングで、全員がきちりと膝ひざを揃そろえてこちらを見つめるさまは、まるでなにかの査さ問もん会かいのような雰ふん囲い気きだった。

「……な、なんでしょう」

「とりあえず、お座りください」

　目の前のソファを手で示されて、三九郎は仕方なく、そこに腰を下ろした。

　ふと、三九郎は呉くれ葉はが離はなれた場所に立っていることに気づいた。窓の近くに佇たたずみ、外の景け色しきを眺めている。彼女は三九郎の視線に気づくと、軽く肩をすくめてみせた。「諦あきらめろ」とでも言うかのように。

「さんちゃん？」

「は、はい！」

　威い圧あつ感かんのある声に、三九郎は思わず背せ筋すじを伸ばしてしまう。

　そう。威圧感だ。いつもはふわふわとしたねねこが、このときばかりは、何事かただならぬ決意を秘めているようだった。

　こほん、という可愛かわいらしい咳せき払ばらいのあとに、ねねこは言った。

「さんちゃんは、わたしのこと、どう思っていますか？」

　唐とう突とつな問いかけに、三九郎はまじまじとねねこのことを見つめてしまった。

　ばん！　とテーブルを叩いたのは、隣となりに座るキリコだった。彼女は肩を怒らせて立ち上がり、大声で叫ぶ。

「どうなんですか、工房長！　ママのことをどう思っているのか聞いているんです！」

　なんだこれは、なんで俺は尋じん問もんを受けているんだ──、そんなふうに混乱しながらも、三九郎は正直に答えた。

「いや、あの、──た、大切な、幼なじみ、だけど」

　その答えは、どうやら不正解だったようだ。ねねこは唇くちびるを嚙かみ、悲しそうにうつむいてしまった。三九郎はなにがなんだかわからない。なぜ彼女が落ち込んでいるのかがわからないのだから、訂てい正せいのしようもなかった。

　ふう、と華夜がため息をついた。どうしようもない無能を見るときのような眼まな差ざしを向けながら、嚙かんで含ふくめるように、

「あのね、三九郎くん。ねねちゃんが言いたいのは──」

「いいの。かやちゃん。わたしが、自分の口で言うから」

　腕を伸ばして制止して、ねねこは三さん九く郎ろうのことを、真正面から見つめた。

「わたしのことを、女の子としてどう思っているのか。聞かせてください」

　三九郎は、口を噤つぐんだ。

　いくらファッキン難なん聴ちよう野や郎ろうの伏ふし桜ざくら三九郎でも、ねねこがなにを言いたいのか、それでわかった。

　ねねこの黒い瞳ひとみは、濡ぬれたように光っている。不安と、そしてなにがしかの期待が、その視線に込められている。

　三九郎は小さく息を吸い込み、口を開き、

「俺は──」

「わたしは」

　痺しびれを切らしたのか、ねねこは三九郎と同時に口を開いた。

　言葉を途と切ぎれさせたのは三九郎のほうで、ねねこは熱っぽく三九郎を見つめながら、立ち上がった。

「わたしはさんちゃんがすき。男の子として。好きなの」

「────」

「ほんとは、もっと、ずっと、ゆっくりにしていたかった。さんちゃんのことは好きだったけれど、ずっと隣となりにいて、いつか気づいてもらえればそれでいいって、そう思っていた。でも」

　ずい、と身を乗り出して、ねねこはテーブルの上に膝ひざを突ついた。正座になって三九郎のことを見上げながら、彼女は言う。

「でも、ここは、メイジ世界だから」

　三九郎がいる場所。ねねこが望んで三九郎の隣となりにいようと思うならば、足を踏ふみ入れなければならなかった場所。

「これから先、どんな戦争があるのかわからないでしょ？　そのときに──もしものことがあったときに、伝えられないままだったら、いやだなって。さんちゃんがわたしのことを、本当はどう思っているのか、知らないままだったら、いやだなって、そう思ったの」

　真しん摯しな口ぶりに、三九郎は胸が締しめ付けられるような気持ちを味わった。

『伏ふし桜ざくらの魔ま女じよ』。今のねねこは、そう呼ばれている。『シャドウミドウ・ジャンクヤード』のマスターメイジを撃退する姿は、ベッコーとタイマイを通じて全メイジ世界へと伝わってしまった。いまや彼女はメイジにとっての恐怖と忌き避ひの代名詞だ──『アンチメイジ』と同じように。

　彼女自身が望んだこととはいえ、もはやねねこに、退しりぞく道はないのだ。

「だから、わたしから言います。さんちゃん」

　テーブルの上で正座をして、顔を真っ赤に染そめ上げながら、彼女は三九郎を見上げた。

「わたしと、結婚を前提に、おつきあいをしてください」

「──────」

　プロポーズを。されるとは。思っていなかった。

　三さん九く郎ろうは視線を左右に揺ゆらす。キリコ、華か夜や、呉くれ葉は。全員が三九郎のことを見つめている。「ここできちんと答えなければおまえはクズだ」という意味の圧力を込めて。

　逃げ場はない。

　しかし、最初から、逃げるつもりなどない。

　三九郎はその場に片かた膝ひざを突ついた。ねねこの手を取る。まるでおとぎ話のナイトだ。若じやつ干かんの気き恥はずかしさがあったが、ねねこの瞳ひとみは喜びに輝かがやいていた。ならば別にいいかと思い直して、三九郎は両手でねねこの手を包んだ。

　小さな手は、柔やわらかく、温かかった。

「……俺も、ねねこのことが、好きだ」

　ねねこの呼吸が止まった。それがわかるほどに、二人は至し近きんの距きよ離りにいた。

「おまえのことは、俺が守る。だから、ずっと、傍にいてくれ」

　少しの沈ちん黙もくのあと──

　ねねこは、こくりと頷うなずいた。

　その目から涙がこぼれる。またなにか迂う闊かつなことをしてしまったかと、三九郎は一いつ瞬しゆん焦あせったが、ねねこは笑っていた。歩み寄った呉葉がねねこの背中をばしんと叩たたき、大声ではやし立てた。

「よかったな、ねねこ！　まったく！　サンクロのハーレム野や郎ろうっぷりには虫むし酸ずが走ってたんだよな！　これで、ようやくイライラすることもなくなるってもんだ！」

「……うん、うん。ありがと、呉葉ちゃん」

　ねねこは泣きながら笑い、笑いながら頷いている。呉葉は楽しげに笑いながら、そんな彼女の髪をぐしぐしと搔かき乱していた。それはそれで美しい光景なのだが、三九郎としては納得いかないことがひとつある。

「は、ハーレム野郎ってなんだよ」

　と、華夜が三九郎を横目で見て、ぽつりと尋ねてきた。

「あのさ、三九郎くん。ひとつ確かめたいんだけど──本当に、気づいてなかったの？」

「なにに？」

「ねねちゃんが、三九郎くんのことを好きってことに」

　空気が再び査さ問もん会かいのそれに戻りかけた。呉葉は腕を組んで冷ややかに三九郎を見据える。

「だよな。一ヶ月前の事件のときに、あんなにはっきり言ってたのによー。まるっきり進展がないっておかしくねーか？」

「いや、その……ねねこのことだから、普通に、友だちとして好きなんだと……」

　激痛が背中に走る。振り返ると、キリコが三九郎の背中をつねっているのだった。

「な、なにするんだ!?」

「神しん藤どうセンパイからの命令です。女の子の気持ちをないがしろにするような言動をした場合、あたしには制せい裁さいする権限が与えられているのです」

「なんだそれ!?」

　華か夜やが、冷静な判事のように結論を出す。

「須す崎ざきさんが正しいよ。三さん九く郎ろうくん、いくらなんでも鈍どん感かんすぎ。その鈍感で、ねねちゃんがどれだけやきもきしたか、わかってるの？」

「す、すいませんでした……」

　がくりと肩を落として、三九郎は謝しや罪ざいをした。キリコは肩をすくめ、呉くれ葉はなどはソファにどっかりと腰かけてコーヒーカップを傾かたむけながら「ハッ、ヘタレが」とつぶやいている。事実である。三九郎は屈くつ辱じよくを嚙かみしめるほかなかった。

　だが、華夜は小さく笑っただけだった。その瞳ひとみに、かすかな悲しみと、そして諦あきらめがあることに、三九郎は気づかなかった。笑みの奥にその色を隠かくして、華夜はねねこに向き直り、

「だってさ、ねねちゃん。埋うめ合わせは、たっぷりしてもらいなよ」

「うん。今すぐしてもらうことにする！」

　ねねこは不ふ穏おんなことを言って、立ち上がった。

　三九郎の手を摑む。そのまま、とてとてと華夜に近づいて──華夜の手を取る。

　華夜は目を丸くしている。

「な、なに？」

　ねねこはにっこりと笑い、それから三九郎のことを見て、尋たずねた。

「ねえ、さんちゃん。かやちゃんのことはどう思う？」

「え？」

「えっ!?」

　三九郎と華夜は同時に声をあげる。しかし、華夜の反応のほうが激げき烈れつだった。摑まれていない手をわたわたと動かしながら、彼女は全身で焦る。

「な、なに言ってるの!?　ねねちゃん!?」

「ねえ、答えて、さんちゃん」

「いや、どう思うっていわれても──」

「女の子として。好き？」

　爆ばく弾だんが投下された。華夜の動きが凍こおりつき、呉葉もきょろきょろと目を泳がせている。その中で、三九郎はただ困こん惑わくしていた。何度か華夜のことを見ながら、答える。

「俺が好きな女の子はおまえだぞ。ねねこ」

　ねねこはぱっと顔を赤らめ、しかしすぐに、咳せき払ばらいをした。

「それは、嬉うれしいんだけど──じゃあ、こっちならどう？　かやちゃんのこと、魅み力りよく的な女の子だと思う？」

　三さん九く郎ろうは華か夜やのことを見た。

　長い黒くろ髪かみの隙すき間まから覗のぞく耳ですら、真っ赤に染そまっていた。華夜は息を止め、背せ筋すじをぴんと伸ばし、じっと三九郎のことを見み据すえている。いつもは強い意思の光を宿す切れ長の目は、今ばかりは迷子のように揺ゆれていた。

　気き丈じような女の子が、不安に震ふるえて、縋すがるように自分のことを見つめている。

　三九郎はねねこの問いに答えた。

「……思う」

　ねねこは、にぱっと笑った。

「それじゃ、だいじょうぶだね！」

　なにが、と聞き返す間もなく、ねねこは自分が摑んだ三九郎の手と華夜の手を、重ね合わせた。ぎくりとするが、やはり華夜のほうが反応は激げき烈れつだった。電気が流れたかのように身体を跳とねさせ、泣きそうな声でねねこに言う。

「ね、ねねね、ちゃん、だから、なにをっ──」

「さんちゃん。わたしと一緒に、かやちゃんともおつきあいして？」

　三九郎は、あんぐりと口を開いた。

　華夜は震えている。キリコは首を傾かたむげている。そして呉葉が、ぽつりと言った。

「……それってつまり、華夜に二号さんになれってこと──あだだだだっ!?」

「女の子の気持ちを踏ふみにじるような言動には、制せい裁さいするようにと言われています」

　キリコは呉くれ葉はの背中をぎりぎりとつねり上げる。呉葉の悲ひ鳴めいを背中に聞きながら、ねねこはふるふると首を振った。

「一番も二番もないの。わたしもかやちゃんも、同じくらいさんちゃんのことが好きなんだから、さんちゃんにも、同じくらいにわたしたちのことを好きになってほしいの。だめ、かな？」

「いや──」

「だ、だめかって言われても──」

　三九郎と華夜は、困ったように顔を見合わせた。どちらも予想もしていなかった事態だ。三九郎とねねこが恋人になる、ここまではいい。しかしねねこは、三九郎と華夜にまで、同じように恋人になることを要求しているらしい。ねねこにこんなアクロバティックな面があるなんて知らなかった。

「さんちゃんは、かやちゃんのこと、魅み力りよく的な女の子だと思ってるんでしょ？」

「……うん」

「かやちゃんは、さんちゃんのこと、好きなんでしょ？」

「…………」

　顔を真っ赤にして、うつむいて──それでも華か夜やは、こくりと小さく頷いた。

「わたしと一いつ緒しよに、二人でさんちゃんの恋人になるのは、いや？」

　長い沈ちん黙もくのあとに、華夜は、ぼそぼそとした声で、

「………………いや、じゃ、ない…………けど。ね、ねねちゃんは、それでいいの？」

　目だけでねねこのことを見上げて、華夜はそう尋たずねた。

　ねねこは明るく笑って、こう答えた。

「ケーキはひとりで食べてもおいしいけど、みんなで食べたほうがおいしいもん！」

　俺は、ケーキか。

　脱力すると同時に、笑い出してしまった。華夜も再びうつむいて、肩を震ふるわせている。笑いをこらえているのだ。なんとなく同情して、三さん九く郎ろうは華夜に声をかける。

「我が慢まんしないでいいよ。こいつは、こういう奴やつだ」

　ねねこの頭に手を載のせて言うと、ねねこは不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「もー！　わたしは、真ま面じ目めに言ってるんだよ！　さんちゃんたちも真面目に聞いて！」

「……ぷっ、くっ、あははははははははっ！」

　弾かれたように、華夜は笑い出した。お腹に手を当てて、身体をくの字に折って、しばらく笑い転げてから、ふと彼女は三九郎を見上げ、微笑ほほえんだ。

　笑っているときのほうが、ずっと魅力的だと、三九郎は思った。

「そうだね。ねねちゃんの言うとおり、ここはメイジ世界だもんね。言わないで、最さい期ごに後悔するよりも、今のうちに言っておいたほうがいい」

　そうして、華夜は息を吸い込んで、はっきりと告げた。

「伏桜三九郎くん。私は、あなたのことがずっと好きでした。今でも、大好きです」

「…………」

　三九郎は、少し迷ってから、唇くちびるを開こうとした。

　そこに、立てた人差し指がくっついた。華夜の指だった。顔を赤らめながら、彼女ははにかむ。

「言わなくていいよ。言えば、辛つらいでしょ？　三九郎くんは、真ま面じ目めで、義ぎ理り堅がたいから。だからなにも言わなくてもいい。ただ、私があなたを好きだって、そのことだけ覚えていてくれればいいの」

「……神しん藤どうさん」

「覚えてて、くれる？」

　三九郎は、頷うなずいた。

　それだけで、華夜は柔やわらかく笑った。本当に嬉うれしそうに笑う顔に、三九郎はそれ以上、なにも言えなくなってしまった。

「それじゃ、決まりだね。わたしたちは三人で、ずっと一いつ緒しよにいるの。さんちゃん、かやちゃん、それでいいよね？」

　ねねこの言葉に、三さん九く郎ろうと華か夜やは同時に頷いた。

　なんだか妙なことになってしまったが──ねねこも、華夜も、嬉うれしそうにしている。笑っている。それならばそれでいいかと、三九郎は納なつ得とくしようとした。

「……やっぱ、腐くされハーレム野や郎ろうだったな」

　ぼそりとつぶやいた呉くれ葉はの言葉には、反論する術すべはなかった。










　あとがき




　どうもこんにちは。鈴すず木き鈴すずです。

　そんなわけで『放課後の魔法戦争アフタースクール・ブラツクアーツ』最終巻です。いろいろなことに決着をつけ、自みずからの工房を守っていくことを決意した三さん九く郎ろうくんですが、もしも次に彼が登場することがあるとしたらそのときは三人の子持ちになっていると思われます。ねねこ、華か夜や、蕩とう乃のの順ですね。本当死ねばいいのに。

　三九郎への蔑べつ称しようは作中に出てきた他に「ブルシットラブコメ野や郎ろう」「低てい脳のうラッキースケベ野郎」あるいは既き存ぞんの二つを合体させた「腐くされファッキンハーレム難なん聴ちよう野郎」などがありましたが、結局こういう形に落ち着きましたことを謹つつしんでご報告申し上げます。




　……いや、別に僕ぼくはラブコメや三九郎が嫌きらいというわけではないのです。むしろ三九郎は今まで出した自分の作品の中でもトップクラスで良い奴やつだと思っております。

　作品構こう築ちくの当初、この本の主人公はなにか一本芯しんが通った人にしようと考えておりました。恐らくその芯は、作中で語られているとおり「理り不ふ尽じんに対する怒り」であったように思います。それも自分のための怒りではなく、他の誰だれかに対する怒り。そのために命をなげうてるのがヒーローなのではないでしょうか。

　この物語を読んだ方が、いずれ人生の理不尽に直面したとき、胸に芽め生ばえた怒りを絶やすことのないようになっていただければ幸いです──と、そんな難むずかしいことを考えていたわけでは特になく、楽しんでいただけたのならこれに勝る幸いはありません。




　では今回はこの辺りで。

　次のお話でまた会いましょう。ごきげんよう、さようなら。





鈴木　鈴
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鈴すず木き 鈴すず

もうすぐレリ１です。
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イラスト／さらちよみ

世田谷区在住のイラストレーター兼漫画家。ほか、ゲームのキャラクターデザインや原画など多方面で活躍中。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「鈴木 鈴先生」係

「さらちよみ先生」係











本書は書き下ろしです。
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